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			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			01　穏やかな日々の終わり

			02　隠し事

			03　友情の証明

			04　最悪の仮定

			05　裏切り者の思惑

			06　人界を守る騎士

			07　遠方を繋ぐ影

			08　少女の覚悟とその結末

			09　ご主人様の選択

			10　灯火の世界

			11　虚ろな力を砕くもの

			12　決着

			13　残された謎

			14　明かされゆく謎

			15　率いる者、従える者

			番外編　わたしの勇者様　～シラン視点～

		

	
		
			モンスターのご主人様④

			日暮眠都

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・松田マサヨシ＋百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			01　穏やかな日々の終わり

			　

			　おれは深いところに沈んでいる。

			　周囲には闇やみが立ち込めていて、なにも見えない。触れられない。

			　どこか覚えのある状況だと思って、ふと気付いた。

			　これは夢だ。いつか見た悪夢なのだ。

			　この異世界に迷い込んで１ヶ月。転移者たちが建造した仮の住処『コロニー』の崩ほう壊かいによって森を彷徨さまよう羽目になり、リリィたち眷けん属ぞくモンスターに出会って、洞どう窟くつでの生活を始めたばかりの頃のことだ。元クラスメイトの加か賀がと遭そう遇ぐうし、襲いかかってきた彼を返り討ちにした夜に、これとよく似た夢を見た。とはいえ、あのときに感じた息苦しさや孤独感はない。分厚い暗闇の向こうに何者かの存在が感じ取れて、それが安らぎを与えてくれていた。

			　ただの夢……にしては、なにか妙だった。けれど、だからなにかと言われてもわからない。

			　やがておれの意識は、暗闇を浮上し始めた。

			　いまはまだ、なにも見えず、感じられず、わからぬままに……目が覚める。

			「おはよう、ご主人様」

			　ゆっくりとまぶたを持ち上げて横を見ると、一いつ糸し纏まとわぬ少女がこちらを見詰めていた。

			　魅み惑わく的な曲線を描く腰から下は薄いシーツに隠れているものの、目にも眩まぶしい少女の裸の上半身を隠すものはなにもない。おれの右腕は彼女の細い腕で引き寄せられて、豊かに膨ふくらんだ少女の胸元に半ば埋もれていた。

			　一種、暴力的な光景だった。これが夜だったなら、湧き上がる衝動を止められなかったかもしれない……というか、夜だったから止まらなかったと過去形で語るべきか。暗い部屋で跳ねる少女の体たい躯く。甘い吐と息いき。漏もれる嬌きよう声せい。昨晩の甘美な記憶が脳裏に蘇よみがえる。おれ自身、普段は抑えているだけに、歯止めが利かなかった部分もあったかもしれない。

			「まだもうちょっとだけ寝ていても大丈夫だけど」

			　甘やかな声。ほっそりとした手が頬ほおに伸びてくる。その掌てのひらの柔らかい感触と優しいぬくもりに、甘えたい気持ちがないわけではないけれど……。

			「……いや。起きる。おはよう、リリィ」

			　リリィの言葉にかぶりを振って、おれは身を起こした。

			　そこで、ふとつぶやきが口をついて出た。

			「……そういえば、前回は確か、ローズが近くに来てくれたんだったな」

			「なんの話？」

			　おれの隣で身を起こしたリリィが、不思議そうな声をあげた。

			　この異世界の転移者に備わる固有の力――『チート能力』、あるいは『恩おん寵ちよう』と呼ばれるもの――として、モンスターと心通わせる能力を持つおれの２番目の眷けん属ぞくであり、リリィにとっては妹に当たるローズの名前がここで出たことを意外に思ったらしい。シーツを裸の胸元まで引き上げながら、目を丸めて小首を傾げた。

			「ローズがどうかしたの？」

			「いや。変な夢を見たんだ」

			「へえ。どんな？」

			「それは……」

			　言葉が途切れた。

			「……えっと、なんだったかな」

			　印象的だった夢も、一度覚めてしまえば、コーヒーに入れた角砂糖みたいに溶けてしまう。夢なんてそんなもので、さっき見た夢の残ざん滓しはもう掬すくえるほどに形を残してはいなかった。

			　リリィが笑う。

			「もう。寝ね惚ぼけてるの？」

			「……かもな」

			　朝が弱くて目覚めが悪いのは、いつものことだ。だから、おれもリリィも、このやりとりをそれ以上、気にすることはなかった。

			　

			　――チリア砦とりで滞在４日目の朝。穏やかな一日の始まりだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　半分寝ぼけているうちに、おれの身支度はリリィが整えてくれた。

			　ベッドに腰掛けて半覚かく醒せい状態でいたおれは、なぜか普段の５割増しで艶つや々つやした笑顔のリリィを見上げた。

			「……なんか機嫌いいな」

			「そう？」

			　小首を傾げたリリィは、ふわふわの尻尾しつぽをぱたぱた振る風船狐のあやめを抱き上げて、おれの左手の甲から伸びる寄き生せい蔓つるのアサリナを指先であやすと、おれのすぐ隣に腰を下ろした。

			「うふふー。昨日のうちに、いっぱい充電できたからかなぁ」

			「……そうか。よかったな」

			　充電ってなんだろうとぼんやり思いつつ、寝起きで回転の悪い頭が覚醒するのを待つ。

			　しばらくして、ノックの音が部屋に響いた。

			「……あやめ、アサリナ」

			　ここチリア砦は、魔力に満ちた特殊な土地である『樹海』に蔓延はびこるモンスターに対抗するために建造された、人類の橋きよう頭とう堡ほのひとつだ。ミミック・スライムのリリィは、亡くなった水みず島しま美み穂ほの姿を擬ぎ態たいしているからともかくとして、見るからにモンスターであるあやめとアサリナの姿を、来客に見られるわけにはいかない。

			「窮きゆう屈くつな思いをさせて悪いな」

			「くう」

			「ゴシュ、ジ、サマッ！」

			　気にするなとばかりに鳴くあやめとアサリナが隠れてから、リリィに応対に出てもらった。

			　やってきたのは、オタク気質な眼鏡の少年、転移前からの友人である鐘かね木き幹みき彦ひこだった。

			「おはよう、水島さん」

			「うん。おはよう、鐘木くん」

			　水島美穂として振る舞うリリィに挨あい拶さつをして、幹彦がこちらを向いた。

			　そして、なにを考えたか、しなを作って口を開いてみせる。

			「きちゃった」

			「……おはよう」

			「友人にネタ発言をスルーされた件。つーか、孝たか弘ひろ、ずいぶんとまた眠そうじゃん」

			　幹彦は呆れた様子で言うと、その直後、くわっと目を見開いた。

			「部屋に男女がふたりきり。眠そうな男。……こ、これが、伝説の『昨晩はお楽しみでしたね』ってやつ!?」

			「……昔っからおれが朝弱いのは、お前も知ってるだろう」

			「あ。そだっけ。たはは、それは失礼。……でも、さりげに孝弘、おれの発言を否定してなくね？　そのあたりどうなん、水島さん？」

			「え？　あ、うん。――どうだろうね。ふふ」

			「意・味・深ッ!?　訊かなきゃよかった！　団長慰なぐさめて！　……って無理か。あの人ガード固過ぎんだよ畜ちく生しようだけどそんなところも好き！」

			「……お前は朝から元気だな」

			　一息に言ってのけた幹彦を半眼で眺めつつ、おれは尋ねた。

			「それで、なんの用だ？　シランなら、今朝は来ないぞ」

			　この世界にやってきて初めて出会った人間……というか、エルフの少女であるシランとは、この世界について知らないことを教えてもらったり、一緒に霊れい廟びようで死者を弔とむらったりと縁があって、昨日、一昨日は基礎的なものながら剣の手ほどきをしてもらっていた。

			　今朝も可能であるのなら、彼女が習慣にしているという早朝の鍛たん錬れんに付き合わせてもらいたかったのだが、若年ながらここチリア砦とりでに駐留する同盟第三騎士団で副長を務める彼女は、今日は朝から仕事があるということだった。なんでも、近辺の哨しよう戒かい任務に当たるのだという。つい先日まで、コロニーから落ち延びた学生たちを救出するために樹海深部へ長期遠征に出ていた彼女には、本来ならしばらく出撃任務は与えられないはずだったのだが、所属する同盟騎士団の人手不足から、そうも言っていられない状況になってしまったらしい。

			　残念なことだった。時間があるなら、彼女には話したいことがあったのだが。

			　今朝は彼女が来ない以上、それはまた別の機会にするほかない。

			　とはいえ、急ぐ理由も特にない。

			　この砦とりでにいる以上、これから機会はいくらでもあるのだから。

			「あ。シランさんが今朝忙しいって話は、おれも聞いてるよ」

			　幹彦はひらひらと手を振った。

			「というか、おれも今朝は団長の用事に付き合うつもりだから、どっちみち訓練には参加できないしね」

			「なんだ、お前もか」

			「うん。これからすぐ戻らなきゃ。遅れたら怒られる。団長、怖いからさぁ」

			　どこか嬉しげに語る幹彦は、同盟騎士団の団長を務める女性に首ったけである。

			　幹彦はおれと同じくコロニー崩ほう壊かいという地じ獄ごくを経験している。彼にとって団長さんは、おれにとってのリリィに等しい。こうした態度は、十分に理解できるものではあった。

			「……ん？　とすると、お前、ここにはなんのために来たんだ？」

			「あ、うん。ケイちゃんのことでさ。今日もここに来るんだよね？」

			「ああ」

			　シランの妹分であるケイには、おれたちの世話役をしてもらうことになっていた。

			　これは実際には、ケイを守るための方便の部分が大きい。

			　彼女は昨日、転移者のひとりである坂さか上がみ剛ごう太たに乱暴をされそうになった。幸い、リリィの助けもあってことなきを得たのだが、禍か根こんばかりはどうしようもなかった。

			　おれたちが『チート能力』と呼び、この世界では『恩おん寵ちよう』と呼ばれる力は、モンスターに日々脅おびやかされるこの世界において非常に有用なものだ。実際に過去の転移者たちが世界を守ってきた実績があるため、この世界で転移者という存在は勇者としてほとんど信仰に近い尊敬を集めている。それに対して、ケイたちエルフは歴史的に立場が弱い種族だ。彼女を守るためには、同じ転移者であるおれの庇ひ護ごのもとに置くのが手っ取り早かったのだ。

			「それで、ケイがどうかしたのか？」

			「いまのケイちゃんは、なるべくひとりにはさせないほうがいいじゃん？　だからさ、同盟騎士団のおれの知り合いに、この部屋まで送ってもらえるように頼んどいたんだ。ちょっと愚ぐ痴ちっぽいけど、根っこは骨太な人だから、坂上に変に絡まれても突っぱねてくれると思うよ。孝弘の世話役って立派な口実もあることだし、おれから頼まれたって経緯もあるしね」

			「そうか。悪いな、いろいろと気を遣わせて」

			「んなこと気にしなくていいって。おれもケイちゃんには、お世話になってるしね。まあ、安心していいよ。他にも手は打ってあるからさ」

			　にひひと幹彦は笑った。

			　妙に楽しげな様子だったのが気になったものの、ケイの身の安全がかかっている以上、幹彦も下手なことはしないだろう。こう見えて、ふざけてばかりの男ではないのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　話が終わると、前言通り幹彦はすぐに部屋を去った。

			　おれとリリィも部屋を出て、砦とりでにいる他の学生たちと同じ大部屋で朝食を摂ることにした。

			「おはよう、真ま島じまくん。隣、いいかな？」

			　おれたちが席に着くと、学生のひとりが相席を申し出てきた。この砦にやってきたときにも言葉を交わした『クラスのまとめ役』的な雰囲気を持つ上級生、三み好よし太た一いちだった。

			「ええ。もちろん、かまいません」

			「ありがとう」

			　おれとリリィがそうであるように、転移者たちは砦に保護されるまで行動をともにしてきたメンバーで纏まとまる傾向がある。三好は他に男子生徒ふたりと女子生徒ひとりを連れていた。

			　おれが相席を了承すると、全員が席に着いた。それと同時に、なにやら視線を感じた。

			「……？」

			　斜め前に座った女子生徒が、なぜか窺うかがうような目でこちらを見ていた。

			「なにか？」

			「……あのね。昨日、鐘木くんから聞いたんだけど、真島くんってさ……」

			「おい。涼りよう子こ」

			　咎とがめるような口調で三好が口を挟むと、彼女は誤ご魔ま化かし笑いを浮かべた。

			「あはは。ごめんね。やっぱなんでもないっ」

			　不自然過ぎる反応に、おれはリリィと顔を見合わせた。

			　おれ自身には心当たりがない。リリィも肩をすくめた。おれは三好に顔を向ける。

			「えっと、幹彦からなにか聞いたんですか？」

			「本当になんでもないんだ。気にしないでくれ」

			　と言われても気になるのだが。

			　詳しい話を聞きたいところだったが、三好はこれ以上、この話を続けるつもりはないらしい。

			　おれの脳裏には、妙に楽しげだった今朝の幹彦の笑顔が浮かんでいた。……あとで、少し話を聞かなければならないかもしれない。

			　ともあれ、いつまでもこんな話ばかりしていても仕方ない。追及は諦あきらめて、大人しく朝食を摂ることにした。

			　食事の席では、三好たちがこの砦とりでに来てから受けている訓練のことが主な話題になった。

			　この訓練というのは、転移者として自分たちの身に備わった能力がなんなのかを自覚する切っ掛けを作ることを目的にしたものだ。

			　この世界で転移者は勇者として扱われている。三好たちが、英雄として活躍する未来の自分を思って盛り上がるのは、当然といえば当然のことだった。今日は、魔法の扱いを重点的に教わるのだという。体を動かす訓練ばかり連日続くのは体力的に厳しいと声があがった結果らしい。そんなことでいいのかと思ってしまったのは、おれと彼らの感覚の違いだろうか。

			　他のテーブルでも、同じような話題で持ちきりだった。

			　特に、帝国の騎士団や軍の要人に囲まれた、ふたりの少年の周りは盛り上がっていた。

			　大柄な少年が十じゆう文もん字じ達たつ也や、小柄なほうが渡わた辺なべ芳よし樹き。どちらもかつてのコロニーでは、チート持ちで構成された『探索隊』に所属し、この世界の人間たちを探すために東の地を目指してコロニーを発った『第一次遠征隊』のメンバーでもあった。
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			　彼らは先日行われた戦闘訓練に参加しており、現在の話題はそのときのことのようだ。

			　十文字と渡辺は、固有能力こそ持たないものの優れた身体能力と魔力を兼ね備えた『ウォーリア』と呼ばれる能力者だ。チート持ちは自身の能力の使い方を本能的に知っているものなのだが、ウォーリアである彼らには、戦うときにどうすればよいのかが直感的にわかるらしく、訓練では凄すさまじい戦闘能力を披露していた。おれもこの目で見たが、実際、たいしたものだった。きっと今日行われる魔法の訓練でも、存分にその力を見せつけるに違いない。

			　彼らはすでにこの砦とりでで確固たる立場を築いており、自信に満ち溢れた表情で、チリア砦を預かる要人たちと歓談していた。

			　そんな彼らを眺めながら、三好がしみじみとつぶやいた。

			「彼らもたいしたものだね」

			「……そうですね」

			　おれは相あい槌づちを打った。とはいえ、その言葉には、あまり内面は伴っていなかったが。

			　砦とりでの重じゆう鎮ちんたちと笑顔で言葉を交わす十文字のことを眺めるおれの脳裏には、昨日、ケイが坂上に襲われる現場に現れた彼の言動が思い出されていた。

			　――まったく。いつまで元の世界にいるつもりだっ。ここは異世界で、なにもかもが違うってことがわからない奴に、どうしてこのおれが煩わずらわされなければならない……っ！

			　こう言って、十文字は坂上の勝手を愚ぐ痴ちっていたのだった。

			　言っていることは正しい。『ここが元いた世界とは違う』というのは、おれだって心の底から同意できる。コロニー崩ほう壊かいの際のパニックに巻き込まれ、危うく殺されかけ、ひとり孤独に樹海を彷徨さまよった惨みじめさと苦しさを忘れていないから尚更に。

			　だが、だからこそ、『ここが元いた世界とは違う』とわかっているのなら、どうしてあんな英雄然とした態度でいられるのかと、おれは思わずにはいられなかったのだ。

			　もちろん、そうした感情的な部分を考えなければ、彼らがうまくやっていることは、おれだって認めるところだった。

			　この異世界の状況や環境……更には、砦とりでの到着前にあったグリーン・キャタピラ襲しゆう撃げきのアクシデントが、『韋い駄だ天てん』の鮮あざやかな撃退によって彼らの英雄としての面を後押ししたような幸運もあったにせよ、彼らは砦の重じゆう鎮ちんたちの信用を得て、他の転移者たちをよく纏まとめていた。

			　彼らの勇者として栄光の道のりは、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんなものだ。

			　そして、それはきっと、他の学生たちも同じなのだ。

			「おれたちだって、これからさ」

			　仲間たちに言い聞かせる三好の台詞せりふは、約束された明日への希望に満ちていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　朝食を摂ったおれたちは、自分たちの部屋に戻るために大部屋から出た。

			　すると、廊下の向こうから丁度やってきた少年と目が合った。

			「……あ。先輩」

			　細面に気弱げな表情が浮かぶ。『いじめられっこ』の工く藤どう陸りくだった。彼を使い走りのように扱っている坂上の姿はなく、ひとりだった。坂上はまだ寝ているのかもしれない。

			「お、おはようございます……」

			　工藤は挨あい拶さつをすると、そのままおれたちの脇をすり抜けて行こうとする。

			「ちょっと待て、工藤」

			「な、なんでしょうか？」

			　おれが呼び止めると、工藤は訝いぶかしさと怯おびえが半々に浮かんだ顔を向けてきた。坂上にいいように使われている彼の境きよう遇ぐうを考えれば無理もないが、怯えられていい気持ちはしない。

			　あまり気にしないことにして、おれは口を開いた。

			「昨日は助かった」

			「……なんのことですか？」

			「坂上からケイを守ろうとしてくれただろう？　礼を言ってなかったと思ってな」

			　工藤はきょとんとした。

			「ケイっていうのは、あの女の子のことですか？　だったら、お礼を言われるようなことはしていませんよ。昨日も言いましたけど、ぼくはなにもできませんでしたから」

			「そんなことはない」

			　おれはかぶりを振った。

			　昨日の工藤は、ケイを部屋に連れ込もうとした坂上を、殴られてでもとめようとした。彼がそうしていなかったら、おれたちは間に合わなかったかもしれない。

			「ケイも感謝していた」

			「別に……ぼくはただ、あいつが自分勝手に振舞うのが堪たえられなかっただけですから」

			　目を逸そらして、工藤は頬ほおを掻かいた。砦とりでにいる回復魔法の使い手にでも治療してもらったらしく、その頬から腫はれはもうひいていた。

			「そういうことですので……それじゃあ、失礼しますね」

			　そそくさと行ってしまおうとした工藤の背中を見送りかけて、ふとおれは声をあげた。

			「なあ、工藤」

			「はい？」

			　振り返った工藤に問いかける。

			「昨日、あの場に来た十文字が坂上を見て、『いつまで元の世界にいるつもりだ。ここは異世界で、なにもかも違うとわからない奴に、どうしておれが煩わずらわされなければならない』って愚ぐ痴ちっているのを聞いて、お前、『なにも変わってなんていない』って言っていただろう？」

			「……」

			「あれは、どういう意味だったんだ？」

			　それは、おれのなかで昨日から、ちょっと引っかかっていたことだった。

			　――なにを言っているのだか。なにも変わってなんかいませんよ。

			　十文字の愚痴を聞いて、工藤はこうつぶやいていたのだった。

			　おれ自身、この異世界に放り出されたことで、変わってしまったもの、失ってしまったものがたくさんある。この砦とりでにやってきてからは、それを思い知らされることも多々あった。だからだろう、どうして工藤がそんなことを言えたのか気になっていた。

			「……ああ。それですか。独り言のつもりだったんですけどね」

			　工藤は苦笑をこぼした。

			　それはどこか諦あきらめたような表情だった。
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			「たいした意味があったわけじゃないんです。強い奴が好き勝手に振る舞える。転移しようがしまいが、ぼくらの世界はいつだってそうだっただろうに、って思っただけで」

			「……」

			　坂上の子分か下げ僕ぼくめいた関係にある工藤にとって、たとえ異世界に飛ばされてしまったところで、世界はまるで変わらない地続きのものに見えている、ということだろうか。

			　これまでおれは『変わってしまった』ことで失われたものばかりに目がいっていたが、『変わらなかった』からと言って、必ずしもそれが良いこととは限らない。工藤の言っていることは、これまでおれの考えたことのない部分を突いていた。

			「変なことを言ってしまって申し訳ありません。それじゃあ、そろそろ失礼します」

			　軽く頭をさげて、今度こそ工藤は去っていった。

			　その背中を見送っていると、リリィが身を寄せてきた。

			「どうしたの？」

			「いや」

			　おれはかぶりを振った。たいしたことではなかった。

			　ただ、いまのやりとりに、どこか納得してしまっている自分がいたというだけのことだ。

			　――強い者が好き勝手に振る舞える。

			　――転移しようがしまいが、世界はいつだってそうだった。

			　転移前、おれたちがかつていた世界では、個々人の道徳心や倫りん理り観かん、正義感といったものとは独立して法律という規き範はんがあり、社会の秩ちつ序じよを維持していた。そして、そうした仕組みは、治安を維持する各種の組織によって裏打ちされていた。わかりやすいものとしては警察だし、もっと極端な例として、軍隊がそれを担っている国を思い浮かべてもかまわない。

			　おれたちが転移してきた樹海には、そうした『抑よく止し力りよく』が存在しなかった。そのために、一部の力のある者たちが好き勝手に振る舞った結果が、コロニー崩ほう壊かいという惨さん劇げきだったのだ。

			　しかし、だとすれば、この異世界にやってきたことでなにかが劇的に変わったというわけではないのかもしれない。元いた世界も、あの深い森のなかも、いまいるこの砦とりででも、人間というものの本質は変わらない。ただ、より強い力がルールを定めているとするのなら……。

			「ご主人様？」

			　考え事をしていたおれは、リリィの声で我に返った。

			「なんだ？」

			「そろそろ部屋に戻らないと、ケイちゃんが来ちゃうよ」

			「……ああ。そういえば、そんな時間か」

			　朝食を三好たちと一緒に摂ったため、そこそこ時間が経っていた。このままでは、ケイを廊下で待たせることになりかねない。

			　おれはリリィと肩を並べて、少し急ぎ足で部屋に戻ったのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ケイとは丁度部屋の前で、ばったり顔を合わせるかたちになった。

			「おはようございますっ」

			　シランと同じ金髪碧へき眼がんの少女は、ぺこりと頭を下げて元気な挨あい拶さつをした。

			　彼女は幹彦の言っていた騎士と一緒だった。顔に見覚えがあったのでよく見てみたら、一昨日、同盟騎士団の詰め所でシランと言葉を交わしていた男だった。

			　マーカスと名乗った騎士からケイを預かって、おれたちは部屋に入った。

			　そうして始まったのは、お勉強の時間だ。ただし、教師役は年上のおれたちではなく、まだ幼さの残るケイのほうだった。小さなテーブルに書物を広げて、ケイはこの世界にいるモンスターについて知っていることを教えてくれた。

			「この前、シランから聞いた話だと、すべてのモンスターの起源は樹海にあるんだよな。だったら、樹海の外だと、あまり強いモンスターはいないんじゃないのか？」

			「基本的にはそうなります。ですけど、例外もあります」

			　おれの問いにケイが答える。しっかり握った拳は膝の上で、やや前傾になった姿勢は真剣に答えてくれようとしている彼女の熱心さを表していて、なんとも可愛かわいらしい。首からは、細いチェーンにかかった指先ほどの大きさの赤い魔石――『翻ほん訳やくの魔石』が下がっていた。

			「歴代の勇者様方のご尽じん力りよくによって、わたしたちは樹海を切り拓いてきました。ですが、すでに切り拓かれた地域にも、樹海の切れ端は残っています。これを『昏くらき森』って言います。そこには、普通じゃなかなか倒せない強力なモンスターが巣を作っていることが多いんです。森をなくしてしまおうとすれば、それこそ甚じん大だいな被害を覚悟しなくちゃいけないくらいに。たとえば『大地の怒り』あたりが有名ですね」

			「なるほど。切り取られた樹海が残っているのには、それだけの理由があるってことか」

			「はい。逆に定住性がないものでは、樹海の外で災害扱いされているものもあります。こちらは定住性のものと違って被害が甚大ですから、かなりの数が勇者様によって討とう伐ばつされてます」

			「それも勇者の仕事のひとつってことだな」

			「そういうことになります。他のケースだと、小国ひとつを支配したモンスターについて語られている伝説もあります。あ。でも、これは教会では認められていない外典ですけど」

			「認められてない？」

			　ケイが言っている教会とは、勇者を信仰の対象とする『聖堂教会』のことだ。どんな村にも大抵は教会があり、勇者に関わる伝説を広めているのだという。

			　その教会が認めていない伝説とはどういうことか。首を傾げたおれにケイは端的に答えた。

			「だって、モンスターが理性を持って国を支配するなんてありえないですもん」

			「……まあ、そうだな」

			　視界の端で、ベッドに座るリリィがくすりと笑うのが見えた。

			「帝国首都では、昔から劇にもなっているそうですよ。悲劇の不死王カール。もともとは魔道に優れた魔法国家の王が、恋人であった女勇者様の死によって狂い、ついにはアンデッド・モンスターであるリッチに姿を変じてしまう物語です」

			「そのリッチっていうのは、グールとはまた違ったモンスターなのか？」

			　同じくアンデッド・モンスターであるグールとは、おれ自身、遭そう遇ぐうした経験がある。樹海深部まで転移者たちの救援に向かったシランとは別に動いていた同盟騎士の一団が、モンスターによって全滅して、アンデッド・モンスターと化していたのだ。

			　グールの発生は、その場の魔力密度に依存して起こる。たとえば、無数の死体が転がる戦場では、死体がグールになることが多い。魔力が宿る魂たましいが多く散さん華げすることで、その場の魔力密度が上がってしまうためだ。もともと濃密な魔力を帯びた特殊な土地である樹海では、やはりグール発生率が高い。おれが遭遇したのも、そうしてグールになった騎士たちだった。

			「リッチも基本的には、グールと同じアンデッド・モンスターです。ただ、不完全なものとはいえ高い不死性を持ち、魔法を駆使する非常に強力なモンスターとして知られてます」

			「グールの上位種みたいなものか」

			「そうですね。ですけど、不死王カールはその強きよう靭じんな意志力によって、知性を残していたと言われています。そんな彼を誰も倒すことはできず、ついには、かつて恋人であった女勇者様が率いていた聖堂騎士が派遣され、不死王は浄化の炎のなかに消えるんです」

			「ということは、もうその不死王とやらは死んでしまっているのか？」

			「ふふ。あくまでこれはお伽とぎ噺ばなしですよ、孝弘さん。教会では、狂った王が国を率いて行った、帝国への反乱だって教わりました。何百年も前の人ですから、もう亡くなってて当然です」

			「そうか」

			　相あい槌づちを打ったおれは、ケイに気付かれないように溜め息をついた。

			　……残念だ、と。

			　おれがこうしてケイから有名なモンスターの話を聞いているのは、意図あってのことだ。

			　人間世界に足を踏み入れることで、おれたちはこれまでよりモンスターの世界から遠ざかる。それはつまり、モンスターを率いるおれの戦力増強が難しくなることを意味していた。

			　しかし、その一方で人間世界では、情報収集をスムーズに行えるというメリットもある。

			　強大なモンスターの情報を集めれば、おれの眷けん属ぞくとなりえるようなレア・モンスター、ないしはハイ・モンスターと接触することが可能かもしれない。ケイ自身は信じていないようだが、いまの不死王の逸話を聞く限り、おれという存在なしに自意識を持つモンスターがいそうな感もあり、そうした意味でも興味をそそられるところだった。

			　また、そういった理由を抜きにしても、遭そう遇ぐうしたときのことを考えた危機管理の観点から、モンスターの情報を集めることには意味があった。砦とりでに駐留する騎士団にとって最重要である樹海表層部のモンスターについては、特に豊富な情報が蓄積されていて参考になった。一口に表層部といっても地域性があり、おれが見たことのないものも多くいて興味深かった。

			　また、こんな面白い話も聞くことができた。

			「この樹海の北域でも有名なモンスターがいるんですよ。５００年前に確認された白い蜘く蛛ものお話なんですけど、嘘か真まことか、この世のものとは思えないようなとても美しいアラクネが、勇者様の英えい雄ゆう譚たんのなかに登場するんです」

			　おれは丁度、口に運んでいたところだったお茶を噴き出しそうになった。

			「し、白いアラクネ……？」

			「あ。興味がおありですか？　白いアラクネは、５００年前に行われた最深部への遠征から引き返す途中、疲ひ弊へいし切っていた軍に襲いかかってきたモンスターのうちの１体です。軍を率いていた勇者様が、すでに瀕ひん死しの重傷を負われた身でありながら、壮そう絶ぜつな戦いを繰り広げられたんだって伝わっています。結果は勝負が付かずに引き分けだったそうですよ。ひょっとすると、いまでも白い蜘蛛は樹海を彷徨さまよっているのかもしれませんね」

			　いや。いまはこの砦の近くにいるはずだけど――とは、まさか言えない。

			　自意識のなかった頃とはいえ、ガーベラもやんちゃをしていたらしい。人間の軍隊と遭そう遇ぐうしたことがあるという話は以前に聞いていたが、まさか大将格と戦っていたとは思わなかった。

			　ともあれ、このようにケイと過ごす時間は、なかなか有意義で楽しいものとなった。

			　昼食も一緒に摂って、講義は午後になって哨しよう戒かい任務から帰ってきたシランが顔を出すまで続いた。

			「付き合わせてしまって悪いな」

			「いえ。これはこちらから申し出たことですから」

			　シランには、今日も稽けい古こをつけてもらうことになっていた。

			「それに、前にも言いましたが、どうせ訓練以外にすることなどないのです。孝弘殿は熱心ですし、こちらとしても教え甲が斐いがありますからね」

			「シランの教え方はうまいからな。真面目にやらないともったいない」

			「そ、そんなことはないと思いますが……」

			　尖った耳に触れながら、シランが蒼あおい瞳ひとみを逸そらす。そんな初うい々ういしい恥じらいの仕草に微笑ほほえみを誘われつつ、おれはひとつ注文をつけさせてもらうことにした。

			「ただ、ちょっとおれに気を遣っている感じがあるな。もう少し厳しくしてくれてもいい」

			「……これ以上、厳しくしてしまうと、怪け我がをする恐れがありますが」

			「痛い思いをせずに強くなれるなんて思っていないよ。骨が折れる程度なら文句は言わない。どうせ回復魔法で治るんだ。思いっきり厳しくやってくれ。そうでないと意味がない」

			「は、はあ。昨日も体力の限界まで体を動かしていたようですし、孝弘殿が本気で言っていることは疑いませんが……」

			　シランの声は少し呆れたものだったが、同時にそこには好意的な感情が含まれているように感じられた。

			「お話が終わったなら行きましょう、孝弘さん！」

			　おれたちの会話が終わったとみたのか、駆け寄ってきたケイがおれの手を握った。

			「今日はわたしも、シラン姉様に稽けい古こつけてもらうんですよ。一緒に頑張りましょうね！」

			　そう言って、ケイは手を引っ張ってくる。もう待ち切れないと言わんばかりの様子だった。

			　そんな彼女の姿を見て、シランが困ったように眉を寄せた。

			「ケイ。あまり孝弘殿に馴れ馴れしくするのは……」

			「まあまあ、シランさん。いいじゃない」

			　困り顔のシランを、リリィが取りなした。

			「真島くん、弟はいるけど妹はいないって話だし、ケイちゃんみたいに可愛かわいい子に懐いてもらえて嬉しいみたいだから」

			「ですが……」

			　がっちりとおれの手を握り締めたままの姪めいの姿を見て、シランは眉を下げた笑みを作った。

			「……いえ。わかりました。申し訳ありませんが、孝弘殿。ケイのことをよろしくお願いします」

			　やった！　とケイが小さくつぶやいて、みんなの笑いを誘った。

			「仕方ありませんね」

			　つぶやいてケイを見守るシランの顔は、慈じ愛あいに満ちたものだった。

			　モンスターが跋ばつ扈こする樹海のなかとは思えないほど、穏やかな日常がここにある。おれはシランの横顔を見ながら、霊れい廟びようで聞いた彼女の言葉を思い出していた。

			　――たとえこの目で二度と見ることが叶かなわないとしても、わたしは故郷を守りたい。あの村にいた同どう胞ほうたちと同じ境きよう遇ぐうにある、他の村の者たちを守りたい。ともに戦う仲間たちを守りたいのです。

			　きっとシランが守りたいと言っていたものは、こうした光景なのだろう。おれはそれを肌で感じていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　先に行って部屋の準備を整えるというシランと別れて、おれとリリィはケイに付き合うことにした。彼女をひとりにするわけにはいかない以上、付き添いが必要だったのだ。

			　ケイが準備した汗拭きや水筒を持って、シランの待つ鍛たん錬れん場へ向かう。ケイは大きな革袋を抱えていたので、他の荷物はおれとリリィで運ぶことにした。革袋には稽けい古こでケイが使う皮鎧などの道具類が入っている。その重みさえ楽しげに、幼い少女の足取りは弾んでいた。

			　ちなみに、稽古に参加したがっていた幹彦にもシランは声をかけておいたそうで、あいつはあとで合流するという話だった。これまでシランに習ったことを楽しげに語るケイとともに、おれたちは指定された部屋に辿り着いた。

			「……？」

			　数人が体を動かすのに手頃な広さの部屋に入った途端、おれは張り詰めた空気を鼻先に感じて足をとめた。

			　凛りんとした横顔を見せて、右手に剣を、左手に大盾を構える完全武装の少女の姿があった。

			　ふっと呼気が吐き出された。

			　重い鎧よろいを身に着けていながら、踏み込みは鋭く、それでいて滑るよう。いつ振り上げたかもわからない剣が、袈け裟さがけに振り下ろされる。切り返して、くるりと頭の上で切っ先が向きを変える。今度は逆袈裟。横薙なぎから突きの連携。鋼鉄の塊かたまりを振りまわしているとは思えないくらいに軽やかに、千変万化の剣技が閃ひらめいた。

			　動きをひとつひとつ確認するためなのか、決して動作自体は速くない。なのに、その剣の運びは、目で追うことが極端に難しかった。あまりにも動きが滑らかで、無駄がないのだ。まず日常で目にすることのない動きだった。きっとこれは、血の滲にじむような研けん鑽さんと命賭けの実戦で得たものなのだろう。ともすると目の前の少女自体、剣を振るうために存在しているかのように錯さつ覚かくしてしまうくらい、彼女は剣と一体のものとしてそこに在った。

			　これまでにもお手本として剣を振ってもらったことはあったが、こんなふうに彼女自身の鍛たん錬れんを見るのは初めてのことだった。これが樹海の最前線で戦う騎士たちの当たり前なのだとしたら、意外と転移者のチート能力なんて、たいしたことないのではないだろうか……。

			「……これは、すごいな」

			「すごいでしょう」

			　思わず零こぼしたおれの言葉に、ケイは本当に嬉しげに同意した。

			「それに、姉様は剣だけじゃないんですよ。精霊使いとしても、とっても優秀なんです」

			　ケイの声には、姉と慕したう少女に対する尊敬の念が溢れていた。

			「精霊との契約は、エルフだけに許された特別な魔法です。けれど、そのエルフでも、精霊と契約できるのは極一部の優れた魔法使いだけです。精霊は契約者を試すんです。資格なき者が契約に挑めば、待っているのは死だけです」

			「試練を超える必要があるってことか」

			「はい。必要とされるのは、気高き魂たましい。そして、純度の高い祈りとされています。そのために、わたしたちエルフは幼い頃から厳しい修行を積むんです。それでも契約に挑める者は、極わずかしかいません」

			「そうまでしてでも、エルフは精霊と契約を結ぶんだな」

			　剣を振るシランの上で、ぼんやりと浮かんでいる黄色い球体に、おれは目をやった。

			　粘土をこねて作った丸い体たい躯くに突起状の手足をくっつけたような姿形をした精霊は、長い緑の衣をたなびかせて、今日も今日とて太平楽に宙を漂っている。

			「そうですね。わたしたちにとって、やっぱり精霊は特別な存在ですから」

			　エルフがこの世界で疎うとまれているのは、精霊の存在がモンスター、すなわち人類の敵と見み做なされて、それと契約する裏切り者として非難を受けたからだ。それでもエルフは精霊を切り捨てなかった。彼らにとって精霊は、それだけ特別な存在なのだろう。

			「それに精霊は、命懸けの戦いに挑む契約者を常に助けてくれるんですよ」

			「へえ。おれはてっきり、索敵要員なのかと」

			　おれは森のなかで隠れていたところを、シランの契約した小精霊に居場所を暴かれたことがある。そうした経験を踏まえたうえでの発言だったのだが、ケイは首を横に振った。

			「そういう形でも助けてくれますけど、それだけじゃありません。契約した精霊は、戦いでは魔法で契約者を援護します。たとえば、いつでも姉様についているあの小精霊は、戦闘中は地属性の魔法を使ったり、身体能力を底上げしてくれたりするんです。そうして精霊の力を借りることで、精霊使いは優秀な魔法使いふたり分以上の働きができるんですよ」

			「へえ。すごいんだな」

			「そうです、すごいんです。わたしもいつか、あんなふうになりたいなぁって……」

			　きらきらと目を輝かせたケイは、革袋を抱きかかえた腕にぎゅっと力を込めた。

			「それにそれにっ！　姉様がすごいのはそれだけじゃなくてですね……」

			「そう持ち上げるものではありませんよ、ケイ」

			　不意にシランが振るっていた剣をとめて、こちらに振り向いた。集中しているように見えたが、ちゃんとこちらに気付いていたらしい。まあ、あれだけ騒いでいれば当然ではあった。

			「わっ、姉様!?　聞いてたの!?」

			「聞こえますとも。そうした落ち着きのないところは、気を付けなければなりませんよ」

			　剣を納めてこちらに向かってきたシランが、慌てるケイに指を立ててみせた。

			「それに……いいですか、ケイ？　あなたも来年には従士となり、騎士を目指す身の上です。わたしなど、道も半ばの未熟者。目標とするのは、より高みでなければなりません」

			「は、はい。姉様」

			「今日はあなたのことも見てあげる約束でしたね。準備してください」

			「はい！」

			　完全にお説教モードになったシランの指示に従い、わたわたとケイが部屋に駆け込んだ。

			　持ってきた革袋を開けて、なかに入っていたものを出し始める。リリィはケイに続いて部屋に入ると、なにやら談笑しながら準備を始めた。

			　入れ替わりにこちらにやってきたシランに、おれは声をかけた。

			「そう厳しくすることもないんじゃないか」

			「わたしには、あの子を一人前に育てる義務がありますから」

			　ケイに聞こえないように少し声をひそめて、シランは答えた。

			「そうでなければ、亡くなった兄夫婦や、あの子のことをずっと気にかけていた母に、顔向けができません」

			　そういうシランの姿は、続つづき柄がらはどうあれ、完全に姉としてのものだ。思えば、あやめのことを気にするガーベラにも、似たようなところがある。もっとも、あちらは隙も多いのだが。

			「しかし、聞いた感じだと、あの歳でケイは剣も魔法もそこそこ使えるんだろう？　実際、『翻ほん訳やくの魔石』も使いこなしていたわけだし」

			　昨日の坂上の一件だって、抵抗さえ許されない立場の差や、年上の男から迫られる恐怖と混乱がなければ、おれの手助けなんて要らなかったかもしれない。

			　あの歳でたいしたものだと思うのだが、シランは首を横に振った。

			「この樹海で戦い抜くためには、まだまだ研けん鑽さんが必要です。それに、あの子にはどうにも落ち着きがなく、迂う闊かつなところがありますから、目が離せません」

			「さっきのことか？　あれは、自慢のお姉さんのことを、誰かに話したくて仕方がなかったんだろう。いいことじゃないか」

			　ひょっとしたら、こうした機会はあまりないのかもしれない。

			　シランもケイもエルフだから、話をできるのは気心の知れた身内だけだ。おれたちのように、ケイが姉を自慢できる部外者の存在は珍しいのだろう。

			「実際、シランの腕前はたいしたものだしな。さっきのを見せてもらったが、ケイが自慢したくなる気持ちもよくわかる」

			「そんなことはありません」

			　おれは本気で言ったのだが、シランは否定した。

			「この程度、たいしたことではありません」

			　謙けん遜そんしてそう言っているのかと思ったが、彼女の顔は平静なものだ。

			　どうやら彼女は、本心からそう言っているらしかった。

			「もちろん、わたしも自分にできる限りの努力はしてきたつもりです。……しかし、どうしても、それでは足りないのです」

			　シランの表情は優れない。声色は暗いものを含んでいた。
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			「そう。足りないのです。この身では。どれだけ鍛えたとしても、守り切れずに仲間たちは次々に死んでいく」

			「シラン……」

			　暗い表情をしたシランの目には、この樹海で戦死したという兄や、これまでに弔った仲間たちの姿が映し出されているのかもしれなかった。

			「我らにできることは、あまりにも少ない。年々村は消え、人は喰われ、徐々に森は世界を浸しん食しよくしていきます。たとえこの手に剣を持ち、命を賭けて戦ったところで、我々では破滅を喰いとめるので精一杯。多大な犠ぎ牲せいを出しながら、絶望的な防衛戦を繰り広げるほかないのです」

			　みしりと音がして、シランの拳が握り締められる。

			「だから……」

			　不意にシランの蒼あおい瞳ひとみが、おれの――いいや、彼女たち異世界人にとっての『勇者』の姿を映し出した。

			「……孝弘殿は、我々と勇者様方との大きな違いがなにか知っていますか？」

			「違い？　そんなものがあるのか？」

			　眉を寄せたおれに、シランは頷うなずいた。

			「ええ。異世界からまかり来た稀まれ人びとたる勇者様方と、我らとの大きな違いは、魂たましいにあると言われています。魂の持つ力が、強大な能力を生み出しているのだと。人の本質は肉ではなく魂にあります。我らと勇者様方は、本質からして違うのです」

			　……そんなことはない。

			　もしも違いがあるとしたら、それは単に生まれた世界が違うことくらいのものだ。

			　おれはそう思ったが、それを軽々しく口に出すことはできなかった。

			　静かなシランの言葉には、独特の重みがあったからだ。

			　そこにあるのはきっと、努力して、努力して、努力して……それでも届かなかったものに対して抱く、諦あきらめきれない羨せん望ぼうだった。そうした想いは、『作り上げられた勇者像』を偶像とした信仰というかたちで結実しているように、おれには思えた。

			　この『作り上げられた』というのは、これまでのシランや他の転移者たちの言動から、感じていたことだった。

			　たとえば、以前にシランが語ってくれた伝説のなかでは、苦しむ民衆を救うために、降こう臨りんした勇者たちは誰もが戦いに身を投じていた。

			　たったひとりの例外すらなく、だ。

			　義を見てせざるは勇なきなり。なるほど、それは素晴らしいことだ。

			　しかし、そればかりでは綺き麗れい過ぎる。人間は造花ではない。十人十色という言葉は必ずしもいい意味ばかりではなく、不幸を見て同情する者もいれば、冷たく目を逸そらす者もいるものだ。これまでこの世界に転移してきた人間が、全員善人なんてことはありえない。それならおれたちの世界に、警察は必要なかったはずだ。

			　あまりに綺麗過ぎる勇者の伝説には、歴史の改かい竄ざんがあり、捏ねつ造ぞうが存在する。『作り上げられた』というのは、要するに、そういうことだった。

			　しかし、それもまた一概に悪いこととは言えない。

			　泥に塗まみれた真実よりも、ときに綺き麗れいな作り物が必要とされることだってあるのだから。

			「『ここは願いが叶かなう世界なのだ』と、初代勇者様はおっしゃったそうです」

			　シランの声には熱があった。

			「あまりに簡単な言葉であるために、解釈については諸説ありますが、いまよりもっと人が追い詰められていた暗黒の時代に、『望みを捨てるな』と人々を励はげますために残された言葉だというのが主流です。わたしもまた、この言葉に励まされてきました」

			「……」

			　おれには、初代勇者の残した『ここは願いが叶う世界なのだ』という台詞せりふは、『なんの力もなかった平凡な自分だって、ここでなら夢に見たような英雄になれる』と言っているようにしか聞こえなかった。

			　ただ、それを口に出して指摘する気には、やっぱりならなかった。

			　シランにとって、その幻想は必要なものだとわかってしまった。それを壊すような無神経なことを、口に出せるはずがなかったのだ。

			「あと数年足らずでケイも戦場に出るでしょう。騎士団の損そん耗もう率から考えると、あの子もまず生きて村に帰ることはありません。それに、たとえなにか事情があって故郷に帰ったところで、あの村がいつ森に呑みこまれてしまうかわかったものではありません。そして、そんな現状は、わたしにはどうしようもないことなのです。わたしには、数千年続いてきたこの果てなき戦いを、あの子が戦場へと出る前に終わらせることなんて、到底できないのですから……」

			　革の防具類を身につけていく姪めいの姿を、シランはどこか悲しげな目で見詰めていた。

			「わたしは無力で、目の前の現実をどうすることもできなくて……ですが、希望は舞い降りました」

			　碧へき眼がんをこちらに向けて、シランは整った顔に微笑ほほえみを浮かべた。

			「これほど多くの勇者様がこの世界を訪れたことは、前例がありません。ひょっとしたら、今代こそ我らは、長年の脅きよう威いから解放されるのかもしれません」

			「……」

			　その微笑みを見ながら、おれは思った。

			　これは無理かもしれない、と。

			　おれはシランにひとつ話したいことがあった。

			　昨夜、リリィと話し合った、協力者についての話だった。

			　――ある程度の事情を話して、協力を求めるの。言えないところは、言えないでいいと思う。たとえば、そう……この砦とりでを出て行こうと思っていること、それを他の誰かに知られたくないこと。これくらいは言ってもいいんじゃないかな。

			　おれは昨日まで、この砦の誰ひとりとして信用することなく、なにもかもを隠して目的を達しようとしてきた。けれど、それではいけないのだとリリィは教えてくれた。おれはリリィたちを率いる主として、信頼できる相手を見極めて協力を頼もうと決めたのだ。

			　しかし、相談を持ちかける以上、裏切らないと思えるだけではいけない。この世界の事情に通じている人間を選ばなければ、相手を困らせてしまうだけだ。

			　そうして相談相手を探そうと考えたときに、おれの頭にまず浮かんだのがシランだった。

			　昨日までの交流で、シランのひととなりは把は握あくできつつある。あるいは彼女なら、リリィの言うように相談をしてみるのも悪くない。そう思っていた。しかし、シランにとっておれたちの存在があくまで『作り上げられた勇者』のひとりだとするのなら、『誰にも知られずに砦とりでを出て行きたい』なんてことは言えない。それはつまり、『勇者として生きていくつもりはない』ということで、シランにとって大事な幻想を破壊してしまう言葉なのだから。

			　……残念だが、これは別を当たるしかないか。

			　そう判断しかけたところで、シランが不意に微笑ほほえみを引っ込めた。

			「しかし、いまは思うのです。これはわたしの勝手な期待だったのではないかと」

			「シラン……？」

			「異世界からいらした勇者様は、世界のために戦う英雄なのだと、わたしは教えられてきました。歯を食いしばって堪たえていれば、いつの日か、彼らがわたしたちを救ってくれる。それを希望にして戦ってきた過去を、否定するつもりはありません。しかし……」

			　予想もしない言葉に戸惑うおれに、シランは真しん摯しな瞳ひとみを向けていた。

			「霊れい廟びようで孝弘殿は、故郷を、同どう胞ほうを、仲間を守りたいという、わたしの気持ちがわかるといってくださいました」

			「……ああ。言ったな」

			「その言葉が嘘ではないことは、剣を振るう孝弘殿の姿を見ればわかりました。孝弘殿が守ろうとしているのは、物語の勇者様が守ろうとしていた世界などというものではないのだと……大事な誰かを守るために、己のすべてを捧ささげて必死になっているのだと感じたのです。思い上がりと笑っていただいてかまいませんが、孝弘殿もわたしと同じなのだと思いました」

			　シランの言葉にあるのは、同じ思いを抱く者に対する共感だった。

			　おれ自身、地下霊廟でシランに対して抱いていたものでもあった。

			　それを、彼女もまたおれに感じていたのだった。

			「もしもわたしの感じたことが正しいなら、わたしが孝弘殿に向けていた期待は、勝手な幻想でしかありません」

			「……怒らないのか？　おれはシランの期待を裏切ったわけだろう」

			「期待を押しつけておいて、それを裏切られたと憤るのは、あまりに不実というものでしょう。むしろわたしのほうこそ、孝弘殿に謝罪せねばなりません。勝手に投影した幻想に語り掛けていたわたしのことを、どうか許していただきたい」

			　シランの目は、いまここにいるおれのことを見詰めていた。

			「準備終わりました！　……って、シラン姉様？　孝弘さん？　どうしたんですか？」

			　革鎧を身に着けたケイがこちらに駆けて来て、不思議そうな顔でおれたちを見比べた。

			　リリィはなにか察した様子で、ケイの肩に手を置いてとどめた。

			「シラン、おれは……」

			　心を決めて、おれは口を開きかけた。

			　言葉を待つシランが――突然、顔色を変えた。

			「っ!?　お待ちください、孝弘殿」

			　彼女の振り仰あおぐ先に、ちかちかと黄色い光を発する精霊の姿があった。

			　精霊は慌ただしく回転しながら、じたばた短い手足を動かしている。既視感があった。

			　チリア砦とりでに辿り着く前、グリーン・キャタピラに襲われた直前に見た光景と同じなのだ。

			「モンスターか？」

			「ええ。砦の近くにいるようです」

			　緊張するおれのことを見て、シランは頼り甲が斐いのある笑みを浮かべた。

			「ご安心を。モンスターの襲しゆう撃げきなど、ここチリア砦では日常茶飯事です。今日はすでに我々がこの周辺を哨しよう戒かいしましたが、そのときは異常ありませんでした。とすれば、恐らく、移動性のモンスター……『トリップ・ドリル』あたりが、１、２体といったところでしょう。よくあることです。たいしたことではありません」

			　シランはおれの脇を抜けて廊下に出た。

			「まだ他の者は気付いていないでしょう。連絡をしてきます。撃退を見届けましたら戻ってきますので、お話はそのときに改めて」

			「ああ」

			　おれが頷うなずくと、シランは清涼感のある笑みを浮かべた。

			「大切なもののために己のすべてを捧ささげられるあなたは、尊敬できる。たとえ、勇者ではないとしても。お話できるときを、楽しみにしています」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「やっほー、来たよー」

			　シランが去ってすぐ、幹彦が顔を出した。

			「さっきシランさんとすれ違ったんだけど、なに、なんか急な用事？」

			「モンスターが出たって言って出て行った。こういうことは多いのか？」

			「ああ、それでか。うん。それなりに多いよ。３日に１回は確実にあるかな。大抵の場合、シランさんが最初に気付いちゃって、軍の歩ほ哨しようが仕事している意味があんまりないとか。高性能レーダーみたいだよね」

			「そうだな」

			　実際のところは、隠れているあやめやアサリナに気付かないことからもわかるように、精霊を介したシランの索敵能力でわかるのは『敵が来た』ということだけだ。レーダーとは少し違う。もっとも、それでも十分に有効な索敵手段ではある。幹彦の口振りからも、彼女の索敵能力が砦とりでで重宝されていることが窺うかがえた。

			「多分、砦に近付いたモンスターを駆除するために、同盟騎士団が出ると思います」

			　柔じゆう軟なんで体をほぐしていたケイが顔を上げて言った。おれは首を傾げる。

			「砦の防衛は軍の管かん轄かつじゃなかったのか？」

			　チリア砦には、帝国南方方面軍、帝国第二騎士団のほかに、帝国の属国から派兵されている同盟第三騎士団が駐留している。軍は砦の防備、騎士団は樹海へのモンスター討とう伐ばつと、職務には棲すみ分けがされていると聞いていた。

			「もちろん、軍も防衛態勢は整えます。けど、基本的にあの人たちは亀ですから」

			「森には出ない、と」

			「はい。極たまにですけど、砦まで抜けてしまうモンスターがいて、そうすると、騎士団が文句言われるんですよ。砦の防衛は軍のお仕事なのに！　酷ひどいと思いません？」

			「まあ、文句言うなら自分らで出ろって話ではあるよね」

			　憤ふん慨がいするケイを見て、幹彦が苦笑した。

			「とはいえ、そう言ったら今度は、森のなかは騎士団の管かん轄かつじゃないか、って話になるんだろうけどね」

			「……面倒な話だな」

			「組織なんてそんなもんでしょ」

			　肩をすくめてみせた幹彦が、なにかを思いついたらしく指を鳴らした。

			「そうだ。孝弘さぁ、折角だから見学してみない？」

			「見学……って、モンスターを撃退する騎士団をか？」

			「そそ。孝弘だって興味あるっしょ」

			「……まあな」

			　実際、それは魅力的な提案だった。きちんとした訓練を受け、実戦経験豊富な騎士団の戦闘を見れば、なにか参考になることもあるかもしれない。

			「だけど、そう簡単に見れるものなのか？」

			「兵士に混じって間近で見たいとか、我わが侭ままさえ言わなきゃ大丈夫。いや。言い張ればそれだってどうにかなる気がするけど……孝弘、ケイちゃんのことを困らせて、挙句に泣かせるなんてのは、嫌でしょ？」

			「泣きませんっ！」

			「見学自体はいいのか？」

			　幹彦の言うようなかたちで泣かせたくないので、一応確認する。ケイはこくりと頷いた。

			「北東の見張り塔に行きましょう。あそこなら、砦とりでの周りを半分くらいは見渡せますから」

			　というわけで、幹彦の提案を受け入れるかたちで、おれたちは場所を移動し始めた。

			　砦はいつもより少し慌ただしい雰囲気だった。これはモンスターへの対応のためだろう。何度か兵士とやりとりをして通行の許可を得て、塔の頂上に続く螺ら旋せん階段に辿り着いた。

			「そういえばさ、孝弘」

			　階段を登っている途中で、前を行く幹彦が振り返った。楽しげな口調だった。

			「ケイちゃんをお妾めかけさんにしたって聞いたけど、ホント？」

			「お、おめ……っ!?」

			　これに反応したのは、おれではなくてケイのほうだった。彼女は階段に蹴けっ躓つまずいて、転びそうになっていた。一方で、おれは少し眉をひそめるだけだった。生憎あいにく、付き合いが長いせいで、幹彦が馬鹿を言うのには慣れているのだ。

			「シランさんにも手を出してるとかなんとか」

			「み、幹彦様、それ、誰が言ってるんですか!?」

			「転移者連中は大体知ってるかなぁ。……まあ、触れ回ったのは、おれなんだけどね」

			「幹彦様――ッ!?」

			　ケイは幹彦の肩をぽかぽか叩いた。もう相手が勇者だなんてことは忘れているらしい。この場にシランがいれば咎とがめただろうが、いまは幹彦が楽しげに笑っているだけだった。

			　完全に愉快犯の顔だが、こいつはそこまで考えなしではない。そういうことにしておいたほうが、確かにふたりの身柄は安全なのだ。なるほど。朝食の席で一緒になった三好たちが見せた妙な態度は、これが原因だったというわけだ。

			　事じ後ご承しよう諾だくになったこととか、探索隊あたりが知るとうるさそうなこととか、文句のひとつふたつはないでもないが、幹彦は幹彦なりにふたりを守ろうとしているのだろう。

			　こんなやりとりをしているうちに、最上階に辿り着いた。

			　部屋には数人の兵士がいて、大きく切り取られた窓から外界を警戒している。

			「おや。幹彦様、こんなところにどうして？」

			「ちょっと見学。こっちは連れね」

			　顔見知りらしい兵士と、幹彦が言葉を交わす。

			「モンスターが出たって聞いたけど、どこ？」

			「まだ見えません。いま丁度、騎士団が出るところです」

			「おっけ。ならとりあえず、正面かな」

			　いくつかある窓のひとつに、幹彦が近付いた。チリア砦とりでは上から見ると多角形のかたちをしているが、どうやらここはその角にある円塔のひとつらしい。丸く張り出した壁に設えられた窓から、ゆっくりと開きつつある砦の鉄扉が見えた。

			　窓から風が吹き込んでくる。森のにおいがした。

			「……ん？」

			　リリィが小さく声をあげた。すんと鼻を鳴らして、眉をひそめる。

			「どうした？」

			「あ、いや。気のせいかな、いまなにか……」

			「お！　出てきた！」

			　リリィがなにか言いかけたところで、幹彦が声をあげた。

			　見れば、鉄扉が開き切っていた。20名ほどの全身鎧の騎士たちが、門から外に出てくる。シランの所属する同盟騎士の装いだが、白兜をかぶった彼女の姿はない。

			　扉を見下ろす外壁の上には、弓矢を手にした兵士たちがずらりと並んでいた。

			　砦とりでの周りを囲む堀に設けられた跳ね橋が降りて、騎士たちが橋を渡り始める。

			　最後のひとりが渡り終えたところで、不意に騎士たちが足をとめた。

			　なにかあったのだろうかと疑問に思ったところで、隣にいたリリィがおれの服を掴んだ。

			「ま、まずいよ」

			「なにが……」

			　尋ね返そうとして、口を噤つぐんだ。おれの耳にも、その音が聞こえてきたからだ。

			　遠くから届く地響きの音だった。ちょっとずつ近付いてくる。森が震えていた。

			　なにかが来る。そう思ったときには、緑色をした津波が森から溢れ出していた。

			「んな……っ!?」

			　それは、体長３メートル以上ある巨大な芋虫、グリーン・キャタピラの大群だった。

			　10匹、20匹どころの騒ぎではない。森から現れた大芋虫の数は、軽く１００匹は下らないだろう。砦とりで周りの拓けた土地に侵入した彼らは、土煙をあげて怒ど涛とうのごとく押し寄せてくる。

			「な、なんだありゃあ」

			「嘘だろ、おい。おれは悪い夢でも見ているのか……？」

			「な、なんでこんなたくさん……お、おいっ、やばいぞ。早く跳ね橋を上げないと！」

			　見張り塔にいる兵士たちがざわめいた。その反応からも、これが異常事態だとわかる。

			　驚きよう愕がくに反応が遅れたのか、ようやく跳ね橋が上がり始めた。

			　それと同時に、城壁の上から矢が放たれ始めた。そこに魔法の炎弾が混じり、グリーン・キャタピラの進路は、鉄と火が飛び交う死地と化した。

			　だが、死地というのはあくまでも脆ぜい弱じやくな人間にとっての話だ。

			　押し寄せる怪物の波は、生半可なことではとめられない。矢が刺さる。表皮が燃える。しかし、この程度の攻撃では、生命力の強いグリーン・キャタピラは殺せないし、とめられない。

			　もともと砦の防備は、数体程度までのモンスターに対して、圧倒的多数の攻撃を集中させることを前提にしていたのだろう。それが分散してしまっては、効果が薄いのも当然だった。

			　グリーン・キャタピラの大群の先せん鋒ぽうは、ついに跳ね橋へと辿り着こうとしていた。

			　そこには、跳ね橋を渡って砦とりでに帰ることのできなかった――いや。あえて帰らずにその場を死守することを選択した、騎士たちの姿があった。

			　それなりに深く掘られているとはいえ、砦の周りの堀では、モンスターの侵攻を喰い止めることはできない。もともと、足止めを想定された防備でしかないのだ。

			　しかし、拠点防衛においては、その足止めこそが重要なのは誰にでもわかることだ。堀を越えようとしてまごついている敵はいい的になり、戦闘は防衛側に有利なものになる。

			　それも跳ね橋を押さえられてしまえば効果は半減だ。だから、絶対に跳ね橋を渡らせるわけにはいかない。騎士団二十余名を率いる現場のリーダーは、そう判断したに違いなかった。

			　離れたここまで届く、鋭い号令が下された。

			「総員、突撃ィイイ！」

			　重厚な鎧よろいに身を包みながら、あまりにもちっぽけに見える二十余名の騎士たちが蟲むしたちへと突進し……数秒ともたずに、緑の波に呑み込まれた。

			「いやぁあ!?」

			　口元を押さえて、ケイが悲鳴をあげた。

			　すでに騎士たちの姿は、蟲の巨体と立ち昇る土煙とに隠れて見えない。尊い犠ぎ牲せいのもと、稼がれたわずかな時間だけが、彼らの残したものだった。

			　しかし、それは貴重な数秒間だ。

			　彼らの犠ぎ牲せいによって、跳ね橋が上がるだけの時間が稼げたのだから。

			　……そのはずだったのだ。

			　

			　なのに、どうしてあの跳ね橋は、途中でとまってしまっているのだろうか？

			　

			　中途半端な位置でとまっている跳ね橋に向かって、グリーン・キャタピラの巨体が跳ねる。何匹かは堀の底に落ちたが、残りは橋に取りついた。

			「おい。おいおいおいおい！　冗談だろ、よせよ、おい。やめろ！」

			　幹彦が引き攣つった声で怒鳴る。

			　おれたちが見守る先で、しがみつく蟲むしの数が増えるたびに橋は勾こう配ばいを緩くして……ついには、その重みに耐えかねて対岸に落ちた。

			　道は拓けた。もはや遮さえぎるものはない。跳ね橋を渡った大芋虫の大群は、鉄門に向けて全速力で行進を開始した。みるみるうちに、彼らは砦とりでの門を塞ぐ鉄扉へと迫った。

			　そして、そのまま速度を落とさず鉄扉に激突した。

			　轟ごう音おんとともに、砦が揺れた。

			「うっ」

			　緑色の体液がぶち撒まけられる。次から次へ。まるで断崖から身投げする殉じゆん教きよう者しやのように。あるいは、灯火のなかに飛び込む蛾がのように。なんの躊ちゆう躇ちよもなく、芋虫はその巨体を鉄門に叩き付ける。

			　そのたびに、激突した頭部がひしゃげ、崩れて、飛び散った。

			　死んでいくのだ。競うように。吐き気をもよおすその在り方は、どこかグールのそれを思わせて、生物として最低限存在するはずの生存に対する執着が感じられない。

			　己の体さえ自壊させるほどの攻撃は、確実に砦とりでを破壊していく。一撃で軋きしみ、二撃目で震え、三、四、五と続くと鉄扉に隙間があいた。鉄の扉が揺らいで、傾いで、こじ開けられた。

			　緑の濁だく流りゆうと化したグリーン・キャタピラが、こぞって門をくぐり抜けていく。

			「モンスターが、侵入した……？」

			　誰がつぶやいたものか、唖あ然ぜんとした声が耳じ朶だを打った。

			　おれが茫ぼう然ぜん自じ失しつとしていた時間は、多分、その場では短いほうだった。

			　だから、すぐ傍でリリィが、はっと体を強こわ張ばらせるのにも気付くことができたのだ。

			「駄目、こっちにも来るッ！」

			　門前に釘くぎ付けになっていた視線を巡らせれば、そこには空飛ぶ弾丸――体長70センチを越える大甲かぶと虫むし、スタブ・ビートルの群れが見えた。

			　次の瞬間、おれたちがいる見張り塔の最上階は崩落した。

		

	
		
			02　隠し事

			　

			　砦とりでの鉄門前で繰り広げられた光景から視線を引き剥はがしたおれの目に飛び込んできたのは、こちらに突撃してくる巨大甲かぶと虫むしの群れだった。

			「――っ！」

			　その光景を目の当たりにした瞬間、おれは窓から身を引いていた。

			　咄とつ嗟さの反応と判断力は、樹海で過ごした長い生活の間に自然と身についていたものだ。迎げい撃げきする暇はなく、それが可能な数でもない。そう判断したときには、体内の魔力を駆動することで身体能力を向上させて、おれは背後に思いっ切り飛び退っていた。

			　それと同時に、幹彦の制服の首根っこを引っ掴み、近くにいたケイの体を抱え込んだ。

			　これがおれの精一杯だった。

			　あとはもう、手が届かない。

			　阿あ吽うんの呼吸で動き出していたリリィが、おれのことを抱きかかえて跳躍する。

			　目指すのは、螺ら旋せん階段に続く木製の扉。

			　羽音をあげて飛来する生きた砲弾が、見張り塔の最上階を蹂じゆう躙りんしたのは、その一瞬あとのことだった。

			「あぁあああっ!?」

			　門前で起きた出来事に視線を釘くぎ付けにされていた兵士が、窓から飛びこんできたスタブ・ビートルの角に貫つらぬかれて絶叫した。兵士の体を引っ掛けたまま、巨大な甲かぶと虫むしは向かいの壁に激突する。兵士は腹のなかのモノをすべて吐き出して絶命した。

			　窓からだけではない。激突音とともに壁に亀き裂れつが走り、破砕され、次から次に虫の弾丸が部屋を横断していった。通り過ぎた羽音の近さに、おれはぞっと肌を粟あわ立たせた。運が悪ければ、おれたちも強烈な体当たりを喰らっていただろう。実際、数人の兵士たちが薙なぎ倒されて、断だん末まつ魔まの悲鳴をあげていた。

			「うく……っ!?」

			　生きた心地のしない数秒ののちに、おれは背中で扉を破った。

			　背負っていた盾越しに受けた衝撃に息が詰まるが、体中に魔力を巡らせることで身体強度を上げていたため、意識を失うことはなかった。

			　……けれど、そのために、おれは阿あ鼻び叫きよう喚かんの終末を見届けることにもなったのだ。

			　たった数秒のうちに、スタブ・ビートルが襲い掛かってきた方向の壁は破壊されていた。

			　それだけでなく、部屋に飛び込んできた巨大甲虫の群れは、その向かいの壁にも間断なく激突を繰り返していた。砦とりでの正門にある鉄扉の前で繰り広げられたのとまったく同じ、己の身をかえりみない神風特攻だった。壁がひび割れ、亀裂が走り、ついには砕け散る。残された壁面が天井を支え切れなくなり、軋きしみ、撓たわみ、歪ゆがんで拉ひしやげた。

			　あとはもう重力に引かれるまま、人とモンスターの命を閉じ込めて、見張り塔の最上階は崩落した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　螺ら旋せん階段を転がり落ちる。二度、三度と引っ繰り返って、湾わん曲きよくした壁にぶつかってとまる。おれはくぐもった悲鳴をあげた。

			　結構な勢いで落ちたので、体中のあちこちが痛んだ。リリィが頭を抱きかかえるようにして庇かばってくれなければ、頭を打って気を失っていたかもしれない。

			「……無事か、ケイ」

			「は、はい」

			　おれは身を起こして、胸のなかに抱き締めていた少女の無事を確認した。見たところ、怪け我がはない。ほっと胸を撫で下ろしたおれは、転がり落ちてきた階段を見上げた。

			「……駄目か」

			　最上階へと続く扉は、瓦が礫れきで埋まってしまっていた。

			　もうどうしようもないと悟るのに、それは十分な光景だった。

			「幹彦はどうだ」

			　おれはケイを立たせてやってから、もうひとりだけ助けることのできた友人に声をかけた。

			「擦り傷、打ち身のオンパレードって感じ。マジ痛い。涙出そう。……要するに、生きているって素晴らしいってことなんだけど」

			　打ちつけたらしい右肩を押さえながら、幹彦が立ち上がった。

			　軽口とは裏腹に、塞がれた階段の先を見上げる表情は悲痛だ。おれは目を伏せた。

			「悪い、幹彦。他は助けられなかった」

			「……いんや。一瞬のことで、なにがなんだかわからなかったけど、おれがこうして生きてるのは、孝弘のおかげなんでしょ？　ありがとね。おれ、団長のこと口説き落とすまでは死ねないからさぁ」

			　実際に緊急脱出を成し遂げたのがリリィであることには、幹彦は気付かなかったようだ。咄とつ嗟さのことだったし、首根っこを引っ掴まれて強引に移動させられたからだろう。

			　リリィに向き直って、幹彦は強がりが残った笑みを見せた。

			「水島さんも無事だったようでなにより」

			「うん。だけど、どうしよう？　このままでいるわけにもいかないでしょう？」

			　携帯していた木槍と盾を装着して、リリィがこちらに視線を向けた。

			「……とりあえず移動しよう。この塔もいつ崩れるかわからない」

			　おれも背負っていた丸盾を腕に装着すると、腰にさげていた木剣を抜いた。この砦とりでにやってきたときに、武装解除されていなくて本当によかった。ここからは、なにがあるかわからない。

			　おれたちの武器は、通常のマジカル・パペットの木製武具に見えるように、ローズの手によってガワに偽装が施ほどこしてある。他に人の目がある以上、これはまだ解除できない。とはいえ、もしものときのことは考えておかなければならないだろう。

			　戦闘準備を整えるおれたちの姿を見て、幹彦も覚悟を決めた様子だった。腰に４本下げた短剣のうち２本を引き抜く。予備のうち１本は、武器を持っていないケイに渡された。

			「よし。行こう」

			　おれたちは階段を降り始めた。

			　さりげなく半歩前を走るリリィが、おれを横目で見て、尋ねてくる。

			「このあとはどうするの？　あてもなく逃げるわけにいかないよね」

			「それは……」

			　答えようとしたそのとき、おれはふと顔に風を感じて言葉をとめた。

			　目を細めて見てみれば、どうやら先程のスタブ・ビートルの『流れ弾』が激突したらしく、螺ら旋せん階段の壁が破損して穴が開き、外の空気が吹き込んできていた。

			　そこから砦とりでの様子が見下ろせて、おれたちは揃って息を呑んだ。本来なら城壁に迫るモンスターを迎げい撃げきするための第一防衛ラインである城壁は、混こん沌とんの極みにあったのだ。

			　ファイア・ファングの炎に巻かれて、数人の兵士が城壁の上から地面に落ちる。

			　ラフ・ラビットの剛腕が、兵士の防具ごと全身の骨を打ち砕く。

			　グリーン・キャタピラが負傷者を死者と一緒くたに轢れき殺さつし、スライムは触手で捕まえた哀れな犠ぎ牲せい者を窒ちつ息そく死しさせる。他にもおれが見たことのない多種多様なモンスターが、必死の抵抗をする兵士たちに襲い掛かっていた。

			　どうやらグリーン・キャタピラが突破した門から、それらのモンスターは砦とりでに侵入してしまったらしかった。グリーン・キャタピラがこの砦に押し寄せてきたモンスターの第一陣でしかなかったことを、おれたちはここで初めて知ったのだ。

			　トレントなどの一部の大型モンスターこそ砦に入ることなく城壁の外をうろついているものの、大部分はすでに砦の内部に侵入しているらしい。城壁の上に繋がる出入り口からは、いまもモンスターが次々と飛び出してきていた。砦を守る兵士たちは、力と速度で勝るモンスターを取り囲んで叩こうとしているようだが、そうするためには、すでにその場にいる敵の数が多過ぎた。ちりぢりになれば各個撃破され、集団で固まって攻撃を仕掛けようとすれば、今度はその態勢を整える前に飛び込まれて、纏まとめて蹴散らされてしまう。

			　チリア砦は扁へん平ぺいな多角柱を重ねたような形をしている。外壁の内側には、更に壁が張り巡らされて、より高い内壁を形成しているため、たとえ外壁上まで侵入を許したところで、内壁の上から攻撃を仕掛けられるようになっている。しかし、どうやら迎げい撃げきのために用意された戦力の大半は外壁に取り残されてしまっているうえ、内壁の上にいる限られた数の兵士たちはスタブ・ビートルをはじめとした飛行可能なモンスターに襲われており、有効な反撃は行われていないようだった。

			　対応の遅れは、練度の低さが原因ではない。あまりにも敵の数が多過ぎたことと、侵攻が早過ぎたことが理由だろう。想定されていた最悪の事態を、現状が大きく上回っているのだ。

			「う、嘘っ。ひょっとして、あれって樹海深部のモンスターなんじゃ……？」

			　ケイは震える両手で口元を覆おおい、いまにも卒倒してしまいそうなくらいに顔色を真っ青にしていた。

			「そ、それに、こんなたくさんのモンスターが同時に襲い掛かってくるなんて……っ!?」

			「こういう事態に、なにか心当たりはないのか？」

			　おれが尋ねると、ケイは強くかぶりを振った。

			「あ、ありません。こんなにたくさんのモンスターが押し寄せるなんて！　こ、これじゃあ、まるで勇者様の樹海遠征みたいじゃないですか……っ!?」

			　言われてみれば、確かに目の前の光景は、以前にシランから聞いた勇者の伝説の一節に酷こく似じしているかもしれない。あれは、樹海に大軍を率いて侵攻した勇者が、大量のモンスターに追い立てられて潰かい走そうしたのだったか。

			「……まさか、樹海深部に救援に向かった奴らが下手打ったんじゃないよね？」

			　幹彦が眼鏡の下の目を細めて、低い声でつぶやいた。

			　探索隊の『韋い駄だ天てん』飯いい野の優ゆ奈なが帝国騎士の一団を引き連れて、コロニーのあった樹海深部領域へと生存者の救出に向かったのは一昨日のことだ。

			　それが原因である可能性は、否定できるものではないが……。

			「……どうだろうな」

			　なにか違和感があった。目の前の光景と、いまの幹彦の推測との間には、齟そ齬ごがあるように感じられたのだ。

			　しかし、それがなんなのかまでは、すぐにはわからない。

			　結局、おれはかぶりを振った。

			「ここで考えて、わかることじゃないだろう。いまはそれより、安全な場所まで逃げることのほうが先決だ……」

			　自分でそう言いながらも、おれは心のなかにしこりのようなものを感じていた。

			　状況に流されている自覚があった。事態を把は握あくしないまま動いていることに対する不安があった。このままで本当にいいのだろうか。……しかし、いまはあまりにも時間がない。

			「安全な場所に逃げようにも、おれたちはまだこの砦とりでのことには疎うとい。幹彦はどこに逃げればいいと思う？」

			　思考を切り替えておれが尋ねると、幹彦は片目を閉じて低く唸った。

			「……おれたちが寝泊まりしていたあたりがいいんじゃないかな。あそこは、この砦の最奥に当たるから。ねえ、ケイちゃん？」

			「は、はい。勇者様方が逗とう留りゆうされていた居住区は、この砦とりでで守りが一番厚い場所にあります。城壁が破られたからといって、そうそう侵入を許しはしないはずです」

			　ケイも多少は落ち着きを取り戻していた。あるいは、おれたち勇者を守らなければいけないという、ある種の職業意識が、彼女を落ち着かせたのかもしれない。

			「なにより、あそこには探索隊のおふたりがいらっしゃいますから」

			「ああ。そういや、あいつらもいたっけ。いけ好かないけど、戦闘能力だけはぴかイチだもんね。確かに、それ以上に安全な場所はなさそうだ」

			　幹彦がこちらに視線をくれる。おれは頷うなずいて、ケイに目をやった。

			「それじゃあ、先導を頼む。ケイが一番、この砦のことには詳しいだろうからな」

			「は、はいっ。任せてください！」

			　ぐっと拳を握って張り切るケイを先頭にして、おれたちは駆け出した。

			　その直前、おれはちらりと壁にあいた穴の外へと目をやった。

			　城壁の向こう側をうろつくたくさんのモンスターが見えた。溜め息が漏もれる。

			　可能であるのなら、砦の外に出て、ローズやガーベラたちと合流したいところだが……砦の外をモンスターに囲まれているこの状況では、それも難しいか。

			　残念だが、他に選択肢はない。未練を振り切り、おれはケイを追って走り出した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「きゃっ！　こ、こっちは駄目です！」

			「畜ちく生しよう！　また迂う回かいかよっ！」

			　走り始めてどれだけ経っただろうか。

			　おれたちは何度目かわからない進路変更を余議なくされていた。

			　角を曲がった先は、怒号と悲鳴が交こう錯さくする戦場だったからだ。

			　槍やりを体から何本も生やしながらも突進するグリーン・キャタピラを、隊列を整えた兵士たちが待ち構える。無数の槍が繰り出され、そのうちの何本かが緑色の表皮を突き破る。しかし、それにかまわず大芋虫は戦列に突っ込んで、兵を跳ね飛ばし、押し潰していく。

			　徐々に突進の勢いを失う芋虫を兵士は取り囲んで、仲間の仇かたきとばかりに、更に槍を突き入れる。ダメージを与えられた芋虫が激しく身をよじると、兵士が床に、壁に叩きつけられ、死傷者が量産されていく。そんな戦場の向こうには、新たな敵影が早くも姿を現していて……。

			「こっちです！」

			　そんな光景を背後に残して、ケイの先導でおれたちは廊下を駆け抜けた。

			　城壁では、ほぼ一方的に人間たちを蹂じゆう躙りんしていたモンスターの大群だが、砦とりでのなかに入ってからは、その勢いを幾分削がれているようだった。砦内部の入り組んだ構造によって分散したモンスターに対して、集団で要所を守る砦とりでの防衛戦力が、辛うじて本来の戦い方で立ち向かえているからだろう。とはいえ、形勢が悪いことには変わりない。ところによっては防衛ラインを突破されてしまっているらしく、だいぶ奥のほうまで攻め込まれてしまっていた。逃げようとする先で戦いが起きていることもあり、そのせいでなかなか目的地に辿り着けない。

			　それに、いまはまだ最初に突入したグリーン・キャタピラが主な相手だからいいものの、所しよ詮せん、あれは樹海表層部のモンスターだ。城壁の上にいたモンスターのなかには、より強力な樹海深部のモンスターも数多く存在した。あれが本格的に砦の奥に侵攻を始めれば、被害はいまの比では済まない。

			　砦の最奥の居住区域に辿り着く前に追いつかれてしまえば、おれたちも一巻の終わりだった。ここにあの白いアラクネ、ガーベラがいたところで、一斉に襲い掛かられれば押し潰されてしまうだけの物量が押し寄せてきているのだ。いまはとにかく逃げ続けるしかない……。

			　……いや。本当にそれでいいのだろうか？

			　不安が胸中にふと過よぎった。

			　そもそも、現状はこの砦の戦力で対応可能なものなのだろうか。

			　おれたちはひょっとして、どん詰まりの袋ふくろ小路こうじに逃げ込もうとしているのではないだろうか。そんな不吉な予感が、ひたひたと胸のなかで水位を増しつつあった。

			「ねえ、孝弘」

			「なんだ」

			　並走する幹彦が声をかけてきた。横目で見たその顔は、わずかに強こわ張ばっている。

			「ここまで諦あきらめ悪く命を繋いできたけどさ、ひょっとしてこれは、そろそろ年貢の納め時ってやつかな？」

			「……変なことを言うな」

			「孝弘だってわかってるでしょ。この空気。コロニーの最後の日と一緒だよ」

			「……」

			　なにも言い返すことはできなかった。嫌な予感は、おれも共有しているものだったからだ。

			　この通路は破滅の未来に続いている。そんな気がしてならない。

			　おれにとってそれは、あのコロニーで一度通った道でもあった。

			　おれと幹彦は、コロニー崩ほう壊かいを体験している。破滅の空気を肌で覚えている。だから、この場で感じ取るものもまた、自然と似通ってしまうのかもしれなかった。

			「もしものことがあるかもしれない」

			　駆け足で荒くなった息に差し込むようにして、幹彦が言った。

			「いざというときは、まずはおれが行く。孝弘が次ね。女の子は守らないと」

			「……それなら、おれが最初に」

			「駄目だよ。孝弘には、水島さんがいるんだから。順番は、あとだ」

			　これまでの付き合いであまり聞いたことのない、強い口調だった。

			　鼻白んだおれに対して、打って変わって柔らかな声色で幹彦は言った。

			「孝弘さ、あっちの世界にいたとき、水島さんに憧れてたでしょ。自分では気付いていなかったかもだけどさ」

			「――」

			「まあ、かくいうおれも、そうだったんだけどさ。……あ。これ、団長には内緒ね。いまではおれ、団長一筋だし、それに、あれはあくまで淡い憧れだったしね。このあたりは、孝弘も同じだっただろうけど」

			「――」

			「折角、憧れの女の子の恋人になれたんだからさ、大事にしてあげないとね」

			　にかっと幹彦は笑った。

			　それは、こんな残ざん酷こくな世界にやってくる前、教室で見せていたのと変わらない、あけすけで気のいい少年の笑顔だった。

			「だ、駄目です。ここも……!?」

			　そのとき、先導をしていたケイが悲鳴をあげた。

			　角を曲がったおれが目の当たりにしたのは、槍やりの穂先を揃えた兵士の戦列を蹂じゆう躙りんする、体長２メートル近い枯れ草色のカマキリのモンスター、『テトラ・シックル』だった。

			　生息域は樹海深部。特徴は、左右二対の鎌かま状の前肢である。

			　透き通るほど薄い死神の鎌が振り払われると、通路を固めていた兵士たちが冗談のようにばたばたと倒れた。生き残りの兵士たちは決死の形相で槍やりを繰り出す。だが、その穂先は届かない。絶望に凍りついた兵士の顔面が斜めに斬り落とされて、腕が飛び、腸がぶち撒まけられる。

			「くそっ、あともうちょっとだっていうのに！　ここは通れない。戻ろう！」

			　舌打ちをして幹彦が言い、おれたちはやってきた角を折れる。

			　しかし、すぐに足をとめることになった。

			　通路の先に、手負いの獣がいたからだ。

			「ファイア・ファング……」

			　樹海を彷徨さまよっている頃、何度遭そう遇ぐうしたかわからない灰色の狼が、おれたちが駆け抜けてきた通路に姿を現していた。

			　片目を潰され、腹には騎士団のものと思しき２本の剣が刺さっていたが、この程度ではこの獰どう猛もうな獣を仕留めることはできなかったらしい。噛み裂かれて引きずられているのは、同盟騎士の一員と思われる男の亡なき骸がらだった。

			「……た、たはは。冗談だろ」

			　前方にはテトラ・シックル、後方にはファイア・ファング。

			　おれたちは樹海深部の強力なモンスターに挟まれてしまっていた。

			「そ、そんな……」

			　ケイが絶望の呻うめき声をあげる。それも当然のことだった。

			　おれたちがこの危機を脱するためには、最低でも正面か後方、どちらかのモンスターを倒すか、やり過ごすかしなければいけない。

			　だが、そうするためには、あまりにも相手が悪過ぎる。

			　それは、ただの人間にできることではなかった。

			　……そう。ただの人間には。

			　けれど、人間でないのなら話は別だった。

			　たとえば同じモンスターなら……。

			　あるいは、彼女たちを従える存在であるのなら……。

			「……」

			　手段はあった。

			　しかし、そのためには、これまでおれが隠してきた事実を明らかにしなければならない。

			　それは、おれの立場を著いちじるしく悪くする。このような状況では尚更に。

			　モンスターの大規模な襲しゆう撃げきを受けているこの砦とりでに、モンスターを率いる人間が現れるのだ。下手をすると、おれがこの事態を手引きしたのではないかと疑われてしまいかねなかった。

			　しかも性質の悪いことに、それはまるっきり的を外した疑いというわけではない。

			　さっきケイは現状を『まるで勇者の樹海遠征のようだ』と言っていたが、ただこの砦とりでに押し寄せただけにしては、モンスターの動きは整然とし過ぎていた。それこそが、こうして逃げ始める直前に交わした会話で、おれが覚えた違和感の正体でもあった。

			　特に、最初に押し寄せたグリーン・キャタピラの見せた、自分の身を捨てた特攻。あれはおかしい。ある種の興奮状態であれば、ああした行為に走ることもありえるのかもしれないが、おれの見た限り、迫りくる蟲むしの大群に狂乱の気配はひと欠片かけらもなかった。

			　あれでは、まるで機械だ。生物としての熱が感じられない。

			　それに、砦の周りを囲んでいるモンスター。あれだって妙だ。

			　ああして外をうろついているモンスターがいるせいで、おれはガーベラたちと合流することを断念したわけだが……あれでは、まるで『砦のなかにいる人間を外に逃がさないように待ち構えている』かのように見える。

			　どうにもこの状況は不自然で、人の悪意を感じずにはいられなかった。『誰かがモンスターを操って砦を襲わせているのではないか』という考えは、それほど突飛なものとも思えない。同じようなことを考える人間は、きっとおれの他にもいることだろう。モンスターを率いる主としてのおれの存在を知れば、同じ結論に達する者は、もっともっと増えるはずだった。

			　だけど……。

			「……迷っている暇はない、か」

			　逡しゆん巡じゆんは、ほんの一瞬のことだった。

			　おれもリリィも、こんなところで死ぬわけにはいかないのだ。

			　それに、ここには幹彦やケイもいる。おれとリリィだけなら、あるいは、先程襲いかかってきたスタブ・ビートルを緊急回避したときのように、隠し事を守り続けたまま、この場を切り抜けることもできるかもしれない。けれど、この場面、他のふたりを守りながらというのは、どう考えても不可能だった。

			　おれは昨晩、リリィに後押しされることで、この世界に来てから植え付けられたトラウマを乗り越えると誓った。幹彦もケイも信頼に値する人間だとおれは思う。彼らを信じてみたいと思う。それこそが、リリィが言っていた、おれのなかの真実だと思うのだ。

			　だから、彼らを死なせるわけにはいかなかった。

			　おれは覚悟を決めて、幹彦を横目で見て――

			「……え？」

			　――同じように、おれのほうを見ている幹彦と目が合った。

			　こちらを向いていた幹彦の視線は、次にリリィに向けられた。

			　幹彦の口元に、ふっと笑みが浮かんだ。肩の荷が下りたような、どこか清すが々すがしい笑顔だった。

		

	
		
			[image: p_70.jpg]
		

	
		
			「ケイちゃん。悪いけど、武器返して」

			　絶望的な状況を前に立ち尽くしたケイにそう言うと、幹彦は彼女に貸していた自分の短剣をひょいと取り上げた。

			「さっき言った通りにしよう、孝弘」

			　石造りの通路を、幹彦はファイア・ファングのいるほうへ歩き出した。

			　こちらに向けられた背中には、静かな覚悟が宿っていた。

			「おれがあのクソ狼の気を引くからさ、水島さんとケイちゃんを連れて逃げてよ」

			「む、無茶です、幹彦さん！」

			　はっと我に返ったケイが、その背中に悲鳴じみた声をかけた。

			「騎士でもない幹彦さんが、ひとりで深部のモンスターに立ち向かうなんて、無む謀ぼうです！　死んじゃいます！」

			「たはは。確かにおれは弱っちぃし、騎士でもないし、ましてや勇者なんかじゃ絶対にないけどさ」

			　幹彦は苦笑混じりの声で返した。

			「こういうときくらい、格好つけさせてよ」

			「幹彦さん……」

			「大丈夫。おれだって、なにも考えなしに戦いを挑もうってわけじゃない……」

			　振り返ることなく、幹彦は肩をすくめた。

			　そして、両手に持った双剣を――両方とも、天井に向けて放り投げたのだ。

			「……え？」

			　ふた振りの短剣は、ゆるやかに回転しながら、空中に放物線を描いた。

			　頂点に達すると、今度は重力に引かれて、ゆっくりと落ちてくる。

			　くるりくるり。回って、回って……その途中で、ぴたりとその回転が停止した。

			　剣先をファイア・ファングに向けて、ふた振りの短剣は虚こ空くうに静止していた。

			　なんの支えもなく、重力のくびきから解放されて。

			「……なっ!?」

			「これが、おれのチート能力――『エアリアル・ナイト』だよ」

			　改めて両手で腰に下がった残り２本の短剣を抜く。

			　都合４本の短剣を構えると、幹彦は肩越しに振り返った。

			「どう？　カッコイイっしょ？」

		

	
		
			03　友情の証明

			　

			「『エアリアル・ナイト』……」

			　おれは驚きを隠せないまま、振り返った友人の顔を見詰めた。

			「それが……チート持ちとしての、幹彦の固有能力か？」

			「そういうこと」

			　頷うなずいた幹彦が、肩をすくめた。

			「といっても、残念ながらチート能力としては、かなりしょぼい部類だけどね。扱いに慣れた物品じゃないとうまく動かせないうえ、おれが扱えるようにしか動かせないっていうんだから。まったく、不便な能力だよ」

			　空中に短剣を浮かせていることから、幹彦の固有能力はサイコキネシスの一種と推測できたが、ずいぶんとその条件は厳しいらしい。むしろその能力の本質は、サイコキネシスとしての部分ではなく『虚こ空くうにもうひとりの自分を作ること』にあるのかもしれない。

			　これが異世界転移者としての、鐘木幹彦の固有能力。

			　……これまで幹彦が隠していたものだった。

			「悪いな、黙ってて」

			　振り返ったまま幹彦は、眉尻の下がった笑みを浮かべた。

			「幹彦……」

			　ここチリア砦とりでを訪れた転移者は、探索隊３名以外は全員、残留組の生き残りだ。よって彼らは転移者として自分に与えられた能力がなんであるか知らない。おれはそう思い込んでいた。

			　そこに例外がいることに、迂う闊かつにも気付いていなかった。

			　……おれだ。おれ自身が、周囲への不信から自分の能力を隠していた。

			　だったら、おれと同じようにしている者がいたとしてもおかしくない。それがおれと似たような境きよう遇ぐうにある者なら、尚更のことだった。

			　そして、だからこそ、いまこの場面で幹彦が自分の秘密を明かしたことには、大きな意味があった。自分自身、秘密を抱えているからこそ、この友人の下した決断の意味が、おれには誰よりよく理解できたのだ。

			「こんな隠し事をしておいて、『おれのことを信じてくれ』なんて、口が裂けても言えないけどさ。どうにかこの場は凌しのいでみせるよ」

			　幹彦自身も言っていたように、残念ながら『エアリアル・ナイト』はあまり強力な能力ではない。樹海深部のモンスターを相手におれたちが逃げ出す時間を稼ごうとすれば、残された自分がどうなってしまうのか、幹彦はよくわかっている。それでもこの場は自分に任せろと剣を抜き、これまで隠してきた虎の子の異能を発現させたのだった。

			　おれたちのことを死なせるわけにはいかないと。

			　それは覚悟の表明であり、友情の証明でもあった。

			　……ああ。つまりおれは、どうやら友人に出遅れてしまったらしい。

			　少しだけ悔しい。決断はほとんど同時だった。ただ、相手の大事な人がこの場にいるかどうかという違いが、決断を行動に移すまでの時間に差をつけてしまった。

			　だけど、それもここまでだ。

			　これ以上はもう、出遅れるわけにはいかない。

			「もちろん、おれもこんなところで死ぬつもりはないから、適当に時間を稼いだらすぐにあとを追うよ。だから、孝弘はさ……」

			「悪いが、幹彦。その提案は却下だ」

			　目を丸めた幹彦に、おれは笑みを返した。

			　幹彦は友情を示してくれた。だったら、おれもそれに応えよう。

			　包帯のように左手に巻き付けていた白い布に、おれは手をかけた。

			　これが友人の心意気に応える唯一の方法だと思うから、躊躇ためらいはない。

			　白い布が翻ひるがえる。眼鏡の下で、幹彦の目が大きく見開かれた。

			「時間稼ぎは要らない。みんなで生きて、ここを抜けよう」

			　左手から長く伸びる寄き生せい蔓つるアサリナを従えて、おれは宣言した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ゴシュ、ジッ、サマ！　サマ！」

			　アサリナの歓喜の声を聞きながら、おれはローズに頼んで細工していた『疑ぎ似じダマスカス鋼こうの剣』のガワを外して床に転がした。

			　もうこれを隠す必要もない。

			「リリィはうしろのテトラ・シックルを頼む。混戦になったら厄やつ介かいだからな。それと、あやめはこっちに来てくれ」

			「了解、ご主人様っ」

			　おれが指示を出すと、弾んだ声でリリィは応じた。

			　彼女の服の襟えりぐりから顔を出したあやめが、ぴょんと飛び出しておれの左肩に乗った。こちらも嬉しそうに、くうっと鼻を鳴らす。

			「きゃ、きゃあ！　モ、モンスター!?」

			　あやめの姿を見て、ケイが悲鳴をあげてあとずさった。

			　あどけない顔立ちに恐怖の色がありありと浮かぶのを見て、仕方のないことではあるのだが、少し寂しい気持ちになる。

			「た、孝弘さん、危ないですっ。肩にモンスターが！　……あ、あれ？　でも、そっちのは孝弘さんから生えて……？」

			「危なくないよ。こいつらは例外だ」

			　おれはなるべく優しい声を心掛けた。

			「転移者としてのおれに与えられた力は、モンスターを従えることなんだから」

			「モンスターを……従える？」

			「なるほど。そういうことか。孝弘も……」

			　一方の幹彦は、さすがに理解が早かった。口元に微笑を浮かべて、少しだけバツの悪そうな顔をしている。

			「え？　え？　ちょ、ちょっと待ってください。それって、どういう……」

			「悪いけど、説明をしている時間はないんだ」

			　目を白黒させているケイに言って、おれはリリィに目配せをした。

			「いまはこの場を切り抜けることだけを考えよう」

			　リリィが頷うなずいて走り出した。数秒前から、曲がり角の向こうで争いの気配が消えていることに、彼女も気付いていたらしい。案の定、ぶぅんと背後で羽音がした。

			　兵士たちを全滅させたテトラ・シックルが、角を曲がってこちらにやってきたのだ。

			　テトラ・シックルとファイア・ファングとに同時に襲われては、さすがに守り切れない。リリィは一方の迎げい撃げきに回さざるをえなかった。

			　手負いのファイア・ファングの相手は、おれたちの仕事だった。

			「前衛はおれがやる。幹彦は援護を頼む」

			「それは……うん。了解」

			　反論しかけた幹彦だったが、すぐに頷うなずいて引き下がった。

			　これは単純な役割分担だ。前衛をやるなら盾持ちのおれのほうがいいし、ケイの護衛は必要だ。やや苦しげな顔をする幹彦に首を振ってみせてから、おれは勢いよく駆け出した。

			「ケイのことは頼んだ！」

			　ファイア・ファングもまた、咥くわえていた騎士の死体を放り出して、走り始めていた。

			　リリィがいなくなって脅きよう威いが減少したことを、野生の本能で悟ったのかもしれない。あまり近付かれると、ケイたちを戦闘に巻き込んでしまう可能性があった。

			　まずは敵の足をとめる。おれは走りながら、盾を持つ左腕を突き出した。

			「やれ、あやめ！」

			「ぎゃおっ！」

			　左肩にしがみつくあやめが体を風船のように膨ふくらませ、炎弾を吐き出した。

			　石造りの廊下を炎の弾丸が走る。

			　ファイア・ファングは身を翻ひるがえして、迫りくる炎弾をかわした。ここまでは想定通りだ。体勢を少し崩した狼に、炎弾と同時におれの左手から飛び出していたアサリナが襲い掛かった。

			「ぐるぅあぁ！」

			　これも辛うじてファイア・ファングは跳躍して回避した。

			　のみならず、着地するや否や、長く無防備に伸びた蔓に襲い掛かり、鋭い牙きばで噛み付いた。

			「ゴシュジッ――」

			　ぶちりと音がして、アサリナの頭部が切り離される。

			「――サマッ！」

			　即座に、切り口から新しい頭部が生えた。

			　アサリナの頭部は、あくまで植物体の一部でしかない。平時におれから吸い上げて蓄えた魔力が尽きない限り、いくらでも伸長できるし、根こそぎにでもされない限り死にはしない。

			　アサリナは蔓の体を狼の前足に巻き付けると、再生した頭部でその肩に喰らいついた。その結果、おれとファイア・ファングは、アサリナを介して繋がれることになる。

			　すかさずおれは、パスを介してアサリナに指示を出し、その身を収縮させた。

			「……っく！」

			　左腕が凄すさまじい力で引かれる。その力に抗あらがうことなく、おれは地面を蹴けった。

			　体に魔力を巡らせて、いまできる全力で身体強度を底上げする。

			　それだけでなく、いまや左手の甲から前腕の半ばまで張り巡らされたアサリナの根が、腕を更に補強することで、以前のように関節を痛める無様は晒さらさない。アラクネの巣からここに至るまでの旅路のなかで続けていた特訓の、これが成果だった。

			　姿勢を制御するだけの身体能力も、いまのおれには備わっている。まるで飛翔するように距離が詰まる。視界のなか大きくなっていくファイア・ファングが、四肢を地面に張った。

			　ぱかりと口が開いた。喉の奥から赤い炎が溢れ出す。

			「ぐるぅあぁあっ！」

			　咆ほう哮こうとともに、眼前に炎が広がった。

			　かまわない。おれは左手の盾を正面に掲げて、正面から炎に突っ込んだ。

			「ぐっ！」

			　さすがは樹海深部のモンスター。炎の大半を丸盾で防いだのに、衣服に火が燃え移った。

			　だが、そこまでだ。この砦とりでに来て配布された服の下に仕込んでいたのは、勇者の英えい雄ゆう譚たんに登場する白い蜘く蛛も、ハイ・モンスターであるガーベラが丹精込めて織り上げた衣服を、更にローズが補強した特製の防具だ。この程度の炎で炙あぶられたところで、なんということはない。

			「喰らえぇえ！」

			　盾を構えて炎を突っ切ったおれは、そのままファイア・ファングに体ごとぶつかった。

			　文字通りの肉弾だ。鼻はな面づらに盾を叩き付けられたファイア・ファングが、ぎゃんと悲鳴をあげて引っ繰り返る。

			　しかし、その衝撃でおれも体勢を崩してしまった。急いで体勢を整える。

			　それと同時に、背筋に悪寒が走る。横っ飛びに跳躍した。

			　がちんと音をたてて、さっきまでおれがいた場所で狼の顎あごが噛み合わさった。

			　……ぶつかり合いはこちらのほうが有利だったはずだが、立て直したのはほぼ同時か。やはり、おれではまだ身体能力でモンスターには追いつけないらしい。

			　だが、それでも十分に対応はできている。これまで訓練相手を務めてくれていたガーベラの悪魔じみた速度に比べれば、ファイア・ファングの動きなんてどうってことはなかった。

			　攻撃を回避したおれの目の前には、狼の横腹が無防備に晒さらされていた。

			「ぉおおぉおおっ！」

			　絶好のチャンス。気合とともに剣を振るった。

			　だが、浅い。焦ったか。獣毛に刃が滑った。

			「ぐるぁあぁあ！」

			　反撃の爪が薙なぎ払われる。おれはこれを盾で受け止めた。

			　……重い。体勢を崩された。

			　立て直す前に、牙きばが迫る。

			「この……っ！」

			　顎が閉じる前に、おれは咄とつ嗟さに突き出した盾を狼の口に噛ませた。

			「う、ぐぐぐ……」

			　盾をつっかえ棒にしたことで噛みつかれはしなかったものの、長い牙きばが上腕に食い込んで、痛みに顔面が引き攣つった。そこに吹き付ける吐と息いき。生臭い。正面で生まれた魔力の流れと炎の気配が、おれの肌を粟あわ立たせる。このままでは逃げられない。

			　だが、それはつまり、相手を逃がさずに済むということでもあり――

			「させるなっ、あやめぇ！」

			「ぎゃおっ！」

			　――おれの頭を踏み台にして、ぴょんと高く跳ねたあやめの吐き出した炎弾が、ファイア・ファングの無防備な背中で爆発した。

			「おおぉお！」

			　床に体を叩き付けられたファイア・ファングに向けて、おれは剣を薙なぎ払った。

			　血ち飛沫しぶきがあがった。

			　首を落とすつもりのひと振りだったが、即座に立ち上がったファイア・ファングの前脚の一本を撥はね飛ばすだけに終わった。切り返しの一撃も、後方に回避されてしまう。舌打ちをひとつ。あと一歩のところで、おれの未熟な剣術の腕は、致ち命めい傷しように届かなかった。

			　跳び退ったファイア・ファングは、３本脚で地面に立った。脚を１本失った状態に対応するまでの、ほんの短い時間、わずかに体勢が崩れて――その脇腹に、短剣が飛び込んだ。

			「孝弘ォ！」

			　幹彦の『エアリアル・ナイト』によって操られた短剣だった。

			　おれは確かにそのとき、虚こ空くうに友人の存在を感じ取った。

			　左の横薙なぎに続く、右の唐竹割り。二刀が狼の腹に喰い込む。致ち命めい傷しようには程遠いものの、鍛たん錬れんを積みつつある幹彦の剣は、確実にファイア・ファングに手傷を与えていた。

			　唐突な闖ちん入にゆう者しやの登場に、ファイア・ファングの気が逸それる。反撃しようにも敵の姿が見えないというのだから、尚更だ。

			「ゴシュ、ジ、サマッ！」

			　その隙を見逃すわけにはいかない。おれは狼の首元にアサリナを巻き付かせた。

			　絶好の好機だ。今度こそ逃しはしない。おれは覚悟を決めて、全力で地面を蹴けった。

			　ファイア・ファングに巻きついたアサリナに身を引かせて、剣を構えて突進する。

			　迎げい撃げきしようとしたファイア・ファングが、狼の鋭い牙きばを剥き出しにして口を開く。

			　その開いた口のなかに、おれはローズ謹きん製せいの『疑ぎ似じダマスカス鋼こうの剣』を突き入れた。

			「ああぁぁああ！」

			　アサリナは自分の仕事を果たし、ローズの傑けつ作さくは恐ろしい切れ味を発揮して、あやめの与えた炎弾のダメージはファイア・ファングの動きを鈍らせていた。

			　欠片かけらでも躊躇ためらえば、ファイア・ファングの牙はおれの身を噛み裂いていたことだろう。勝負勘は訓練で培つちかわれたもので、相手役を務めてくれたガーベラと、その補助をしてくれたリリィのおかげで手に入れられたものだった。

			　おれの握った剣が狼の口こう蓋がいを貫つらぬいて、その脳のう髄ずいを破壊する。

			　びくんと最期に大きく震えて、ファイア・ファングの体は力を失った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……やった？」

			　倒れたファイア・ファングを見下ろして、おれは呆然とつぶやいた。

			　終わってみれば、怪け我がは軽い火傷やけどくらい。疲労はそれなり。自分で戦うのが初めてだったために緊張して、余計な体力を使ってしまったところがあるかもしれない。このあたりは反省材料だろうか。

			　荒れた吐と息いきを整えながら、おれは胸に手を当てた。

			　どくどくと鳴る鼓動の音。戦闘の余韻が掌てのひらに感じ取れた。

			　おかしいな、と首を傾げる。いまの自分なら十分に勝算があるだろうと踏んでいた。互角にやりあえるだろうと思っていた。けれど、実際に自分がモンスターを倒すことができたという事実は、なんだか夢のなかの出来事みたいにあやふやなものに思えたのだ。

			「きゅうぅうっ！」

			「うわっ!?」

			　突然、あやめが飛びついてきたので、おれは慌ててその小さな体を受け止めた。

			　もふもふした尻尾しつぽを振りながら、あやめは精一杯舌を伸ばしておれの顎あごを舐めてくる。

			　くるくるとおれの周りを蔓つるが取り巻いて、アサリナが高らかに鳴く。

			　それは、勝利の凱がい歌かに他ならなかった。

			「……そうか。おれ、本当に戦えたんだな」

			　じわじわと実感が湧いてきた。思わず笑みが漏もれる。おれは、ぐっと拳を握り締めた。

			　別に争い事を好む性分ではないし、なにかを傷つけることに快楽を覚えるような性質でもない。それでもいまこのとき、笑みがこぼれたのは、おれも男だったということなのだろう。

			　この過酷な異世界で、おれはまず生き残らなければならなかった。まともに戦う力のないおれにできることは、足手纏まといにならないようにすることくらいのものだった。これまで自覚はなかったが、心から大切に想う彼女たちに守られるばかりの現状に、おれは心のどこかで忸じく怩じたるものを感じていたのだろう。

			　少しずつであれ、前に進めている。それが実感できたのは、純粋に嬉しいことだった。

			「孝弘さん！」

			　声をかけられて視線を向ければ、こちらに駆けてくる小柄な少女の姿があった。

			　おや？　と思う間に、どんどん距離が詰まっていく。

			「お怪け我がありませんか!?」

			　開口一番。ケイはそう言って、おれに抱き着いてきた。全速力で走ったせいで荒れた息が肌に感じられる距離で、強い視線がおれのことを見上げている。

			「あんな火のなかに飛び込むなんて！　心臓停まるかと思いましたっ！」

			「あ、ああ。悪かった。大丈夫。おれはたいした怪け我がはしてない、けど……」

			　戸惑いが声に出た。

			「……怖くないのか？」

			　詰め寄ってきたケイとの間では、あやめが窮きゆう屈くつそうに目を細めているし、おれを取り巻いたアサリナは、ケイの顔の数十センチ隣で首を傾げている。

			　この異世界の住人にしてみれば、いまのおれは恐怖の対象でしかないだろう。

			　しかし、ケイは金色の髪を揺らして、かぶりを振った。

			「孝弘さんは、わたしのことを二度も助けてくれましたもん。怖くなんてありません」

			「……」

			　ケイの返答は、子供らしくシンプルなものだった。

			　胸を突かれたおれが、言葉を返すことができなくなるくらいに。

			「そんなことより、ちょっとでも怪我をしているなら見せてください。わたし、簡単な回復魔法くらいなら使えますから……ああっ！」

			　ぺたぺたとおれの体を触っていたケイが悲鳴をあげた。

			　なんとも忙せわしないことだった。子供というのは普通、これくらい落ち着きがないものなのかもしれないが。

			「美穂さん！　美穂さんは!?」

			「大丈夫だよ、こっちはもう終わったから」

			　幹彦と一緒にこちらへと歩いてきたリリィが、慌てるケイに声をかけた。さすがに早い。同じ樹海深部のモンスターとはいえ、テトラ・シックルでは、これまで多くのモンスターを倒してきたリリィの敵ではなかったのだろう。

			　これは単に戦闘経験に限った話をしているのではない。モンスターを倒すことで、わずかばかりとはいえ、その魂たましいに宿る魔力を得ることができることは、コロニーでも知られていた事実だった。それに加えて、捕ほ食しよくによる擬ぎ態たい能力はリリィの戦闘能力を更に強化している。

			「それと、美穂じゃなくてリリィね。これからは、そう呼んでくれると嬉しいな」

			「リ、リリィ……さん？」

			　戸惑うケイに、リリィはにこりとしてから、おれに目を向けた。

			「お疲れ様。終わったら、すぐに駆けつけるつもりだったんだけど。ご主人様だけで倒しちゃうなんて、ちょっと驚いちゃった」

			「おれだけじゃない。あやめとアサリナのおかげだよ。正直、武具頼りなところもあったし、それに相手は手負いだったからな」

			　自分自身の前進を否定するつもりはないが、かといって、自うぬ惚ぼれるつもりもない。

			「反省点もいくつかあった。これを次に生かさないとな」

			「ふふ。ご主人様らしいね」

			　リリィが嬉しそうなのは、おれが卑ひ屈くつになってそう言っているのではないとわかっているからだろう。おれはまだ強くなれる。そう思えるから、おれも彼女に笑みを返した。

			「と、話をしている時間もあまりないな。道はひらいたんだ。あとは……」

			　言いかけたところで、おれはふと視線に気付いて言葉をとめた。

			　幹彦がこちらを眺めていた。

			「あ……」

			　さっきまでは非常事態ということで棚上げにしていたが、おれたちは互いに隠し事をしていた者同士だ。気まずくなってしまっても、当然と言える。

			「……孝弘」

			　短剣を回収した幹彦が、こちらに歩いてくる。

			　その口角が、にっと吊り上がった。

			「ナイスガッツ」

			「……そっちこそ。ナイスアシスト、幹彦」

			　向けられた拳に、おれは拳をぶつけた。

			　短いやり取りだが、それだけで十分だった。

			　気まずくなるのではないか、なんて杞き憂ゆうだった。おれたちの間にあるものは、それくらいでどうにかなってしまうようなものではなかったのだから。

			　ひょっとしたら……と、おれは思う。

			　おれがこの異世界にやってきてから失ってしまったもののうち、これは初めて取り返すことのできた『大切なもの』なのかもしれなかった。

			「よし。それじゃあ、行こうか」

			「――っ！　ちょっと待って、ご主人様」

			　改めて出発しようとした、そのときだった。

			　おれたちのことを満足げに見ていたリリィが、表情を引き締めて叫んだ。

			「気を付けて、誰か来る……！」

			　ほどなくして、おれの耳にも足音が聞こえてきた。

			　

			　――数十秒後、おれたちは大勢の騎士たちに剣を突き付けられていた。

		

	
		
			04　最悪の仮定

			　

			　先程、リリィに倒されたテトラ・シックルが暴れていた方向から、20名を越える騎士の一団は現れた。

			　あやめやアサリナを隠している暇はない。全身鎧よろいを身につけているとは思えない快足で近付いてきた騎士たちは、おれたちから少し距離をとって足をとめた。

			　廊下いっぱいに広がって大盾を構えると、剣を抜いて白刃の切っ先を向けてくる。

			　鎧の意い匠しようは、シランが所属している同盟騎士団のものだ。さすが、樹海を任地として日々モンスターと戦う精鋭中の精鋭だけあって、動きに隙がない。

			「……どうしよ、ご主人様？」

			「とりあえずは様子見だ」

			　耳元に口を寄せて囁ささやくリリィに、おれも小声で答えた。

			　同時に、毛を逆立てて警戒するあやめを抱き締めて宥なだめ、牙きばを剥きかけたアサリナにも引っ込んでいてもらうようパスを介して指示を出した。

			　剣を向けられたとはいえ、安易に敵意を返すべきではない。

			　その時点で申し開きができなくなってしまう。

			　……申し開きをさせてもらえるかどうかが、そもそも微妙なところではあったが。

			「どういうことですか、勇者様！　ご説明ください！　なぜモンスターなどを引き連れていらっしゃるのですか！」

			　叫んだのは血気盛んな騎士のひとりだったが、それ以外の騎士たちも、いまにも斬りかかってきそうなくらいに殺気立っていた。おれがこの世界で勇者として認識されている転移者のひとりでなかったら、すでに戦闘になってしまっていたかもしれない。

			　もっとも、この反応も当然のものではあった。彼らはこれまでずっと、モンスターと戦い続けてきたのだから。

			「まさかこのモンスターの襲しゆう撃げきは、勇者様が……!?」

			　懸念していたことではあったが、モンスターに砦とりでを襲撃させた首しゆ謀ぼう者しやの嫌けん疑ぎもかけられてしまっていた。いまはこうして剣を向けられているだけで済んでいるものの、この分では、それも時間の問題だろう。

			　その前に、この状況をどうにかしなければいけない。しかし……。

			「お答えください！　返答次第では、いかに勇者様といえど……！」

			「……言っておくが、おれはこの襲撃と無関係だ。そもそも、おれにはそんなことできない」

			「しらばくれるおつもりですか！　こうしてモンスターを引き連れているのが、なによりの証拠！　探索隊の方もおっしゃっていました！　これは人の為したことではないかと！　まさかその通りであったとは……！」

			　なるべく刺激しないように気をつけたつもりだったのだが、弁明の言葉に対して返ってきたのは、ややヒステリックな怒鳴り声だった。むしろヒートアップさせてしまった感触さえあって、まさに聞く耳持たないといった反応に、おれは思わず目を細めた。

			　状況は最悪だった。

			　……大方、予想通りの展開とも言えるが。

			　こんなことになってしまったものの、おれはさほど動揺していなかった。自分の力を明かすと決めた時点で、こうなることは覚悟していたからだ。向けられる敵意も、突き付けられる害意も、浴びせられる嫌悪の情も、身構えてさえいれば堪たえられないほどのことはなかった。

			　そしてもうひとつ、おれには覚悟していたことがあった。

			　それは、この場で自分の身の潔けつ白ぱくを証明するのが、非常に困難だということだった。

			　いまのおれがなにを言ったところで、耳を傾けてもらえるかどうかが怪しい。恐怖と怒りで頭に血が昇っている人間に、なにをどう弁明したところで、言下に否定されておしまいだろう。実際、さっき試してみたが駄目だった……というより逆効果だったわけで、これはもう説得以前の問題だった。

			　そもそも、彼らもなにか証拠があって疑っているわけではないのだ。

			　必要とされているのは時間をかけて培つちかわれた信頼であって、こればかりは、この砦とりでに来て間もないおれにはどうしようもないものだった。

			　あるいは、こんな状況でさえなければ、おれも時間をかけて彼らの誤解を解こうとしたかもしれない。しかし、現状、そのような悠長なことをしていられる余裕はなかった。

			　よって、説得は不可能。だからといって、攻撃されるのも拘こう束そくされるのも御免こうむるし、誤解で剣を向けてきている相手と戦ったところで意味がない。お互いに消しよう耗もうしたすえに、押し寄せるモンスターに諸共呑み込まれるのがオチだろう。

			　となると……ここは逃げ出す以外に手はないか。

			　目の前の騎士たちを振り切って、モンスターで溢れたこの砦とりでを突っ切り、樹海まで逃げおおせる。そこまで辿り着けたなら、ローズやガーベラとの合流も叶かなうだろう。おれとリリィだけなら、それも不可能ではないはずだ。無論、決して分のいい賭けではないが……。

			　しかし、そうするとひとつ失敗したのは、どうも騎士たちの態度から察するに、疑惑の一部が幹彦やケイにまで向けられてしまっているらしいことだった。

			　左手の甲から寄き生せい蔓つるのアサリナを生やし、風船狐のあやめを抱き締めているおれ自身はもちろんだが、この場面だけを切り取ってしまえば、ここにいる全員がモンスターを率いているように見えても仕方がない。それはつまり、モンスターに砦を襲しゆう撃げきさせた犯人一味と見み做なされてしまうということだった。

			　どうにかして幹彦とケイに対するものだけでも、誤解を解かなければならない。

			　幸い、いまの口振りからすると、この騎士の一団は、探索隊とコンタクトを取れているらしい。幹彦とケイだけでも誤解を解いて、その身柄を騎士団に保護してもらえれば、身の安全はひとまず保障されるだろう。

			　と、おれは大体の方針を決めた。

			　しかし、実際にそれを行動に移すことはできなかった。

			「いい加減なこと言ってんじゃねえぞ！」

			　怒声が通路に響き渡ったからだ。

			「砦とりでを襲しゆう撃げきぃ？　そんなことするわけないだろうが！」

			　眉を吊り上げた幹彦が、ずかずかと前に進み出ていた。

			「み、幹彦様……？」

			　騎士たちの間に動揺が広がるのがわかった。

			　同盟騎士団の団長に惚れ込んでいる幹彦は、その部下である騎士たちとも交流の機会を多くしていたに違いない。その人柄に触れていた者も多かったのだろう。真っ向から怒りとともに疑惑を否定されたことで、手にした剣の切っ先に迷いが生まれていた。

			「し、しかし、幹彦様がそうでも、そちらの御仁は……」

			「孝弘だって、同じだっつの！　そんな奴じゃねえよ！」

			「そ、そうですっ」

			　おれの服の裾を掴んだままのケイも、大人たちの会話に口を出した。

			「孝弘さんはそんなひとじゃありませんっ」

			「ケイ……」

			　物々しい雰囲気に怯おびえた様子ながらも、少女の眼差しには燃えるものがあった。

			　さっきまではおれが守る側にいたはずなのに、いまはおれのほうが守られていた。

			　状況の変化に戸惑い、おれは口を挟むタイミングを失ってしまう。

			　屈強な騎士たちを睨にらむ眼鏡の級友と、年端もいかぬ少女。

			　そんな膠こう着ちやく状態を破ったのは、戦列を組む騎士たちの向こうであがった女の声だった。

			「その声、やはり幹彦か？」

			「き、危険です、団長！」

			「かまわん。下がれ」

			　制止する騎士たちの列を割って、鎧よろい姿の長身の女が進み出てきた。

			　短く刈り込んだ銀髪に、女性だてらに筋肉質でがっしりとした長身。

			　一度おれも会ったことがある、同盟騎士団の団長を務める女性だった。

			「だ、団長！　ご無事だったんすねっ！」

			　幹彦が喜色に満ちた声をあげた。

			　嬉しさを隠すことのない真っ直ぐな親愛表現に、女が肩をすくめて応える。

			「お前こそ。無事だったか、幹彦」

			　言葉少なではあったが、女の声にはどこか安あん堵どの響きがあった。

			　だが、それも一瞬。鷹たかのように鋭い目が、おれのことを見据えた。

			「それと確か……真島孝弘殿でしたか」

			　探るような視線が向けられる。明らかに彼女は、おれのことを疑っていた。

			　ただ、他の騎士たちとは違って、彼女にはこちらと冷静に言葉を交わすだけの理性が残っているようだった。慎重な口調で語りかけてくる。

			「ずいぶんと奇異な格好をしていらっしゃいますな。どうやら隠し事をされていたらしい」

			「……それに関しては、申し訳ありません。ただ、そうする必要がありましたから」

			「でありましょうな。モンスターを操る恩おん寵ちようとは、また面めん妖ようなものをお持ちだ。面倒事になることは目に見えているし、実際にそうなった」

			「理解していただけたなら幸いです。ただ、ひとつ訂正していただけますか？　おれは別に、彼女たちを操っているわけではありませんし、そんなことはできない」

			「だから、モンスターに砦とりでを襲わせたのは自分ではない、と？」

			　おれのことを見定めるように、目を細める。

			　やり取りを通して、手応えは薄い。おれの言葉が彼女に響いていないことは明らかだった。

			　睨にらみ合うおれたちを交互に見て、焦った顔の幹彦が口を開いた。

			「信じてください、団長！　孝弘はおれたちを助けてくれたんです！」

			　それを聞いた女の目が、初めて迷うように揺れた。どうやら幹彦は、団長の信頼を勝ち取っているらしい。おれの無罪を訴えかける声には、彼女を揺らすだけの力が確かにあった。

			　しかし、それだけではまだ弱い。

			　迷いながらの言葉では、配下の騎士たちに対する説得力にも欠けるだろう。

			　……やはり駄目か。

			　おれがそう判断したのはこの状況では間違いではなかったし、このままなら、おれとリリィはその場を立ち去ることになっていただろう。

			　そうならなかったのは、背後から迫る足音を聞いたためだった。

			　がちゃがちゃと鎧よろいの部品が擦れる音とともに、聞こえた足音は数人分。おれは舌打ちをしたい気持ちで振り返った。

			　失敗した。もっと早く逃げ出すべきだった。前後を挟み込まれてしまっては、簡単には逃げられない。先程モンスターに挟まれたときと同じで、一戦しなければならなくなる。

			　なるべくなら人間とは戦いたくないのに……と、後悔しつつ振り返ったところで、おれは小さく声をあげた。

			「……あ」

			　こちらに駆け寄ってくる数名の同盟騎士。そのなかに『白兜』の姿があったのだ。

			「……姉様？」

			　ぽつりとケイがつぶやいた。

			　騎士が白い兜を脱ぐと、その下から、長い金髪をアップにまとめたエルフの少女の顔が現れる。遠目にも整った顔立ちは、シランのものに違いなかった。

			「これは何事ですか！」

			　白い鎧よろいをモンスターのものと思しき返り血に染めたシランは、兜を脇に抱えて、つかつかとこちらに歩み寄ってくる。その途中で、ファイア・ファングにやられた騎士の亡なき骸がらに一瞬だけ視線を向け、悲しげに眉を寄せたが、歩をとめることはなかった。

			「……？」

			　シランの目からは、縋すがりつくケイの陰になって、いまのおれの姿は見えていなかったらしい。数メートルの距離に近づいて初めて、シランの蒼あおい瞳ひとみに状況が映り込んだ。

			　整った顔に、困惑の色が広がった。

			「孝弘殿……？」

			　震える唇が、おれの名を呼んだ。その双そう眸ぼうが、おれの左手のアサリナと、腕に抱いたあやめとを交互に見た。控えめながら整った顔立ちには、動揺がありありと表れていた。

			　……考えうる限り、最悪のかたちでの再会だった。

			　気付かないうちに、おれは奥歯を強く噛みしめていた。

			　驚き、戸惑い……きっとその次に向けられるのは、敵意の眼差しと、腰にさがった剣の切っ先なのだろうと、予想はついてしまったからだ。

			　見ず知らずの人間ではない。言葉を交わし、親近感と好意を抱いていた相手だ。たとえ覚悟を決めていたところで、嫌われてしまうことを思えば心が痛い。

			　だけど、これはもうどうしようもないことだった。

			　おれはモンスターを率いる主だ。そうである自分を捨てるつもりはないと、昨晩リリィに答えた。その気持ちに嘘はない。

			　だったらこれは、自分自身の選択の結果だ。おれにできるのは、ともすると伏せてしまいそうになる視線をあげて、奥歯を噛みしめて、最後まで見届けること。ただそれだけだった。

			「……」

			　あやめとアサリナから視線を切ったシランは、ほんの数秒、ケイの様子に目を留めていた。

			　そうしてようやく、ケイに縋すがりつかれる格好でいるおれに目を向けた。

			　審判のときだ。おれは覚悟を決めて、彼女の目を見返した。

			　真っ直ぐな眼差し。透き通った蒼あおい瞳ひとみには、モンスターを従えるおれという存在に対する疑念と敵意が宿って――は、いなかった。

			「……シラン？」

			　思わず声をあげたおれの前で、変化が起こる。

			　寄り添い合うおれとケイの姿に、なにを見たのか、シランの顔から動揺の色が消えたのだ。

			　迷うようだった足取りが、しっかりとしたものに変わる。

			　同行していた他の騎士たちが足をとめるなか、シランはひとり近付いてくる。剣を抜くでもなく、盾を構えるでもなく、極々自然な態度でおれの傍に立った。

			　そして彼女は、毅き然ぜんとした眼差しを団長に向けたのだ。

			「なぜ団長が孝弘殿に剣を向けていらっしゃるのですか？」

			「……唐突だな」

			　ほんのわずかに息を呑んで、団長は眉をしかめた。

			「見ればわかるだろう？　彼はモンスターを引き連れている」

			「だからなんだというのですか。まさか彼がこの襲しゆう撃げきを企図したとでも？」

			　おれは驚いて、シランの整った横顔を見詰めた。

			　明らかに彼女の台詞せりふには、おれのことを庇かばおうという意図が感じ取れたからだった。

			「察するに、孝弘殿はモンスターと交戦した様子」

			　シランは通路に屍しかばねを晒さらすファイア・ファングと、その血で染まったおれの剣を目で示した。

			「彼が砦とりでにモンスターを引き入れたとするなら、そのモンスターと戦うような羽目になるはずがありません」

			「それは、確かにそうかもしれないが……」

			　団長は思案げに眉を寄せるが、すぐに首を横に振った。

			「それだけでは、いささか弱いな。彼の持つ特異な力が、この異常事態においてあまりに疑わしいことは確かなのだ。たとえ勇者であっても、断じて見逃すわけには……」

			「勇者であるかどうかは関係ありません」

			「……なんだと？」

			　団長が目を見開いた。

			　そんな反応も納得できてしまうくらい、シランが口にした台詞せりふには確信がこもっていた。

			「孝弘殿はケイのことを守ってくださいました。そのために、これまで隠していた己の力を人目に晒さらしたのでしょう。このようなことになることは、きっとわかっていたはずなのに。その行為に気高さこそあれ、邪悪さなど欠片かけらもありません」

			　強い視線で団長を見据え、シランはその言葉を唇に乗せた。

			「真島孝弘は尊敬できる人物です」

			「シラン……」

			　それは、こんなことになる直前、別れ際の彼女が告げた言葉だった。

			　おれの正体を知ってなお、彼女は同じ言葉を口にしてくれたのだ。

			　驚きに言葉を失ったおれのことを横目に見て、シランの口元に小さな微笑ほほえみが浮かんだ。それは、思わず見惚れてしまうくらいに、魅力的な表情だった。

			「……まさかお前が、そんなことを言い出すとはな」

			　団長はおれと同じか、それ以上に驚きを隠せない様子だった。信頼する副長がこんなことを言い出すとは、彼女も予想していなかったに違いない。唖あ然ぜんとした口調で続けた。

			「彼が勇者であることは関係ない……か」

			「はい」

			　団長に向き直ったシランは、やはり躊躇ためらいなく頷うなずいた。

			　毅き然ぜんとした表情には、どうにかして疑いを晴らそうという決意が満ちている。

			　彼女は本気で団長を説き伏せようとしていた。

			「孝弘殿を敵に回すなんてとんでもない。我々はこの難局を打破すべく、彼と力を合わせるべきなのです。ですから……」

			　と、そこでなぜか、真しん摯しに紡つむがれていた説得の言葉が途切れた。

			　シランの形の良い眉が寄せられる。

			「……団長？　どうかなさいましたか？」

			　訝いぶかしげにシランが見詰める先で、彼女の言葉に耳を傾けていた団長の肩が、小刻みに揺れていた。

			「いや、なに。そうか。なるほどな。……ふ、ふふっ」

			　それは、笑いを堪こらえる素振りだった。

			　それも長くは続かない。我慢ができなくなったらしく、ついに団長は声をあげて笑い出した。

			「そうか、そうか！　勇者かどうかは関係ないというのか。あのお前が！　これは傑けつ作さくだ！」

			　いかにも楽しげな笑い声だった。

			「だ、団長……？」

			　戸惑いの声をあげたシランが、おれに横目を使ってくる。

			　助けを求められたところで悪いが、当然、おれにも彼女が突然笑い始めた理由なんてわからない。ただ、廊下に響く彼女の笑い声が、この場に立ちこめていた嫌な空気を押しやっていくのは、肌で感じ取れていた。

			「ふ、ふふ。確かにシラン、お前の言う通りだ」

			　団長が笑い声で言った。

			「己を犠ぎ牲せいにしてでも弱きを助けるその行為、邪悪さとはほど遠い。自分の仕掛けた企みで立場を失くすのが考えづらいというのも、まさにその通り。疑うべき理由はなく、それに加えて、お前と幹彦が揃って噛みついてくるとなれば……これはどうやらわたしが誤ったらしい」

			　やがて笑いを引っ込めた女は、腕をひと振りした。

			「剣をひけ！　この方は我らの敵ではない！」

			　威い厳げんに満ちた女の声が耳じ朶だを打った。

			　命令を聞いた騎士たちが、整然とした動作で剣をおさめる。

			　迷いのない動作だった。不平不満を態度に滲にじませる者さえいない。たいした統率力だった。

			「勇者たる御身にあらぬ疑いをかけ、剣を向けた無礼をどうかお許しいただきたい」

			　団長はおれに顔を向けると、真しん摯しに言葉を紡つむいだ。

			「そして、願わくば、騎士シランが提案した通り、我らに同行してはいただけないだろうか。これから我らは探索隊の方々のお力を借りて、反攻作戦を開始する予定でおります。もしも可能であるのなら、ともに戦っていただければ心強い」

			　呆然としてことの成り行きを見守っていたおれは、思わずリリィと顔を見合わせた。

			　逃げ出すことになるだろうと思っていたし、殺し合いになるかもしれないと危き惧ぐしていた。

			　しかし、まさか協力の申し出があろうとは思ってもみなかったのだ。

			　もちろん、これは嬉しい誤算だった。いや。シランや幹彦によって勝ち取られた、貴重な成果というべきか。

			　おれたちだけで砦とりでを抜けることは難しい。生き残るためには協力する必要がある。団長の申し出を断る理由はなかった。

			　おれはリリィと頷うなずき合って、提案の承諾を告げた。

			　幹彦とケイが歓声をあげ、シランがほっと息をついた。

			　こうしておれは、幹彦とケイ、そしてシランの尽じん力りよくによって、あわや無意味な殺し合いをする危機を回避することができたのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　同盟騎士団と合流したおれたちは、すぐに砦とりでの奥の区画へと移動を始めた。

			　小走りで移動するおれとリリィの近くには、団長と幹彦、ケイの３人の姿があった。同行している他の騎士たちは、少し距離をとって周りを固めている。

			　早足で移動しながら、おれは砦の現状について、団長から簡単な説明を受けた。

			　まずおれたち以外の転移者についてだが、いずれも襲しゆう撃げき時に砦の中ちゆう枢すう部にいて無事らしい。運がいい……というか、外周部にいたおれと幹彦がついていないと言うべきだろうか。ともあれ、無事ならそれは喜ばしいことではあった。

			　団長率いる同盟騎士団は、転移者たちのいる砦の中枢区画を守っていたらしい。

			　しかし、あっという間に戦況は不利になってしまい、やむなくシランは別働隊を率いて本隊から離れ、砦の中枢部近くまで侵入したモンスターと戦闘を開始した。その際に取り逃がしたのが、おれたちが遭そう遇ぐうした２体のモンスターということだった。

			　そして、シランたちが出撃してしばらくしてから、先程、団長も口にしていた反攻作戦が、探索隊のふたりから提案されたのだという。

			　提案者である彼らがモンスターと戦おうというのだが、敵があんな大群である以上、たとえチート持ちであったところで、万が一の事態はありうる。纏まとまった戦力が必要という判断が下され、団長はシランを迎えに来た。その途中で団長は、シランたちが取り逃がしたモンスターを倒した直後のおれたちと遭そう遇ぐうしたというわけだった。

			　大体の状況は掴めたところで、次におれは肝心の反攻作戦について話を聞いた。

			　探索隊が提案した反攻作戦だが、これに参加するのは、砦とりでの各所で抵抗を続ける軍や騎士団から捻出された精鋭が３００名ほどになるらしい。作戦の概要はというと、まずは飛行可能なモンスターの襲しゆう撃げきを受けている砦の内壁上の安全を確保して、次に、確保した内壁の上から探索隊の最大魔法によって、外壁を占拠している大量のモンスターを叩き、その後は砦の内部に侵入したモンスターの掃そう討とうに移る……というシンプルなものだった。

			　多分に探索隊の戦闘力任せの部分はあるものの、うまくいけば、外壁に留まっている大量のモンスターを一撃でほぼ殲せん滅めつすることができるはずだ。

			　その後の掃討戦は、基本的に探索隊が正面に立ち、彼らが取り囲まれて物量に押し潰されてしまわないよう、軍の兵士や騎士団がフォローするかたちになる。おれも同盟騎士団の協力者として、この仕事に手を貸すことになっていた。

			「……」

			「どうかなさいましたか？」

			　説明を終えた団長が、おれの視線に気付いて顔を向けてきた。

			「不思議そうな顔をされているようですが」

			「……ええ、まあ。まさかこの異世界の人間と、おれのこの能力を明かしたうえで、協力し合うことができるとは思ってもみませんでしたから」

			「協力し合うと言っても、限定的なものにならざるをえないのは申し訳ないところですが」

			　団長はかぶりを振った。

			「先程も言った通り、孝弘殿の能力については、なるべく伏せておいていただきたい。無用な混乱を招くことになりかねませんから」

			「わかっています」

			　同盟第三騎士団には、彼らを率いる団長の意思が行き届いている。しかし、帝国の軍や騎士団はそうではない。おれの力を彼らに見られてしまえばどうなるかわからないと、団長からは忠告を受けていた。

			　この世界の住人にしてみれば、崇あがめていた現あら人ひと神がみの正体が悪魔だったようなものなのだ。明かされるタイミングが悪ければ、たったそれだけで戦線が崩ほう壊かいしかねない。

			　そうした事情もあって、おれはあやめとアサリナにいったん、姿を隠してもらっていた。当然、このままではおれの戦闘能力はガタ落ちなので、砦とりでの防衛に力を貸すのは、できる範囲でということになる。もちろん、場合によってはそんなことを言ってはいられないだろうが……。

			　正直面倒だが、仕方のないことだった。砦の襲しゆう撃げきに関する疑いは晴れたにしても、おれがモンスターを従える存在であることは変わりないのだ。依然として、おれはこの世界における異分子でしかない。それはしっかりと自覚していなければならなかった。

			　同行している騎士たちからも、敵意こそ向けられてはいないものの、警戒心はいまだに抱かれているようで、居心地の悪い視線には少々閉口させられた。とはいえ、たとえ思うところがあるにせよ、この場だけでも共通の目的を持って肩を並べて戦えるのだから、想定していた事態からは程遠い。

			　すべては、ひとりの女性の下した決断によるものだった。

			「団長さん。あなたは本当に、おれとともに戦うつもりでいるんですね」

			「お疑いでしたか？」

			「……正直なところ、少し」

			「はは。慎重でいらっしゃる。いや。それでよろしい。大切なものを守るためには、慎重さと大胆さが等しく必要になるものです」

			　小気味よさそうに女は笑った。その態度は好意的で、他の騎士たちとは違って、なんら隔意のようなものは感じられない。それが少し不思議だった。

			「どうしてあなたは、おれのことを信頼してくれたんですか？」

			　おれが尋ねると、団長は器用に片眉を持ち上げてみせた。

			「あなたには疑うべきところがない。というのは、先も述べたはずですが」

			「ええ。幹彦とシランがしてくれた説得のおかげです。それについては、本当に感謝しています。……ですが、それはあくまで、おれが敵だと疑うことをやめた理由でしょう」

			　敵でないことは、イコールで味方であることにはならない。

			　モンスターを率いるおれは、この世界で忌み嫌われる存在だ。肩を並べて戦うためには、まずこの生理的な嫌悪感をどうにかしなければならない。

			「ああ。なるほど。あなたの疑念は、そこにあるわけですか」

			　おれが疑問に思っていることに納得したらしく、団長はひとつ頷うなずいて答えた。

			「単純な話です。わたしの信頼する人間が、あなたに救われたからですよ」

			「……身に覚えがありませんが」

			　おれが困惑するのを見て、団長はさも楽しげにくつくつと笑った。

			「でしょうな。本人にも、自覚があるのかどうか」

			　言いながら、彼女はちらりとうしろを振り返った。

			　そこには、殿しんがりの一隊を率いて後方からの襲しゆう撃げきを警戒するシランの姿があった。

			「シランが……？」

			「ええ。アレは心根の清い娘です。わたしはアレの父や兄とも交流がありましてね。幼い頃から知っています。誰よりも高い理想を持ち、そのために研けん鑽さんを惜しまず、どのような苦難にも堪たえ、献身を旨とする良き騎士に育ってくれました。わたしはアレと背中を合わせて戦い、何度も命を救われました。そうするうち、わたしは彼女を信頼し、騎士団の副長を任せるようになったのです」

			　団長の口にする言葉には温かみがあった。

			　彼女たちの間にある感情は、ただ上司と部下という間柄だけのものでないのだろう。樹海という過酷な土地において、育はぐくまれた絆きずながどれだけ重要なものであるのか、おれ自身も経験していることだった。

			「……しかし、良き騎士であればこそ、奴は苦しんでいました。どうしようもない現実に打ちのめされ、それでも諦あきらめることだけはできず、やがて勇者の降こう臨りんを狂おしいほどに待ち侘わびるようになってしまったのです。わたしにはそれを、どうしてやることもできませんでした」

			　懺ざん悔げするような口調で団長が語るのを聞いて、おれは、己の無力を嘆くシランの姿を思い出していた。

			　――足りないのです。この身では。どれだけ鍛えたとしても、守り切れずに仲間たちは次々に死んでいく。

			　シランのああした姿を、目の前の女性はずっと見てきたのだろう。大切な戦友だと思っていればこそ、苦しんでいる彼女の姿を見るのは、辛いことだったに違いなかった。

			「救済をもたらす勇者様への信仰を心に宿し、支えにすることで、我らは日々を生きています。わたしたちは勇者様の為した偉業のおかげで、今日、ここに生きていられる。であれば、我らがそれを常に意識し、敬意を示し、現在と未来に救いをもたらす方々に感謝を捧ささげるのは、極々自然なことでしょう」

			「……感謝、ですか」

			　やや宗教がかった価値観なので、おれのような現代日本人にはわかりづらい部分もあったが、要するに彼女の言っているのは、『過去に懸命に生きた人々に感謝しよう』ということだろう。そういうことなら、おれにも理解できた。

			「勇者様は我らの支えです。ゆえに、わたしも救いを求める心を否定はしません。しかし、それが行き過ぎてはならない。行き過ぎた信仰は、目を曇らせる。目の前にいるあなたがたを、我らの幻想で覆おおい尽くすようなことはあってはならないのです」

			　そうして語る団長の姿には、ある種の信念が感じられた。

			「影もなければ形もないものだけを見て、本当にそこにあるものを見ない。それは、酷ひどく危うい行為だ。そんなことをしていては、我らはいずれ大きな失敗をすることになりかねない。……だから、孝弘殿」

			　団長がおれの名を呼んだ。

			「わたしはあなたに感謝しているのですよ。あのシランに『勇者かどうかなど関係ない』と言い切らせたあなたは、アレの危うさを確かに救われたのですから」

			　そう言い切って彼女は笑った。

			　なるほど、これが幹彦の入れ込んでいる女性か。

			「どう、孝弘？」

			　思わずおれが向けた視線に気付いて、幹彦は得意げに尋ねてきた。

			　いい女だろうと自慢したくなる気持ちもわからないでもない。

			　惜しむらくは、現時点で、彼女はこいつの恋人でもなんでもないことだが。

			「……茨いばらの道だと思うけど、めげずに頑張れよ」

			「突然、親友から哀れまれたんですけど!?」

			　そんな会話をしているうち、おれたちは反攻作戦に参加する面々の集合場所に辿り着いた。

			　ここで問題が発生した。

			　集合場所には、すでに探索隊の姿はなかったのである。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「すでに作戦が開始されただと!?」

			　団長の怒声が大広間に響いた。

			　集合場所であった広間には、わずかな兵が残るばかりとなっていた。

			　兵を任された年とし嵩かさの男は、団長の剣幕に顔を蒼あお褪ざめさせた。

			「は、はい。グリーン将軍の命令でして」

			「我らを待たずして作戦を開始したと？　功名に逸はやったか、あの俗物め。状況がわかっているのか……？」

			　どうやらなにか手違いがあったらしい。

			　呻うめき声をあげる団長に、騎士のひとりが声を掛けた。

			「団長。そういえば、先程から将軍は……」

			「……ああ、そうか。そうだったな。奴も追いつめられているのか。しかし、忌いま々いましいことには変わりない」

			「どうされますか」

			「追うしかないだろうな。作戦決行に間に合うかどうかはわからんが……万が一にも勇者様方を失うわけにはいかない。砦とりでの最大戦力を集める必要があるのは確かなのだ」

			　部下と言葉を交わしている団長を、少し離れたところで見ていると、これまで後方を守っていたシランが駆け寄ってきた。

			「孝弘殿。なにかトラブルがあったようですね」

			「みたいだな。……グリーン将軍というと、おれたちが砦に辿り着いたときに挨あい拶さつをしていた男だな？」

			「ええ。この砦に駐留している、帝国軍のトップです」

			「さっき団長が言っていた、そいつが追い詰められているというのは？」

			「砦の防衛は軍の管かん轄かつですので」

			「……この状況で陥かん落らくの責任を取らされるのは、少し酷じゃないか？」

			　あれだけの数のモンスターが押し寄せてきたのだ。誰がトップであろうと、危機的な状況を回避することはできなかっただろう。もっとも、組織の頭は責任を取るのも仕事のうち、ということかもしれないが。

			「いえ。それは確かに、その通りなのですが……それはそれとして、防衛に不手際があったのも事実ですので」

			「……跳ね橋の一件か」

			「はい」

			　樹海に出ようとしていた同盟騎士団二十余名が命を賭して稼いだ数秒間のうちに、上がるはずだった跳ね橋が途中でとまってしまった件のことだ。

			　あれさえなければ、壁際で少しでも時間を稼ぎ、防衛態勢を整えることができたかもしれない。確かにあれは、砦とりでの防備を預かる軍の起こした問題といえるだろう。

			　シランはやや苦い顔をしていた。

			「実際、帝国騎士団からはずいぶんと突き上げを喰らっていました」

			「……内うち輪わ揉もめをしている場合か」

			「まさにその通りです。面めん目ぼく次し第だいもありません」

			「シランが謝ることじゃないな。それで、そうすると、なにか？　そいつは名誉を挽ばん回かいするために、手柄を少しでも多く得ようとして、同盟騎士団を蚊か帳やの外にしたってことか？」

			「それだけではなく、計画より多くの兵を連れていったようです。将軍は焦っていたのでしょうね。よりによって勇者様の目の前で、責任を追及されてしまったのですから」

			「ここでただ生き残っても、身の破滅か」

			　同盟騎士団は、樹海でモンスターを討とう伐ばつする最精鋭の戦力のはずだ。同じく樹海を任地とする帝国騎士団に仕事を押し付けられていたあたり、政治的な立場はあまり強くないようだが、逆に言えば、それだけ実戦経験が豊富だということでもある。それを除のけ者にしたうえで作戦を決行したというのだから、正常な判断力を保っているとは思えない。

			　いや。それとも、それでも絶対に勝てると確信できる理由があったということだろうか。

			　……勇者、か？

			「計画では、探索隊の渡辺芳樹が、第五階かい梯ていの大魔法でモンスターを殲せん滅めつするんだったか」

			「はい」

			　戦杖を携えた小柄な男子生徒の姿を思い出す。渡辺は、総じて身体能力と魔法に優れたウォーリアのなかでも、魔法使い寄りのチート持ちらしい。それに対して、十文字のほうは戦士寄りで、第四階梯が限界らしいが、それでも強大な魔法を扱えることには変わりない。

			　無論、最大規模の魔法を使うには、いくらチート持ちと言っても、それに集中する時間が必要だ。そのための時間を稼ぐのが、彼らのフォローをする兵や騎士の仕事である。それくらいなら、同盟騎士団なしでも、兵力を掻かき集めれば十分だと判断したというところだろうか。

			「……いや。ちょっと待て。とすると、ここにいたはずの他の転移者たちはどうなった？　まさか、守りが手薄な場所に置いていったわけではないよな？」

			「いいえ、孝弘殿。さすがにそれはないようです」

			　おれの質問に答えたのは、話を切り上げて戻ってきた団長と幹彦だった。

			「どうやら勇者様方は全員、探索隊のおふた方について行かれたようです」

			「……戦場についていったっていうのか？」

			「ええ。探索隊の十文字様からのご提案だったようです。もともと、探索隊の方々から離れることを嫌がる方は多くいらっしゃいましたから、こんなことにならずとも、ついて行かれた方は多かったでしょうな」

			「よく調教されててびっくりしちゃうよね」

			　相変わらず辛しん辣らつな物言いをして、幹彦は肩をすくめた。

			「まぁ、探索隊の近くが一番安全って考えはわからないでもないけどね」

			「孝弘殿。我らはこれから先行した友軍のあとを追います。一緒に来ていただけますか」

			「わかりました。そういうことなら、急いだほうがいいでしょうね」

			　おれは頷うなずきを返し、騎士たちとともに駆け出そうとする。

			　そのときだ。おれの手首を、リリィが掴んでとめた。

			「……リリィ？」

			「待って」

			　振り返って見た彼女の表情は険しい。その手には、彼女の黒槍が握り締められていた。

			「ちょっと特定に時間かかっちゃったけど……」

			　すんと鼻を鳴らしたリリィが、手にした槍やりを振りかぶる。

			　誰がとめる暇もなく、彼女はその槍を投とう擲てきした。

			「……なっ!?」

			　見た目とは裏腹の凄すさまじい膂りよ力りよくで投擲された槍が、広間にいた兵士のひとりの顔面を貫つらぬいた。壁に叩きつけられたトマトみたいに頭部が弾け飛び、兵士の体はその勢いで背後に吹っ飛んで、床に四肢を投げ出して倒れる。

			　部屋にいた者が唖あ然ぜんとしていたのは、ほんの一瞬のことだった。

			「貴様ぁ！」

			　怒声があがり、鞘さや走りの音が連続した。

			　広間に敵意が渦巻き、そして――

			「静まれぇ！」

			　――団長の叱しつ責せきが、騎士たちの耳じ朶だを叩いた。

			　それだけで敵意は挫くじかれる。

			「だ、団長……？」

			　騎士たちから戸惑いの視線が向けられるが、団長は眉まゆ根ねを寄せた深刻な面持ちで、倒れた兵士を見詰めていた。

			　そんな彼女に、リリィが肩をすくめて礼を言った。

			「とめてくれて、ありがと。先に言えればよかったんだけど、正体を暴露しちゃうと、ここで暴れ出されて被害が出そうだったから」

			　団長の視線を追った騎士たちから、次々と驚きの声があがった。

			　リリィが投とう擲てきした槍やりが貫つらぬいた兵士の姿が、腰から上だけの人の影絵を固めたようなモンスターに変わっていたのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　これまでおれ自身は遭そう遇ぐうしたことがなかったのだが、樹海表層部に『ドッペル・ゲンガー』と呼ばれるモンスターが生息していることは、ケイから受けたモンスターに関する講義で聞き知っていた。

			　ＲＰＧなどのゲームで遊んだことのある人間なら、おおよそ予想できることと思うが、こいつは敵の姿をコピーする能力を持っている。ドッペル・ゲンガーに行き遭った者は、自分と同じ姿形をした『もうひとりの自分』に殺されることになるわけだ。

			　ある意味、ミミック・スライムであるリリィの擬ぎ態たいと似た能力ではあるが、違うところもたくさんある。

			　まず対象を捕ほ食しよくする必要がない。また、姿形に関してだけだが、コピーは完かん璧ぺきに行われる。

			　その反面で、コピーできるのはあくまで対象の姿形だけであり、能力をコピーすることはできない。

			　なにより、リリィと違って意思を持たないため、人に紛れることはできない。当然、こっそりと砦とりでに侵入するなどということはありえなかった。

			　……これまでは。

			「まったく気付きませんでした……」

			「小精霊の探知能力は、敵意を持ってないと検出できないんだろう？　だったら仕方ない」

			　やや落ち込んだ様子で呻うめいたシランを、おれは慰なぐさめた。

			「ともあれ、これで跳ね橋の一件についても説明がつけられるな」

			「……鉄扉を破られたあと、門のあたりにいた兵は真っ先にモンスターに蹂じゆう躙りんされました。あのとき、兵士に紛れたモンスターが跳ね橋を上げる邪魔をしたのだとしても、その事実を知る者はひとりも生き残ってはいないでしょう。やられました」

			　こうしてドッペル・ゲンガーが兵士に紛れ込んでいることがわかった以上、防衛の要所においても、同様のことが起こっている可能性は高い。それどころか、探索隊を旗はた頭がしらとした乾けん坤こん一いつ擲てきの反攻作戦にさえ紛れこんでいるかもしれないわけで、事態はかなり深刻だった。

			　同盟騎士団とあの場に残っていた他の兵士たちのなかに、他にドッペル・ゲンガーが混ざっていないことをリリィが確認したあと、おれたちはすぐに移動を開始した。幸いなことに、道中のモンスターは探索隊が片付けてくれたらしく、移動はスムーズに行えた。

			　一刻も早く、反攻作戦を遂行中の彼らに追いつかなければならなかった。そうしなければ、砦とりでの命運を左右する作戦が頓とん挫ざしかねない……。

			「どうしたの、ご主人様？」

			　声をかけてきたのは、傍らを走るリリィだった。

			　彼女は気遣わしげな様子で顔を覗き込んでくる。

			「難しい顔してるけど」

			「いや。どうも気に入らないと思ってな」

			「気に入らない？」

			　瞬きをして首を傾げるリリィに、おれは答えた。

			「おれたちは現状、対処に追われている。さっきのドッペル・ゲンガーの件もそうだが、後手後手に回ってしまっているのが実情だ。少なくとも、ここまでは『敵』の思惑通りに事件が進んでいると考えたほうがいい」

			「まあ、そうだね」

			「これは、そうした前提の上での話なんだが……おれたちが砦とりでにやって来た途端に、こんな非常事態が起こるというのは、ちょっとタイミングが良過ぎるとは思わないか？」

			「ちょっと待ってください、孝弘殿」

			　話を聞いていたシランが、口を挟んできた。

			「まさかあなたは、勇者様方の来訪を切っ掛けとして、この事態が起こったというのですか」

			「その可能性はあるんじゃないか、とは考えてる」

			　要は、ケイの失しつ踪そう騒ぎのときと同じだ。おれたち転移者が砦に逗とう留りゆうし始めたのとタイミングを同じくして、これまで一度もなかった大量のモンスターによる襲しゆう撃げきがあった。そこに因果関係を疑うのは、それほどおかしなことではないだろう。

			「ああしてドッペル・ゲンガーが潜入していた以上、これが単なるモンスターの暴走である可能性はなさそうだ。今回の砦の襲撃には、首しゆ謀ぼう者しやである『敵』がいる。そして、ここまで『敵』の思惑通りに事が進んでいるとするなら、いまの流れはまずいかもしれない」

			「と言いますと？」

			「おれたち転移者の到着が『敵』の行動の起点になっているのなら、そいつは当然、探索隊がここにいることだって知っていることになるだろう？」

			「……まさか！　我らが勇者様方に頼ることまで、想定済みであると!?」

			　おれの言いたいことに気付いたシランが、大きく目を見開いた。

			「砦とりでの最大戦力の参戦を、想定していないはずがないからな」

			「……とすると、かなり事態は深刻ということになるのでは」

			「ああ。探索隊を軸にした反攻作戦は確かに有効だ。普通ならな。だが、相手が探索隊の存在を知っているのなら、その有効性も怪しくなってくる。探索隊の連中がいるとわかっていて、こんな事態を引き起こしたなら、対策を取っていないはずがないからな」

			「まさか、そんな……」

			「もちろん、おれの考え過ぎかもしれないが」

			　あまりにもシランがショックを受けている様子なので、一応そう言っておいた。

			　実際、おれの言っていることは、かなりの部分が推測だ。おれたち転移者の来訪が切っ掛けだというところがまず仮定でしかないし、なにをどうすれば、あの探索隊に対応できるのかという疑問もある。なにせ相手は、この世界で絶大な力を誇るチート持ちなのだ。

			　おれはこれまでの経験上、最悪を仮定する癖くせがついている。だから、こんなのは単なる杞き憂ゆうかもしれない。

			　だが、最悪の事態に備えておくに越したことはないとも思う。

			　慎重なくらいでいいのだ。それは、団長が先程言っていた通りだった。

			　おれは内壁の上に繋がる階段を、騎士たちとともに駆け上がりながら思考を巡らせた。

			　自分なら、どうやってチート持ち対策を立てるのか……これまでのモンスターの行動を見る限り、今回の一件を起こした人間はおれと近い能力を保有している。だから、そいつの身になって考えるのに、おれほど適した人間はいないはずだった。

			　考えて、考えて、考えて……おれが出した結論は、『不可能』だった。

			　これはおれ自身の能力に関して、すでに考えていたことなのだが、モンスターを戦力とする能力は、どうしても通常のチート持ちに劣るところがある。

			　チート持ちがひとりしかいないところに、損そん耗もうを度外視して数十のモンスターをぶつければ、あるいは、殺すことも可能かもしれない。けれど、ここチリア砦とりでには、勇者である彼らの味方をする者が無数にいる。そんな状況でチート持ちを潰そうと思えば、それこそ、その能力を発揮させられないような状況を作らなければ……。

			「……」

			　いや。待てよ？

			　ひとつだけ、どうにかできる可能性があるのではないか？

			　その思い付きに、おれの背筋に冷や汗が噴き出した。

			　……そんなのありえない。あってはならない。最悪を仮定するにしても、それはあまりにも最悪過ぎる。もしもそれが正しいのなら、反攻作戦は絶対に失敗する。チート持ち対策など、そもそもとる必要さえないのだから。

			「もうすぐです！」

			　はっとおれは顔を上げた。

			　階段の先に、内壁の上部へと通じる出入り口が見えた。

			「リリィ。準備はしておいてくれ」

			「……うん」

			　おれの緊張を感じ取ってか、リリィも硬い声で返した。

			　おれたちは騎士と肩を並べて、出入口をくぐった。

			　内壁の上に出る。身構えていたが、モンスターの攻撃はなかった。

			「……っ！」

			　おれは息を呑んだ。

			　ぴりぴりと肌が引き攣つれるような感覚があった。

			　いまこの内壁上のどこかで、膨ぼう大だいな魔力が収束している。魔力を感じ取ることができる者なら誰でも、この場でどれだけ非常識的な力が振るわれようとしているのかを察して、蒼あお褪ざめずにはいられないほどの規模だった。

			　内壁の上に出たおれたちは、凄すさまじい密度の魔力を感じる方向へと駆け出した。

			　そこに、この場の主役がいることは明らかだった。

			　すでに露払いは終わっているらしく、周囲にモンスターの姿はない。その代わりに、兵士や騎士たちがひしめいている一角があった。

			　見覚えのある年配の男が、現れた同盟騎士の一団に気付いて目を剥むいていた。この砦とりでを預かっているグリーン将軍だった。その近くには、転移者たちの姿もあった。

			「あ！　真島くん、水島さん！」

			　こちらに気付いて声をあげたのは、『クラスのまとめ役』的な雰囲気を持つ上級生、三好太一だった。ほっとしたような笑顔を浮かべて、彼はこちらに駆け寄ってくる。普段から彼と行動をともにしている３人の男女も、一緒にこちらにやってきた。

			「無事だったんだな、良かった。姿が見当たらないから、心配していたんだよ」

			「三好さん、状況は……探索隊はどこですか!?」

			「え？　あ、ああ、それならあっちだよ」

			　ちょっと面食らった様子で三好太一が指差した方向に、おれは目をやった。

			　それとほぼ同時に、おれたちの頭上を巨大な緑色の魔法陣が覆おおい尽くした。

			　たくさんの兵士たちが立ち並ぶ向こうに、内壁の縁から外壁を見下ろす小柄な男子生徒の姿が垣かい間ま見えた。

			　巨大な緑色の魔法陣は、彼が頭上に掲げた豪ごう奢しやな戦杖の先端を中心にして展開していた。

			「よし、準備はできた！」

			　探索隊の渡辺芳樹だった。その傍らでは、同じく探索隊の十文字達也が、幅広の直剣を片手に持って、もう一方の手に赤い魔法陣を展開させている。

			「行くぞ！」

			　ひときわ強く、緑色の大魔法陣が光り輝いた。
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			　探索隊のふたりが魔法を構築する間、周囲を油断なく固めて守っていた兵士や騎士たちは、誰もがその光景に釘くぎ付けになっていた。それも当然だった。そこにあったのは、確かに伝説に謳うたわれる勇者の姿に他ならなかったのだから。

			　……おれはいま、伝説の一場面に立ち会っているのではないか。

			　そんなことを、このおれでさえ思ったのだ。ましてや、この異世界の住人であるのなら尚更のことだろう。

			　これはケイに聞いた話だが、この世界の人間が使うことのできる魔法は、おれたちが言うところの第三階かい梯ていが限界らしい。第五階梯の魔法というのは、つまり、人の立ち入れない領域を更に大きく飛び越えた、その先にあるものなのだ。

			　そんな奇跡を、少年は手にしていた。

			　やろうと思えば、彼はこの砦とりでをぺしゃんこにしてしまうことだってできるに違いない。というより、たとえそれがモンスター相手に振るわれるものだとわかっていても、砦に被害を及ぼさないかどうか不安になるくらいに、破壊の予兆は絶大なものだった。

			「お前たちに殺された人たちの痛みを思い知れ！」

			　渡辺は揚よう々ようと言い放ち、煌きらびやかな戦杖を振り下ろした。

			　それは、まさに神の鉄てつ槌つい。

			　この世界で勇者と謳うたわれる存在が時間をかけて準備した、最大最強の一撃が発動する。

			　大気が震えた。

			　第五階かい梯ていの魔法。属性は風。なにもかもを吹き飛ばす、ただただ暴力的な風が吹き荒れる。

			　その直前に、なにかが空に高く飛んだ。

			　戯たわむれに、子供が投げ上げた毬まりのように、ぽーんと軽く。

			　撥はね飛ばされた渡辺の首が飛んでいた。

			「え？」

			　本人もなにが起こったのかわかっていない――いなかったのか、宙に飛んだ彼の頭部は、呆然とした表情を浮かべていた。

			　それはあまりにも唐突で、酷ひどく現実味のない光景だった。

			　誰がなにをしたのかは、見ていればわかることだった。それなのに、誰もが思考を凍結させていた。それが、あってはならないことだったからだ。

			　……ああ、これこそが最悪だ。

			　渡辺の首を刎はねた十文字が、モンスターに放つはずだった魔法陣を、この場にいる人間たちに向けている。

			　逃げる暇など、もはやなく――。

			「――防げぇえええ！」

			　おれの絶叫に、反応できた者はいただろうか。

			　十文字が発動させたのは、第四階かい梯ていの火魔法。赤色の魔法陣から、無数の炎弾がばら撒まかれる。

			　それはまるで、かつて30体を超える風船狐の群れに襲われたときに、おれが見た光景そのものだった。いいや。威力だけでいうのなら、あのときをも遥かに上回る。

			　炎弾の着弾点のひとつは、一箇所に固まっていた転移者たちだった。

			　そのなかに『いじめられっこ』の工藤陸が、呆然と迫りくる火球を眺めている姿が見えた。この世界を『強い者が好き勝手に振る舞える』ものだと語っていた彼も、まさか自分の最期がこのような悲惨なものだとは思わなかったに違いない。

			　内壁の上で、探索隊を守るために固まっていた兵士や騎士にも、区別なく平等に炎弾は降り注いだ。逃げ場など、どこにもなかった。

			　１００を超える炎弾が炸さく裂れつし、チリア砦とりでの内壁上は灼しやく熱ねつの地じ獄ごくと化した。

		

	
		
			05　裏切り者の思惑

			　

			　刎はね飛ばされた渡辺の首が宙を飛ぶ。

			　魂たましいの抜け落ちた眼球が、眼下の光景を虚うつろに眺めていた。

			　頭部を失った体から粘度の高い赤色の液体が噴き出して、首を見上げる兵士の、騎士の、学生たちの顔を、まだらに赤く染めていく。

			　かつておれが失ってしまい、遠目に見て羨うらやんでいた『素晴らしいもの』が、脆もろくも砕かれる音が聞こえた気がした。

			　それは世界が崩れる音だ。素朴に信じていたものが蜃しん気き楼ろうのように掻かき消えた瞬間、ひとつの世界が音を立てて崩れ落ちる。

			　おれが以前にその音を聞いたのは、まだ記憶も色いろ褪あせぬ２ヶ月と少し前のことだった。

			　転移者が寄り集まって樹海深部に建造したコロニーは、チート能力というあまりにも強大な力の暴走により崩ほう壊かいした。

			　もちろん、なんの原因もなく、そのような惨さん劇げきが起こったわけではない。

			　おれたちは唐突に、見も知らぬ森のなかに放り出された。それだけでなく、森には本来想像の産物でしかないはずの怪物たちがいた。平和な日本ではありえない無残な最期を迎えた級友たちの死は、おれたちの精神に大きな負荷を与えた。

			　それだけではない。チート能力の恩恵によりモンスターを狩り、数日のうちに餓が死しすることのないだけの食糧が確保できていたものの、それはあくまで最低限でしかなかった。コンビニもスーパーもない生活。ひもじい思いをしたし、住環境だって劣悪だった。

			　また、多くの人間が集まって、小規模とはいえ共同体を運営する以上、人間関係のこじれや派は閥ばつ間の摩ま擦さつだって生じる。それを調整する経験やノウハウが、学生の身に十分に備わっているはずがなかった。

			　まるで逆さに向けた砂時計のように、不安は募つのり、不満は積もった。降り積もった砂の重みに堪たえかねて、精神は軋きしみをあげた。それは同時に、破は綻たんへのカウントダウンでもあったのだろう。

			　そうして最後には、探索隊の一部の暴走を火種にして、溜まっていたストレスが爆発した。

			　追い詰められた学生たちは暴徒と化した。法もなければ、それを守る治安維持組織も存在しない異世界の森の奥であれば、暴走を抑え込む力も存在しなかった。

			　――強い者が好き勝手に振る舞える。

			　工藤が語っていた言葉は、少なくとも、あの大混乱のさなかでは真実だった。

			　しかし、おれたちはもう、法も秩ちつ序じよもない森を抜けてチリア砦とりでに辿り着いている。

			　人の生きる世界に足を踏み入れているのだ。

			　苦難は去った。自分たちは助かった。これでもう二度と、惨さん劇げきは起こらない。

			　誰もがそう信じていた……というより、疑いさえしなかった。

			　この世界にやってきた人間たちが、なんの力も持たない遭難者でしかないのなら、それでなんの問題もなかっただろう。

			　だけど、そうではなかった。おれたちは、そうではなかったのだ。

			　おれたちには、チート能力というあまりに大きな力があった。それを勘定に入れなければならなかった。

			　確かに、この世界にはこの世界なりの秩ちつ序じよがあるのだろう。当然、それを維持するための抑よく止し力りよくも存在しているはずだ。おれはまだこの異世界の人間社会に接して間もなく、それもこんな深い森のなかの軍事施設でしか過ごしていないから詳しいことは知らないが、軍や騎士団、あるいはそれに準ずる組織が、そうした役割を担っていることは想像に難くない。

			　だが、果たしてそれがチート能力というあまりにも絶大な力を抑え切れるのかといえば……答えは、ノーだった。

			　この世界において、あまりにもチート持ちという個人の持つ力は大き過ぎるのだ。

			　機能しない抑止力なんて、抑止力たりえない。

			　だったら、条件はあの樹海での生活となにも変わらない。

			　だから、そう。工藤が言っていた通り、『世界はなにも変わってなんていない』のだ。

			　ここはいまだに、あの崩ほう壊かいの日のコロニーから地続きの未来だ。強い者は好き勝手に振る舞って、惨さん劇げきは再現される。『素晴らしいもの』は微み塵じんに砕けて二度と元には戻らない――……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　耳を聾ろうする爆発音と、建造物が崩壊する轟ごう音おんが、遠く響き渡った。

			　探索隊の十文字が放った無数の炎弾には、戦いくさのために設しつらえられたはずの砦とりでの構造さえ耐え切れなかった。ほんの30秒前まで兵士や騎士がひしめいていた内壁の一角は、一階下のフロアに崩落して、いまは無残な瓦が礫れきの山と化していた。

			　それはまさしく悪夢の光景だった。

			「は……ははっ！　ははははははっ！　すげえじゃねえか！」

			　内壁の上に開いた大穴の縁に立ち、粉ふん塵じんが立ち昇る瓦礫の山を見下ろして、少年がひとり笑っていた。

			　まだらな金髪を振り乱す少年の名は、坂上剛太。転移者のひとりだった。

			　無残な光景を目の当たりにしながら、なにがおかしいのか、彼は笑い転げている。抑制が外れた笑い声に滲にじむのは、私し怨えんを晴らした者が溢こぼす陰いん湿しつな愉悦だった。

			「粉々だ。粉ッ々になっちまった！　ざまあみろ！」

			「……坂上か」

			　そんな坂上の喜びに水を差す声が、彼の見下ろす瓦が礫れきの一角からあがった。

			　簡単な風の魔法で周囲の粉ふん塵じんを払って、探索隊の十文字達也が姿を現した。

			　自分が放った魔法で足場が崩れて、彼も崩落に巻き込まれていたのだ。とはいえ、無論のこと、怪け我がを負うようなへまはしていない。これくらいは想定の範囲内といったところだろう。

			「おい、達也さん！　酷ひどいじゃねえか！」

			　薄く粉塵が舞い上がっているうえ、崩落の際に灯りが失われて薄暗い階下に目を凝らした坂上が、十文字の姿を見付けて喰ってかかった。

			「……なんの話だ？」

			「外壁にいたモンスターのことだよ！　あんたがちょっと遅かったせいで、渡辺の魔法を喰らって壊滅しちまった！　あんたなら、あれが発動する前にやれたんじゃねえのか!?」

			「折角集めてもらったところ悪いとは思うけど、仕方ないことだと思って呑み込んでくれ」

			　言葉とは裏腹に悪びれた様子もなく、十文字は埃ほこりで汚れた制服の裾をはたいた。

			「おれも怪我はしたくなかったからな。魔法使い寄りの能力構成ビルドとはいえ、渡辺はウォーリアだ。下手なタイミングで仕掛ければ抵抗されたかもしれない。確実に奴を排除するには、最大の魔法を放つその瞬間に仕掛けなければならなかった。それこそ、あいつが飯野と一緒に樹海に向かってくれれば良かったんだが、そうならなかった以上、これは必要な犠ぎ牲せいさ」

			「それは、そうかもしれないけどよぉ……」

			「しかし、発動の途中で渡辺の制御が外れたから、魔法の威力は半減していたはずなんだけどな。やっぱり、モンスター如きじゃそんなものか。まあいい。そんなことよりも――」

			　十文字は高い位置にいる坂上をじろりと見上げた。

			「――おれがいいと言うまでは、出てくるなと言っておいたはずだぞ。昨日の件もそうだが、あまり勝手なことをするな」

			「うっ……わ、悪かったよ」

			　坂上は怯んだ様子を見せた。

			「だ、だけどよ、そう堅いこと言わなくてもいいだろ。ほら、こうして予定通り主力は全滅させたんだし。もうこの砦とりでは終わりだよ。あとは、砦のなかにいるモンスターだけでも、十分に殺し尽くせる。おれが出てきたって、危ないことなんてなにも……」

			「全滅していないんだよ」

			「……は？」

			「だから、全滅してないって言ってるんだ。たいしたもんだ。あの状況で、しぶとく生き残るなんてさ。なあ、あんた――」

			　素すっ頓とん狂きような声をあげた坂上から視線を外した十文字が、こちらに顔を向けた。

			「――確か、真島だったか」

			　十文字の精せい悍かんな顔を、おれは真っ向から睨にらみ返した。

			「見たところ、モンスターを操る……坂上と同タイプの能力か？　驚いたな。それがあんたの固有能力ってわけだ。他の奴らとはなにか違うと思っていたが、まさか自分の能力を隠していたとは思わなかった。それに、そっちの水島は魔法が使えるみたいじゃないか」

			　すでにおれは臨戦態勢。左手からはアサリナが伸び、右肩にはあやめが乗っている。隣には槍やりを手にしたリリィがいて、いつでも魔法が放てるように魔力を高めて身構えていた。

			　……そう。おれたちは、十文字が放った第四階かい梯ていの魔法攻撃を、なんとかやり過ごしていたのだった。

			　もちろん、いくら魔力によって肉体の耐久力を向上させられるようになったとはいえ、あの爆炎にまともに巻き込まれていれば、おれも無事ではいられなかっただろう。

			　屋上に登る前、念のためにと、リリィに戦闘準備を指示しておいたのが功を奏した。

			　十文字が本性を現したあの時点で、リリィは魔法の準備を整えており、放たれた火魔法を相殺することができたのだ。リリィの得意魔法のひとつに水属性がなければ、あるいは、十文字の魔法があの場にいた多くの人間を吹き飛ばすために威力より範囲を重視したものでなければ、五体満足ではいられなかったかもしれない。それくらいに際どい攻防だったが、どうにかおれたちは身を守ることに成功していた。

			　また、リリィの魔法はおれの他にも近くにいる人間を守っていた。

			　傍らにいたケイはたいした怪け我がもなく、また、運良く近くにいて言葉を交わしていた三好太一とその仲間たち３人も、命に別条があるレベルの怪け我がは負っていなかった。

			　シランや団長、幹彦、その他の同盟騎士たちも生き残っていた。

			　咄とつ嗟さのことで、そちらまで気が回せなかったのだが、魔法が発動する気配があったから、恐らくおれたちと同じで魔法による迎げい撃げきが間に合ったのだろう。

			　ただ、それ以外はほぼ全滅だった。

			　炎弾の直撃を受けた三好たち以外の転移者は、文字通り粉々になってしまった。同じく大部分の兵士たちも、無防備に魔法を喰らっていたので、生きている者は少ないだろう。ひょっとしたら、この瓦が礫れきの山を探して回れば、運のよい生存者がいるかもしれないが、現状、おれたちには彼らのことを救出している余裕がない。たとえ、あの一瞬を生き延びたにせよ、絶体絶命の危機にいることには変わりなかったからだ。

			「よ、くも……仲間を！　許さん！」

			「砦とりでを襲わせたのもっ、貴様の差し金かああっ！」

			「うおおおぉおお！」

			　引き攣つった叫び声をあげて、生き残りの同盟騎士から３人が飛び出した。

			「ま、待て、お前たち！　迂う闊かつに飛び出すなっ！」

			　団長の制止も、怒りと恐怖に血が昇った頭には届かない。半ば恐慌状態の騎士たちは、瓦礫を蹴けって十文字に迫り――そのうちのひとりが、飛来した炎弾に撃ち抜かれた。

			　騎士の体は吹き飛ばされて床に転がり、奇怪なオブジェのように変形した全身鎧の隙間から火を吹いて燃え上がった。

			「……遅過ぎるな」

			「ひっ!?」

			　声が聞こえたときには、突出した残り２名のうちひとりは、肉薄した十文字によって胴体を泣き別れにされていた。

			　最後のひとりが大盾を突き出して身を守るが、そこに叩き込まれた蹴けりが騎士の体を瓦が礫れきのなかに叩き込んだ。砲弾のような勢いで瓦礫に叩きつけられた騎士は、ぴくりとも動かない。床には大きな血溜まりができ始めていた。

			「馬、鹿な……ほんの一瞬で、だと……」

			　団長が呻うめき声をあげた。

			　一部始終を見届けたおれも、十文字の悪魔的な強さに背筋が凍りつく思いだった。

			　魔法の行使には、魔法陣を構築するための魔力を集める必要がある。より強力な魔法には、当然、より多くの魔力を込めなければならない。いまの十文字の火魔法は、ほとんどノー・タイムで放たれたにもかかわらず、第二階かい梯てい相当の威力があった。それだけ十文字が保持している魔力が膨ぼう大だいである証だった。

			　あの『韋い駄だ天てん』飯野優奈とは比べられないにせよ、速度も化け物めいていた。鎧よろいを着た人体を一撃で両断してのけた剛剣は脅きよう威いというほかなく、我を失っていたとはいえ、精強な同盟騎士を鎧がい袖しゆう一いつ触しよくにした近接戦闘能力は恐るべきものがあった。

			　実のところ、いまの一瞬に少しでも隙があれば、おれの隣にいるリリィは一か八かの特攻をかけていたはずだった。パスを通じてその気配があったから、そのときは加勢できるようにおれも心の準備をしていたのだ。

			　しかし、リリィは動かなかった。……動けなかったのだ。騎士たちは、それこそあっという間に殺されてしまって、隙を突くもなにもなかった。

			　なにより恐ろしいのは、いまの交こう錯さくの間、十文字が眉ひとつ動かさなかったことだ。

			　戦う覚悟を決めているとか、そういった話ではない。その表情は冷え切っていた。

			　まるでモノを見るような視線だった。いいや。あるいは本当に、彼にはおれたちがモノにしか見えていないのかもしれない。だから先程も、数百人を魔法で一度に吹き飛ばすような真似ができたのではないだろうか……。

			　薄ら寒い感覚を覚えながら、おれは強こわ張ばった口を開いた。

			「……最初から、こうするつもりだったのか？」

			　そう考えてみれば、いろいろと納得のいくこともあった。

			　この砦とりでにやってきてからというもの、十文字はよく他の転移者たちを制御していた。それこそ、彼らに対して思うところのあるおれでさえ、見ていて感心してしまうくらいに。

			　そうした尽じん力りよくがすべて、彼自身のためだったとするのなら、むしろ納得ができてしまう。

			　彼は自分の目的のために、この砦とりでの人間や他の転移者の信頼を得るべく動いていたのだ。

			　そんな彼には、坂上という共犯者がいた。

			　彼らがいつから繋がっていたのかはわからない。しかし、これが計画的な行動であることは間違いなかった。

			　坂上が昨日ケイを襲ったのは、これから砦がどうなるか知っていたから、その前に……ということだったのだろうし、あのとき、十文字が現れたのだって、気の短い坂上がおれに対して自身の固有能力を使って襲い掛かることで、今日の計画に差し支えることのないようにするためだったに違いなかった。

			　……それにしても、妙にタイミングよく現れたことは引っ掛かるが、それは、共犯者の短気なところを十文字が常に気にしていたということかもしれない。

			　そして、もうひとつ。十文字が今回の計画のために、他の転移者の信望を集めようとしていたのだとすると、おれには思い出される出来事があった。

			「おれたちがチリア砦に辿り着く直前にあった、グリーン・キャタピラの襲しゆう撃げき。あれは、お前たちの仕込みだったんだな？」

			　本来ならありえない砦の近辺での、それも多数のグリーン・キャタピラによる襲撃と、その迎げい撃げき。あれはあまりにも鮮烈な光景だった。

			　あの出来事が、他の転移者たちの心のなかに、この世界で勇者として敬うやまわれる探索隊に対する憧れを生み、その後の信望を築き上げる基礎となったことは間違いない。その結果、口の悪い幹彦が『調教』と揶や揄ゆするほどに、転移者たちは探索隊を信頼するようにもなった。

			　しかし、あれは自作自演だったのだ。坂上が自分を含めた学生たちをグリーン・キャタピラに襲わせて、それを探索隊に倒させた。

			「ああ。そうだ。おれが坂上にやらせた」

			　こちらを向いた十文字を、おれは強く睨にらみつけた。

			「いったい、なんのために、こんな惨むごいことを……」

			「なんのために？　そんなの決まってるだろう。生きるためだ。こんなわけのわからない世界に飛ばされて、それ以外に望むことがあるはずがない」

			　弾だん劾がいの台詞せりふを聞かされても、十文字は顔色ひとつ変えなかった。

			「いいか。ここは元いた世界じゃない。なにもかもが違ってる。明日の命さえ、誰も保障してなんてくれないんだ。そんな場所に、おれたちはいるんだ。生きて元の世界に帰るためには、なんだってしなくちゃいけない」

			　まるで当然の道理を語るかのように、平然と十文字は言った。

			「……」

			　そういえば、以前にも十文字は『ここは元の世界ではない』、『なにもかもが違う』という趣旨の発言をしていた。

			　おれはそれを聞いて『チート能力なんて反則級の力を手に入れておきながら、なにが違って見えるのか』と思ったものだったが……実際に十文字は、手に入れた反則級の力に安心することなく、この世界のなかでの自分という存在を、危機感を持って見詰めていたらしい。

			　そして、それこそがこの悲劇を生んだ、ということなのだろう。

			　十文字は本気で、どんな非道にも手を染めるつもりでいるのだ。『生きて元の世界に帰るために、なんだってする』という、自分で口にした言葉の通りに……。

			「……待て。『生きて元の世界に帰るために』だって？」

			　そこで、おれはふと十文字が聞き逃せない言葉を口にしたことに気付いた。

			「帰れる、のか？　いったい、どうやって……」

			「そんなの決まってる。チート能力を使ってだよ」

			　あっさりとした口調で、十文字は答えた。

			「あんただって、ゲームのひとつくらいやったことがあるだろう。ＲＰＧだよ。モンスターと戦ってレベルをあげて、スキルや魔法を覚える。そんなオーソドックスなやつでいい。それと同じさ。レベルアップして、元の世界に戻る能力を手に入れるんだ」

			「……」

			　これも本気……なのだろうか？

			　この異世界はゲームではない。現実だ。

			　確かにモンスターを倒すことで、微々たるものだが魔力を得ることはできる。十文字の言うところのレベルアップというのは、これを指しているのだろう。……しかし、そんなことで、果たして世界を渡る力などというものが、都合よく手に入るものだろうか？

			　そもそも、新たにチート能力を得ることなんてできるのだろうか？

			　そんな話は聞いたことがない。

			　しかし、この場面で十文字が嘘をいう理由はないのも事実だ。少なくとも、十文字本人はいまの発言を信じていると考えていい。

			　おれの知らないなにかを、彼は知っているのだろうか？

			　……駄目だ。わからないことが多過ぎる。

			「な、なあ。十文字くん」

			　そのとき、近くで蹲うずくまっていた三好が声をあげた。

			「な、なにかの間違い、だよね？　そんな……十文字くんが、こんなことをするはずが……」

			　酷ひどく虚うつろな声色だった。

			　目の前で起こったことを見ても、まだ信じられないらしい。

			　血の気がひいた青い顔に、頭からひと筋の流血を垂らした三好は、目の前の現実を否定するかのように金切り声をあげた。

			「だって、理由がないじゃないか！　元の世界に戻るため!?　どうして、そのために砦とりでを落とす必要があるんだよ！」

			「……なにか勘違いがあるようだけどさ」

			　十文字はやや煩うるさげな視線を三好に向けた。たったそれだけのことで、三好の勢いは殺されてしまう。怯おびえた様子で大きく身を震わせた彼に、十文字は素っ気ない口調で言った。

			「別におれは、こんな砦なんかどうだっていいんだ」

			「え……？」

			「言っただろ。レベル上げだって。ぷちぷちぷちぷち、雑ざ魚こモンスターを倒すのは時間がかかるし、なにより面倒臭い。そういうときには、経験値の高いレア・モンスターを狙うもんだよな。たとえば、ほら。速かったり硬かったりするやつだ。だからつまり、そういうことだよ」

			「わ、わからない。きみがなにを言っているのか。おれには全然わからない……」

			　三好は音がしそうなくらいに強く、首を横に振った。それはむしろ、理解することを拒むための仕草だったのかもしれない。

			「物わかりが悪いな、三好さん」

			　十文字の口調は哀れむようだった。

			「この世界ではモンスターを倒すことで、その魂たましいから魔力を吸収することができるだろ。より強いモンスターからは、よりたくさんの魔力が得られる。……だったら、勇者と呼ばれる存在を殺せば、どれだけたくさんの魔力が得られると思う？」

			　ぽかんと三好は呆けた。

			　目が見開かれ、がたがたと体が震え始める。

			「あ、ぅあ。ま、さか……」

			「ああ。そうだよ。あんただって、聞いたことくらいはあるんじゃないか。『おれたち勇者の魂たましいは、この世界の人間のものと違う』ってさ」

			　青を通り越して紙のように白くなった三好の顔を、十文字は指差した。

			「『経験値の高いレア・モンスター』……それはつまり、あんたらのことだよ。厄やつ介かいなことに、これが世界に１０００体もいなくてな。他の奴らに取られる前に取っておかないと、あとあとおれが不利になる。リソースの奪い合いってやつだな」

			　そういって三好のことを見る十文字の目は、『モノを見る目』でさえなかった。

			　十文字には、三好を含めたおれたち転移者は、ただの経験値にしか見えていないのだ。ましてやその周りにいる人間なんて、視界にすら入っていないに違いない。

			　今回の騒動で、何百の人間が死んだだろうか？　モンスターに殺された者も合わせれば、失われた命は軽く１０００人を超えているはずだった。それなのに十文字は、自分の行いに関して良心を痛める様子もなかった。

			「うん。１割程度は魔力が増えたかな？　はは。これでまた少し目的に近づいたな」

			　失われたものは目に入れず、十文字はただ自分の手に入れたものだけを見て、笑みを浮かべている。元からそういう性質だったのか、異世界に転移してからのストレスが彼を変えたのかはわからない。ただひとつ確かなのは、酷ひどくグロテスクな人格の人間が強大な力を持ってしまったとき、周囲にどれだけの悲劇が撒き散らされてしまうのかということだけだった。

			「そ、そんなっ、そんな非道なことをしてっ！　きみはなにも感じないのか!?」

			「心外だな、三好さん。それはもちろん、おれだって、こんなことはしたくなかったさ。渡辺の奴とだって、別に仲は悪くなかったんだ。うん。殺したくなんてなかった。本当だ」

			　十文字は肩をすくめた。

			「だけど、まあ。仕方のないことってあるもんさ」

			「っ……ひぃ、あ」

			　呼吸を失敗したような音が、三好の喉から漏もれた。

			　自分ひとりが生き延びるために、目的を果たすために、他人を殺す。

			　そうしたほうが自分にとって好都合だから、たとえそれが親しい人間であっても殺す。それを、仕方ないの一言で済ませてしまう。

			　そんな精神性、ふつうの神経をしていたら、直視なんてできやしない。

			　失神寸前の三好に、十文字は軽い口調で告げた。

			「安心してくれ。あんたの死は、無駄にしないからさ」

			　そんな勇者らしい台詞せりふとともに伸ばされた十文字の手に、魔法陣が展開された。

			　そこから生まれた火球が、一直線に飛来して三好の顔を砕こうとする。

			「くそっ」

			　咄とつ嗟さにおれは射線に身を割り込ませた。

			　左腕の盾で火球を防ぐ。

			「うぐ……っ」

			　盾を隔てて起こった爆発の衝撃に、歯を食いしばる。ダメージは軽微。装備に助けられている面が大きいが、いまのおれはこれくらいなら十分に耐久できる。しかし……。

			「おっ？　なかなかやるな？」

			　愉しげに言った十文字に、左腕に痺しびれを感じながら、おれは舌打ちをした。所しよ詮せん、こんなのは蟷とう螂ろうの斧だ。十文字も、自分には絶対に敵わないと知っているからこそ笑っているのだ。

			　あるいは、事態が自分の思い通りに進んでいることに対する満足感も、その笑みには含まれているのかもしれない。

			　いまのやりとりが十文字の時間稼ぎだったことを、おれは正しく理解していた。

			　内壁の上からおれたちのことを見下ろしていた坂上の姿が、なくなっていたからだ。

			　恐らく坂上本人には、戦闘能力がないのだろう。万が一にも戦闘に巻き込まれないように、十文字は彼を逃がしたのだ。これまで交わしていた会話は、そのための時間稼ぎだった。十文字としても、坂上が死ぬことでモンスターの包囲が崩れ、真実を知る人間が生き延びてしまっては都合が悪いのだろう。

			　そうとわかっていても、おれたちは迂う闊かつに動けなかった。いまの膠こう着ちやく状態は、あくまで相手が慎重になっているだけのこと。いざ戦闘になれば、まず確実に皆殺しにされるのはわかり切ったことだった。

			　わざわざ確認するまでもなく、いまの状況は酷ひどく悪い。

			　元いた３００名以上の戦力は、不意を突かれてほぼ全滅。現在戦力としてカウントできるのは、おれとリリィ、それに同盟騎士団の生き残りが20名ほど。腰を抜かしている三好たちは数に入らないし、あとは幹彦と、せいぜいケイくらいのものだろう。

			　なによりまずいのは、騎士たちの心が折れてしまっていることだった。

			　もともと、押し寄せてきたモンスターによって、砦とりでの防衛戦力は著いちじるしい損害を被っていた。それでも兵士たちが武器を捨てることなく、反攻作戦を実行できるくらいに旺おう盛せいな士気を保っていたのには、いくつか理由がある。

			　敵が憎きモンスターであったこと、彼ら自身に人類の守り手としての自負があったこと、逃げ場がなければ降伏もできない彼らには徹底抗戦以外になかったこと……そして、なにより大きかったのは、勇者がこの砦にいてくれているという意識が心の支えとなっていたことだ。

			　この世界で勇者の存在は、特別過ぎるくらいに特別だ。勇者とは、希望そのものなのだ。少なくとも、この世界の人間はそう信仰している。ただそこにいるだけでも、その幻想はみなに力を与えていた。

			　しかし、彼らの寄せていた信仰心は、最悪のタイミングで裏切られた。

			　いまの騎士たちは、到底戦えるような心理状態ではない。

			　対して十文字は、飯野優奈のようなトップクラスのチート持ちではないものの、ウォーリアとして平均的な……言い換えれば、反則級の戦闘能力を保持している。彼を相手取って、おれたちだけでどのようにしてこの状況を切り抜ければいいのか。

			「……もう駄目だ」

			　誰かの弱々しいうめき声が耳に入った。

			　絶望がじわじわと指先から浸しん食しよくしてくる感触があった。懐かしささえ感じた。それはかつてコロニーを落ち延びたとき、散々に味わったものだったからだ。

			　おれは唇を噛んで、萎なえてしまいそうな体に活を入れた。剣を持つ手に力を込める。

			　ここで絶望に屈してしまうなら、おれはあの日のコロニーを生き延びてはいない。

			　諦あきらめてなんてやるものか。せいぜい抵抗してやる。幸い、敵はひとりだ。勝つことはできなくとも、一撃喰らわせて隙を作り、全員で逃げ出せば、生き残れる可能性はゼロではない。

			　もちろん、それが難しいことはわかっている。けれど、だからといって諦められるわけがない。おれはこの世界でリリィたちと生きていくと誓ったのだ。こんなところで、こんな奴に、殺されて堪たまるものか。

			「……リリィ」

			「うん。わかってるよ、ご主人様」

			　以心伝心。隣でリリィが槍やりを握り締める。

			　そうしておれたちがいまにも飛び出そうとした、その寸前のことだった。

			「お待ちください」

			　少女の声が、おれたちの出鼻を挫くじいた。

		

	
		
			06　人界を守る騎士

			　

			「お待ちください」

			　その声色は清せい廉れんで、絶望を払う力強さがあった。

			　いまにも飛び出そうとしていたおれとリリィは足をとめた。

			　意識は十文字に残したまま横目を使えば、兜を脱いで前に出るシランの姿が目に映った。

			　おれと同じく戦う決意を固めていたらしい幹彦も、驚いた顔でその背中を見詰めていた。

			「シラン……？」

			　清せい楚そな顔立ちに浮かべた表情は凛り々りしく、真っ直ぐな視線は強く十文字を睨にらみつけている。

			　ひと目でわかった。他の騎士たちと違い、彼女の戦意は死んでいない。

			　落ち着いた調子で、彼女は続けた。

			「孝弘殿と幹彦殿は団長とともに、逃げた坂上剛太を追ってください。モンスターを操っているのが彼ならば、捕まえれば砦とりでの包囲を解くことができるはず。そうなれば、砦の者たちが逃げる退路を作ることも可能かもしれません」

			　淡々としながらも強い意志を秘めた口調で告げると、シランは手にした剣で崩ほう壊かいした壁の一部を示した。

			「ドッペル・ゲンガーを判別できる鋭い嗅覚を持つ美穂殿……いえ、リリィ殿なら、その嗅覚を用いて坂上剛太を追うこともできるはずです」

			「それはそうだが、だけど、それは……」

			　……不可能だ。十文字が、それを許すはずがない。

			「ええ。おっしゃりたいことはわかります」

			　おれが言葉にしなかった部分を汲くみ取って、シランは薄らとした笑みを口元に刷はいた。

			　覚悟の微笑ほほえみだった。

			「ご安心を。ここはわたしが引き受けましょう」

			「なっ……!?」

			「わたしが十文字達也を押さえこみます。その間に、孝弘殿には坂上剛太の身柄を押さえていただきたいのです」

			　シランは手に持った剣の切っ先を、すっと十文字に向けた。

			「……ずいぶんと舐めたことを言ってくれるもんだな」

			　剣を向けられた十文字は失笑した。

			　さもありなん。彼にしてみれば、シランなんて、それこそこれまで眼中にもなかったのだろう。そんな彼女がしゃしゃり出てきたのだから、失笑のひとつもしようというものだった。

			「一応、聞いておくけどさ、本気か？　現地人ごときがおれに逆らうなんて、自殺志望としか思えないんだが」

			「いいえ。戯ざれ言ごとを口にする趣味はありません」

			　シランの返答に気負いはなかった。彼女は本気で言っていた。

			「あなたはここで、わたしがとめます」

			「……ああ、そう」

			　それは十文字にとっては、侮ぶ辱じよくに等しく感じられる態度だったのだろう。取り澄ました表情が、ぴくりと引き攣つった。

			「だったら、死ねよ」

			　ぞっとするほど冷え切った声で言って、十文字は地面を蹴けった。

			　目で追うのがやっとのスピードで距離を詰め、血濡れた直剣を振りかぶる。

			　それに応じて、シランも動いていた。モンスター相手に有用な大盾は、十文字相手では邪魔になると判断したのか、未練なく手放して前に出る。

			「おおおぉお！」

			　十文字は踏み込み一閃。勇者に献上された業わざ物ものの剣を振り下ろす。

			　それは、どんなものでも打ち砕く威力を備えた剛剣だ。ウォーリア。そう呼ばれた探索隊の精鋭の一撃は、モンスターの強きよう靭じんな体でさえ、やすやすと両断にしてみせる。これを喰らっては、たとえ全身鎧を装備していようと、細身の少女の体など紙屑のようにひしゃげてしまう。

			　思わず悲鳴を呑んだおれは――その直後、ぎゃいんと金属同士が擦れ合う音を聞いた。

			「ん、な……っ!?」

			　唖あ然ぜんとした声をあげたのは、十文字だった。

			　彼の頬ほおを傷つけて、シランの剣が後方に抜けていたのだ。

			　いったい、なにが起こったのか。一部始終を見ていたおれは、一拍遅れて理解した。

			　振り下ろされた十文字の剣を、シランは途中で擦り落として、反撃の一撃を繰り出したのだ。

			　化け物じみた反射神経で十文字は首を傾けて、危うく顔面を一突きにされるのを避けた。もしもまともに喰らっていたら、たとえ強きよう靭じん極まりない体を持つウォーリアであろうとも、ひとたまりもなかったに違いない。

			「うぐっ、こ、この……よくも！」

			　もはや一片の油断もなく、十文字は直剣による連撃を繰り出した。一撃でも喰らえば、人体なんて簡単に真っ二つになってしまう断頭台の嵐だ。あまりにも速く、そして強い。

			　しかし、そのことごとくが、シランの剣に捌さばかれる。

			　そのとき、おれは視界の端で、なにかがきらきらと輝くのに気が付いた。

			　見れば、シランの小精霊が、黄色の光を散らしながら、くるくると回り踊っていた。

			　不意に、ケイの言葉が脳裏に過よぎった。

			　――いつでも姉様についているあの小精霊は、戦闘中は地属性の魔法を使ったり、身体能力を底上げしてくれたりするんです。

			「……そうか、これが精霊の援護。エルフが輩出する精霊使いの切り札か」

			　精霊のかけた魔法が、シランの身体能力を引き上げて、十文字の攻撃に対応可能な域にまで高めているのだ。

			　しかし、シランが十文字と互角以上にやり合えている理由は、それだけではなかった。

			　精霊にブーストされたシランの身体能力はたいしたものだが、それでも、ウォーリアである十文字ほど速くないし、強くもない。

			　だが、巧うまい。

			　ウォーリアである十文字には凄すさまじい身体能力があり、戦い方を本能的に知っている。けれど、それは熟練を意味しない。これまでシランの積み重ねてきた鍛たん錬れんと、命懸けで切り抜けてきた実戦経験が、十文字との間にあるスペックの差を埋めているのだ。

			　十文字も慎重になっているため、先程のようなカウンターを決めることはできていないものの、確実にシランは嵐のような剣をいなし続けている。それがどれだけの技量と集中力、そして、意思力が必要とされるものか、もはや想像さえつかなかった。

			　そうしてシランが十文字と斬り結んでいる間に、団長が動いていた。

			「いまのうちです、孝弘殿！」

			　部下を引き連れてこちらに走ってきた彼女は、力強くおれの腕を掴んだ。どうやらシランと同じで、彼女も心折れてはいないようだ。

			「シランが開いてくれた活路です！　無駄にするわけにはまいりません！」

			「だ、だけど、シランを置いては……っ!?」

			「これ以外に道はありません！　あやつは務めを果たすでしょう！　それだけの力が、アレにはあります！　そもそも、エルフであるあやつがなぜ、騎士団で副長などという要職につけたとお思いですか!?」

			　……エルフのシランが、騎士団で要職につけた理由？

			　そんなことは、これまで考えたこともなかった。

			　しかし、それがいま、この状況にどう関係あるというのか。

			　団長の言葉の意味を考えかけたおれの視界に、その光景は飛び込んできた。

			「ちまちまちまちま！　鬱うつ陶とうしい！」

			　吐き捨てた十文字が跳び退った。

			　大柄な体から、怒ど涛とうのごとく魔力が溢れる。

			　魔法が来る。それも、先程見せた即席の魔法とは違った、本物の魔法が。

			　着地した十文字は、更に魔力を高めて魔法陣を展開した。

			「吹き飛べ！」

			　発動した魔法は第三階かい梯てい。たった数秒の溜めで、この世界の人間が扱える最大威力の魔法を十文字は編み出してみせたのだ。

			　彼の持つ直剣から炎が噴き上がり、巨大な剣を作り出す。

			「おおぉぉおおお！」

			　唐から竹たけ割わりに叩きつけられた炎の剣は、シランのいる場所に直撃して、爆発を巻き起こした。

			　砕けた瓦が礫れきが飛び散り、爆風に乗っておれたちのところまで吹き寄せる。悲鳴を上げたケイを、おれは抱き寄せて庇かばい、左腕の盾で身を守った。

			　熱風が去った。

			　瓦礫が吹き飛ばされた爆心地には、ひとりの少女だけが残されていた。

			「なん、だと……？」

			　十文字が唖あ然ぜんとして見詰める先、シランの鎧よろい姿に軽い火傷やけど以上の怪け我がはない。

			「あれは……」

			　凛りんとして立つ彼女の周りを、どこかコミカルな動きで精霊が踊っていた。

			　資格あるエルフが命を賭けて試練に挑んだすえに、契約を結ぶことができる小精霊――それは、エルフという種族において最高の術者だけが手に入れられる、まさに切り札だ。

			　それを知っていたからこそ、おれは目を疑わずにはいられない。

			　シランが従える小精霊は、全部で４体。彼女の周囲を輪になって踊っていたのだった。

			「十文字達也。あなたこそ、我らをあまり見み縊くびらないでいただきたい」

			　普段から宙に浮かんでいた黄色だけでなく、赤、青、緑の３色も加えた４体が、先程の炎の剣を防いだらしい。恐らく、内壁を崩ほう壊かいさせた十文字の第四階かい梯てい魔法から騎士たちを守ったのも、シランだったのだろう。

			　そういえば、ケイは自慢の姉について語っていたとき、シランの剣がすごい、精霊使いとしてもすごいと言ったあとで、すごいのはそれだけじゃないと言いかけていた。

			　この光景を見たあとでなら頷うなずける。

			　このチリア砦とりでで立場の弱いはずの同盟騎士団が、団長の推すい薦せんがあったとはいえ、被差別種族であるエルフの、それも年若い少女を副長という要職につけられた理由――それは、シラン本人の圧倒的な戦闘能力あってのことだったのだ。

			「ああ。そっか。孝弘は知らなかったんだ？」

			　団長と一緒におれの近くに来ていた幹彦が言った。

			「樹海北域最高の騎士。それが、シランさんなんだよ」

			　おれは息を呑んだ。

			　樹海北域最高の騎士――樹海がモンスターとの生存戦争の最前線であることを考えれば、それはつまり、彼女がこの世界で最高クラスの戦士のひとりだということを意味していた。

			　言われてみれば、思い当たる節もあった。

			　団長は起死回生の反攻作戦に際して、わざわざ貴重な時間を割いてまでシランを迎えに来ていた。

			　樹海深部に取り残された転移者たちを救助するために、騎士団が派兵されたときだってそうだ。この世界における転移者の重要性を考えれば、チリア砦とりでは保有する最高戦力を派兵したはずだ。それが、シランだったのだ。

			　――足りないのです。この身では。どれだけ鍛えたとしても、守り切れずに仲間たちは次々に死んでいく。

			　努力をして、それでもなお、届かない理想を嘆いていたシラン。

			　だが、そうして足あ掻がいたからこそ、積み上げてきた研けん鑽さんの結晶として、樹海北域最高の騎士がここにいる。そして、団長に対して『勇者かどうかなど関係ない』と言い切ったいまのシランには、勇者と謳うたわれる存在に剣を向けられるだけの精神力も備わっていた。

			　チート能力という、ただ与えられただけの反則級の力を振るい、悲劇を撒まき散らす異邦人に対して、この世界最高の騎士のひとりが壁となって立ち塞がっていた。

			「ここはわたしに任せて行ってください！」

			　こちらに背を向けたまま、シランは叫んだ。

			「坂上剛太の身柄を押さえるそのときまで、十文字達也はここでわたしが足止めします！」

			「シラン……」

			　その言葉に従うべきかどうか、おれは迷った。

			　戦意が完全に折れてしまっている他の騎士たちと違い、おれやリリィは戦える。

			　ここでシランと協力して、十文字を倒してしまうべきではないのか？

			　しかし、それで彼を倒せる見込みは薄い。下手をすると、おれたちでは足手纏まといになってしまいかねないくらいなのだ。少なくとも、シランは十文字と渡り合えているのだから、ここは彼女に任せて、おれたちはおれたちにしかできないことをするべきだ。

			　シランの言う通り、坂上の身柄さえ押さえれば、砦とりでを包囲するモンスターを撤退させることができるはずだ。そうすれば、この砦にいる兵士たちは森へと逃げ出すことができる。いくら十文字でも、ばらばらに逃げる何百という人間をひとりで皆殺しにすることはできない。

			　シランはここで十文字を押さえ、おれたちは坂上を追ってモンスターの問題を解決する。シランには精霊を介した索敵能力があるから、モンスターがいなくなれば、それを察知することも可能だろう。タイミングを見計らって撤退してもらえばいい。

			　それがいまのベスト。そのくらいのこと、おれにだってわかっている。

			　わかっている、けれど……。

			　だからといって、ここにシランをひとり置いて行っていいのだろうか？

			　シランはおれのことを信じてくれた。そんな彼女を……いいや。そうでなくてもだ。女の子をひとり、こんなところに置いていくなんて……。

			「孝弘殿」

			　シランがおれの名を呼んだ。

			　おれの迷いに、気付いたのかもしれない。明るい声で言った。

			「言ったでしょう。わたしはあなたとまたお話をするのを楽しみにしている、と」

			「シラン……」

			「そんな未来を勝ち取るために、いまは行ってください」

			　その言葉が、おれのなかにあった最後の迷いを断ち切った。

			「……っ、なるべく早く、坂上の身柄は確保する！　死ぬなよ！」

			　踵きびすを返して走り出した。

			　背後で十文字の怒号があがり、激しい戦闘音が巻き起こる。

			　振り返りたい衝動を抑えつけて、おれは崩れた壁から廊下に出た。

			「行くぞ！」

			「うんっ」

			　頷うなずくリリィの先導で、おれは騎士たちと足並みを揃えて、いまはただ駆けた。

		

	
		
			07　遠方を繋ぐ影

			　

			　シランをあとに残して、おれたちは坂上の追跡を開始した。

			　追跡についてこられない三好たち転移者の生き残りは、回復魔法でもすぐに癒せない怪け我がを負った騎士３人とともに別行動を取っている。今頃、彼らは砦とりでの一室に隠れているはずだった。いまのところ、モンスターが侵入していないエリアにいるので、しばらくは安全だろう。少なくとも、おれたちと一緒に砦を駆け回るより、幾分マシなはずだった。

			　その一方で、幹彦とケイは、本人たちの意向もあっておれたちに同行していた。

			　幹彦には『エアリアル・ナイト』があるし、ケイは回復魔法を含めたいくつかの魔法が扱える。後衛としてなら彼らも十分に戦力になる……というか、現状20名を切った騎士団では、使える戦力はどんなものでも動員したいというのが本音だろう。

			　三好たちと別れたおれたちは、まず最後に坂上を見た内壁の上部に向かった。

			　その途中、階段まで辿り着いたところでリリィが坂上のにおいを嗅ぎつけた。

			　彼女が言うには、すでに坂上は内壁上にはいないということだった。

			「どうもこれ、砦の外周部に逃げているみたいだね」

			「外壁上にいたモンスターが渡辺の魔法で壊滅状態に陥ったとはいえ、砦の外周部には、内部まで侵入したモンスターがいるからな。奴にとっては安全地帯だ。逃げ込む場所としては、これ以上のところはないだろう」

			　すんすん鼻を鳴らしながら進むリリィを、おれは走って追い掛ける。

			「……早いうちにとっ捕まえないとな」

			　脳裏には、先程別れたばかりのエルフの少女の笑顔があった。

			「焦っちゃ駄目だよ、ご主人様」

			　ちらりと振り返ったリリィが言う。おれはかぶりを振った。

			「わかっている……つもりなんだがな」

			　苦笑する。パスで繋がっているリリィ相手に、強がりを言っても仕方なかった。

			　せめてこの場にローズがいてくれれば、と思わずにはいられない。そうなれば、戦力をふた手に分けて、リリィだけを先行させて坂上を追わせることもできた。あるいは、それこそガーベラがいてくれたなら、シランとともに十文字を追い詰めることもできただろう。

			　そんなことを考えていると、アサリナが掠かすれ声で鳴き、あやめにぺろりと頬ほおを舐められた。こちらも心配させてしまったらしい。

			　おれは苦笑を引っ込めた。胸中の焦しよう燥そうを押さえつけて、口を開く。

			「団長さん」

			　少し離れたところを並走していた女性に声をかけた。

			「……ああ。孝弘殿。なんでしょう？」

			　一拍遅れて答えが返ってくる。

			　なにか考え事だろうかと思いつつ、おれは彼女に尋ねた。

			「十文字の言っていたことについてなんですが。どこまでが本当なんでしょうか？」

			　おれの目からは、十文字は嘘を言っていないように見えた。そもそも、嘘をつく理由がない。彼はおれたちを皆殺しにするつもりだったのだから。

			　問題は、それが事実なのか、それとも、十文字の抱いた妄想なのかという点だった。

			「元の世界には帰れないと、おれは聞いていました。チート能力なら、それも覆くつがえせる可能性があるというのは本当ですか？」

			「どう……でしょうかな。わたしもそのような事例は知りません。勇者様方の恩恵に関して我らが知っているのは、あくまで教会で教わることだけですので。ひょっとしたら、教会にはそのような記録も残されているのやもしれませんが……」

			　ゆるりと団長は首を振った。

			「勇者様の魂たましいが我らと異なるという話は、わたしも聞いたことがあります。しかし、まさかあのような……」

			　沈ちん鬱うつな表情を浮かべて、団長は言葉を彷徨さまよわせた。

			　彼女だって、この世界の住人だ。自分たちが奉じていた勇者という存在があのような蛮ばん行こうに出ては、ショックを受けていないはずがないのだ。

			　この分だと、どうやら転移者の魂たましいに関しての事実関係を尋ねたところで無駄らしい。この世界の人間に、まさか『勇者を殺すとモンスターより多く魔力を得られるのかどうか』なんて知識があるとは思えないから、かまわないといえばかまわないが。

			　それに、従来はおおよそ百年に一度、一代にひとりが基本の勇者が複数人いる状況というのが、これまでにあまりなかったはずだ。その手の知識は集積のしようがないだろう。

			　とはいえ、『勇者を倒せばモンスターを倒すより多くの魔力が手に入る』という考え自体は、言われてみれば納得のいくものではある。強力なモンスターを倒せば、より多くの魔力を得られることは知られている。莫大な力を持つ勇者を殺せば多くの魔力を手に入れられるというのは、その延長線上の事実でしかない。もちろん、自身のチート能力を自覚する前の無力な転移者を狙うという発想は鬼き畜ちくのものだし、実際にやろうと思うのは狂気の沙さ汰ただが。

			　そうした倫理面は置くとしても、効率の面だけを考えても、やはり割に合わない。

			　今日、十文字が殺した転移者の数は現時点で９名になる。本人が語っていた通り、十文字の魔力が本当に１割増えていたとして、単純計算しても、勇者ひとり分の魔力を得るためには１００人近い犠ぎ牲せい者が必要となる。

			　モンスターを倒したところで得られる魔力は微々たるもので、何体撃破したところで自覚するほど魔力は増えない。それに比べれば、確かに圧倒的に効率はいいだろう。だが、それはあくまでも、ただひとりを強化するときの理屈なのだ。ひとりを殺すことで得られる魔力が非常に少ないことには変わりない。

			　このあたりが、樹海にいた頃のおれが他の転移者を手にかけておきながら、魔力の増加に気付かなかった理由でもあるのだろう。

			　これまでおれが手にかけたのは、山小屋で加藤さんを暴行していた３名と、返り討ちにした加賀の、合わせて４人だ。しかし厳密にいえば、このうち山小屋での２名と加賀については、おれが直接手を下したわけではない。

			　実際に手にかけたのは、リリィなのだ。

			　それを踏まえて、リリィになにか影響はなかったかと思い返してみると、思い当たる節はないでもなかった。

			　出会った当初のリリィは、最大の攻撃手段である魔法をぶつけておきながら、大破したマジカル・パペットの反撃によって殺されかけてしまうほど、弱いモンスターだった。しかし、それから20日と経たないうちにあった白いアラクネの襲来時には、同じマジカル・パペットでもレア個体のローズをも凌りよう駕がする戦闘能力を備えていた。

			　これまでは、擬ぎ態たい能力のおかげだろうと思っていたのだが、それだけで説明するには、いささか成長が早過ぎるのではないだろうか？

			　もちろん、真相はわからない。特に、比較的大きな変化があったはずの最初の２名については、その直前にリリィは、水島美穂の遺体を捕ほ食しよくしている。影響があったところで紛れてしまって、当人にもわからなくてもおかしくなかった。あのとき、おれ自身が全員を手にかけていたのなら、話は違っていたかもしれないけれど……。

			「……ん？」

			　そこまで考えて、おれは眉をひそめた。

			　ひとつおかしなことに気が付いたからだった。

			　おれは転移者をひとり手にかけたところで、魔力の増加には気付かなかった。

			　それでは、十文字はどうしてそれに気付けたのだろうか？

			　なるほど。十文字の発言を聞く限り、それと事前にわかってさえいれば、９人を生いけ贄にえにすることで得た１割程度の魔力増加を自覚することは可能なのだろう。

			　しかし、それが５パーセントならどうだろうか？

			　ましてや、事前にそうとわかっていないなら？

			　化学の実験で、メスシリンダーを眺めているわけではないのだ。少なくとも、２、３人の犠ぎ牲せいでは、気付くことなどできないだろう。それこそ一度に10人、20人と殺さなければならないのではないか？

			　けれど、だとするとおかしいのだ。

			　なぜなら、十文字の参加した第一次遠征隊がコロニーを出るまでの間、殺人・行方不明を問わず、モンスターに殺される以外に、複数名の人間が一度にいなくなるような大事件は起きていないからだ。

			　少なくとも、おれは聞いたことがない。というか、そんな大きなトラブルがあったら、さすがに遠征隊が編成されるような余裕はなかっただろう。

			　とすると、コロニーから離れたあとの遠征隊で、そうした事件があったのだろうか？

			　これもなかなか考えづらい。遠征隊はメンバーの全員がチート持ちだ。あくまでウォーリアのひとりでしかない十文字が、短時間で何名もの人間を殺あやめることは、不可能ではないが難しい。今頃は樹海を進んでいるはずの飯野や、殺されてしまった渡辺だって、そのような事件に関して話はしていなかった。それになにより、意気揚々と勇者として振る舞っていた彼らには、そんな陰いん惨さんな事件を経験した気配なんて欠片かけらもなかった。

			　彼らの道程は、あくまで順じゆん風ぷう満まん帆ぱんだったのだ。渡辺の首が飛ぶ、そのときまでは。

			　そうして突き詰めて考えてみると、そもそも十文字でなくとも、そんな機会はなかったように思える。

			　……とすると、むしろここは、角度を変えて考えるほうが建設的だろうか。

			　どんな事実も、最初のひとりに知られることなしには、知識として共有されることはない。

			　どんな機会に、どんな人間なら、その事実に気付くことができただろうか？

			　何人もの転移者が殺されたり、いなくなったりした事件はなかっただろうか？

			　遠征隊の出発以前はない。出発したあとの遠征隊にもない。とすると、それこそ……。

			「……」

			　おれは、冷や汗がどっと噴き出るのを自覚した。

			　……あるのではないか？　ひとつだけ。それに該当する大事件が。

			　考えられるのは、もうそれくらいしかない。そのときなら、確実に何名もの人間が、己の魔力の増加に気付けただろうと確信できる。なぜなら、数人ないしは数十人どころか、それこそ、数百人という規模で転移者が殺害されていてもおかしくないからだ。

			　――コロニー崩ほう壊かい。

			　あの惨さん劇げきの日であれば、その事実に気付いた者も相当数いたに違いない。

			　だが、あれは十文字がコロニーを離れたあとの出来事だ。

			　そこで知られた事実を彼が知ることはありえない。

			　……本当に、そうだろうか？

			「ねえ、ご主人様」

			「……っ！　な、なんだ？」

			　リリィの声が耳に入って、おれはびくりとした。

			　視線を向ければ、厳しく引き締められた少女の横顔があった。

			「前方にモンスターが１体。そろそろ接敵するよ。わたしがいくけど、気を付けていてね」

			「あ、ああ……」

			　リリィの警告に頷うなずいて、おれは剣の柄つかを握り直した。

			　掌てのひらが嫌な汗で濡れていた。

			　――コロニー崩ほう壊かいに関わった人間が、そこで得た知識を十文字に伝えた可能性。

			　突とつ飛ぴなようだが、考えてみればそうでもない。

			　この仮説が成り立つためには、遠距離の通信手段が必要だ。

			　この世界には、おれたちの世界にあった便利な通信手段……たとえば、電話なんてものは存在しない。しかし、その代わりになるものがないのかといえば、そんなこともないのだ。

			　シランが樹海深部にある山小屋へと転移者を救出するために向かったのは、遠征隊が辿り着いたという東の地にあるエベヌス砦とりでからチリア砦に、魔法による通信手段を用いて、救出要請が伝えられたからだった。

			　この世界にだって、遠方に連絡を取る手段はある。

			　あとは、それを使える者がいるかどうかだ。

			　チート持ちのなかには、この世界の人間では第三階かい梯ていまでしか至れない魔法を、第五階梯まで使いこなす者がごろごろいる。この世界の人間に扱える魔法なら、使える者がいてもおかしくない。実際、おれ自身、かなり遠く離れていても眷けん属ぞくたちと魔法的な繋がりを保てることは、白いアラクネ襲しゆう撃げきの際に実証済みだった。それこそ、交信に特化した固有能力持ちなら、コロニーと遠征隊を繋ぐことも十分に可能な範はん疇ちゆうだろう。

			　そして、そう考えると、ひとつの疑問も解ける。

			　いつから十文字と坂上が繋がっていたのか、という疑問だ。

			　今回の転移者殺害計画の第一段階は、砦とりでに着く直前に坂上がグリーン・キャタピラの撃退を演出した一件だ。だからふたりの結けつ託たくは、チリア砦到着以前だと考えられる。

			　しかし同時に、坂上が他の転移者とともにチリア砦に来ることになったのは、シランが率いる救出隊に発見されたためだ。計画が立てられたのは、それ以降でなければおかしい。

			　この期間、別ルートでそれぞれチリア砦を目指して移動していた十文字と坂上が、直接顔を合わせる機会はなかったはずだ。砦に着いてからはともかく、それ以前の彼らが膝を突き合わせて計画を練ることはできなかった。それなのに、グリーン・キャタピラの襲しゆう撃げきは行われた。

			　ふたりを繋いでいる存在があったとすれば、そのあたりにも説明がつけられる。

			　つまり、コロニー崩ほう壊かいで得られた情報を十文字に流した『何者か』は、彼と坂上とを結びつけて、今回の騒動のお膳ぜん立だてをしたのだ。

			　遠距離交信能力を持っている以上、その『何者か』がどこにいるのかはわからない。あの崩壊するコロニーにいたのかもしれないし、それこそ遠征隊にいて、今頃はエベヌス砦で優雅なティー・タイムと洒落しやれ込んでいるのかもしれない。

			　そして、その『何者か』と繋がっているのが、十文字や坂上だけとも限らない……。

			　それに気付いたとき、おれは戦せん慄りつを覚えずにはいられなかった。

			　ひょっとすると、コロニーを蝕むしばんで崩ほう壊かいにまで追い込んだ悪意の毒は、第一次遠征隊をも汚染しているのではないだろうか？

			　この世界で勇者と称えられるほどの逸脱者たちが、もしも再びその反則級の力を暴走させたとしたら……それも、今度は隔離された深い森のなかではなく人間の世界でだ。

			　……そんなの考えたくもない。悲惨なことになるのは目に見えていた。

			　おれはこれから先、遠征隊と合流する予定はない。だから、彼らがただ自滅するだけなら、直接的な被害はないはずだ。

			　けれど、おれのなかには、漠然とした強い不安が生まれていた。

			　世界というのは、どこまでも繋がっているものだ。誰かと誰かはどんな小さなものであれ、影響を与え合って生きている。それが、あまりにも大きな力を持つ集団であった場合、暴走した彼らと無関係でいられる人間なんているのだろうか……。

			「じゃあ、行くね。ご主人様！」

			　……いまは考えても仕方のないことか。

			　おれは思考を切り替えた。

			　先行してモンスターを倒すリリィを追いかけて走る。ただそれだけに集中しようとする。

			　けれど、頭の片隅にうずくまった黒い不安は、なかなか消えてはくれなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　当然だが、砦とりでの外縁部に近付けば近付くほど、砦に攻め込んだモンスターとの遭そう遇ぐう率は高くなる。おれたちは何度となくモンスターとの戦闘をこなしていた。

			　砦の残存戦力との遭遇も想定していたのだが、どうやらすでにかなりの数がやられてしまったらしく、生存者の姿はほとんど見なかった。

			「……戦力の補充は絶望的だな」

			　いまここにいる20人程度の人員で、どうにかするしかないということだ。

			　落胆の吐と息いきを噛み殺したおれに、幹彦が声をかけてくる。

			「でもさ、モンスター引き連れてる孝弘は、生き残りに会ったら、さっきみたく剣を向けられかねないんだし、面倒事にならなかったっていう見方もできるよね」

			「まあな。それに、合流できたところで、ドッペル・ゲンガーが混ざっている可能性もある」

			「ああ、確かに」

			　そんなことを話し合っていると、前を走っているリリィが、ちらっとうしろを向いた。

			「ドッペル・ゲンガーについては、それほど気にしなくてもいいけどね。さっきの内壁の上みたく兵士がひしめいていたら、どれがそうなのか判別付かなくて大変だけど、もうそれほどの戦力は残っていないだろうし」

			　暗あん澹たんとした気持ちにさせる話だった。どれだけの人間が、いまもこの砦とりでで生き残っているのだろうか。坂上を捕えてモンスターの囲みを解かせたところで、どれだけの人間を生かすことができるのだろうか。おれたちにできることは、あまりにも少なかった。

			「あっ。また敵。今度は３体」

			　無造作に兵士の死体が転がっている廊下で、おれたちはもう何度目になるかわからない遭そう遇ぐう戦に突入した。基本的にはリリィが相手をしているが、敵が何体も現れれば、彼女だけに任せるわけにもいかない。おれは団長に声をかけた。

			「騎士団はグリーン・キャタピラを頼みます！　あとはおれたちが！」

			「了解しました！」

			　突出したリリィが槍やりの穂先でファイア・ファングの喉元を抉えぐり、あやめがグリーン・キャタピラに火球をぶつけて牽制し、そこに騎士たちが大盾を構えて突っ込む。

			　おれ自身は、羽毛の生えた腕を持つニワトリのような見た目のモンスター『ガッツ・ガッラス』にアサリナをけしかけた。

			　首尾よくアサリナはニワトリの顔面に噛みつくことに成功する。

			「おぉおおっ！」

			　アサリナが体を収縮させ、引っ張られたおれはガッツ・ガッラスに高速で近付いた。

			　奇声とともに繰り出された拳を、身を屈めて避ける。バランスを崩しながらも、すれ違いざまに鳥の足を斬りつけた。悲鳴が背後に流れる。

			「うっおぁ!?」

			　おれ自身、すっ転んで硬い石の床を転がる羽目になったが、ガッツ・ガッラスへの噛み付きを解除したアサリナが姿勢の制御を補助してくれたこともあって、勢いを殺すことなく立ち上がることができた。

			　そのまま通路を走り抜ける。わざわざ敵を倒している暇はなかった。

			　背後で魔法の気配があって、リリィがすぐに追いついてきた。押し通ったモンスターにうしろから追い掛けてこられても困るから、傷の浅かったグリーン・キャタピラを始末してきたのだろう。しかし、このままではきりがない。

			「まだ坂上には追いつかないのか、リリィ！」

			「もう少しだと思うんだけど……あっ！　また敵！」

			　遠く通路の向こうに、モンスターがたむろしているのが見えた。かなり多い。舌打ちをしかけたおれの耳に、リリィの声が飛び込んでくる。

			「――と、見付けた！」

			　その言葉の通り、よく見れば、そこには坂上の姿があった。

			　たくさんのモンスターがいるところに来て安心したのか、座り込んで休んでいる。

			　近付いてくるおれたちに気付いた坂上は、慌てた様子で立ち上がった。

			「逃がすか！」

			　目標を見付けて、おれたちはギアをあげた。とはいえ、まだだいぶ距離がある。加えて、坂上とほぼ同時にこちらに気付いたモンスターが押し寄せてきた。数が多い。

			「やれ、リリィ！　出し惜しみはなしだ！」

			　リリィが魔法を発動させる。第三階かい梯ていの風魔法。狭い通路いっぱいに風の刃が吹き荒れて、そこにあやめの吐き出した火球が降り注いで追い打ちをかけた。

			　相手の勢いを殺そいだところで、おれたちはひと塊かたまりになって突入した。

			　あとはもう乱戦だった。とにかく突っ切ることだけを考える。盾で殴りつけ、突き出される爪を剣で弾き、足元で閉じる顎あごを跳躍してかわす。何度か危うい瞬間はあったものの、あやめとアサリナが守ってくれたおかげで、おれは戦場を突っ切ることに成功した。

			「他のみんなは……っ!?」

			「まだうしろっ」

			　おれとともに戦場を突破できたのは、リリィだけだった。

			　こちらの先制攻撃で深手を与えていたとはいえ、やはり数は脅きよう威いだった。重装備ゆえの身の重さと、後衛の幹彦やケイを守っていたこともあって、騎士団は足止めを喰らっている。

			「くそ、リリィ。援護を……」

			「孝弘殿！　我らのことは気にせず、先に行ってください！」

			　モンスターの壁の向こうで、団長の声があがった。

			「いまはまず、坂上剛太の身柄を確保するのが最優先！　お願いいたします！」

			　団長の言うことは正しい。

			　それに、出で会あい頭がしらのリリィの魔法で、モンスターには十分なダメージを与えている。同盟騎士は精鋭だ。置いて行っても大丈夫だろう。

			「……わかりました。先に行きますから、追い掛けてきてください！」

			　おれはリリィとともに、坂上を追って走り出した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　身体能力強化の補助があるとはいえ、そろそろ魔力も体力も限界が近い。

			　とはいえ、それもあと、もう少しの辛抱だった。

			「気を付けろよ、リリィ」

			　半歩先行するリリィに、おれは声をかけた。

			「追われていることがわかっている以上、坂上の奴がモンスターをけしかけてくるかもしれない。いや。確実に反撃はあると考えていたほうがいい」

			「うん。そうだね」

			　おれたちと坂上では身体能力に大きな差がある。それなりに距離は開いていたものの、すぐにでも追いつくことはできるはずだ。そのときが勝負だった。

			　気を引き締めたところで、進行方向にある部屋のひとつから、大きな影が廊下に現れた。リリィが足を速める。

			「グリーン・キャタピラが１体。やっちゃうね」

			「ああ。十分に周囲を警戒してくれ」

			「了解！」

			　丁度、部屋から出てきた大芋虫の頭部に、高々と跳躍したリリィが組みついた。魔法を使わなかったのは、万が一、これが囮おとりで本命の奇襲があったときに、カウンターを喰らわせるためだろう。勢いよく頭部を振り回してリリィを振り払おうとするグリーン・キャタピラだが、絡みついた彼女の足を引き剥はがせるほどではない。リリィは両手で持った槍やりを、深々と頭に突き立てた。何度かそれを繰り返すと、グリーン・キャタピラの巨体は痙けい攣れんし、どうと倒れた。

			　素早く離れたリリィが辺りを見回した。襲しゆう撃げきの気配はない。

			「……これだけ？」

			　おれが追いつくと、槍の穂先についた緑の血液を振り払ったリリィは、拍子抜けしたようにつぶやいた。数秒待ってみるが、やはり敵襲はない。

			「どうしよ、ご主人様？」

			「こうしていても仕方ない。先に進もう」

			　ここで四の五の言っていても埒らちがあかない。

			　おれたちは再び走り出した。とはいえ、疑問は残る。

			「……さっきのは、どういうことだ？」

			「足止めにしてもお粗末だよね」

			　たかだか樹海表層部のモンスターが１匹だけでは、たいした時間稼ぎにもならない。戦力を小出しにしてどうするのか。かなり数は減っただろうが、砦とりでの包囲に回している分を除いたとしても、この砦の各所には、まだまだモンスターが残っているはずだ。それをいま招集しない理由がない。雪崩なだれを打ってモンスターが押し寄せてきてもおかしくない場面なのだ。

			「十分に戦力が集まるまでの時間稼ぎかも？」

			「……考えられるとしたら、その線かな」

			　あるいは、あっさりと突破させておいて、気を緩めさせようという腹かもしれない。

			　そう考えて警戒を新たにしたものの、違和感は残った。

			　いやにあっさりとリリィに組みつかれたグリーン・キャタピラ。あれはまるで、おれたちが来ることを知らなかったかのようだった。『坂上を追っているおれたちのことを迎げい撃げきしに出てきた』のではなく、『たまたま部屋を出てきた』ところに遭そう遇ぐうしただけのような……。

			　しかし、そんなことがありえるだろうか？

			　それこそ数分前には、坂上もこの廊下を通ったはずなのだ。それなのに、そこにいるモンスターに追跡者の迎げい撃げきを指示しないなんてことは考えづらい。

			　どうして自分の身を守ろうとしない？

			　なにかがおかしかった。

			　考えてもみれば、さっきの坂上は護衛としてモンスターを１匹も連れて行かなかった。

			　いや。それ以前に、本性を現した十文字に話しかけた内壁上でのあの場面で、すでに坂上には自分がモンスター使いであることを伏せる理由はなくなっていた。それなのに、彼はモンスターの１匹も連れずに姿を現した。あれが、そもそも、おかしいのではないか……？

			「いたよ！」

			　リリィが鋭い声をあげた。

			　おれの視界にも、通路の向こうを走る坂上の姿が映った。こちらを振り返って、狼ろう狽ばいした表情を見せている。やはり護衛のモンスターの姿はない。正直、わけがわからないが、チャンスはチャンスだった。

			　坂上本人を囮おとりにした罠わなの可能性を考慮すると、リリィがおれからあまり離れるのはまずい。遠距離攻撃がほしいところだが、発動に多少時間がかかるリリィの魔法は、もしものときの保険に取っておくべきだろう。とすると、最善の選択肢は――

			「――あやめ！　足止めしろ！」

			「ぎゃおっ！」

			　おれの肩の上で体を膨ふくれ上がらせたあやめが、数個の火球を吐き出した。

			　飛んでいった火球は、廊下の天井や壁で爆発する。壁材の破片が飛び散り、悲鳴をあげて坂上が頭を抱える。足が止まった。おれはすかさず、盾を持つ左腕を突き出した。

			「ゴシュ、サマ！」

			　おれの意思に従って、左手のアサリナが長く伸びた。

			　彼女はその鋭い牙きばを、思い切り坂上のふくらはぎに突き刺した。

			「ぎゃあぁああっ！　あぁああ！」

			　引っ繰り返って、痛みにのたうちまわる坂上。無数のナイフで足をずたずたにされたようなものだ。これでもう、回復魔法で治癒しない限り、あいつは逃げられない。

			　ほどなくして、おれたちは、転げ回る坂上のもとに辿り着いた。

			　リリィには、引き続き周囲の警戒をやってもらうことにして、おれは坂上の体を蹴けり上げて仰向けにすると、腹に足裏を落とした。

			「ぐぼぁ!?」

			「追いついたぞ、坂上。いますぐに、砦とりでに集めたモンスターを退去させろ……！」

			　ここで坂上をすぐに殺してしまうわけにはいかなかった。

			　操り手であるこいつを殺したところで、砦に攻め込んできているモンスターがそのまま残ってしまっては、状況はなにも変わらない。坂上には、モンスターを操って砦から引き離してもらわなければならなかった。

			「い、痛ぇ!? やめてくれぇ！」

			「いいから早くしろ！」

			「ぎゃあぁああ!?」

			　アサリナが噛み付いたのと逆の足に、おれは剣を突き立てた。

			　こうして坂上を追い詰めはしたものの、依然としておれたちには余裕がない。状況に追い詰められているのは、おれたちも同じだった。

			「早々にお前を従わせないと、シランが死ぬ。この砦とりでで生き残っている皆が死ぬんだ！」

			「わ、わかった、わかったよ！　だから、やめてくれ！」

			「なら、早くモンスターを追い払え。いますぐにだ！」

			「そ、それは……」

			　動揺した様子で、坂上の目が泳いだ。もごもごと口ごもる。

			　もう一度、剣を突き刺してやろうかと思ったところで、不穏な気配を感じ取ったのか、坂上は口を開いた。

			「ちょ、ちょっと待ってくれ。すぐにはできない……！」

			「このっ……今更、時間稼ぎをするつもりか！」

			「う、嘘じゃない！　嘘じゃないんだ！」

			　おれが怒鳴り付けると、坂上は必死の形相で言い募つのった。

			「できないとは言ってない！　ただ、すぐには無理なんだ！」

			　涙でぐしゃぐしゃになった顔を歪ゆがめて、坂上は哀れっぽい声で叫んだ。

			「だって……だって、おれにできるのは『モンスターを引き寄せること』だけなんだから！」

			「……なんだと？」

			　おれは唖あ然ぜんとしてしまった。

			　咄とつ嗟さに出た言い訳にしても、それはあまりにもお粗末過ぎた。

			「いい加減なことを言うな！」

			「本当だ！　嘘なんてついてない！」

			「だったらなんだ。まさか『モンスターに指示なんて出していない』なんて言うんじゃないだろうな。あのモンスターの大群は、ただ押し寄せてきただけではなかったぞ！」

			　坂上の腿ももから剣を抜いて、血で濡れた切っ先を目前に突きつける。

			「ち、違う。違うんだ！」

			　死を身近に感じた坂上は失禁していた。

			　そして、怯おびえきった表情で、おれの思いもよらない言葉を返したのだった。

			「モンスターに指示を与えられるモンスターがいるんだ！　これまでおれは、そいつに指示を出していたんだ。だから、そいつを介してじゃないと、おれは自分が集めたモンスターに指示を出すことができないんだ！」

			「……なんだ、それは」

			「お前に言っても信じられないかもしれねえけどよ、本当なんだ。まるでおれたち人間みたいに、話ができるモンスターがいてな、そいつがモンスターに指示してたんだ」

			　おれは思わず、リリィと顔を見合わせた。

			　喋しやべることのできるモンスター。それは、おれ自身の経験からするとありえない存在ではない。それだけに、この世界ではお伽とぎ噺ばなしとしてしか知られていないはずのモンスターの情報がこんなところで出てくることは、むしろ坂上の話に奇妙な信しん憑ぴよう性せいを持たせていた。

			　おれ自身、モンスターを率いる固有能力を持つが、別にモンスターを意のままに操っているわけではない。坂上のモンスター・テイム能力がそういう形なのだと言われれば、それを否定するだけの材料はなかった。それに、坂上が護衛をつけていなかったのも、追跡するおれたちに対して待ち伏せや大規模な反攻がなかったのも、坂上自身には直接モンスターに指示する権限がなかったからだとすれば納得がいく。

			　ことの真偽については、すぐにでも確かめればいいだけのことだった。

			「そいつはいま、どこにいる？」

			「お、おれが呼べば、すぐに出てくるはずだ。あいつはいつも、おれの近くにいたから。ああ、でも。山小屋を出てからは、あのシランとかいう勘のいい女にバレるとまずいからって、しばらく距離を取ってたんだけど……」

			「呼べば出てくるんだな。だったら、さっさと呼べ」

			「わ、わかったよ」

			　坂上には、もうおれに逆らう気力はないようだった。こんなふうに痛めつけられるのは初めてなのだろう。完全に心が折れている。

			「ベルタ！　ベルタァ！」

			　坂上は叫んだ。

			「出てきてくれ。モンスターをひっこめるように命令をしてくれよぉ！　このままじゃ、おれはこいつに殺されちまう！」

			　哀願じみた坂上の声が、通路に響いた。

			　おれとリリィは、なにがあってもいいように、油断なく周囲を警戒した。

			　１秒、２秒。なにも起こらない。

			　……10秒以上が経過しても、通路はしんと静まり返ったままだった。

			「え、あ……嘘だろ」

			　坂上の呆然とした声が、空しく通路に響いた。

			　やはり適当なことを言ったのか。それとも、なにか手違いがあったのか。

			　……と、考えたそのとき、そいつは通路の向こうから姿を現した。

			　まさに風のようなスピードで、こちらに向かって駆けてくる。

			「あれは……」

			　たなびく長く白い髪。白い衣。そして、血のように赤い瞳ひとみ。

			　こちらに疾走してくる独特の足音は、八本脚が奏でるものだ。

			　妖しいほどに美しい少女の容よう貌ぼうが、花咲くような笑顔で、ぱあっと輝く。

			「おお、主あるじ殿どの！　ようやく見つけた！」

			「……ガーベラ？」

			　おれは目を丸くした。

			　こんなところで会うとは思っていなかった白いアラクネの姿が、そこにあった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　まさかガーベラがこのモンスターの襲しゆう撃げきを……とは、さすがに考えない。

			　彼女はガーベラであって、ベルタなんて名前ではないし、呼んだ本人である坂上は、混乱した様子で目を白黒させている。そもそも、彼女はおれの眷けん属ぞくだ。

			「主殿よ！　無事でよかった！」

			　蜘く蛛も脚を蠢うごめかせて駆け寄ってきたガーベラが、正面から抱き着いてきた。

			　ふわりと浮かび上がって落ちる白い髪に視界を塞がれて、否応ない力強さで引き寄せられ、ふたつの腕のなかに包み込まれる。

			　反射的に彼女のやわらかな体を抱き返したおれは、至近距離にある美貌に問い掛けた。

			「ガーベラ。お前、どうしてここに？　ローズと加藤さんはどうした？」

			「なにを言っておるのやら。主殿の滞在する砦とりでが、あれだけのモンスターに群がられておるのだぞ？　助けに来るのが当然ではないか。――っと、あやめ。お主も元気にしておったかの。主殿をきちんと守っておったか？」

			「くうぅーっ！」

			　抱きついたままで、ガーベラはおれの肩に座ったあやめを撫でた。

			　どうやら彼女は、おれのことを助けに来てくれたらしい。

			　感謝すべきなのだが、相変わらず、なんというか、間が悪いガーベラだった。このあたりはひょっとして、おれに似てしまったのだろうかと思うと、そこはかとなく責任を感じもする。

			「とはいえ、時間がかかったのは事実だがの。それについては、すまんかった。ローズ殿が、少し派手に損壊してな。ああいや。心配するほどのことではないのだが、仮宿にしておった洞どう窟くつまで送り届けねばならなかったのだ」

			「ローズが？　おい。ちょっと待て。本当に、大丈夫なんだろうな？」

			「うむ。いまは体を修理しつつ、加藤殿の護衛をしておるよ。さすがに連れては来れんかったがの。ともあれ、そういう理由もあって、最低限の修理が終わるのを見届けてから、妾わらわはこうして主殿を助けに来たというわけだ。しかしまあ、合流するのに、ここまで時間がかかるというのは想定外だったがの。主殿の声と、ほれ、そこの男の喚わめき声が聞こえんかったら、もう少しかかっておったかもしれん」

			「……ん？　パスで居場所はわからなかったのか？」

			「それがどうも、妙にうまくいかんのだ」

			　ガーベラは口元に指先を添えて、美しい顔をしかめた。

			「よくわからんが、パスがいささか不安定なのやもしれぬ」

			「パスが？」

			「ここまで近づけば、さすがに安定しておるようだがの」

			「……どういうことだ？　おれたちの間の繋がりに影響するような力なんて……まさか」

			　おれが視線を落とすと、坂上は慌てた様子で、大きく首を横に振った。

			「ぬ、濡れ衣だ！　おれは、なにもやってない！」

			　モンスターを操るという意味では、坂上もおれに近い能力を持っている。ジャミングのようなことをされていたのではないかと疑ったのだが、坂上は否定した。

			　痛みに堪たえて嘘を貫つらぬき通すような意気地など、坂上にはないだろう。こいつは小こ狡ずるい人間だ。だからこそ、すべてを台無しにしてしまう恐ろしさもあるのだから。

			「まあ、こうして合流できたのだからいいがの」

			　ガーベラはおれのことを、ぎゅっと抱き締めた。
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			「生きた心地がせんかったぞ。特にあの、砦とりでが崩れたときにはの。もしや主殿が巻き込まれておるのではないかと……」

			「……ガーベラ」

			「というか、妾のほうも、軽く死にかけておったのだがの」

			　ぼそっとガーベラはつぶやいた。

			「ようやっと砦まで辿り着いたというのに、主殿の行方がわからず、はてどうしたものかと途方に暮れておったところで、突然、とんでもない規模の魔法に巻き込まれての。なにかの、あれは。退避が間に合ったからよかったようなものの、少しでも遅れておったら、遥か空高くまで吹き飛ばされるところであったわ」

			「……」

			　どうやらガーベラは、渡辺の放った魔法に巻き込まれていたらしい。

			　本当にタイミングが悪い。……いや。そうでもないのか。結果として、彼女はこうしてここにやってきてくれたのだから。

			「それで、ご主人様」

			　お互いの事情が大方把は握あくできたところで、リリィが口を開いた。

			「ガーベラと合流できたのはいいとして、どういうわけか、坂上のいうところの『モンスターを操るモンスター』が出てこないけど、それはどうしよっか？」

			「そうだな……」

			　ガーベラに抱ほう擁ようを解いてもらって、おれは改めて坂上に向き直った。

			「お、おれは嘘なんてついてねえぞ！」

			「ああ。それはもういいんだ」

			　おれは首を横に振った。仲間たちを振り返る。

			「坂上がこれじゃあ、モンスターの対処に関してはもうどうしようもない。すぐにでもシランのところに戻ろう。ガーベラがいるなら、おれたちにもできることがあるはずだ」

			「あ。そっか。ガーベラなら、十文字にも対応できるかも……」

			「む。十文字、とは？」

			　リリィとガーベラが、それぞれの反応を返した。

			「ガーベラ。十文字っていうのは、おれと同じ転移者のひとりで、以前に話したこともある探索隊のひとりだ。この砦とりでを襲わせた人間のひとりでもある」

			「ほう」

			「いまはおれたちを逃がすために、シランって子が足止めをしてくれている。十文字相手は、ガーベラだけだと少しきついかもしれないが、シランも一緒なら、あるいは……」

			　実際のところ、こうしてガーベラと合流した以上、おれたちはもうこの砦を脱出することが可能だ。ガーベラなら、砦とりでの外を包囲しているモンスター程度、軽く蹴散らすことができる。団長をはじめとした騎士団他の20名ほども、一緒に逃がすことくらいはできるだろう。

			　ただ生き延びるだけなら、それでいい。

			　しかし、そうした場合は、砦に残った兵士たちは全滅するだろうし、なにより、おれたちがモンスターの包囲を解くのを待っているシランを置き去りにすることになってしまう。

			　彼女が寄せてくれた信頼を裏切ることはできなかった。

			「ふむ。事情はよくわからぬが、そのシランとやらは、主殿を助けるために命を賭けて戦っておるのだろ。ならば、助けなければなるまいよ」

			「うん。わたしも、シランさんのことは見捨てたくない。ご主人様のことを、あの子は信じてくれたもの」

			　口々に、リリィとガーベラが言った。

			　なら、あとは駆けつけるだけだ。なるべく早くしなければならない。

			「……と、その前に、後始末はしておかないとな」

			　言葉を落とすと、ずるずると這って逃げ出そうとしていた坂上は、びくりとした。

			「ひっ、ひいぃ！　こ、殺さないでくれぇ！」

			　坂上は体の向きを変えて床に座り込むと、後退りしながら泣き喚わめいた。

			　こいつのせいで、どれだけの人間が死んだことか。ここでこいつを生かしておく理由はなかった。それに、見逃してしまえば、なにをしでかすかわからない怖さもあった。

			「そ、そうだっ。おれは脅されてたんだ！　だから、おれは悪くねえ！」

			「悪いが、下手な命乞いを聞いてやる暇はないんだ」

			　おれは剣を振り上げた。

			「おれたちは、早くシランを助けにいかないといけないんだから」

			「だったら、遅かったな」

			　男の声が、通路に響いた。

			「――っ!?」

			　それが誰の声か理解した瞬間、おれは声のしたほうを振り向いた。

			　すでにリリィとガーベラも、応戦の構えでそちらを見据えている。

			　通路の先にいたのは、悠々とこちらに歩いてくる長身の少年だった。

			　にたりと笑った彼は、引ひき摺ずっていたモノを、おれたちのいるほうに放り投げた。

			　投げ出されたモノが床に転がった。

			　

			　血塗まみれのシランだった。

		

	
		
			08　少女の覚悟とその結末

			　

			　通路の床に四肢を投げ出して、仰向けに倒れたシランは、ぴくりとも動かない。

			　繰り広げられた戦いの激しさを表すように、その体は傷だらけだった。

			　――四肢には深い傷が幾筋も刻まれており、左腕に至っては、前腕部で斬り落とされていた。

			　――整った顔には、額から右目を通って顎あごに抜ける、深い傷があった。

			　――脇腹は切り裂かれて、臓物がはみ出してしまっている。

			　――鎧よろいで覆おおった胸の中央には、板金を貫つらぬいて、彼女自身の剣が深々と突き立てられていた。

			　見開かれた目に命の灯はない。そこにあったのは、惨殺されたシランの死体だった。

			　彼女の遺体をまるで物のように投げて寄越した十文字は、シランとは対照的に五体満足でいた。頬ほおの切り傷以外に、目立った怪け我がはしていない。

			　現れた方向から考えると、どうやら彼は、内壁から崩れた外壁側に飛び降りることで道程をショートカットして、ここまで回り込んできたようだった。

			　わざわざシランの遺体を持ってきたのは、おれたちの動揺を誘うためか、それとも、単に自分の戦果を誇り、おれたちを嘲あざ笑わらうためだろうか。

			　いずれにせよ、目の前にある事実はひとつだった。

			　この世界最高の戦士のひとりだった騎士シランは、探索隊の十文字達也に殺された。

			　おれのことを信じてくれた少女は、おれと話をするのが楽しみだと言ってくれた彼女は、この世にもういない。

			　豊かな才能の上に胡坐あぐらを掻かくことなく、ただ仲間を守りたい、同どう胞ほうを守りたい、世界を守りたいという一心で研けん鑽さんを重ねてきた彼女は、この世界に転移してきたというだけで、降って湧いたように力を得た人間に殺されてしまった。

			　それは、なにもシランだけの話ではなかった。

			　この砦とりでには、樹海の脅きよう威いから人界を守るために、命懸けで戦っていた人間がたくさんいたはずだ。シランと同じように、シランとはまた違ったそれぞれの想いを胸に、彼らはずっと戦い続けてきたのだ。

			　そんな彼らの想いは、その悉ことごとくが喰い潰された。

			　なんの想いも込められていない、空っぽな力を振るう勇者に貪むさぼられて、単なる経験値と成り果ててしまった。

			　あまりにも悲惨で、あまりにも理不尽だった。けれど、それがおれたちの現実だった。

			　それこそが、転移者の身に宿るチート能力というものの、本質なのかもしれなかった。なぜならば、おれたちがこの異世界にやってきてから手に入れた、この力――チート能力の『チート』とは、本来『ズル』を意味する言葉なのだから。

			　そう。おれたちに与えられた力は、ずるいのだ。

			　なんの想いも込められていないくせに、他者の想いを踏みにじってしまう、あまりに理不尽で危うい力なのだ。

			　こんなものの、なにが恩おん寵ちようだ。なにが、世界を救う勇者の力だ。

			　愕がく然ぜんとしたおれの耳に、十文字の声が届いた。

			「わずかな時間にせよ、おれとやりあえたのには驚かされたよ」

			　どことなく、その口調は自慢げだった。

			「だけど、どうやらその力は、時間制限付きだったらしいな」

			「……時間、制限？」

			　なんだ、それは。

			　そんなこと、おれは聞いていない。彼女自身も、彼女をよく知るはずの団長だって、なにも言っていなかった。

			　……いいや。この場合、言わなかったことのほうが、問題だったのか。

			　団長が口にしていたのは、『シランは務めを果たすだろう』という台詞せりふだけだ。『無事だ』とは言っていなかった。彼女は、自分の大事な部下がどうなるのか知っていたのだ。思い返してみれば、シランと別れてから、どこか彼女の様子はおかしかった。

			　考えてもみれば、もしも長く持続できる力であるのなら、シランはそれを常に使っていただろう。普段、彼女が連れていたのは、黄色の精霊だけだった。精霊を４体用いたフル・バースト状態。あれはシランの切り札であり、最後の手段でもあったのだ。

			　――言ったでしょう。わたしはあなたとまたお話をするのを楽しみにしている、と。

			　この台詞せりふを口にしたときには、シランは覚悟を決めていたのだ。

			　もう二度と話なんてできないとわかっていながら、彼女はおれを送り出した。

			　いったいどんな気持ちで、あの言葉を口にしたのだろうか。

			　……それすらも、もう尋ねることはできないのだ。

			「まあでも、こいつは頑張ったよ。おれを相手に時間稼ぎをするなんてよくやった」

			　言いながら十文字は、手に持っていたなにかをこちらに投げて寄越した。

			　床に転がったのは、切り落とされた少女の腕だった。

			　籠こ手てはどこかで落としてきたのか、剥むき出しの手に、騎士の証である青い指輪が虚うつろに光っていた。

			「だがまあ、結果だけ見れば、無駄死にだな」

			　シランの左腕を見下ろして、十文字は嗤わらった。

			　少女の奮戦と、そこに掛けた想いを嘲あざ笑わらったのだった。

			「――ッ、ぁああ！　十文字ィイイッ！」

			　叫ぶのと同時に、おれの想いに呼応して、傍らから白い影が飛び出した。

			「貴様がッ、主殿の敵かあ――ッ！」

			　燃え盛るような怒気と戦意を撒き散らして、ガーベラが砲弾のごとく跳躍する。

			　突進の勢いを乗せた右前脚が、十文字の長身を襲った。

			　正真正銘、ハイ・モンスターたる白いアラクネの必殺の一撃だ。刺し突とつには、どのような槍やりの名手であろうとも真似しようのない、野生の猛たけ々だけしさが備わっている。

			「うお!?」

			　鋭い鉤かぎ爪づめが胸を貫つらぬき、十文字の心臓をぶち抜く――その寸前で、ウォーリアの尋常ではない反射神経によって、刺突は横っ跳びに躱かわされていた。

			「ちっ、しくじったか！」

			「……おいおい。なにか変だと思ったが、普通のアラクネじゃないのか？」

			　着地した十文字は、やや慌てた様子で血濡れの直剣を構えた。

			　そこに、ガーベラが襲いかかった。

			「殺すッ！　主殿の悲しみと怒りを知るがいい！」

			「……厄やつ介かいなのを連れ込んだもんだな」

			　十文字はうんざりとした口調で言って、肩に剣を担いで前に出た。

			「うぉぉおぁああ！」

			「シャアアアアッ！」

			　樹海の白き暴ぼう虐ぎやくと、異世界から降こう臨りんした勇者の振るう暴力が、ぶつかり合う。

			　蜘く蛛も脚と直剣が幾度となく激突し、千切れた体毛と金属質な火花が飛び散った。

			　強力なモンスターがひしめく樹海深部において最強を誇った白い大蜘蛛は、勇者相手に一歩も引かぬ接近戦を繰り広げた。

			　十文字の剣は、白くしなやかな毛に覆おおわれたガーベラの蜘蛛の外殻を一撃で断つことはできない。多少傷付いたくらいなら、白いアラクネの凄すさまじい治癒力は、すぐさま傷を回復させてしまう。

			　しかし、対するガーベラのほうも、立体的な挙動と手数では十文字を圧倒するものの、その攻撃は敵の芯を捉えることができていない。

			　どちらも膂りよ力りよく・速力ともにずば抜けているため、攻防は一進一退のものとなった。

			　このままでは埒らちがあかないと気付いたのだろう、十文字が次の一手を切った。

			「これならどうだっ！」

			　攻防の隙間を縫うようにして、赤い魔方陣が展開する。ガーベラが射出した蜘蛛の糸を焼き尽くして、十文字の放った火魔法がガーベラに迫った。

			「しゃらくさい！」

			　炎のカーテンを突き抜けて、ガーベラは突貫した。

			　第三階かい梯てい程度の魔法までなら、彼女は余裕で耐久できる。顔を庇かばったことで負った両腕の軽い火傷やけどなど戦闘に影響しないし、１分と経たないうちに回復する程度のものでしかない。いくら探索隊のチート持ちとはいえ、戦士寄りの十文字では、白いアラクネに対して有効な魔法を戦闘中に練ることは不可能だ。

			　かといって、ガーベラの蜘く蛛もの糸も、十文字得意の火魔法とは相性が悪い。

			　必然、戦闘は泥沼の接近戦へともつれ込んだ。

			　その間に、おれは倒れるシランのもとへと駆け寄っていた。

			「シラン……」

			　呼び掛けて頬ほおに触れる。掌てのひらに熱を感じた。

			　それは戦闘の余熱だった。

			　これから、ただ冷えていくだけのものだった。

			「リリィ？」

			「……駄目。これはもう、わたしじゃどうしようもないよ」

			　おれのことを追ってきたリリィが、力なく項うな垂だれた。

			　かつてのコロニーでも知られていた事実がある。

			　この世界には、蘇生魔法は存在しない。それに極めて近い強力な回復魔法はあるが、魔法では『死』という絶対的な一線を越えることはできないのだ。

			「……畜ちく生しよう」

			　毒づいて、おれは顔を上げた。

			　壁と天井とを八本脚で三次元的に跳び回るガーベラを追う、十文字の姿が目に入った。

			「……ぐっ、なんという馬鹿力かの」

			「鬱うつ陶とうしいな、この！　手間を取らせるな！」

			　凄すさまじきはチート持ちの戦闘能力か。徐々にあのガーベラが押されつつあった。

			　もともと、ガーベラの戦い方は獣のそれだ。誰にも追いつけない身体能力と反射神経で、敵を完膚なきまでに叩き潰す。それはつまり、世界に与えられた戦闘能力に任せて敵を圧倒する十文字と、同タイプの戦闘スタイルということだった。

			　力も速さも上回られてしまえば、ガーベラはシランと違って、技術でそれを覆くつがえすことができない。頼りの蜘く蛛も糸も通用しないとなれば、起死回生も難しかった。

			　無論、だからといって、そう簡単には負けないだろう。ガーベラには生来の高い再生能力があるし、戦闘経験だって豊富だからだ。

			　しかし、このままでは勝てる見込みもない。

			　ガーベラ単体では十文字を倒せない。彼女と共闘することで十文字を倒せたかもしれないシランは死んでしまった。坂上にモンスターの包囲を解かせることはできず、ガーベラを押さえられたいま、砦とりでを取り囲む大量のモンスターを突破して逃げることもできなくなった。このままでは今度こそ、おれたちは全滅する――

			「姉様？」

			　――少女の声が、聞こえた。

			　振り返るとそこに、同盟騎士団の姿があった。

			　足止めを喰らわされていたモンスターを倒して、やっとおれたちに追いついてきたのだ。

			　そのなかには当然、同行していたケイの姿もあった。

			　彼女はこちらを見ていた。しかし、おれのことは目に入っていなかった。

			　おれが抱えている少女の亡なき骸がらを、彼女は虚うつろな表情で眺めていたのだった。

			「シラン姉様！」

			　駆け寄ってきたケイは、おれの体を押しのけるようにして、姉の顔を覗き込んだ。

			　片方だけの眼球が、なんの感情も浮かべることなく、幼い少女を見返した。

			「あ……あぁ」

			　その体に吐と息いきはなく、鼓動もとうに消えている。

			　厳しくも優しかった姉は、もう二度と彼女に微笑ほほえみかけることはない。

			「うそ。そんな……」

			　絶望が彼女の心を凍り付かせていくのがわかった。

			　滂ぼう沱だと涙を流すケイの目には、変わり果てた姉の姿以外、なにも映っていない。

			　十文字の叫び声が聞こえてきたのは、そのときだった。

			「あぁああ！　鬱うつ陶とうしい！」

			　互角の戦闘に焦じれたのか、十文字は力任せに、ガーベラの蜘く蛛もの体を蹴けりつけた。

			　苦鳴を漏もらしたガーベラが、弾き飛ばされる。

			　その反動で、十文字自身も背後に跳んだ。

			　八本脚で危うげなく着地したガーベラは、仕切り直しかと油断なく身構えた。

			　だが、十文字の狙いはガーベラではなかった。おれはすぐにそれに気付いたが、ガーベラは気付けなかった。

			「駄目、ガーベラ！」

			　おれとほぼ同時に気付いたリリィが叫んだが、そのときには、十文字は動いていた。

			　跳び退ったその場で、踵きびすを返したのだ。

			　虚を突かれた顔をしたガーベラが、状況に気付いて赤い目を見開いた。

			「しまった……っ！」

			　彼女がいるのは、おれたちから十文字を挟んで向こう側だ。つまり、十文字はガーベラの隙を突いて、おれたちに襲い掛かってきたのだった。

			　まさか目の前の相手の隙を突いて弱い相手を狙うだなんて、ガーベラは思ってもみなかったのだろう。発想が素直な彼女と、狡こう猾かつな人間との相性の悪さが露呈したかたちだった。

			　付け加えるなら、長い生涯のほとんどを孤独に過ごしてきたガーベラの経験は偏かたよっている。戦闘経験が豊富であればこそ、彼女は偏かたよったその経験に引ひき摺ずられる傾向があった。要するに、守る者のない単独戦闘に比べて、なにかを庇かばいながらの戦いを後天的に苦手としていたのだ。

			　おれたちを守りながら戦うなら、ガーベラは位置取りにも気を配らなければならなかった。もっとも、十文字はそんなことを考えながら戦える相手ではない。むしろこの場合、地力で劣りながらも、それを成功させていた先程のシランが異常だったと言うべきだろう。

			「……！」

			　あっという間に十文字の長身が迫る。狙いはおれだった。目の前のモンスターがなかなか倒せないから、それを率いているおれを殺すことで無力化するつもりなのだ。

			　無論、そのまま行かせはしないとリリィが間に割って入る。

			　発動させた魔法は第三階かい梯てい。得意の風の刃が、空間を蹂じゆう躙りんする。

			「嘘!?」

			　対して、十文字が繰り出したのもまた、第三階梯の火魔法だった。それも驚いたことに、単なる炎ではなく、触れれば爆発する炎の弾丸だ。リリィが驚きよう愕がくの声をあげたのも無理はない。こんな狭い通路で強力な爆発の魔法を使えば、逃げ場のない爆炎が通路に吹き荒れ、下手をすると通路が崩落する恐れさえあったからだ。

			　あるいは、それこそが十文字の狙いだったのかもしれない。

			　たとえ生き埋めになったところで、奴には生き残る自信があるのだ。

			　幸い、頑丈に造られた砦とりでの通路は魔法の威力に耐えたものの、爆発によってリリィの風魔法は吹き散らされてしまった。

			　逆流した炎にもウォーリアの強きよう靭じんな体で耐えて、十文字はリリィに襲い掛かった。

			「邪魔だ！」

			　リリィも前に出て迎え打ったが、一合さえもたなかった。

			　直剣とぶつかり合った槍やりがたわみ、弾かれ、剣の切っ先はリリィの肩口に埋まった。

			「ぁ、うぁっ」

			　そのままひと息に、腰のあたりまで切り裂かれる。

			　しかし、リリィは諦あきらめなかった。

			「行かせ……ない」

			「なっ!?」

			　上半身をひらきにされながら、リリィはなおも槍を繰り出した。

			　まさかそんな深手を負った相手から反撃がくるとは思っていなかったらしく、十文字は隙だらけだった。初動で圧倒的な優位に立ったリリィは、槍の穂先を十文字の腹に突き立てようとする。

			「……あ」

			　その顔面に、十文字の拳が炸さく裂れつした。

			　高いところから落とされたスイカみたいに、リリィの頭部が弾けた。

			　ひらきにされた体から剣を抜いて十文字が駆ける脇で、リリィの体は頽くずおれた。

			　死んではいないが、意識が落ちたのがパスを通じてわかった。こうなると、再起動には数秒の時間がかかる。リリィは突破されてしまった。

			　リリィだって決して弱くはない。ただ、あまりにも相手が悪過ぎた。これはもはや、人間大の災害として捉えるべき代物だろう。

			　リリィの決死の抵抗が、チート持ち相手に稼げた時間は、約１秒。

			　おれと十文字の間を遮さえぎる者はもはやない。

			　十文字と目が合った。精せい悍かんな顔立ちに嘲ちよう弄ろうの笑みが浮かんだ。

			　ガーベラが間に合わないことを悟り、おれは唇の端を噛んだ。

			　おれがどうにかするしかないのだ。

			　リリィがやられるのを見ていたおれは、シランの死体の傍で呆然とするケイを、すでに抱き上げていた。

			　左手のアサリナを壁に伸ばしながら、ケイを抱えて背後に跳ぶ。

			「ぎゃおっ！」

			　あやめが火球を吐き出して牽制するが、直進する十文字は火球を直剣で切り裂いて、更に距離を詰めてきた。左手に赤い魔法陣が展開される。ノー・タイムで構築されたのは、第二階かい梯ていの火魔法だった。

			　あれくらいなら耐えることができる。問題ない。

			　そう判断したところで、左手のアサリナが壁に刺さる感触があった。

			　よし、これで回避の手段が準備できた……と思った直後、おれは自分の勘違いに気付いた。

			　しかし、なにをするにも、もう遅い。

			　小さな爆発が起こり、長く伸びたアサリナの蔓つるの体が、その半ばで焼き切られた。

			「しまっ……」

			　十文字の悪魔の笑みが近付いてくる。

			　緊急回避の手段はもはやない。駄目だ。追いつかれる……。

			　どくんと心臓が鼓動を打った。

			　このままでは殺される。

			　胴体を撫で斬りにされて、真っ二つにされる自分の姿が、おれにはありありと想像できてしまっていた。

			　おれだけではない。そうなれば、シランの大切な妹分であるケイだって、守り切れずに殺されてしまうだろう。それは、絶対に許容できない未来予想図だった。

			　がり、とおれは奥歯を噛んだ。

			　こんな未来は認められない。――なんとしてでも、守らないと。

			「……え？」

			　最期まで悪わる足あ掻がきをしようと、剣を握る力を強めた、その一瞬あとのことだった。

			　おれは思わず驚きの声を漏もらしていた。

			　十文字もまた、驚きよう愕がくに目を見開いていた。

			　

			　おれのことを追う十文字の肩を、うしろから引っ掴んでとめる手があったのだ。

			　

			　剣を握る者特有のしっかりとした、それでいて病的なくらい血の気のひいた青白い手だった。血塗まみれになったその指先にどれだけの力がかかっているのか、肩を掴まれた十文字の顔が苦痛で歪ゆがんだ。

			「な……んで、お前が」

			　振り返った十文字が、掠かすれた呻うめき声をあげた。

			　それに対する返答は――肌にめり込む歯列だった。

			「ぎぃっ!?　ぎゃあぁああああ!?」

			　十文字は大きな悲鳴をあげた。

			　異変に気付き、咄とつ嗟さに身を守ろうとして突き出した前腕に、がぶりと喰らいつかれたのだ。

			　突き立てられた歯列はブレザーの袖を破り、肌にめり込んで、強きよう靭じんなはずのウォーリアの肉をぶちぶちと音を立てて噛み千切った。

			「あっ、ああっ!?　あぁああ!?」

			　取り落とされた直剣が床に転がって、からんからんと音を立てた。

			　十文字はその場にうずくまった。彼の右の前腕は、ぱっくりと半月状に喰い千切られていた。

			　ぐちゃぐちゃと湿った音が響いた。肉を咀そ嚼しやくする音だった。

			　あんまりに凄せい惨さんな光景に、誰もが言葉もなく凍り付いた。

			　……ごくん、と。

			　噛み締められた肉が嚥えん下げされた。

			「ぁ、ぅあ……ぁあ、あぁあ」

			　真っ赤に染まった口から、虚うつろな呻うめき声が漏もれる。

			　それは、ほどなくして、亡者の絶叫に変わった。

			「ぁああ、ああああァ、アアああァあア――ッ！」

			　死んだはずのシランが立ち上がり、理性の欠片かけらもない咆ほう哮こうをあげていた。

		

	
		
			09　ご主人様の選択

			　

			　動けるはずのない死に絶えた体だったはずだ。

			　それは、おれ自身確認したことだった。

			　呼吸はなく、鼓動は停まり、血液は大方が流れ出して、剣に貫つらぬかれた心臓は、とっくに破裂してしまっていた。誰がどう見てもそれは惨殺死体以外の何物でもなく、ゆえに騎士シランが立ち上がることは二度とない。

			　……そのはずだったのだ。

			　だが、事実としてシランは立ち上がっている。

			　それだけではない。魂たま消げる叫び声をあげたシランの体には、おぞましい変化が起こりつつあった。

			　まるでパテで埋めたかのように紫色の肉が盛り上がって、深い傷が塞がった。

			　脇腹から垂れ下がっていた臓物が、ずるずると音を立てて体内に引きずり込まれた。

			　失った左腕の断面からどす黒く変色した血液が噴き出すと、転がっていた腕に蛇のように喰らいついた。まるで逆回しにしたフィルムでも見ているかのように繋がった血液が本体に戻ると、それに引きずられて左腕も元の位置に収まった。

			　紫の肉が盛り上がり、左腕は接続される。

			　途端、繋がった左手の指に嵌はまっていた指輪の色が、青から黄色に変化した。

			　それは、シグナルだ。

			　人界を守るエルフの少女が、人に仇あだ為すモンスター……意思なき亡者であるグールへと変貌した証だった。

			　そう。条件は揃っていたのだった。

			　グールの発生は、その場に満ちる魔力の濃度に依存する。多くの死者が転がり、魔力の宿った魂たましいが散さん華げした戦場では、一時的に空間の魔力濃度が増加する。ただでさえ魔力に溢れた樹海という土地に建つチリア砦とりでは、いまや千を超える人間と数百に及ぶモンスターの命が失われた、紛れもない戦場だ。グール発生に関して、これほどの好条件はそうそうなかった。

			　まだ魔力を扱えるようになって間もないこのおれでさえ、砦とりで中に漂っていた魔力が、凄すさまじい勢いで目の前の少女に吸い込まれていくのが感じられたのだ。

			「こ、の……貴様ァ、よくも」

			　痛みに頬ほおを引き攣つらせた十文字が、取り落とした直剣を拾って立ち上がる。

			　それとほとんど同時に、シランの胸の真ん中に刺さっていた剣が、内側から盛り上がった肉に押されて抜け落ちた。

			　シランは床に転がった剣を拾い上げると、痛みによろめく十文字に猛然と襲い掛かった。

			「がぁあっ、あああぁあ！」

			　雄叫びとともに、袈け裟さがけに走る一撃。これを十文字は直剣で受け止めた。

			「う、お!?」

			　驚きよう愕がくの呻うめき声をあげた十文字の足が、床にめり込んだ。

			「がぁあ！」

			　切り返して、シランは逆さか袈げ裟さに剣を打ち据えた。ぎしぎしと剣身が軋きしみ、防御に回った十文字の体が大きく揺さぶられる。

			　怒ど涛とうの如き攻勢が開始された。

			　繰り出されるシランの剣に、生前の繊細さなど欠片かけらも残っていない。ほとんど叩きつけるも同然の、恐ろしく乱暴な太刀筋だった。

			　しかし、その勢いもまた、生前にはないものだった。

			　それも当然だっただろうか。すでに彼女はモンスター。元の人間とは、存在するステージが違っている。そのうえ、研けん鑽さんの果てに得た繊細な剣技こそ失われているものの、生前に体に叩きこまれたものはいくらか残っているらしく、理性を失くした亡者が振るっているとは思えないくらい、その剣筋は激しくも鋭いものだった。

			　鋼が唸うなる。風が鳴く。生者は呻うめき、死者が叫ぶ。

			　無論、十文字も黙ってやられてばかりではいない。

			　反撃の刃はシランの頬ほおを掠かすめ、肩を斬り裂き、太腿を裂いた。

			「がぁあああ！」

			　しかし、いまのシランはそんな傷には頓とん着ちやくしない。

			　そこにいるのは、紛れもなく１匹のグールだった。

			「……これは、さすがに割り込めんな」

			　呆然と目の前の戦いを見ていたおれに話しかけてきたのは、先程まで十文字と戦っていたガーベラだった。砕かれた頭部を改めて擬ぎ態たいし直したリリィも一緒にこちらにやってくる。

			「すまんな。妾わらわのミスで主殿を危険に晒さらした」

			「いや。それはいい。そんなことより、シランの援護に向かってはもらえないのか？」

			「それはちと難しかろうな。無論、妾とて、こんな好機を逃したくはないが……」

			　十文字と壮そう絶ぜつな斬り合いを繰り広げるシランを見て、ガーベラは優美な眉をしかめた。

			「あれは、どう見ても敵味方の区別がついておらんぞ。肩を並べて戦おうとすれば、その肩を噛み切られるのが関の山だ」

			「……」

			　反論しようのない正論だった。

			「がぁ、ぁあ、あぁぁあアアアアッ！」

			　いまのシランに理性はない。ひとたび、彼女の剣の届く範囲に入れば、敵味方の区別なく肉片にされて貪むさぼられるだろう。これでは共闘などできようはずもなかった。

			「孝弘殿！」

			「……団長さん」

			　いまが機と見たのか、団長が騎士を引き連れて駆け寄ってきた。

			　彼女はガーベラに目をやって一瞬だけ警戒する素振りを見せたものの、いまは気にしている場合ではないと気持ちを切り替えたらしく、すぐに視線を外しておれに話し掛けてきた。

			「いまのうちに撤退いたしましょう」

			「ですが、シランが……」

			「あれはシランではありません。勘違いしてはなりません。あれは、ただのアンデッド・モンスターです」

			　樹海で長年戦い続けているだけあって、団長の意見はドライだった。

			　きっと、こうしたことは過去にも経験済みなのだろう。

			　……そうだ。彼女の言う通り、あそこにいるのはシランではない。

			　あれは、彼女の死体が動き出しただけのモンスターだ。彼女はもう死んだのだ。死んでしまったら、それで終わりだ。死んでしまった少女のためにできることなんて、なにもない。たとえ、ああして彼女が立って、歩いていようとも……。

			　それが、アンデッド・モンスターなんてモノが存在する、この世界の常識なのだ。

			「どうする、主殿？　そこの女が言う通り、いまなら妾わらわたちも逃げられるがの」

			　ガーベラが尋ねてきた。

			「それとも、あやつの仇かたきが討ちたいか？　それならば、あのグールがぎりぎりまで、あの男を消しよう耗もうさせるまで待ってもよい。奴とて手負いだ。連戦すれば、疲労も溜まろう。それなら妾でも倒せる可能性は十分にある」

			　ガーベラの言葉通り、十文字は怪け我がを増やしていた。最初の噛み付きを利き腕で受け止めてしまったのが、痛恨のミスだったのだろう。加えて、殺したはずの亡者が起き上がって、ああして襲い掛かってくるというシチュエーションは、人間にとって根源的な恐怖を呼び起こす。明らかに、十文字の剣筋は鈍っていた。そのうえ、グールとなったシランは、アンデッド・モンスターとしての存続に致命的な攻撃以外は無視して剣を振るっており、いくらチート持ちとはいえ、無傷で済ませられる相手ではないようだった。

			　当然、シランもそれ以上に傷付いてはいるのだが、血液の零こぼれ落ちることさえない『損壊箇所』は、すぐに紫色の肉が盛り上がって埋められるようだった。生前に負った怪我が修復された箇所こそ、そのままだったが、それ以降に傷付けられた箇所については、しばらくすると元の肌の滑らかさを取り戻していた。

			　恐らくはアンデッド・モンスターとしてのシランの特性なのだろう、こうした修復再生能力は、当然、魔力によって成立しているはずだ。燃料切れになるまで、まだしばらくの間は、抗戦可能だろう。ガーベラの言う通り、おれたちが逃げ出すだけの時間は十分にあるだろうし、反撃するにしても、十文字を弱らせてくれるはずだった。

			「どうする？」

			　ガーベラが問い掛けてくる。

			　シランを置いてこのまま逃げるか、彼女の仇かたきを討つか。それとも……。

			「……」

			　ほんのひととき、おれは目を閉じた。

			　まぶたの裏には、少女の笑顔。

			　耳じ朶だを叩くのは、変わり果てた亡者の叫び。

			「……」

			　自分がどうしたいのか心を決めて、おれはまぶたを持ち上げた。

			　決意が定まれば、そのためになにをどうすればよいのかは、自ずとわかった。であれば、あとは為すと決めたことを、やり遂げるだけだ。……たとえ、そうすることで、なにがどうなろうとも。

			「団長さん。ひとつ質問があるんですが、いいですか？」

			「は？　質問……ですか？」

			　団長は戸惑った様子を見せたが、おれはかまわず問いかけた。

			「おれの目には、シランの様子が普通のグールとは違うように見えるんですが、なにか心当たりはありませんか？」

			「様子が違う……と言われますと？」

			「おれは以前にグールになってしまった騎士たちと遭そう遇ぐうしたことがあります。そのとき、あんなふうに傷付いた体の修復は行われませんでした。それどころか、彼らは剣を使うことさえありませんでした。けれど、シランは違います」

			「お待ちを。いったい、それがどうしたと……」

			「いいから答えてください。これは大事なことなんです」

			　有無を言わさぬ口調で尋ねると、不心得顔ながら団長は答えてくれた。

			「……稀まれにですが、グールのなかには、ああした変貌を遂げる者もいることは知られています」

			「稀に、ですか。それはひょっとして、有名な騎士や戦士、魔法使いに多いということはありませんか？　たとえば……そう、不死王カールのような」

			　それは、ケイから聞いた伝説上の人物の名前だった。

			　魔道に優れた魔法国家の王が、恋人の死を切っ掛けにして、アンデッド・モンスターであるリッチに姿を変じた物語だ。彼は強きよう靭じんな意志力によって、知性を残していたという。

			「あれはお伽とぎ噺ばなしです」

			「ええ。知っています。この世界では、それがお伽とぎ噺ばなしだと思われていることは」

			　アンデッド・モンスターが生前の意識を持つことはない。なぜなら彼らは、元は人間であろうとも、すでにモンスターとなってしまっているからだ。

			　モンスターが人のように意思を持つことなどありえない。それが、この世界の常識だ。

			　ゆえに、不死王カールの伝説は、ただのお伽噺。そう思われている。

			　けれど、おれは知っている。

			　意思あるモンスターは存在しうるということを。

			　だとしたら、アンデッド・モンスターとて意思を残す可能性はある。もしも不死王カールの伝説が、過去に本当にあったことだとするならば……。

			「それで、どうなんでしょう？　団長さんの言うところの、『稀に見られる特殊なアンデッド・モンスター』になる人間には、なんらかの傾向のようなものはないんですか？」

			「……そもそも、例が少ないので傾向と言えるかどうかは疑問ですが」

			　そう言い置いたうえで、団長は記憶を探るように、視線を天井に向けた。

			「過去、優れた騎士が亡くなったとき、数例が知られているのは確かです。騎士団におけるグール発生は醜しゆう聞ぶんの類ですので、公式な記録には残っておりませんが」

			「なるほど。ありがとうございます」

			　おれは頷うなずいて、いまも続くシランと十文字の戦いに目をやった。

			「……ひょっとして、ご主人様」

			　察したのか、リリィが声をかけてきた。

			「そんなことが可能なの？」

			「ああ」

			　これはおれの力なのだ。できることとできないことくらいは、本能的に把は握あくできている。

			　なんの話かわかっていない様子の団長たちに向き直ると、おれは端的に告げた。

			「シランを取り戻せる可能性があります」

			「な……っ!?」

			「本当!?」

			　団長が絶句し、これまで項うな垂だれていたケイは大きく反応した。

			「本当なんですか、孝弘さんっ！　姉様を生き返らせることができるの!?」

			「……残念だが、生き返らせることはできない」

			　飛びついて来たケイを受け止めてやって、おれは首を横に振った。

			「だけど、アンデッド・モンスターの彼女に、心を取り戻すことはできるかもしれない」

			「ど、どういうことですか？」

			　ケイは目を白黒させた。

			「そういえば、おれの能力の詳細までは、まだ話をしてなかったか。あのな、ケイ。おれの能力は、単にモンスターを従えるだけじゃないんだ。モンスターと心を繋げて、彼女たちに意思を与えることができるんだよ」

			「それって……」

			　両目に理解と希望の光が輝かせるケイに、おれは頷うなずいてやった。

			　いまのシランはモンスターだ。

			　だったら、おれの能力の範はん疇ちゆう内。心を繋げることもできるはずだった。
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			「もっとも、それも制限がないわけじゃないが」

			　おれの能力でも、無から有を生み出すことはできない。

			　心が萌芽する素養がなければ、モンスターに心を与えることはできないのだ。

			　だから重要なのは、アンデッド・モンスターとなったシランのなかに、彼女の意思が欠片かけらでも残っているのかどうか、ということだ。

			　けれど、そのあたりの心配は要らない。おれには確信があった。

			「シランがアンデッド・モンスターとして目覚めたおかげで、おれもケイも死なずに済んだ。あれは、決して偶然なんかじゃない」

			　シランがアンデッドとして目覚めたのは、おれとケイが危機に陥った、その瞬間だった。そんな都合のいい偶然が、この不条理な世界にあるはずがない。

			「誰かを守りたいっていうシランの願いが、彼女の屍しかばねを突き動かしたんだ。たとえ理性を失ってしまったところで、彼女の心は失われていない。取り戻すことは可能なはずだ」

			　不死王カールの伝説に曰く、彼は強きよう靭じんな意志力を持った優れた魔法使いだった。

			　これが仮に『意思持つアンデッド』の条件であるのなら、優れた精霊使いであり、強い願いを抱いて戦い続けてきたシランは、これらの条件を満たしている。

			　あそこで戦っているのは、無名のアンデッド・モンスターではない。シランだ。自分の死を覚悟してでも勇敢に戦った彼女は、死してなお戦い続けている。

			　誰かを守りたい。ただただ、その一心で。

			　それに、おれにはもうひとつ、彼女の心が残っていることを確信できる理由があった。

			　アサリナを焼き切られ、緊急回避の手段を失い、十文字に斬られる未来を思い浮かべたあの瞬間のことだ。

			　おれは確かに、その声を聞いたのだ。

			　――なんとしてでも、守らないと。

			　あのとき聞こえた声は、間違いなくシランのものだった。

			　ひょっとすると、十文字という共通の脅きよう威いに対するおれと彼女の想いがシンクロして、ほんの一瞬だけ、彼女との間にパスが繋がったのかもしれない。

			　元は人間であるアンデッド・モンスターは勝手が違うのか、いまはパスが切れてしまっているようだが、もう一度きちんと繋ぎ直せば、きっと声は届くはずだった。

			「だけど、そのためには彼女に触れる必要がある」

			　これまでの経験上、おれの能力の本質であるパスは、対象との距離が近ければ近いほど、強く相手と結びつくことができることがわかっている。直接、肌を触れ合わせることができたなら、彼女の心に触れることもできるはずだった。

			　ただし、それはシランと十文字のあの戦いに、横槍を入れるということでもある。

			「つまり、わたしたちの出番ってわけだね」

			　くるりと槍やりを回して、リリィがガーベラに目配せした。

			「わたしが、ご主人様が触れられるようにシランを押さえて……」

			「その間、あの男は妾わらわが相手をする、と。よかろう。先程のような失敗はせぬ」

			　きゅっと唇の端を吊り上げたガーベラが、きちきち蜘く蛛も脚を鳴らした。

			　雪せつ辱じよく戦を前にした好戦的な笑みが、彼女の美貌を彩っている。頼り甲が斐いのある反応におれは小さく微笑ほほえんで、抱きついていたケイの体を優しく引き離そうとした。

			「あの……孝弘さん」

			　わずかな抵抗があった。ケイの小さな手が、おれの服の裾を握っていた。

			「姉様のこと、よろしくお願いします」

			　笑っておれは、ケイの頭を撫でた。

			「任せろ」

		

	
		
			10　灯火の世界

			　

			　モンスターならともかくとして、十文字を敵に回しては、騎士団にできることはない。

			　無用な被害を出すわけにもいかないため、彼らには下がっていてもらうことにした。

			　念のため、彼らにはあやめをつけておいた。小さな護衛はケイに抱きかかえられて、垂らした尻尾しつぽをぶんぶん振っていた。任せろということらしい。

			　団長が折り目正しく礼をして、その隣で幹彦が親指を立てて踵きびすを返す。騎士たちが、そのあとに続いた。

			　そのなかには、ぐったりと気を失って騎士に抱えられた坂上の姿もあった。

			　両足の怪け我がの痛みに堪たえかねて意識を失った坂上の身柄を、騎士団は回収していた。彼のことを放置してシランを助けにいけば、なにをしでかすかわからなかったため、さっきは殺すほかなかったわけだが、拘こう束そくと監視を任せられる騎士団がいるいまは状況が変わっている。生かしておけば、あとでなにか有用な話が聞けるかもしれなかった。

			　ともあれ、それも作戦がうまくいったときの話だ。

			　騎士たちを見送って、おれは踵を返した。

			　これもまた、シランの抱く想いの為せる業だろうか。グールと化した彼女の猛攻に押し込まれるかたちで、十文字はおれたちのいる場所から引き離されつつあった。

			　シランの想いは、確かに十文字の振るう理不尽な暴力を封じ込めていた。

			　彼女のその尊い想いが、流れ星のように一瞬の燃焼の末に消えてなくなってしまうものであってほしくない。

			　ひとつ深呼吸をして覚悟を決めると、おれは仲間たちに声をかけた。

			「それじゃあ、行くぞ」

			　グールと化したシランにパスを繋げることで、彼女の心を取り戻し、力を合わせて十文字を倒す。シラン自身の備えていた特殊性に加えて、このような大規模な戦場が彼女をアンデッド・モンスターに変えたことも考慮すると、これほど整った環境は恐らく二度とあるまい。

			　おれの仕事はパスを繋げるためにシランに触れること。

			　リリィたちは、そのための露払いに全力を尽くす。作戦開始だ。

			　先陣を切ったのは、ガーベラだった。蜘く蛛も脚を折りたたみ、低く沈み込んだ体勢から跳躍する。白き砲弾と化した大蜘蛛が、勇者とグールの戦いに割り込んだ。

			「シャアァアアッ！」

			　驚いた様子で振り返った十文字を、ガーベラは強したたかに蹴けり飛ばした。

			　あわよくば、これで決着がつけばと思ったのだが、さすがにそれほど甘くはなかった。顔面を潰そうと振り下ろされた蜘蛛脚を、すんでのところで十文字は直剣で防いでみせた。

			「うぐっ、お、お前……っ!?」

			　とはいえ、十分に距離を稼いだうえで勢いを乗せた全力の突撃を喰らっては、いかに身体能力に優れたウォーリアといえど、威力を殺し切れない。

			　蹴けり飛ばされた十文字は、目論もくろ見み通どおりにシランから引き離された。

			　しかし、これでまだ半分だ。

			　言うなれば、ガーベラは争っていた２匹の獣の間に割り込んだのだ。片一方にかまけていれば、もう一方に対してはどうしても反応が遅れざるを得ない。

			　そして、いまのシランには理性がない。敵味方の判別さえつけられないまま、彼女はいまも、おれたちを逃がすため十文字に立ち向かったあの戦いのなかにいるのだ。彼女の隻せき眼がんには、十文字に喰らいつく邪魔をする者は、すべて障害物としか見えていないに違いなかった。

			「があぁあっ！」

			　薙なぎ払われたシランの剣が、蜘く蛛も脚を１本切り落とした。

			　そのままの勢いで斬り付けられた２本目は、どうにかガーベラの反応が間に合って、蜘蛛の外殻の厚い箇所に深々と喰いこんでとまった。

			　それで剣はとまったが、持ち主であるシランはとまらない。

			　力任せに剣を引き抜く力も利用して、彼女の体は前に出る。

			　がちん、と歯が噛み合った。

			　見ていて血の気のひくようなタイミング。危うく頸けい動どう脈みやくを噛み切られるところで、ガーベラの少女の腕が、シランの額を掴んで押さえつけていた。

			　逆の手は、時間差で繰り出された剣の刃を掴んでいる。ざっくりと裂けた掌てのひらから、赤い血液が滴り落ちた。

			「脚１本と半分、ついでに片腕まで持っていかれたか。……まあよい」

			　ガーベラはその美貌に、思わず見惚れてしまうくらい艶やかな笑みを浮かべた。

			　闘争の熱は、純白の少女をこれ以上なく輝かせている。流された鮮血でさえ、彼女を彩るものとして目に映るほどに。

			「妾わらわも許すから貴様も許せ。なに、頸けい椎ついが砕けたところで、今更どうこうなる体ではあるまい」

			　シランの顔面を掴んだ腕が、彼女の体を力任せに投げ飛ばした。

			　ごきんと音が鳴ったのは、負荷のかかった首の骨が折れたのだろう。錐きり揉もみ回転するシランの体が、床に激しく叩きつけられる。

			　一方のガーベラは、投げ飛ばしたシランには目もくれず、身を翻ひるがえして十文字に襲い掛かっていた。

			「……またお前か」

			「おおとも。貴様の相手は妾だ。付き合ってもらうぞ！」

			　ガーベラが十文字の足止めをしてくれている間に、おれはおれの仕事をしなければならない。

			　投げ飛ばされたシランの墜落地点に向けて、おれとリリィは駆け出した。

			　床にバウンドして宙を泳ぐシランの体は、激突の衝撃で手足が折れている。

			　見たところ、アンデッド・モンスターとしてのシランの再生能力は、ガーベラの自然治癒力をも凌りよう駕がしている。あれくらいの損傷なら、さほど時間をかけずに修復されてしまうだろう。

			　しかし、さすがにいますぐ体勢を整えることはできないはずだ。

			　剣だって取り落としている。いまが千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだった。

			「やああぁあ！」

			　リリィが先行する。繰り出した槍やりが、シランを捉えた。

			　太腿に刺さった槍の穂先が、床に突き立ってシランの動きを縫いとめる――いや、まだだ。この程度で亡者はとまらない。

			「があぁああ！」

			　各部の骨が砕けた体を、シランは筋力だけで無理矢理に跳ね上げた。どこか蛇のような挙動で彼女はリリィに襲い掛かる。

			　リリィが人間であったなら、これで勝負は終わっていたかもしれない。あるいは、仮にシランが理性を残していたのなら、こんな安直に攻撃を仕掛けることはなかっただろう。

			「これで、捕えた」

			　シランに喰いつかれながらリリィの浮かべた会心の笑みが、どろりと崩れた。

			　擬ぎ態たいを解いた彼女は、スライムとしての本性を剥き出しにして、至近距離にいたシランをその身の裡うちに取り込んだ。

			　先行していたリリィにおれが追いついたときには、シランはリリィの半液体状の体組織のなかで、まるで溺れでもしているかのようにもがいていた。アンデッド・モンスターとしてその身に備わった非常識な膂りよ力りよくも、手足がへし折れていては十全に発揮することはできない。そう長くは拘こう束そくし続けていられないだろうが、いまはそれで十分だった。

			「シラン……」

			　ふたりに駆け寄ったおれは、すぐさまシランに手を伸ばした。

			　リリィに取り込まれたシランは、唯一、顔だけを表面に出していた。触れようとしたのは、その頬ほおだ。近くで見ると、紫に変色した肉で埋められた傷痕が痛々しい……。

			　と、考えたそのときには、翻ひるがえる金の色彩が、おれの視界を覆おおうように広がっていた。

			「避けて、ご主人様！」

			　その悲鳴は、上半身だけを急造したリリィがあげたものだった。

			　リリィの体液が、ぴしゃりとおれの頬にかかった。視界を覆う金色が、シランの長い金髪であることに気付く。まさか、あの体でリリィの拘束を振り切ったのか……。

			「ぐっ、が!?」

			　……などと考える暇もあればこそ、おれは咄とつ嗟さに身をよじった。さすがのシランも、修復の間に合わない度たび重かさなる損傷に加えて、リリィに拘こう束そくされていては動きが鈍っていた。攻撃は狙いが逸れて、それでも、おれは首と左肩の間あたりに喰いつかれた。

			「ぎぃ……っ」

			　激痛が脳のう髄ずいを殴りつけた。魔力による身体強化なんて脆もろいものだった。突き立てられた歯列が、めりめりと肉に喰い込んでくる。生きながら喰われる悪寒が、ぞっと肌を粟あわ立たせた。

			「ぐ、くっ……！」

			　悲鳴を呑み込み、歯を食いしばる。

			　引き攣つる顔面の筋肉を無理矢理に動かして……おれは、唇を吊り上げた。

			　なんてことはない。作戦は、大成功だった。

			　シランとパスを繋げるためには、最低限、触れ合えればそれでいい。

			　とはいえ、触れ合いが深ければ深いほど、彼女との間に成立する繋がりが強くなる以上、なるべく深く触れあったほうが都合がいい。

			　おれのなかにシランが喰いこみ、おれの一部が彼女に嚥えん下げされる。それはもう、単なる触れ合いとは比べものにならない、流血の交わりだ。抱き合うよりもなお深く、おれとシランの存在は触れ合って、これ以上ないくらいに心と心が近付いた。

			　――そうして、おれの意識は暗転する。

			　どこか深いところに、おれという存在が沈んでいく。

			　なぜだか覚えのあるその感覚に抗あらがうことなく、おれはより深い場所へと沈み込んでいった。

			　さあ。失われたものを取り戻しに行こう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ふと気付けば、おれは暗闇に漂っていた。

			　まるで深い海に沈み込んでしまったかのように、周囲はどこまでも真っ暗だ。

			　なにも見えないし、触れられない。

			　そもそも、いまのおれには自分の体さえ存在していなかった。

			　そこに気付けたことが、以前との大きな相違点だった。

			　なるほど。そういうことだったのかと、おれは納得する。自分の体が存在しない以上、目が見えるはずがないし、なにかに手を伸ばすことだってできるはずがなかった。

			　だけど、それはちょっと困るのだ。

			　おれはここに迷い込んできたわけではない。探し物をしにきたのだ。まずは見えなければ、どうしようもなかった。

			　おれは深い暗闇のなかを、どうにかして知覚しようと努めた。

			　それはつまり、自分自身が灯火となって、闇やみを照らす行為に等しい。

			　気付けばおれは青白い炎になって、暗闇のなかに浮かんでいた。

			　人間大の火の玉は、めらめらと揺らめいて、四方八方に火の粉を散らした。

			　そうして初めて、近くに他にもいくつかの火の玉が浮かんでいることに気が付いた。

			　静かに燃える赤い炎、それより小さいが元気な炎、赤に青が混ざった二色の炎、白みがかった大きな炎……。

			　暗闇には他にも無数の灯火が浮かんでいる気配があったが、残念ながら、おれが照らせない範囲は見えないし感じられない。要するに、おれ自身であるこの青白い灯火は、この場所における視覚であり触覚なのだった。

			　不思議な場所だった。

			　試しに両手を伸ばしてみれば、ごおっと青色の火の粉を散らして、炎が暗闇の先に延びた。その炎と二重写しになって、おれの手がそこにあるのが見えた。それは奇妙な感覚だったが、もとより実在するふたつの眼球で捉えた光景というわけでもない。そういうことがあったとしても、おかしくはないのかもしれなかった。

			　だから、そのとき、おれが「おや？」と首を傾げたのも、二重写しの知覚の奇妙さに疑問を覚えたからではなかった。

			　そうして知覚した自分の像に、気になる部分を見つけたためだった。

			　――左手に、小さなひびが入っていた。

			　いいや。よく見てみれば、青白い炎と二重写しになったおれの体には、目を凝らさなければわからないような微細なひびがいくつか走っていた。そうして自分の存在を凝視しているうちに、おれは自分自身である青い灯火に、別の赤い炎が混じっていることにも気付いた。

			　……これは、どういうことだろうか。

			　疑問に思わないでもなかったが、考え込んでいても埒らちがあかない。そんなことを言い始めたら、この場所がなんなのかさえ、きちんと把は握あくしているわけではないのだ。

			　そんなことは知らずとも、目的のためにここに来る必要があったことは、本能的なところで理解できている。なにをすればいいのかもわかっている。だったら、それで十分だった。

			　気持ちを切り替えて、おれは行動を開始した。

			　向かうべきは、より深い階層だ。そこに、求めるものがある。糸のように細く赤い、流血の繋がりが、おれを目的の場所へと導いてくれていた。

			　ゆっくりと、闇やみの奥底へと潜行する。

			　この空間はあまりにも広大だ。どこまで続いているのか想像もつかないくらいに。……ひょっとすると、果てなどという概念自体、存在しないのかもしれない。

			　その点、目指すものがどこにあるのかわかっているのは幸いだった。痛い思いをしただけの甲斐はあったということらしい。とはいえ、この繋がりもいつ切れてしまうかわからない。急がなければならなかった。

			　沈む。沈む。沈んでいく。

			　そうするうち、あたりに他の灯火の気配はなくなった。

			　ますます濃くなる闇やみに、物理的な重圧さえ覚えた。ちっぽけなおれの灯火など、ふとした拍子に、この圧倒的な闇の質量に押し潰されてしまうのではないか……そんな恐れを噛み殺しつつ、すぐにでも浮上してしまいたい衝動をぐっと押さえつけて潜行を続けた。

			　やがておれは、目的のものを見付け出した。

			　そこにあったのは、激しく燃焼する黄色い灯火であり、燃え盛る炎と二重写しになったシランの像だった。

			　発見の喜びも束の間、おれは思わず眉をしかめた。

			　膝を抱え込んでまぶたを下ろした少女の像が、酷ひどく傷んでいたからだ。

			　十文字につけられた深い傷を起点として、ほとんど全身を覆おおうようにひびが走っており、なかには亀き裂れつと呼ぶべき深さに達しているものも少なくない。

			　傷ついた少女の像は、いまこのときもこの暗闇の奥底へと沈みつつあった。

			　ゆっくりと、しかし、確実に……。

			　それに従って、ひびは増え、亀裂は深まり、剥はく離りした小さな破片はこの広大な空間に漂って、まるで水に溶ける塩の塊かたまりのように、細かく砕けて暗闇に消えていく。

			　それに抗あらがうかのように、少女の灯火は激しく燃え盛っていた。

			　その燃焼の煌きらめきこそが、彼女の意志の表れに他ならなかった。

			　――まだ消えるわけにはいかない。自分には守るべきものがある。

			　その一心が、本来ならとっくにこの暗闇の奥底に沈んで砕けてしまっているはずの彼女の像を、この場に留めているのだった。

			　それだけではない。

			　よくよく観察してみれば、少女の灯火にはなにか別のものが混ざり込んでいた。

			　ひとつひとつは微量で、少女の像ほど明確な形を取れない膨ぼう大だいな数の欠片かけらたちが、シランの灯火に混ざり合って、激しく燃焼している。

			　そこにおれは、少女のそれとはまた独立した意志を感じ取った。

			　ひょっとすると、それはチリア砦とりでの防衛のために戦い、命を失った数多の人々が遺した、想いの欠片なのかもしれない。

			　シランは砦に充満していた魔力を喰らうことでアンデッド・モンスターと化した。そのときに喰らった魔力というのは、砦を守るために戦って死んだ兵士や騎士たちの魂たましいが散さん華げして、そこから漏もれ出したものだ。死者の想いがわずかなりとも残留していたとしても不思議はない。

			　だとすれば、いまのシランは、人々を守ろうという尊い願いの結晶のようなものだ。

			　間違っても、哀れなグールの姿のままで失われてしまっていいものではなかった。

			　決意も新たに、おれは燃え盛る少女の像に手を伸ばした。

			　どうすれば目の前の彼女を取り戻すことができるのかは、自ずとわかった。コロニーではチート能力と呼ばれ、この世界では恩おん寵ちようと呼ばれる転移者特有の力は、どういうわけか当人にはその使い方が自然とわかるのだ。それは、こんなわけのわからない場所であっても変わらない。

			　伸ばしたおれの指先が、少女の肩に触れた。

			　――ぴしりと音をたてて、その指先に微細なひびが走った。

			　おれは息を呑んだ。

			　けれど同時に、頭のどこかは冷静に目の前の光景を見詰めていた。

			　やはりそうか、という思いが脳裏に過よぎった。

			　おれが硬直していたのは、ほんの一瞬のことでしかなかった。衝撃はあったが、驚きはなかった。なぜなら、これもまた最初からわかっていたことだったからだ。

			　これはおれの力だ。できることとできないことくらいは、本能的に把は握あくしている。

			　もちろん、それ以外のことについてもだ。

			　シランの心を取り戻すと決めたそのときから、嫌な予感はしていたのだ。

			　それでも、おれはシランの心を取り戻すと決意した。

			　為すと決めたことを、やり遂げると決めたのだ。たとえ、なにがどうなろうとも。

			　だから、こんなのは今更だ。手をとめる理由にはならない。

			　躊躇ためらうことなく、おれは少女の像を抱き締めた。それは同時に、自分の炎を広げて、彼女の灯火を覆おおう行為でもあった。

			　そうすることで、少女の像の崩ほう壊かいが目に見えて緩やかになった。

			　どうやらうまくいったらしい。ほっとおれは胸を撫で下ろして……自分の全身からあがる、ぴしぴしという悲鳴のような音を聞いた。

			　まるで負荷に耐えかねたかのように、おれ自身の像の表面がひび割れていった。先程、彼女に指先を触れようとしたときと同じだ。本来なら触れ合うことのないものが触れ合っているのだから、あるいはそれは当然の現象だったのかもしれない。

			　それは決して致命的な変化ではなかった。シランとは違って、ひび割れはあくまで浅いものでしかなく、像の崩壊が起こることもない。これがおれの命を脅おびやかすことはないだろう。

			　けれど、たとえ致命的ではなかったとしても、取り返しの付かないことはあるものだ。

			　言うなれば、これは片道切符の道程だ。段差をひとつ降りたところで振り返ってみれば、そこにはもう帰る道が存在しない。そして、もしもこのままずっと降り続けていけば、そこに奈落が穴を開けていないという保障もない。

			　おれの身に起こっているのは、そういう類の出来事だった。

			　それでもおれは、シランから手を離そうとは思わなかった。

			　目の前の少女が失われてほしくない。そう強く思ったからだ。

			　……しかし、どうしておれは、彼女を取り戻したいと、こうも強く思うのだろうか？

			　彼女がこの世界の異物でしかないおれのことを信じてくれたから……だろうか？

			　ああ。確かにそれも、理由のひとつではあるのだろう。

			　しかし、それだけが理由ではないことも、おれは自覚していた。

			　まぶたを閉じれば、十文字に立ち向かうシランの姿が思い浮かぶ。

			　誰かを守りたいという想いを胸に、死してなお、戦い続ける騎士。その在り様こそが、この世界がただ力に支配されるものではないことを示す、ひとつの証明だった。

			　チリア砦とりでにやってくるずっと前から坂上に虐しいたげられ続け、挙句の果てには、彼が加担した企みによって無残にも命を奪われた『いじめられっこ』の工藤陸は、この世界を『強い者が好き勝手に振る舞える』ものだと表現した。諦あきらめたような口調で告げられたその言葉を、おれは否定してやることができなかった。なぜなら、おれ自身、そうした力に蹂じゆう躙りんされた側の人間だったからだ。ある意味では、工藤は鏡に映ったおれ自身のようなものだったのかもしれない。

			　けれど、シランの存在は、この世界が決してそれだけの無情なものではないことを証明してくれた。

			　降って湧いたように与えられた、なんの想いもこもらない力によって、かつてのコロニーは無残に破壊されてしまった。そしていま、ここチリア砦も蹂躙を受けている。

			　暴走した力は確かに多くのものを台無しにする。それは事実だ。

			　だが、想いもただ蹂じゆう躙りんされるだけの無力なものではない。

			　それを証明してくれたシランを取り戻すために、おれの力が役に立つというのなら、これくらいの代償がなんだろうか。

			　おれはシランを抱いたまま、暗闇の奥底から浮上し始めた。

			　ぴしぴしという音は続いている。

			　昇っているはずなのに、どこかに堕ちていくような錯さつ覚かくがあった。もう二度と引き返せない階段を、一歩、一歩、下っていく……。

			　――わかっておるのか、主殿。

			　いつか投げかけられた台詞せりふが、不意に脳裏に蘇よみがえった。

			　――それはとても危険な考え方だぞ。こんな妾わらわにでも容易に想像がつくことだ。そんなふうになにもかも背負い込んでいては……。

			　……ああ、確かにそうなのかもしれない。

			　けれど、それでも譲れないものがあるのだ。

			　思えば、かつて加藤さんを保護すると決めたときも、こんな感じだったかもしれない。

			　たとえ不都合があるとわかっていても、おれは自分のなかにある『なにか』を守るために彼女を保護すると決めた。今回もそれと同じなのだ。

			　おれも十文字と同じで、この世界に転移したことで、降って湧いたように力を得た。

			　転移当初、コロニー残留組の一員であったためモンスターと接触する機会を持たず、この身に備わった力を自覚することなく死にかけたおれは、リリィとの幸運な出会いによって、モンスターを率いる自身の固有能力に気付いたとき、『これはこの残ざん酷こくな世界でおれがひとり生き抜くための力だ』と思ったものだった。

			　当時のおれにとって、この力はただ、力でしかなかった。

			　けれど、おれはこの力のおかげで、リリィたちと出会うことができた。

			　これまで彼女たちと育んできた絆きずなは、他のなにより大事なものだと断言できる。

			　だからこそ、思うのだ。

			　確かにこの力は本来、なんの想いもこもらない空っぽなものなのかもしれない。

			　けれど、少なくとも、いまのおれにとってはそうではない。この力には、おれと眷けん属ぞくであるリリィたちの想いが込められている。おれはそう信じている。信じたいと思うのだ。

			　そして、その力で取り戻したいと痛切に願うものがここにある。

			　その願いを裏切ることは、おれのこの力に込められた想いを否定することに等しい。

			　それだけは、なにがあろうと絶対にできなかった。

			　――孝弘殿？

			　浮上を続けるおれの耳に、少女の声が届いた。

			　胸に抱いたシランのことを見下ろしてみると、片方だけになった目が薄らと開いた。

			　茫ぼう漠ばくとした光を宿す瞳ひとみが、おれの存在を認めた。その瞬間、おれと彼女の間にあるパスが、確固たるものに変わった。

			　いいや、逆か。繋がりが確固たるものになったからこそ、彼女は目覚めたのだ。

			　それが証拠に、おれの体に起こっていた変調は収まっていた。シランの崩ほう壊かいも落ち着いている。そして、シランの灯火の色は、黄色から赤色へと変化していた。

			　――ここは？　……いえ、わたしは？

			　シランの口調はどこか夢ゆめ現うつつなものだった。意識も曖あい昧まいなようで、視線はふらふらと波間に漂うように揺れている。彼女にしてみれば、これは夢のなかの出来事としか思えないのかもしれない。ここはそういう場所であり、また、目覚める前の彼女はそういう状態にあった。

			　――ああ。そうでした。わたしは力尽き、敗れたのでしたか。

			　片目を失った彼女の顔に、乾いた笑みが浮かんだ。

			　亀き裂れつの入った頬ほおに、一筋の涙が伝った。

			　――またしても、わたしは守るべきものを守れなかったのですね。

			　剥むき出しになった彼女の心から、パスを介して、ひとつのイメージが流れ込んできた。

			　それは、深い森のなかで事切れたエルフの青年の姿だった。

			　シランとよく似た彼の亡なき骸がらの前で膝をつき、幼い少女は慟どう哭こくする。

			　見えたシーンはそれだけだったが、その瞬間に彼女が抱いた胸が張り裂けそうな悲哀の情は、十二分に感じ取ることができた。恐らくこれが、他人を守るために剣を取ったシランの、始まりの記憶なのだ。自身の経験した大きな喪そう失しつを起点として、この世界からひとつでも悲しみを減らそうと、少女は戦いの道を歩き出した。

			　彼女の道は半ばで途切れ、己の無力にシランは再び涙を零こぼしている。

			　始まりが涙ならば、終わりもまた涙。そんなの悲し過ぎるだろう。

			　――諦あきらめるな、シラン。まだ終わっていない。

			　――孝弘、殿？

			　浮上を続けていたおれは、振り仰ぐ先に、この空間に来たときに見たいくつかの灯火の存在を確認した。あと、もうちょっとだった。

			　――戻ろう、シラン。ケイが待ってる。

			　シランは呆気にとられた顔をした。おれの言葉が信じられなかったに違いない。

			　けれど、いまのおれたちの間にはパスがある。おれが真実を告げていることは、彼女にも伝わったのだろう。ひとつきりの瞳ひとみが、まるで湖面のように揺れた。

			　シランの目から、悲しみではない涙がぽろりと零れる。

			　それだけでおれは、自分の選択が決して間違いではなかったと思えた。

			　おれとシランは、揃って他の灯火に合流した。

			　光が意識を眩まばゆく埋め尽くし――おれは、現実世界へと帰還した。

		

	
		
			11　虚うつろな力を砕くもの

			　

			　灯火が深い暗闇を浮上して、意識が体に降りてくる。

			　それなりに長い時間、あの不思議な空間にいたような気がしていたのだが、現実世界で意識を失っていたのは、ほんのわずかな時間だったらしい。肩口に顔を埋めて歯を立てたシランの向こうに、取り乱した様子で人間の体を再構成しているリリィの姿が見えた。

			「ご、ご主人様！」

			「……大丈夫だ。うまくいったよ、問題ない」

			　声をかけてやると、リリィがほっとした顔になった。

			　彼女から視線を外して、おれは改めてシランに注意を向けた。襲い掛かってきたときに無意識に抱きとめていたらしい彼女の体は、力が抜けて半ばおれに身を預けるかたちになっていた。傍から見たら、肩口に顔を埋めて抱き合っている恋人同士のようにも見えるかもしれない。

			　実際にはもちろん、これはそんな色っぽいシーンではなくて、おれが彼女に喰いつかれているという、むしろ猟りよう奇き的な場面なのだが。

			「痛……っ」

			　おれは小さく呻うめき声をあげた。

			　肩の肉に喰い込んでいたシランの歯が、湿った音をたてて引き抜かれたのだ。

			　もちろん、そうしなければ離れられない以上、これは必要な痛みだ。おれはシランの背中に回していた腕を解いた。

			「……？」

			　そして、数秒。おれは内心首を傾げた。

			　すぐにでも身を離すかと思われたシランに、身動きをする様子がなかったからだ。

			　喰いついていた歯は抜かれたものの、腕はおれの体を抱き寄せたまま。意外としっかりと掴まれているために、おれのほうからは離れることができない。

			　かといって、シランが動く気配もない。

			　肩口に顔を埋めて、彼女は立ち尽くしていた。

			　どうかしたのだろうか？

			　と、疑問に思ったところで、おれは肩の傷口近くに、ざらりとした感触を得た。

			　ぴちゃぴちゃと音がした。

			　猫がミルクを飲むときのような、やや粘着質な水音だった。

			「……え？」

			　背筋にぞくりと鳥肌が立ったのは、悪寒のためか、それとも快感のためだっただろうか。

			　それこそ睦むつみ合う恋人たちがするように、少女の舌がおれの肌を這っていた。

			　丹念に、なぶるように。

			　娼しよう婦ふを思わせる淫いん靡びさと、犬猫の無邪気な熱心さを併あわせ持もって、シランの舌がおれの肌を這い回る。ぴちゃり、ぴちゃりと音がする。ついばみ、味わい、舐め取っている。

			　そう。シランはおれの傷口から流れる血液を、熱心に舐め取っていたのだった。

			「――」

			　思わず思考を硬直させたおれから、ゆっくりとシランが離れていく。

			　やや俯うつむき加減の目。ほころんだ唇。口元を赤い血液で濡らしたシランの顔には、生真面目な彼女らしからぬ蕩とろけた表情が浮かんでいる。血の気のない顔はやや不気味に感じられたが、同時にそれが年頃の少女の容よう貌ぼうに妖しげな色気を添えていた。

			　舌が唇をなぞる。

			　そこに付着した血液を、まるで甘かん露ろでもあるように舐め取る仕草が生々しい。

			「ぁ、ふ……」

			　虚うつろな声が耳に忍び込む。

			　それさえも、どこか色を感じるのだからどうかしていた。

			　普段の彼女が可か憐れんな野花なら、いまの彼女は妖よう花かだった。甘く香る色香と、儚はかないほどに危うい雰囲気。いまにも散ってしまいそうで、だからこそ、その美しさから目が離せない。

			「ふ、ふふ……」

			　たったひとつきりの瞳ひとみが、とろんとした眼差しを向けてくる。目が合って、そして――シランのなかで、なにかがスイッチみたいに切り替わった。

			「……ぁ、れ？」

			　戸惑うような声があがった。

			　表情とパスの両方から、彼女のなかに彼女自身が戻ってくるのが感じ取れた。

			　それと同時に、凍り付いていたおれの時間も動き始めた。自分が息をとめていたことを、おれはこのとき、ようやく自覚した。

			「シ、シラン？　目は覚めた……か？」

			　呼び掛けに反応して、シランはゆっくりと瞬まばたきをした。綺き麗れいに血ち糊のりが舐め取られた唇が、ぴくりと震える。

			「たかひろ、どの？」

			　返答は舌っ足らずで、どこか幼い。

			　けれど、少なくともいまの彼女は、おれをおれとしてきちんと認識していた。

			「こ、こは……？」

			　みるみるシランの表情はしっかりしたものになっていった。

			　ここにある自分自身を確かめるように、彼女は広げた手を見下ろした。

			「……まさか本当に、戻ってこれたというのですか」

			　震える唇が、意味のある言葉を紡つむぎ出した。瞳ひとみの奥には、理性の光が宿っている。そこには、さっきまでの危うげな様子の彼女はもういなかった。
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			「よかった。目が覚めたんだな」

			　おれはほっと胸を撫で下ろした。察するにさっきまでの彼女は、自我を取り戻しかけた曖あい昧まいな状態だったせいで、多少なり行動がグールのものに引ひき摺ずられてしまっていたのだろう。少しひやりとさせられたが、この分なら、どうやら大丈夫そうだった。

			「孝弘殿！」

			　自分の手をまじまじと眺めていたシランが、伏せていた顔をあげた。

			　再びおれのことを映し出した碧へき眼がんが、この世にひとつきりの宝石のように輝いている。先程とはまったく違った意味で、おれはその輝きに目を奪われた。

			「ありがとうございます、孝弘殿」

			　ぎゅっと手を握られる。恐ろしく冷たい指の感触に視線を落とせば、一度は切り落とされた彼女の腕の先に、『赤い石の嵌はまった指輪』があった。

			　騎士団の証の指輪には、グールの判定機能がある。シランがグールではなくなったことで、どうやら指輪の色が変化したらしい。元の蒼あお色に戻らなかったのは、グールでなくなったものの、彼女がアンデッド・モンスターとなってしまったことは変わらないからだろうか。

			「これで、もう一度、わたしは戦えます。守りたかったものを、守ることができる……っ！」

			　それでも、ここにいるのがシランであることには変わりない。

			　ようやくおれにも、彼女の心を取り戻した実感が湧いてきた。

			　自然、口元に笑みが浮かんだ。

			　目の前の少女が、尊いと感じたその想いが、失われずに済んだ。いまは、それをまず喜ぼう。

			「全部、全部、孝弘殿のおかげです」

			「……いや。それは違うんじゃないかな」

			　感極まった様子で口にされた感謝の言葉に、おれは首を横に振った。

			　そして、涙の浮かんだ隻せき眼がんを丸くするシランに、ある言葉を投げかけたのだった。

			「『ここは願いが叶かなう世界なのだ』」

			「……？」

			「前に聞かせてくれただろ。確か、初代勇者の遺のこした言葉だったか」

			　それは、初代勇者が口にしたという言葉だ。人間にとっての暗黒の時代、それでも『望みを捨てるな』と、彼は人々を励はげましたのだという。

			　もちろん、この言葉について語ったシランも言っていたように、それはあくまでもひとつの解釈に過ぎない。あまりにも遠い昔の、あまりに単純な言葉であるために、当人しか知るよしのない真意を確かめる術すべは、もはやない。

			　けれど、その優しい解釈が、守るための戦いを続けてきたひとりの気丈な少女をこれまで支え続けてきたことだけは確かだった。

			　だからこそ、これほどこの場に相応ふさわしい言葉もない。

			「おれに備わった力だけじゃ駄目だった。おれが願うだけでは、きっと届かなかっただろう。『願いが叶かなう』というのなら……それこそ、シラン自身の強い望みと、砦とりでを守ろうとした人たちの願いがあったからこそだ」

			　おれたちみんなの願いの結晶として、いまのシランはここにいる。それをおれひとりの手柄にしてしまうのは、ちょっと違うだろう。

			「わたしたち、みんなの想いが……」

			　おれの言葉を聞いて、シランはそっと目を伏せた。

			　なにを思っているのだろうか、彼女はおれと繋いだ手を見詰めている。

			「……そう、ですね」

			　やがて彼女の口元に、綺き麗れいな微笑ほほえみが浮かんだ。

			「これは、わたしたちみなで起こした奇跡なのかもしれません。……ですが、だからこそ、孝弘殿。どうかお礼を言わせてください」

			　蒼あおい宝石のような瞳ひとみが、再びおれの姿を映し出した。

			「ありがとうございます、みんなの願いを拾い上げてくださって。……わたしの願いを、救い上げてくださって。あなたはきっと否定するのでしょうが、少なくとも、わたしにとってあなたは……」

			　なにかを言おうとしたシランが、続く言葉を呑み込んだ。

			　かぶりを振る。そうして、改めて向けられたシランの顔は、世界を守るために戦い続けてきた騎士のものに変わっていた。

			「孝弘殿に取り戻していただいたみんなの想いに……そして、わたし自身の願いのために、わたしは戦わねばなりません。行きましょう、孝弘殿。我らの戦場へ」

			　傷付けられる誰かを守らんとする誓いの輝きはそのままに。

			　アンデッド・モンスターとして、騎士シランはここに新生した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　再会を喜び合いたい気持ちはある。

			　取り戻したものを、もっと実感していたいと思いもする。

			　けれど、状況はそれを許さない。

			「ああ。一緒に戦おう。状況の説明は必要か？」

			　触れ合っていた手を離して、おれはシランに確認を取った。

			「いえ。大体のところは把は握あくしています」

			　おれの手を追っていた目をあげて、シランはかぶりを振った。

			「あの奇妙な世界で孝弘殿に抱えられているうち、こちらの事情は伝わってきていましたから」

			「……今更だが、あの場所でのことを覚えてるんだな」

			「ええ。とはいえ、夢を見ていたように、実感はありませんが……けれど、あれは決して夢などではないのでしょう？　でしたら、わたしのやるべきことは決まっています」

			　シランは振り返って、通路の先を見据えた。

			　巻き上がる爆炎と粉ふん塵じんで霞かすむ風景の奥に、派手に撒まき散らされる蜘く蛛も糸を火魔法で焼き払ってガーベラとやり合う、長身の少年の姿が垣かい間ま見えた。

			　シランは十文字に一度敗れている。無残な敗北は、ひとを怖おじ気けづかせるものだ。心臓を貫つらぬかれて殺害される経験なんて普通はありえないということを考えれば、尚更、彼女のことが心配でもあった。

			　しかし、シランの表情に怯おびえの色はなかった。眼差しは強く、小揺るぎもしない。これなら十文字と剣を交えることにも、なんら問題はないだろう。それを確認して、おれは口を開いた。

			「見ての通り、いまはガーベラ……おれの眷けん属ぞくの白いアラクネが、十文字の相手をしてくれている」

			　ガーベラは、十文字得意の火魔法には効果が薄いとわかっている蜘蛛糸を、あえて多用して戦いを繰り広げている。この戦い方は事前に打ち合わせていたもので、狙いは十文字の火魔法を誘うところにあった。作戦はうまくいったようで、十文字は巻き上がる爆炎のせいで、おれたちの動きにまだ気付いていない。

			　……通路の壁が崩れ始めているあたり、少しやり過ぎな感はあるが、ガーベラはうまくやっているというべきだろう。

			　だが、それはいつまでも続くものではない。

			「たとえ白いアラクネであったとしても、十文字を倒し切るのは難しい。このまま戦い続ければ、返り討ちに遭う可能性も低くないだろう。早速で悪いんだが、シランにはガーベラに加勢してもらいたい」

			「わかりました」

			　おれの要請にシランは頷うなずき、小さく苦笑を漏もらした。

			「しかし、まさか伝説の怪物と肩を並べて戦うことになるとは、人生とはわからぬものですね。いえ。わたしはもう死んでいるのですが」

			「おれにとっては、大事な仲間だよ。あれで可愛かわいいところもあるんだが」

			「可愛い……ですか？」

			　おれの言葉が意外だったらしく、シランは目を丸めた。白いアラクネとしての猛たけ々だけしくも美しい彼女の姿しか見たことがなければ、そう思うのも無理はなかった。

			「ああ。機会があれば、シランも仲良くしてやってくれ」

			　そんな機会を作るために、いまは戦わなければならない。

			　おれは戦場に向き直った。

			　そのときだった。

			「あ、れ……？」

			　目に映る世界が、ぐにゃりと歪ゆがんだ。

			　唐突に、酷ひどい眩暈めまいが襲い掛かってきたのだ。到底、立ってなんていられない。

			「ご主人様!?」

			「孝弘殿！」

			　ふたり分の悲鳴が響くなか、おれは尻しり餅もちをついた。

			　全身に奇妙な脱力感があった。咄とつ嗟さには立ち上がることができない。

			　慌てた様子で駆け寄ってきたリリィが、回復魔法をかけてくれた。

			　左肩の咬こう傷しようから滲にじんでいた血がとまる。数秒のうちに、眩暈のほうも収まった。

			「ご主人様。いったい、どうしちゃったの……？」

			　リリィが心配そうな表情で、顔を覗き込んできた。

			「あー、いや。……ちょっと無理をし過ぎたか」

			　先程の不思議な空間で見た、ひび割れた自分自身の像のことを、おれは思い出していた。

			　あれがなんだったのかはわからないが、普通とは違った形で行われたシランの眷けん属ぞく化が、おれの存在になんらかの形で負担をかけたことは間違いない。いまの眩暈めまいが、そのひとつの表れだったとしても不思議はなかった。

			　それとも、体力自体が落ちていたのが原因だろうか？

			　いくら魔力の運用を覚えたことで無理が利くとはいえ、今日は連戦に次ぐ連戦だったし、肩の怪け我がと出血のこともある。そろそろ限界がきてもおかしくはなかった。

			　リリィの手を借りて立ち上がったおれに、シランが気遣わしげな眼差しを向けてきた。

			「孝弘殿。あとのことはわたしに任せて、あなたは……」

			「いや。ここでさがるわけにはいかない」

			　シランの言葉はありがたかったが、おれは首を横に振った。

			　片意地を張っているわけではなかった。

			　十文字に正面から対抗する力があるのは、現状、シランとガーベラだけだ。しかし、急造コンビでは、いささか連携に不安が残る。彼女たちを繋ぐ存在は、どうしても必要だった。

			「おれのことより、シランだ」

			　幸いなことに、眩暈は一過性のものであったらしく、もうひとりで立つくらいのことはできた。心配げなリリィの手をやんわり断って、おれはシランに確認を取った。

			「ちゃんと戦えるのか？　いろいろと、その……勝手が違うように思うんだが」

			「そうですね」

			　シランの右手が自分の左腕の切断跡をなぞり、続いて、右目を潰した切せつ創そうを覆おおうように顔に触れた。その手を降ろして、シランは両手を何度か開閉してみせる。

			　ぎし、と拳が軋きしんだところで、彼女は行為を中断した。

			「一度切断された左腕ですが、動きにはなんの支障もありません。大幅な身体能力の向上に対して、どうやら身体強度はそのままのようですね。ややバランスが悪いですが、小精霊４体の助けを借りたときに近い感覚で動けば、これはどうにかなるでしょう。ただ、魔法……特に精霊使いとしての力は、使わないほうがいいでしょうね。魔力の質が変わってしまっていますから。いまのわたしでは、なにがどうなるかわからない」

			「……戦えるのか？」

			　少し不安になっておれが尋ねると、ふっとシランは微び笑しようを浮かべた。

			「無論です。そのためにわたしは、孝弘殿の助けを借りて、死の淵から舞い戻ってきたのですから」

			　力強い言葉だった。どうやら愚問だったらしい。

			「任せてください。……いえ。違いますね。一緒に戦いましょう、孝弘殿」

			「……わかったよ、シラン。悲劇はおれたちが、ここで終わらせよう」

			　モンスターの大群の襲来から始まり、この騒動では多くのものが失われた。元凶である十文字は、必ずここでとめなければならない。そのために、各々が最後の力を振り絞ろう。

			　チリア砦とりでで行われる、これが最後の戦いだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「それでは、行きます」

			　送り出したシランは、床に転がった剣を拾い上げると、そのまま通路を駆け抜けた。

			　目指す先は、直剣を振るう少年と、跳躍する白い蜘く蛛もとの戦場だ。

			　自分と同じ眷けん属ぞくである彼女の接近にいち早く気付いて、ガーベラが浅く微笑ほほえんだ。

			「来たか、小娘」

			「助すけ太だ刀ちします！」

			　ガーベラと戦う十文字に、シランは横合いから斬ざん撃げきを繰り出した。さっき彼女自身が言っていた通り、踏み込みから剣の振り下ろしに至るまで、彼女の動作に危ういところはない。急激に向上した身体能力に振り回されることなく、彼女は剣を振るっていた。

			　受け止めた十文字が、驚きよう愕がくに目を見開く。

			「なっ……お、お前！　さっきまでと様子がっ!?」

			　狼ろう狽ばいした様子で、十文字は背後に跳び退って距離を取った。

			　ガーベラと肩を並べたシランが、彼のことを睨にらみつける。

			「ええ。すでに死したこの身ですが、あなたの放ほう埓らつをとめるため尽じん力りよくさせていただく！」

			「なんだ、それは。どうしてグールが……まさか！」

			　呻うめき声をあげた十文字が、少し距離を取って立つおれの存在に気付いた。

			「お前……真島！　そうか、蜘く蛛もの乱入はそのための時間稼ぎか!?」

			　忌いま々いましげな十文字の言葉にかまってやる義理はない。おれは声をあげた。

			「ガーベラ！　正面はシランに任せろ！」

			「……む。主殿の命とあれば致し方ないの」

			　渋々ではあるものの、ガーベラはおれの指示には素直に従う。

			　引き下がった彼女は、前に出るシランに声をかけた。

			「奮えよ、小娘。この戦場、貴様が主役だ」

			「言われずとも！」

			　シランは激しく十文字に斬りかかった。

			　踏み込んだ足が床石を割り、振り上げた剣が世界さえ切り裂かんばかりに猛たけり奔はしる。

			　身体能力そのものは理性なきグールのときのほうが上だっただろうが、それでも人間の枠を外れた彼女の身体能力は、生前を遥かに凌りよう駕がしている。十文字との間にあった理不尽なまでのスペック差は詰まっていた。

			　繊細な剣技までは調整が追いついておらず、取り戻し切れていない感があるが、少なくとも彼女は十文字よりうまく剣を扱っていた。

			　加えてシランにはひとつだけ、十文字よりも有利な点があった。

			　それは、傷に対する回復力だ。

			　アンデッド・モンスターとして、シランは並外れた修復力を持っている。

			　対する十文字は、グールと化したシランとの戦闘中、利き腕に喰いつかれて傷を負っており、それ以外にも、いくつも怪け我がをしていた。彼も回復魔法が使えないわけではないのだろうが、戦闘中に治療できるほど得意ではないらしい。

			　そもそも、渡辺を排除した十文字にとっては、ここまでの抵抗があること自体、まったくの想定外だったに違いない。勇者が裏切ったという事実に堪たえられる人間など、この世界にはほとんどおらず、反則級の戦闘能力を持つ彼に対抗できるような人材も稀まれなのだ。このふたつを兼ね備えた存在がいたことが、十文字にとっての不幸であり、おれたちにとっての幸運だった。

			「はああぁああッ！」

			　多少なり戦闘力の落ちた十文字なら、いまのシランは真っ向からでも戦える。喰い下がるので精いっぱいだが、それでいい。彼女はひとりではないのだから。

			「掻かき回せ、ガーベラ！」

			「あいわかった。任せよ、主殿」

			　おれの言葉にガーベラが応える。

			　樹海深部の白き暴ぼう虐ぎやく。伝説にさえ謳うたわれる白いアラクネなら、このレベルの戦いにもついていける。蜘く蛛も脚を持ち、単純な機動力ではこの場の誰をも上回るガーベラが、壁から天井から十文字を強襲した。

			　おれが正面をシランに任せ、ガーベラをひかせた理由がこれだった。

			　正面はシランに押さえられたうえ、四方八方から襲い掛かるガーベラの攻撃を捌さばくのは、いくら探索隊のチート持ちであっても難しい。

			「ぐっ……くそ！」

			　これには十文字も堪たまらず、ふたりから距離を取った。

			　堅実なシランは迂う闊かつな深追いを避け、油断なく剣を構えた。天井に張り付いていたガーベラが、くるりと身を翻ひるがえしてその隣に降り立つ。

			　ふたりは肩を並べて十文字と対たい峙じした。片や人界を守るためにモンスターと戦い続けてきた樹海北域最高の騎士。片や樹海深部で最強を誇った白き大蜘蛛。彼女たちの来歴を考えれば、それは本来ありえない共闘だった。

			　そして、彼女たちを言葉とパスで繋ぎ、そのありえない光景を実現するのが、おれの仕事だった。闘争に猛たけるガーベラを、その勢いを殺すことなく御ぎよすことができるのはおれだけだし、シランとの信頼関係についても構築できている。

			　ゆえに、いまのふたりに穴はない。彼女たちは確実に十文字を追い詰めていた。

			　それが、十文字にとって愉快なことであるわけがない。

			「なんなんだ、お前たちは！」

			　癇かん癪しやくを爆発させて、十文字が床を直剣で叩いた。

			「おれが力を手に入れるための経験値にすらならない有う象ぞう無む象ぞう！　おれが英雄として名を挙げるためにいる化け物！」

			　持ち上げられた剣の切っ先が、シランを、ガーベラを順々に指した。

			「お前たちごときが、どうしておれに逆らうんだ!?」

			　最後に十文字は、リリィに寄り添われて立つおれのことを睨にらみつけた。

			「お前たちは所しよ詮せん、おれが生きて元の世界に戻るための糧かてだろうが！」

			　相変わらず十文字の目には、おれたちのことはモノとしてしか映っていなかった。

			　その根底にあるものは、ひょっとしたら、周囲すべてに対する猜さい疑ぎ心しんなのかもしれない。

			　これだけの力を持ちながら、十文字は自身の境きよう遇ぐうに危機感を抱いている様子だった。

			　こんな世界に迷い込んでしまって、自分はいつまで生きていられるのかと不安に思う。それは極々当たり前な感情だ。

			　不安というものは積み重なる。誰もがそうであるわけでもないが、かといって、誰もが不安を解消できるわけでもない。そうして不安に駆られて周囲を見れば、すべてが自分を害する存在であるかのように思えてしまっても無理のないことではあった。

			　抱えた事情は違っていたが、おれ自身もこの砦とりでにやってきてから、周囲を警戒して過ごしていたことがある。だからわかるが、あれは酷ひどく精神を削られる状況だ。

			　それでも、おれにはリリィがいた。あやめもいたし、アサリナもいた。信頼できる彼女たちといる間は、心安らかでいることができた。

			　けれど、そういう存在がいなければどうだろうか？

			　考えたくもない。そうなれば、この世はまさに地じ獄ごくだろう。そんな状況に陥れば、ひょっとするとおれだって、他人をモノと見ることでしか精神を保てなくなるかもしれない。

			　……もちろん、こんなのは想像だ。

			　十文字は元からこういう性質だったのかもしれないし、そうではないのかもしれない。おれには……いいや、他の誰にだって、十文字達也という人間を語ることはできないのだ。

			　それに、たとえなにか事情があったところで、十文字の独りよがりな行為によって、多大な犠ぎ牲せい者が出た事実は変わらない。彼の罪が許されるわけでもない。この世界において、彼はあまりに危険な存在に成り果ててしまった。

			　だけど、いまの十文字を見ていると、おれはひとつ思わずにはいられないことがあった。

			「……ひょっとして、お前のその力は、ないほうがいいものだったのかもしれないな」

			　ぽつりと零こぼしたおれの言葉に、十文字は怪け訝げんそうに眉を寄せた。

			　すぐにその表情は、嘲あざけり嗤わらいに取って代わられた。

			「なにを今更。お前たちにとっては、そうだろうさ」

			「いいや。お前にとってもだよ、十文字。お前にはわからないかもしれないが……」

			　おれにとっては、眷けん属ぞくたちとの絆きずなと想いが詰まったこの力だ。

			　けれど、なんの想いも伴わなければ、こんなの不幸の原因でしかないのかもしれない。周りにいる人間たちにとっても……ひょっとすると、本人にとってさえ。

			　チート能力なんてものさえなければ、十文字は悪魔にならずに済んだのだ。コロニー崩ほう壊かいのときだってそうだ。なまじ力があったために、ただでさえ未熟な少年たちが短絡的な判断に流れやすくなった部分がなかったとはいえない。

			　なんなのだろうか、この力は。

			　おれたちは、もっとこの力について理解を深めるべきだったのではないか。

			　……なにを言っても、もう遅いが。

			「終わりだ、十文字」

			　おれの言葉に、十文字が目を剥むいた。

			「ふ、ふざけるな！　こんなところで、こんなところで！　このおれが終わってたまるか！」

			　口角泡を飛ばして怒鳴る。

			「おれはひとりで生き残る。お前ら有う象ぞう無む象ぞうを喰らい尽くせば、あの世界に戻れるんだ！　おれの身に備わったこの力なら、それが可能なはずなんだ！　これは、そのための力なんだ！　だったら、それはつまり、お前たちはおれに喰われるために、この世界に一緒に落とされたってことだろう!?」

			　彼にとってだけ筋の通った理屈を喚わめき散らすその姿に、取り澄ました『勇者』としての顔はすでにない。

			「お前たちは、大人しくおれの糧かてになればいいんだ！」

			　直剣を手に十文字が駆け出した。

			　狙いは……案の定というべきか、おれだった。

			　展開される赤い魔法陣。第三階かい梯ていの火魔法だ。それを確認して、おれは目を細める。

			　十文字の襲しゆう撃げきは、先程とまったく同じ筋道を通っている。怒りが彼の攻撃を単調なものにしていた。

			「迎げい撃げきしろ、リリィ」

			　おれの指示に従い、待ち構えていたリリィが魔法を起動させた。

			　爆発する無数の火球と、乱舞する風の刃。砕かれ、切り裂き、互いの魔法が相殺し合う。

			　それは先程もあった光景だ。けれど、いまは迫りくる十文字を迎え撃つ存在がある。

			「ガーベラ！」

			「シャアァアアアッ！」

			　爆炎と風の刃が吹き荒れる空間をものともせず、白い蜘く蛛もが十文字に襲いかかる。多少の怪け我がなど度外視した挙動は、十文字の虚を突いた。

			　しかし、それでも対応してくるのがチート持ちの戦闘能力だ。

			「ぐっ、邪魔だ、化け物！」

			　炎を突きぬけて襲いかかるガーベラを、唸うなりをあげる鋼の刃が迎え撃った。

			　がぎぃん、と耳障りな破砕音がして、蜘く蛛も脚の１本がへし折れた。

			　押し負けたガーベラがバランスを崩して、床に叩きつけられる。しかし、振り乱された白い髪の間に垣かい間ま見えた彼女の口元は、会心の笑みを浮かべていた。

			「うぐっ、こ、こいつ……!?」

			　脚一本へし折れることさえ厭いとわずに放たれたガーベラの捨て身の蹴しゆう撃げきは、腕に怪け我がをしていていて握力が足りなかった十文字の手から、直剣をもぎ取っていた。

			　十文字の直剣が、魔法の炎も風も弱まった空間に舞い――そこで、シランが前に出た。

			　十文字やガーベラに比べて、エルフの少女の体はあまりに脆もろい。一定の範囲を蹂じゆう躙りんする爆炎と風の刃は、彼女にとって鬼き門もんと言える。ましてや、いまの彼女は魔法が使えないのだから、対処の術すべさえない。

			　だからこそ、彼女の投入はこのタイミングでなければならなかった。

			　ガーベラと時間差をつけて繰り出された攻撃は、十文字を完かん璧ぺきに捉えていた。

			　これは避け切れない。

			「はあぁあああ！」

			　横薙なぎに振るわれたシランの剣が、防御に回された十文字の腕を斬り飛ばす。

			　だが、そのせいで剣速が微妙に鈍った。もう少しというところで、切っ先は十文字の喉元、数センチ先を通り過ぎる。

			「あっ、ぁあ!?　ぁあああぁあ!?」

			　片腕の喪そう失しつと、それに伴う激痛に十文字が絶叫し、シランはすかさず剣を切り返す。

			「終わりです！」

			「やらせるかァ！」

			　怒声とともに、十文字の脚が跳ね上がった。

			　二の太刀を放とうとしていたシランの腹に、靴先がめり込んだ。本来なら破れかぶれでしかない攻撃のはずが、チート持ちの力はそれを凶きよう悪あく無む比ひな一撃に変えていた。

			　鎧よろいが拉ひしやげ、シランの腹部が破壊される。

			　がほっと噎むせてシランは膝を折り、吐き出された血が顎あごを伝って床を汚した。

			　そんな彼女を見て嗤わらう十文字が、弾かれて宙を舞う直剣に手を伸ばした。

			　アンデッド・モンスターとなったシランは、この程度のダメージで行動不能に陥ることはない。だが、次の挙動に移るまで、ひと呼吸の時間が必要だった。その間に、十文字は剣を手に取り、彼女を斬り捨てる――

			「……あ」

			　――そんな未来を、伸ばされた蔓つるが絡めとった。

			　剣を掴もうとした十文字の手が、虚しく宙を掻かく。

			　伸びてきた蔓の先を、十文字の目が辿った。

			「お、前……ッ!?」

			　寄き生せい蔓つる・アサリナを走らせたおれと、奴の目が合った。最後の最後まで、その目はおれのことを同じ人間として見ていなかった。

			「いまだ、シラン――ッ！」

			　なにかを喚わめこうとする十文字に先んじて、おれは叫んだ。

			　蹲うずくまったままのシランが、腰だめに剣を構える。

			「やあぁあぁあああ！」

			　立ち上がると同時に、放たれる一撃。

			　逆さか袈げ裟さに走った斬ざん撃げきが、十文字の体を深々と斬り裂いた。

		

	
		
			12　決着

			　

			　深い傷からおびただしい量の鮮血を撒まき散らして、十文字はゆっくりと背後に倒れた。

			　その前には、血に濡れた剣を杖にして、辛うじて自分の体を支えるシランの姿がある。

			　倒れた十文字はぴくりとも動かない。通路の床に、赤い血溜まりが広がっていく。その光景を見て、おれの隣にいたリリィがつぶやいた。

			「勝った……んだよね、ご主人様」

			「ああ」

			　おれは短く応えて、長く伸ばしていたアサリナを引き戻した。

			　絡め取った十文字の長剣が、からんと床に跳ねて転がった。

			　……勝った。確かに、おれたちは勝ったのだろう。

			　だが、勝利の感慨よりも、事件が終息した安あん堵ど感のほうが、おれのなかでは大きかった。

			　勝利に浸るには、あまりに犠ぎ牲せいが大き過ぎたというのもある。砦とりでに詰めていた大勢の騎士や兵士、そして９名の転移者たち。亡くなった者たちは、もう帰ってこない。

			　それでも、ここで十文字達也をとめられたことは、意味のあることだと思いたかった。

			　この世界は『強い者が好き勝手に振る舞える』ものだという工藤の諦あきらめに満ちた言葉を、いまなら否定してやれるだろうか？　この結末を以って、哀れなあの少年と、亡くなったすべての犠ぎ牲せい者への手向けにしてやりたかった。

			「ご主人様」

			　リリィに声をかけられて、おれは振り返った。蜘く蛛も脚を２本失ってやや歩きづらそうなガーベラが近付いてきていた。そのうしろには、吐血に口元を汚したシランが続いている。

			「負担をかけたな、ガーベラ。それに、シランもお疲れ様」

			「いやなに。たいしたことではない。妾わらわたちは、妾たちの敵を倒した。それだけのことであろ」

			「これはもとよりチリア砦とりでを預かる我らの戦いです。孝弘殿が気に病むことはありません」

			　とはいうものの、ボロボロになった彼女たちの姿を見るのは忍びない。

			　残務処理とでもいうべき仕事がまだ残っていることを考えれば、尚更のことだった。

			「十文字は倒したが、砦にはまだモンスターが残っている。あともう少しだ。力を貸してくれ」

			　おれが言うと、気にするなとばかりに、少女たちの顔に笑顔が咲いた。

			「了解だよ、ご主人様」

			「無論です」

			「うむ。妾が軽く蹴散らしてくれよう」

			　仲間たちの頼もしい返答におれも少しだけ笑って、今後の行動について思考を巡らせた。

			　いまのチリア砦とりでに、侵入したモンスターを排除できるまともな戦力は、おれたちくらいしか残っていないだろう。モンスターの掃そう討とうと、生き残りの保護をしなければならなかった。

			　ただ、モンスターであることを隠せないガーベラを連れている以上、おれたちが味方であることを誰の目にもわかりやすく示す必要がある。

			　エルフであるシランひとりでは、そのあたりの説得力はやや弱いから、まずは少し離れたところで待機しているはずの同盟騎士団と合流するべきだろう。

			　方針が決まったところで、おれはリリィに声をかけた。

			「リリィはガーベラを回復させてくれ。それが終わり次第、騎士団と合流しよう」

			　ガーベラはおれの眷けん属ぞくにおける最高戦力だ。たとえ掃討戦といえども、不測の事態を考慮すれば、回復させておくに越したことはない。もともとガーベラの自然治癒能力は高い。リリィの回復魔法でそれを促そく進しんすれば、数分以内に治療は終わるはずだった。

			　その短い間に、おれは後始末をしてしまうことにした。

			　アンデッド・モンスターであるため回復魔法の恩恵に預かれないシランも、おれに付き合ってくれた。ありがたいことだった。これはあまり気分のいい仕事ではないから。

			「あ……あ。い……ぁ、だ……」

			　驚いたことに、十文字はまだ生きていた。

			　シランに斬り捨てられたときには、深い傷によって気を失っていたはずだが、そのあと、すぐに意識を取り戻していたのだ。ウォーリアとして与えられた強きよう靭じんな生命力が、彼の命をこの世界に繋ぎとめていた。

			　しかし、それもそう長くは続かない。シランの与えた傷は、明らかな致ち命めい傷しようだった。探索隊メンバーでも特に回復魔法に特化した者なら、ここからでも彼の容体を回復させることが可能かもしれないが、そんな使い手はこの砦とりでにはいない。

			　いまの彼には、もはや絶望と苦痛しか残されていなかった。

			　救いがあるとすれば、それはもうひとつだけだ。

			「……介かい錯しやくを、孝弘殿」

			　眉を寄せたシランが言った。

			「たとえ大勢の命を奪った悪人と言えど、無為に苦しませるべきではありません」

			「ああ」

			　言葉少なにおれは頷うなずき、剣を片手に十文字に近付いた。

			「おれは……ぇる」

			　ごぼごぼと濁音混じりの声が聞こえた。

			「おれは、帰る、んだ……ひと、りでも……」

			　ずるずると這って移動した１メートルほどを、血の跡が汚している。

			　そこにいたのは、ただ生にしがみつこうとする、どこにでもいる少年だった。

			「……」

			　十文字に手を下したのはおれだ。

			　実際に斬ったのはシランだが、そんなのは関係ない。彼はおれが殺したのだ。

			　だから、その姿に憐あわれみを覚えるのは酷ひどい偽善だと弁わきまえている。

			　彼のやったことを考えれば、同情の余地はない。

			　けれど、この光景を見てなにも感じないようにもなれそうにない。このあたりは、かつて加賀を返り討ちにした夜、あの洞どう窟くつでローズ相手に語った通りだった。少しくらい戦えるようになったところで、おれは結局のところ、英雄にも怪物にもなれないままだ。

			　多分、それでいいのだと思う。他人の死に対してなにも感じなくなればどうなるのかは、十文字を見ていれば、嫌というほどわかることだった。

			「孝弘殿。あなたに難しいのなら、介かい錯しやくはわたしが……」

			「いや」

			　気遣わしげなシランの申し出に、おれは首を横に振った。

			　責任逃れのようなことをするのに抵抗があった……というのもあるが、あとあとのことを考えると、シランがとどめを刺すのは面倒事の種になる可能性があった。ただでさえ、いまの彼女はアンデッド・モンスターになってしまっている。先行きが不透明ないま、『英雄殺し』のレッテルまで彼女に背負わせるわけにはいかなかった。

			「これは、おれの仕事だ」

			　おれは剣を振りかぶった。

			　……この剣が重く感じられるのは、目の前にいるのが人間だからだ。

			　徹てつ頭とう徹てつ尾び、十文字はおれたちのことを人間として見ていなかった。けれど、おれが彼をどう見るのかは、それとは別の話だろう。

			　おれは十文字を殺す。

			　その事実を背負って、この異世界をこれからも生きていく。

			　

			　鋭い刃が肉を貫つらぬき、どぷりと血液が噴き出す。

			　命を断ち切る鈍い音が、通路に低く響き渡った。

		

	
		
			13　残された謎

			　

			　――鋭い刃が肉を貫つらぬき、どぷりと血液が噴き出す。

			　――命を断ち切る鈍い音が、通路に低く響き渡った。

			「……」

			　その音を聞きながら、おれは唖あ然ぜんとして立ち尽くしていた。

			　おれはまだ、自分の剣を振り下ろしていない。

			　どこからか飛んできた真っ黒な剣が、俯うつぶせに倒れた十文字の背中に突き刺さっていた。

			　まるで影絵そのものの見てくれをしたその剣が、瀕ひん死しだった十文字の命を奪ったのだ。思いもよらぬその光景が、思考を凍りつかせる。

			「孝弘殿！」

			　叫んだシランが、おれの前に出た。

			　そこに襲いかかってきたのは、無数の影絵の剣だった。

			「ぐっ、ぐぐ……っ」

			　飛来した剣を、シランは次々に弾き飛ばした。

			　だが、あまりにも数が多い。おれを庇かばったままでは、さすがのシランも押し切られてしまうだろう。おれはほとんど無意識のうちに背後に跳び、シランもこれに続いた。

			　さっきまでおれたちのいた場所に、何十本という剣が突き立った。

			　それだけでは終わらない。後退するおれたちに、更に剣が追いすがってきて――

			「ご主人様！」

			「さがれ、主殿！」

			　――合流したリリィとガーベラが、これを迎げい撃げきした。

			　ガーベラの両手から広く網のように射出された蜘く蛛も糸が、影絵の剣を絡め取る。いくらかの取りこぼしは、リリィが槍やりで弾き返した。

			　襲しゆう撃げき者もこれ以上の攻撃は無駄と判断したのか、それとも、一度に放てる剣の数に限りがあったのか、通り雨のようだった攻撃がやんだ。

			「なにが……」

			　跳ねる心臓を押さえつつ、おれは状況を確認しようと努めた。

			　通路はいまや影絵の剣が無数に突き刺さって、まるで針山のようになっている。

			　その向こう側に、上半身だけを床から生やした大きな影絵の人型があった。以前にも見たことのあるそのモンスターは、この世界でドッペル・ゲンガーと呼ばれているものだ。しかし、目の前に現れたその個体は、これまでおれが見知っていたものと少し様相が異なっていた。

			　大きいのだ。

			　上半身のみを形作った影絵の背丈は、軽く３メートルに届くほど。人間ひとり呑み込んでいるのではないかというくらい腹回りも大きく膨ふくれ上がっているため、その姿は通常の個体より何倍も大きく見えた。

			「ご主人様、気を付けて。なにか様子がおかしい」

			　槍やりを構えたリリィが警告を発した。

			　変化はその直後――針山のように通路に突き立った影絵の剣に起きた。

			「これは……!?」

			　剣の形をした影が、次々と崩れていく。

			　崩れた影は何本か分ずつ混ざり合い、新しい形に再構成された。

			　やがて影たちは、数十体のドッペル・ゲンガーの姿を取った。

			　あっという間に、通路はモンスターに埋め尽くされてしまっていた。

			　１匹の巨大なモンスターから、多数のモンスターが生まれた。――初めて見る現象ではあったが、幸い、おれはこれに該当する存在について、以前に耳にしたことがあった。

			「モンスターを生むモンスター……『クイーン・モンスター』か？」

			　モンスターとは魔力を持つ生き物だ。そして、ある程度以上の魔力を蓄積させたモンスターは、新たな個体を生み出すようになる。そうした生殖能力を持つ個体を、おれたちはクイーン・モンスターと呼んでいた。

			　目の前の個体は、その１体に違いない。

			　そこまではいい。目を見張る現象ではあったが、おれの知識の範はん疇ちゆうにある出来事だ。

			　おれの知識に反するのは、そこから先の事実だった。

			「ご主人様。これって本当に、クイーン・モンスターなんだよね？」

			　掠かすれた声でリリィが言った。

			「それなのに、どうしてわたしたちやご主人様とパスが繋がってないの？」

			　転移者のひとりとして、おれには『保有魔力量の高いモンスターと心を繋げる』能力がある。対象となるのは、便宜的な分類でいうところのレア・モンスター以上だ。クイーン・モンスターは、それより上位の存在である。なのに、『ドッペル・クイーン』とでもいうべき目の前のモンスターとおれとの間には、パスが構築されていなかった。特殊なケースだったシランのときでさえ、パスを繋げる糸口くらいは掴めたというのに、それすらも感じ取れない。

			　つまり、目の前のモンスターは、おれの知るルールから外れた存在だということになる。

			「……お前は、いったい？」

			　疑問の言葉を口にしたのは、返ってくるものを求めてのことではなかった。

			　おれの能力の性質上、パスが繋がっていなければ、たとえクイーン・モンスターであったところで、目の前のモンスターに自我を芽生えさせることはできない。従って、反応などあろうはずがなかったのだ。

			　そのはず、なのに――

			「まさかあの十文字達也を、正面から打ち破るとは思わなかった」

			　――果たして、応答はあった。

			　精せい悍かんな印象のある少年の声だった。それを聞いて、おれは息を呑んだ。

			　なぜなら、返ってきた声というのが、他ならぬ十文字達也のものだったからだ。

			　もちろん、本人ではない。彼はもう死んでいる。

			　そこにいたのは、十文字達也の精巧な複製品だった。

			　ドッペル・ゲンガーの大群が、一斉に彼の姿をコピーしていたのだった。

			　見た目だけではあるが、その再現性は本物との区別なんてつかないくらいに完かん璧ぺきだった。

			　ただ、ひとつだけ大きな違いがあった。

			　コピーされた十文字達也の顔には、表情と呼べるものが一切存在しなかったのだ。

			　良くも悪くも彼を人間たらしめていたもの――おびただしい犠ぎ牲せいを生み出した我欲も、被害を顧かえりみない傲ごう慢まんさも、徹底した他人への冷徹さもない。たったそれだけのことが、目鼻立ちをナイフでずたずたにされるよりよっぽど無残に、『十文字達也』という存在を損ねていた。

			　そんな貌かおのない彼らが、無感情な眼差しを一斉にこちらに向けている。

			　見ているこちらの精神を不安定にさせるような、それは一種異様な光景だった。

			「見事だと言っておこう、もうひとりの王」

			　口をひらいたのは、数十名にも及ぶ『十文字達也』のうち、もっとも近くにいた１体だった。その声は機械のように無味乾燥で、およそ感情と呼べるものが読み取れない。

			「見させてもらったぞ、その力。そちらの凶悪なアンデッド・モンスターを、よく手て懐なずけることができたものだ」

			　これは、また別の１体が言う。そして、また別のものが口を開いた。

			「ガーベラといったか、そっちの大おお蜘ぐ蛛もは怖いな」「擬ぎ態たいしているスライムも、枠を外れている」「リリィと呼ばれていたな」「他にもいろいろ」「あやめに、アサリナ」「砦とりでの外にもいると言っていた」「ローズだったか」

			　次々と役者を変えて、しかし役どころは『十文字達也』のひとりだけで、彼らはここにいないローズも含めた、おれの眷けん属ぞくの名前をあげていく。

			「おれたちの王とやりかたは違うようだが」「末恐ろしい力だ」「いまでも十分に脅きよう威いだ」「おれもこいつの命を」「ずっと狙っていたのだがな」

			　最後の言葉を口にした個体は、唯一モンスターの姿を取ったままのドッペル・クイーンの前に、本物の十文字の骸むくろを捧ささげた。

			　とめる暇もなかった。

			　十文字の亡なき骸がらは、ドッペル・クイーンが大きく開けた口のなかに呑み込まれていった。

			　巨大な影絵が蠢うごめき、耳を塞ぎたくなるような湿った音が響いた。

			　口の中に入れたものを咀そ嚼しやくしているのだ。

			　ごくりと嚥えん下げすると、ただでさえ大きな腹が更に大きく膨ふくらんだ。

			　こうして十文字達也は、モンスターの餌となって、この世界から永遠に姿を消した。

			　……いいや。姿形だけは残っているのか。

			　それも、数十にコピーされて。

			　そのうちの１体、ドッペル・クイーンに十文字の亡なき骸がらを捧ささげた『十文字達也』が、腹をさすりながら振り返った。

			「ごちそうさま」

			「……喋しやべった？」

			　おれも抱いていた疑問を、やっとのこと、リリィが口にした。

			「ドッペル・ゲンガーが、自分の意思で？」

			　ドッペル・ゲンガーのモンスターとしての特性は、対象の姿形をコピーすることだ。

			　しかし、たとえ人間をコピーしたところで、彼らが言葉を操ることはない。モンスターである彼らには、自我が存在しないからだ。それなのに、目の前の個体はこちらに話しかけてきた。それはすなわち、どのようなかたちであれ、自身の意思を持つことの証拠に他ならない。

			「……まさか」

			　そうした存在にひとつだけ心当たりがあって、おれは小さく呻うめき声をあげていた。

			「坂上が言っていた『話のできるモンスター』っていうのは、こいつのことか……？」

			　それは、追い詰められた坂上が言及していた存在だった。

			　彼は意思持つモンスターを介して、他のモンスターに指示を与えていたと言っていた。それがこいつなのだとしたら、おれの能力が通じないのも理解できる。

			　おれはチート持ちだが、こいつも他のチート持ちの固有能力の影響下にいるのだ。ルールが変わったのではなくて、別のルールが割り込んできている。だから、競合するおれの能力が通じない。

			　リリィたちを見る限り、逆にこちらも相手の能力から大きな影響を受けている様子がないことを考えれば、これでまず間違いないだろう。

			「つまり、お前が『ベルタ』だな？」

			　それを聞いた大勢の『十文字達也』が、一斉に笑みを浮かべた。

			　一瞬、それが普通、笑顔と呼ばれるシロモノだということに、おれは気付けなかった。

			　人間が笑うときには、たとえ作り笑いであったところで、そこになんらかの感情が付ふ随ずいするものだ。しかし、『ベルタ』の笑みにはそれがない。その笑みは皮ひ膚ふに張り付いた『なにか』にしか見えず、ただただ、おぞましさしか感じられないものだった。

			　なまじ人のかたちをしているからこそ、人間ではありえない挙動には強烈な違和感が伴った。見ていて酷ひどく気分が悪い。吐き気がする。無数に蠢うごめくムカデの群れでも見ている気分だった。目の前の光景に、まるで現実味が感じられない。

			　おれはもう、なんだか頭がくらくらしてきて――

			「……呑まれるな、主殿」

			　――たおやかな手が、おれの肩に乗せられた。

			「ガーベ、ラ？」

			「猪ちよ口こ才ざいな手を使うものだ。幻惑とはな」

			　……幻惑？

			　そう言われて初めて、おれは自分の意識に靄もやがかかっていることに気が付いた。

			　幻惑の力を持つモンスターがいることについては、チリア砦とりでに来てから、ケイがしてくれた講義で聞いた覚えがあった。

			　幻惑は肉体に直接ダメージを与えるのではなく、精神に揺さぶりをかける。魔力を操ることができれば、ある程度抵抗することも可能だが、逆に、特定の条件に嵌はまってしまうと、格段にかかりやすくなってしまう性質がある。たとえば、一部の植物系モンスターの場合、咲き誇る花弁の美しさや、芳ほう醇じゆんな香りに意識を奪わせ、それを以って対象を幻惑するのだという。

			　ドッペル・ゲンガーがそうした力を持つというのは、これまで聞いたことがない。これはドッペル・クイーン『ベルタ』に固有の能力と見るのが正解だろう。そして、その条件というのは――。

			「気をしっかり持て、主殿。呑まれれば、それだけ幻惑にかかりやすくなるぞ」

			「……それが、あいつの幻惑の条件か」

			　おれは呻うめき声をあげた。この場面、畳みかけるように起こった異常事態が計算されたものであったことを理解したからだ。

			　事実、リリィやシランでさえ、目の前の異様な光景に呑まれかけていた。

			　そのなかでガーベラひとりだけが冷静さを保っていたのは、他ふたりと違って、彼女は人間としての経験を持ち合わせていなかったことが大きい。同じ人間にとってはおぞましく感じられることでも、純粋なモンスターである彼女にとっては薄気味悪い程度で済んだのだろう。

			　それに加えて、彼女のスタンスも影響しているに違いなかった。

			「忘れてくれるな、主殿よ。いまの主殿には妾わらわがいるということを。恐れることなどなにもない。こやつがなんであれ、妾たちに悪意を持つ敵であることは間違いない。であれば、話は簡単だ。叩き潰してしまえばいい。違うかの？」

			　なんであろうが、目の前に立つ障害は叩き潰せばそれでいい。

			　ガーベラのロジックはシンプルだ。それゆえに、どんなときでも揺るぎない。幻惑の力を持つドッペル・クイーンにしてみれば、こんなのほとんど鬼き門もんみたいなものだろう。

			「どうやら特別なのはうしろのデカブツ１匹だけで、あとは意思なき端末のようだ。あれを潰せば、それで終わる」

			　きちきちと蜘く蛛も脚を鳴らすガーベラに、大勢の『十文字達也』がびくりと震えた。

			「……やっぱり怖いな」「あんたは怖い」「おれなんかとは存在からして違う」「妬ねたましい」「羨うらやましい」

			　どこか恨めしげな『十文字達也』に、ガーベラは形のよい鼻をつまらなそうに鳴らした。

			「黙れ。貴様ごときが妾わらわを呑もうなどとは笑しよう止し千せん万ばん。弱った獲物を掻かっ攫さらう腐肉喰らいの分際で、のこのこ出てきたことが間違いだったと知れ。喰らう側と喰らわれる側がどちらなのか、その身にとくと教えてくれよう」

			　絶世の美貌を誇る少女から、膨ぼう大だいな殺意が噴き出して通路を満たした。

			　激戦で受けた傷はまだ回復し切っていなくとも、樹海深部最強の白い大蜘蛛は健在だ。たかだかクイーン・モンスター程度とは、生物としての格が違っている。

			　ドッペル・ゲンガー程度の影で、彼女の白は侵せない。物理的な圧さえ伴いそうな殺意の奔ほん流りゆうは、まともな感情のない存在でさえ圧倒した。

			「う、うう……」

			　仮面の笑みを浮かべたまま、十文字の姿を借りたドッペル・ゲンガーたちは震えあがる。すべてが借り物の彼らだが、その怯おびえだけは本物だとわかった。

			　……だからこそ、おれは不審に思った。

			　ガーベラのおかげで幻惑は解けている。靄もやが晴れた思考が、違和感を訴えかけていた。

			　おれの眷けん属ぞくとは違い、どうも感情というものが希薄なように見える目の前のドッペル・クイーンだが、だからこそ、いま感じている恐怖は大きなもののはずだ。なのに、なぜ、こいつは『のこのこ出てきた』のだろうか？　こうなることは、わかり切っていたはずなのに……。

			「……腐肉喰らいか」「ああ、そうだな」「否定はできない」

			　おれの疑惑の眼差しの先、『十文字達也』たちが口を開いた。

			「おれではお前に勝てない」「だが、勝つ必要はない」「戦って勝てない相手の対処法はただひとつ」「戦わなければいいだけのことだ」

			　ガーベラが眉を顰ひそめた。

			「逃げるつもりか。愚おろかな。妾わらわがそれを許すとでも？」

			　加えられる威圧に怯おびえながらも、『十文字達也』が言葉を途切れさせることはなかった。

			「そのつもりだ」「おれは目的を果たした」「あとは逃げるだけだ」「十分に逃げられるとも」「やれるものならやってみればいい」「その間に、なにがどうなっても知らないがな」

			　その台詞せりふのなかに、聞き逃せないものがあったのだ。

			「ちょっと待て。ガーベラ」

			　おれはガーベラを手振りで抑えて口を開いた。

			　猛烈に嫌な予感がしていた。

			「『なにがどうなっても知らない』だと。お前、なにを知っている？」

			　無表情な十文字の顔が、一斉にこちらを向いた。

			「伝わってくれたようでなによりだ」「このまま引き千切られてしまうかと思った」「それはお互いにとって都合が悪いからな」「いいさ、教えてやる」「わかりやすく言うのなら、そうだな……」

			　貼りついたような笑顔のまま、大勢の『十文字達也』が口を揃えて言った。

			　

			「おれの名は『ベルタ』じゃない。『アントン』だ」

			　

			　その言葉の意味を――おれは一瞬のうちに理解した。

			　通路の向こうから、狼の遠吠えが響いてきたからだ。

			「……っ！　やられた！」

			「ど、どうした、主殿？　それに、いまのは……」

			　呑み込めていない様子のガーベラに、おれは答える。

			「こいつはただの時間稼ぎだ。目的は坂上の奪還だ！」

			「なんだとっ!?」

			　こいつが『アントン』だというのなら、他に『ベルタ』が存在するということになる。『話ができるモンスター』は、１体ではなかったのだ。

			　別行動をとっている同盟騎士団は、気を失った坂上を拘こう束そくしている。このドッペル・クイーン……アントンがおれたちの気を引いているうちに、ベルタはそちらを狙ったのだ。

			　同盟騎士団は精兵揃いだ。相手がただのモンスターなら、おれたちが向かうまで持ちこたえることもできるだろう。だが、『話ができる』以上、騎士団を狙ったベルタのほうも、通常のモンスターより強力な個体に違いない。非常にまずい事態だった。

			　坂上剛太の奪還。

			　まず考えなければならないその可能性を失念していた。いいや。そうさせられていたのだ。目の前のアントンによって。現れたときのインパクトも、その後の幻惑も、すべてはそのための布石であったに違いなかった。

			　おれたちが理解したことを確認して、アントンが通路をじりじりと後退し始めた。『目的を果たしたから逃げる』という当人の言葉通りの行動だ。本当ならここで逃す手はないが、いまはこいつにかまっている暇がない。

			「団長たちのところに急ぐぞ。シランは殿しんがりを頼む！」

			　おれはうしろを振り返ることなく、一いち目もく散さんに通路を駆け出した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　騎士団がおれたちから離れたのは、あくまで十文字との戦いに巻き込まれないようにするためだ。それほど遠くに離れていたわけではない。おれたちは、すぐに騎士たちと合流することができた。

			　通路には何人もの騎士たちが倒れていた。壁に叩きつけられた者、薙なぎ倒された者を、無事だった者が介抱している。そのなかには、忙しく動き回る団長や幹彦の姿もあった。

			「孝弘さん！」

			　おれの姿を認めたケイが、金色の髪を振り乱して走ってきた。

			　泣き顔の彼女に抱き締められてぐったりとしている仔狐の姿を見て、おれの顔面から血の気が引いた。

			「あやめ!?」

			　大声をあげたのは、おれのすぐうしろにいたガーベラだった。

			　駆け寄ってくるアラクネの姿を見て、ケイは小さく悲鳴をあげて逃げ腰になりかけたが、おれと一緒にいる彼女が敵でないことはすぐにわかったらしい。その場に踏みとどまった。

			　おれはガーベラとともに、拙つたないながら回復魔法をかけているケイの腕のなかにいるあやめを覗き込んだ。

			「……よかった。息はある」

			　まずはほっとした。

			　こう見えて、あやめはただの仔狐ではない。モンスターなのだ。小さな体は、それなりに頑丈にできている。

			　おれはリリィを呼んで、傷ついたあやめに回復魔法をかけてもらった。

			　そうして改めて、ケイに向き直った。

			「なにがあった？」

			「ふたつ首のある大きな狼が襲い掛かってきたんです」

			　双頭の巨大な狼。そいつがベルタだろうか。

			　苦い思いが込み上げる。おれたちは、まんまと裏をかかれたというわけだ。

			「あやめちゃんは、わたしを庇かばって……ごめんなさい」

			「いや。謝ることはない。話をしてくれてありがとう」

			　落ち込むケイの頭をぽんと叩く。彼女を責めても仕方がないことだった。

			「あとのことはおれに任せて、ケイはシランと一緒に怪け我が人の治療をしてくれ」

			「……え？　シラン、姉様？　姉様がいるの？」

			　姉のものに似た蒼あおい目を見開いてケイが言ったところで、遅れてこの場に到着したシランが、こちらに駆け寄ってきた。

			「孝弘殿。アントンですが、いまのところ、追いかけてくる様子はありません」

			「そうか」

			　隙のない彼女には、殿しんがりとして後方を警戒してもらっていた。いまも視線は、来た方角を向いたままで、警戒を解かない硬い調子で報告する。

			「ひとまずは安全かと思います。ただ、しばらくは様子見を……」

			「シラン姉様！」

			　姉の姿を認めたケイが、シランに抱き着いた。

			「姉様！　よかった。姉様ぁ……！」

			　そのまま、ケイはわんわんと泣き始めてしまう。

			「ケイ……」

			　困った顔をして、シランはケイの頭に手を置いた。

			　一度は失われたと思った姉との再会だ。感極まるものがあって当然だろう。

			　ケイのことはシランに任せることにして、おれはあたりを見回した。坂上の姿はどこにもない。すでに奪い返されてしまったあとのようだった。不幸中の幸いだったのは、目的が坂上の身柄の奪還であったためか、騎士団を含めて死者が出なかったことくらいだろうか。

			　……しかし、なぜ今更と思わざるをえない。

			　坂上は一度、おれに殺される寸前まで追い詰められていた。十文字の乱入によってうやむやになったものの、タイミング次第では、坂上は殺されてしまっていてもおかしくなかった。それなのに、アントン当人の言葉を借りるなら『王』である坂上が大声で助けを求めたとき、アントンからもベルタからも、なにひとつとして反応はなかった。

			　あのときは、どちらも近くにいなかったのだろうか？

			　……いいや、それは考えられない。なぜなら、アントンはさっき、ここにいないローズの名前を口にしていたからだ。

			　ローズの存在を知っているのはおれたちだけだ。そのおれたちにしたところで、この砦とりでにやってきてから彼女の名前をオープン・スペースで口にしたのは、一度きり……ベルタに助けを求める坂上の声を聞きつけたガーベラと合流した、あのときだけなのだ。

			　アントンがローズの名前を知っていたということは、あのとき、どこか近くに潜んでいて、おれたちの会話を聞いていたということになる。

			　それなのに、アントンは助けを求める坂上の声に応えなかった。

			　……いや。思い返してみれば、坂上はアントンには助けを求めていなかったか。坂上が呼んでいたのはベルタのほうだった。とはいえ、まさか『自分の名前が呼ばれなかったから、助けに出てこなかった』なんて馬鹿げた理由もないだろう。今更になって助けに出てきたのもわからなければ、『王』とまで呼んでいた相手を一度は見捨てたというのも腑ふに落ちない。

			　どうも状況がちぐはぐに感じられてならなかった。まるでなにか、前提を間違っているかのような……。

			「ねえ、ご主人様」

			「なんだ、リリィ。……ああ、応急処置が終わったのか」

			　呼ばれて視線を向けてみれば、リリィの腕のなかで、あやめが小さく寝息を立てていた。

			「これでひとまず、あやめは大丈夫だな」

			　小さな体を撫でてやってから、おれは思考を切り替えた。

			「……よし。だったら早く、坂上を追おう」

			　いまから追いつけるかどうかはわからないが、放っておくわけにもいかない。せめて、この砦とりでにいなくなったことくらい確認しておかないと、おちおち砦の生き残りの救助もできない。

			「シランはここに残ってもらうとして、ガーベラはついてきてくれ。リリィもこっちだ。お前の『鼻』が必要だからな」

			「うん。それはもちろん、オッケーなんだけど……」

			　頷うなずいたリリィだったが、なぜかその表情は思案げなものだった。

			「リリィ？」

			「うーん。あのね、ご主人様。その、『鼻』について話があるの」

			　水を向けると、リリィはファイア・ファングの嗅覚を擬ぎ態たい可能な自分の鼻を指先でつついた。

			「なんだ、改まって」

			「う、うん。わたしの勘違いかもしれないし、そんなのありえないって思うんだけど」

			　リリィは妙に歯切れが悪かった。不審に思いつつ、おれは彼女の話に耳を傾ける。

			「さっきのアントンからね……においが、したの」

			「におい？　って、なんのだ？」

			「……探索隊の、渡辺芳樹」

			　自分でも半信半疑と言った様子のリリィから返ってきた答えは、おれをいたく困惑させるものだった。

			「渡辺芳樹は首を飛ばされて死んだはず、だよね。だからわたしも、勘違いかなって思ったんだけど……」

			　覚おぼ束つかない口調でリリィは続けた。

			　普通に考えたら、渡辺のにおいがアントンからする理由がない。

			　とはいえ、ここでわざわざ口にしたのだから、リリィが渡辺のにおいを感知したのは、本当のことなのだろう。とすると、それは……。

			「……ねえ、孝弘」

			　声をかけられて視線を巡らせれば、そこには幹彦の姿があった。

			「いまのって本当？」

			　おれたちの会話を聞いていたらしい。

			「それって、あいつが生きていたってこと？」

			「いや。さすがにそれはありえない。あいつは確かに……」

			「可能性だけならあるんじゃないかな」

			　幹彦はかぶりを振った。

			「リリィさんが言ってたじゃんか。ほら。覚えてない？　おれと孝弘が、『兵士たちのなかにドッペル・ゲンガーが紛れ込んでいる可能性』について心配していたときのことだよ」

			「わたし……？」

			　驚いた顔でリリィが自分を指差した。幹彦が頷うなずく。

			「リリィさんはさ、『ドッペル・ゲンガーについては、それほど気にしなくてもいい。さっきの内壁の上みたく兵士がひしめいていたら、どれがそうなのか判別つかなくて大変だけど』って言ったんだよ。それってつまり、あの場で渡辺がドッペル・ゲンガーに成り変わっていたとしても、わからなかったってことじゃないの？」

			「あっ」

			　リリィが小さく息を呑み、幹彦が頷いた。

			「ましてや、十文字があの場を吹き飛ばしたのは、おれたちが着いてすぐのことだったんだ。そういう可能性は、十分にあるんじゃないかな？」

		

	
		
			14　明かされゆく謎

			　

			　チリア砦とりでから少し離れた樹海のなか。

			　薄暗い森のなかで、まだらな金髪を振り乱す少年、坂上剛太は、一心不乱に地面にナイフを突き立てていた。

			「ひ、ひひ……ひひひひひっ」

			　引き攣つるように笑いながら、彼は苔こけむした地面にナイフでなにかを描いていた。その姿はどこか丑うしの刻こく参りめいていて、身に纏まとう妄念が目に見えないのが不思議なくらいだった。

			　夢中で作業を行っているせいで脚の怪け我ががひらいたらしく、坂上の脚に巻かれた無地の布は血でしとどに濡れていた。思う通りに動かない脚に不自由そうにしながら、坂上は動きをとめることなく、執念に血走った眼をして無心にナイフを振るっている。

			　そんな彼のすぐ近くには、双頭の狼の姿があった。

			　奇形ではあるが、ベースはファイア・ファングだと推測できた。大きさは通常のものと変わらないが、その堂々とした佇たたずまいは、凡百のモンスターとは明らかに違っている。二対の目には理性の光があり、長い灰色の毛並みは素晴らしく、王者の風格さえ漂っていた。

			　周囲には、他にも10体近いモンスターの姿があったが、そのなかで自我らしいものが表れているのは双頭の狼だけだった。こいつが『ベルタ』であることは、まず間違いないだろう。

			「できた……！」

			　坂上が快かい哉さいを叫んだ。

			　彼の目の前の地面に描かれていたのは、直径３メートルほどの歪ゆがんだ円だった。

			　円のなかには複雑な線が引かれている。子供の落書きにも見えるが、坂上の様子を見る限り、これがそんな可愛かわいらしいものであるはずがないだろう。

			「……なにをしてるんだ、坂上」

			　歪んだ笑みを浮かべていた坂上が、はっとして顔を上げた。

			　振り返った彼の目に映ったのは、振り回される槍やりの柄だった。

			「ぐばっ!?」

			　飛び出したリリィが槍を振り回し、坂上の顎あごをかち上げる。

			　ベルタは一瞬前には襲しゆう撃げきを察知していたようだが、そちらにはガーベラが向かっていた。そうなれば、ことは反撃をするしないの問題ではなくなってしまう。ベルタが逃げの一手を取ったのは、正しい判断だったと言えるだろう。

			「グルルゥアァアッ！」

			　後退するベルタの双頭の一方から紅ぐ蓮れんの炎が、もう一方からは大量の雹ひようが吐き出されて、ガーベラを襲った。

			　結果、炎と氷、加えて大量の水蒸気がガーベラを包み込んだ。それでもかまわずベルタを追おうとしたガーベラに、その場にいた別のモンスターが襲い掛かる。

			「……邪魔だの」

			　ラフ・ラビット、ガッツ・ガッラス、トレント……種々様々なモンスターがいたが、どれもガーベラの敵ではない。文字通り一蹴した。

			　だが、彼らの犠ぎ牲せいのおかげで、ベルタはガーベラの手を逃れていた。

			　あらかじめ深追いしないように言い含めておいたとはいえ、ガーベラの襲しゆう撃げきを回避することができたあたり、やはりベルタはなかなか強力なモンスターなのだろう。

			　距離を取ったベルタのもとに、残ったモンスターが集結していく。

			　そちらの牽制はガーベラに任せておくとして、おれは確保した坂上に目を向けた。

			「遅かったなぁ、真島先輩。いま、儀式は終わったとこだぜ？」

			　リリィに槍やりを突きつけられながら、坂上は余裕の態度を崩していなかった。

			　彼の尻の下の地面には、先程描き終わったばかりの奇妙な図形がある。それが彼に余裕を与えているものらしかった。

			「それはなんだ、坂上？」

			「見てわからねえのかよ。魔法陣だよ。モンスターを引き寄せるためのな」

			　言われてみれば、なるほど、ナイフで地面に刻まれた図形は、魔法陣のように見えなくもない。五ご芒ぼう星せいというやつだろうか。この世界で魔法を使うときに見るものとは少し趣おもむきは異なるものの、それは確かに魔法陣に違いなかった。

			「もう一度、さっきと同じ数のモンスターが押し寄せてくるぜ。ひ、ひはは。あんたもすげえの連れてるみたいだけどよ、どこまで守り切れるかな」

			　きち、と背後で音がした。神経を逆撫でされたガーベラの苛つきの動作だった。

			　わざわざ振り返らなくとも、彼女の気持ちは伝わってくる。おれは手振りで彼女を抑えた。

			「確かに。そんなことになったら、まだ砦とりでにいるわずかな生き残りも、ひと呑みにされてしまうだろうな」

			「おっと。ひょっとして、おれを殺せばどうにかなるとでも思っているんじゃないだろうな？　悪いが、そんなことしても意味なんかないぜ。おれにも、こうなったらもうとめられねえよ」

			「とめられない、か。そうだったな」

			　そういう話は、以前にも聞いていた。

			「お前はモンスターを制御できない。あくまでモンスターを引き寄せることができるだけだ。そこにある、その『魔法陣』で。そうだな？」

			「ああ、そうだ。ここに来たってことは、あんた、十文字さんを倒したんだろ。必死になって頑張ったんだろうに、残念だったなぁ」

			　坂上は腹を抱えてせせら笑った。

			　一度は拘こう束そくを逃れたのだから、そのまま逃げればよかったものを、まだこんなところにいたのは、そんな理由だったらしい。とはいえ、たとえ逃げようと思ったところで、そうできたかどうかはまた別の問題ではあるのだが……。

			「……なあ、主殿よ」

			　低く抑えられた声が耳じ朶だを叩いた。

			　振り返ると、ガーベラの白はく貌ぼうが、血のような赤い瞳ひとみで双頭の狼を見据えていた。

			「そろそろいいのではないかの？」

			　冷たい声の下に、燃え滾たぎるマグマを思わせる情動が感じられた。

			　坂上奪還の際にあやめを傷つけられたことが、彼女の感情に火を付けているのだ。いまにも飛び出してしまいそうな彼女の様子を見て、狼のふたつの頭が唸うなり声をあげた。

			「主殿が慎重を期そうとしておるのはわかるがの、自分が座っているのが他人の玉座だと気付かぬ愚おろか者とこれ以上言葉を交わしたところで、意味などあるまい」

			「駄目だよ、ガーベラ」

			　槍やりの穂先を坂上に突きつけたリリィが、窘たしなめる口調でガーベラに釘くぎを刺した。

			「まだそうと決まったわけじゃないんだから」

			「ふん。あの魔法陣とやらを見た時点で、ほぼ決まったようなものであろうが」

			「それでも、だよ」

			　ふたりの会話を聞いていた坂上が、怪け訝げんそうな顔をした。

			「なんだ。なんの話をしてるんだ？　というか、お前ら、なんだか……」

			　語尾が曖あい昧まいに消えていく。

			　ようやく彼も気付いた様子だった。

			　この場の誰ひとりとして、自分にさしたる注意を払っていないということに……。

			「なあ、坂上」

			　そんな彼の様子を横目にして、おれは口を開いた。

			　リリィの言う通り、まだ決まったわけではない。きちんと確認はしなければならなかった。

			「これは大事な話だから、正直に答えてくれ」

			「お前の質問に、なんでおれが……」

			「いいから答えろ。なに、たいして手間は取らせない。一言で済む。坂上、お前は――」

			　噛みついてきた坂上にかまわず問い掛ける。

			「――アントンって名前に、聞き覚えはあるか？」

			「……あ？」

			　坂上は怪け訝げんそうな顔をした。

			　それは、なにより雄弁な答えだった。

			「やっぱり、そうだったか。だから、お前はベルタにしか助けを求めなかったんだな。だったらいいんだ。……そこで、大人しくしていてくれ」

			　坂上から視線を切って、おれは改めて双頭の狼へと視線を向けた。

			　理性的な目がおれたちのことを映し出している。賢そうな目だった。その佇たたずまいは、ある種の番犬を彷ほう彿ふつとさせる。

			「お前、喋しやべれるんだろう。なにか反論があるなら、言ったらどうだ？　言い逃れをするなら、いまのうちだと思うが」

			　ベルタは唸うなり声をあげるのをやめた。

			「なぜ……」

			　その代わりに、喉の奥から低い声があがった。

			「なぜ、気付いた？」

			　抽象的な物言いではあったが、なにを尋ねているのかはわかった。

			　どうやら言い逃れをするつもりはないらしい。潔いさぎよいというべきか。それともこれは、言い訳をする必要性を感じていないだけだろうか。

			「『アントンから渡辺のにおいがする』と、リリィが言ったのが切っ掛けだ」

			　ベルタの内心を推し量りつつ、おれは答えた。

			「それを聞いた幹彦が言ったんだ。『内壁の上で死んだ渡辺は、ドッペル・ゲンガーの複製体だった可能性がある』ってな」

			　幹彦の指摘はいいところを突いていた。

			　リリィの鼻は優秀だが、万能ではない。仮にあの場にいた渡辺が、ドッペル・ゲンガーのコピーだったとしても、あの短い時間では判別などつけられなかっただろう。ドッペル・ゲンガーの姿は、死ねばコピーしていたものから元に戻るが、あの爆発で吹き飛ばされてしまえば、遺体の確認も難しい。

			「ただ、あの渡辺がドッペル・ゲンガーの複成体だったということはありえない。なぜなら、渡辺はチート持ちだったからだ。首を飛ばされた渡辺は、丁度、第五階かい梯ていの魔法を放とうというところだった。ドッペル・ゲンガーのコピー能力が再現するのは、見た目だけだ。第五階梯の魔法を放つことは、絶対にできない」

			　あの場に収束していた膨ぼう大だいな魔力は本物だったし、威力が半分以下に落ちていてさえ、あのガーベラが巻き込まれて死にかけたくらいだ。あれは確かにウォーリアである渡辺の切り札、第五階梯の大魔法だった。

			「十文字でさえ使えない第五階梯の魔法を使えたということが、首を刎はねられたのが渡辺本人だったっていうなによりの証拠になるんだ。……だが、だとしたら、どうしてアントンから渡辺の臭いがしたのか。そう考えて、思い返してみたところで、おれはアントンの行為に不自然な点があることに気付いた」

			「お、おい。アントンってなんなんだよ。なんの話をしてるんだ」

			　坂上が震える声で言った。

			「おれにもわかるように説明しろよ！」

			　彼はもう完全に、置いてきぼりにされている。

			　そんな彼を無視して、ベルタはおれの話に耳を傾けていた。

			「アントンは十文字を殺したあと、その屍しかばねを喰っていた。これは不必要な行為だ。ミミック・スライムのリリィとは違って、ドッペル・ゲンガーのコピー能力には、対象を捕ほ食しよくする必要なんてないんだから。それに、もうひとつ。アントンは無用な危険を冒してもいる。あいつは『十文字の命を狙っていた』と言っていたが、ただ十文字が死ぬだけでいいなら、あと数秒もすればおれがとどめを刺していた。わざわざ危険を冒してまで、のこのこ出てくる必要性なんて、どこにもないんだよ」

			　どこか機械的な印象のあった、アントンの様子を思い出す。

			　おれたちの前で見せたアントンの行為は、いちいち十文字に対して冒ぼう涜とく的なように感じられたが、あれはあくまで、幻惑能力を持つドッペル・クイーンとしての特性によるものだ。

			　たとえば、寄生蜂や冬虫夏草を見ておぞましいと感じるのは、あくまで人間の感性によるもので、彼らにしてみれば、それは単なる生態でしかない。アントンも同じだ。非人道的ではなく、非人間的。昆虫めいて無感情で、どこか機械的にすら感じられたのが、あるいは、アントンのことを見ていて、蠢うごめく蟲むしをイメージした遠因かもしれない。あれが無駄なことをするとは思えないし、そんなことをできる機能が備わっているとも思えない。

			　だから、それが鍵かぎなのだ。

			「無駄なことなんて到底しそうにない機械みたいに無感情な奴が、一見、無駄なことをしている。だったら、そこに意味があったと考えるのが自然だろう。つまり、『十文字を殺して喰った』ことに意味があった。そうして考えてみると、どうしてアントンから渡辺のにおいがしたのかって疑問にも、自ずと答えが出る」

			　アントンはクイーン・モンスターだ。通常のドッペル・ゲンガーより体は大きく、身長は３メートル近くあり、そして、『人間ひとり呑み込んでいるのではないかというくらい、腹回りも大きく膨ふくれ上がって』いた。

			「殺された渡辺は、十文字と同じく、遺体をアントンに喰われていたんだ。渡辺のにおいがするのは当然のことだった。なにせ、本人がそこにいるんだからな」

			　ガーベラがアントンのことを『腐肉喰らい』と呼んだのは、図らずも的を射ていたわけだ。とはいえ、どうして奴が『死体を喰らった』のかまでは、材料が足りていないのでわからないのだが……。

			「渡辺はやっぱり、内壁の上で殺されていたんだ。あいつはドッペル・ゲンガーと入れ替わってなんていなかった。ただ、幹彦の目の付けどころ自体は、やっぱり悪くなかった。結論は間違っていたとはいえ、幹彦は『仮にあの場の誰かがアントンの主であるのなら、ドッペル・ゲンガーと入れ替わることができた可能性』を示し唆さしてくれたんだから」

			　おれだけだったら、それに気付けなかったかもしれない。そうすれば、いつまで経っても正答には辿り着けなかっただろう。

			「アントンは自分の主のことを『王』と呼んでいた。たとえ機械的なものであったとしても、そこには確かに忠誠心があった。……なのに、主であるはずの坂上が助けを求めたときに、あいつはその場にいたにもかかわらず、それに応じようとはしなかった。不思議だと思っていたが、それもアントンの本当の主が他にいるとすればおかしなことじゃない」

			　加えていうのなら、ベルタがこうもあっさりと坂上の身柄を再びおれに奪われたのも、そのあたりが理由だろう。極論すれば、ベルタは坂上のことなんてどうでもいいのだ。

			　おれたちの前に姿を現したアントンは『目的は果たした』と言って逃げていったが、この目的というのは『十文字を殺して喰った』ことであって、当初思っていたような『ベルタが坂上の奪還するための陽動』のことではなかったのだろう。アントンとベルタという強力なモンスターを動かして暗躍していた『本当の主』は、別にいたのだから。

			　当然、魔法陣がどうこうなんていうのは、全部嘘っぱちだ。坂上にはモンスターを引き寄せる能力なんてものはない。

			　――坂上を隠れ蓑みのにしていた『誰か』。

			　――坂上に自分のチート能力を勘違いさせた『誰か』。

			　おれの能力と競合できる以上、その『誰か』はチート持ちだろう。すなわち、転移者のなかにいることになる。

			　このチリア砦とりでにいた転移者のうち、生きていることがわかっている三好と３人の同行者は除外できる。おれたちが守らなければ、彼らは内壁の崩落に巻き込まれるか、十文字の第二階かい梯ていの魔法に砕かれるかして、殺されていたからだ。彼らがドッペル・ゲンガーのコピーと入れ替わっていたのなら話は別だが、その可能性もない。内壁崩落の直後、十文字を足止めするシランを残して、おれたちは三好たちと一緒にあの場を逃げ出したが、もしもドッペル・ゲンガーと入れ替わっていたのなら、あのときリリィがそれに気付かなかったはずがないからだ。

			　とすると、やはり内壁の上で吹き飛ばされた大勢の人間のなかに、その『誰か』はいたということになる。

			「ベルタ。お前の本当の主は……」

			　おれはそいつの名前を口にしようとした。しかし、それは遮さえぎられた。

			「嘘だ！」

			　突然、坂上が大声を出したからだ。

			「嘘だ！　嘘だ！　嘘だぁ！」

			　喚わめき散らしながら、坂上は駆け出していた。

			　これにはおれたちも虚を突かれた。坂上の存在を忘れていたわけではもちろんないが、ただの囮おとりであることがわかった彼に対する警戒のレベルは、著いちじるしく低くなっていた。

			　とはいえ、たとえば坂上がおれに襲い掛かってきたのなら、どうとでも対処はできただろう。それくらいの注意は払っていた。だが、彼が走って行ったのは、予想もしないことに、彼をずっと騙だましていたベルタのいる方向だったのだ。

			「なっ……馬鹿！　戻れ、坂上っ！」

			「黙れぇええ！」

			　咄とつ嗟さの制止も、その耳には届かない。傷ついた脚で不恰好に森を駆け抜けた坂上は、地面に膝をついてベルタに縋すがった。

			「ベルタァ！　お前はっ、お前は！　おれの手下だろ!?　信じないぞ！　おれがお前の主なんだって、言ってたじゃねえかよ！　どうやればモンスターを呼べるのか、教えてくれたのはお前だろ!?　それなのに、どうしてぇ!?」

			「……」

			　坂上の訴えを聞いたベルタは、どういうわけか、その目に痛みを過よぎらせたように見えた。

			　だが、それも一瞬のことだった。

			「もういいですよ、ベルタ。彼は必要ありません。ぼくと先輩との対談の邪魔ですから、退場してもらってください」

			　少年の声が森に響いた。

			　途端、それが天てん啓けいでもあったかのように、ベルタの迷いは消えた。

			　鋭い牙きばが並んだ顎あごが開き、ばくんと閉じた。

			　坂上の胸から上が消失する。

			　一瞬の出来事だった。噴き出す血液。そして現れるモンスターの気配。何十というモンスターが、周囲から迫ってくる。

			「ご主人様！」

			「……わかってる」

			　目の前でひとつの命が失われた事実に動揺している余裕はなかった。

			　おれはアサリナを体の周囲に長く伸ばし、剣と盾を構える。

			「こんばんは、先輩」

			　ここに、モンスターを率いるもうひとりの主が現れる。

			　すべてが明かされるときが来た。

		

	
		
			15　率いる者、従える者

			　

			　森から滲にじみ出るように、モンスターの大群が現れる。

			　目に見える範囲だけでも、その数は20を下らない。

			　モンスターを引き連れてゆったり歩み寄る少年に、ベルタが尻尾しつぽを振って寄り添った。

			　それにかまうこともなく、少年は線の細い顔立ちに柔にゆう和わな笑みを浮かべて、おれのことを見詰めていた。

			「驚かないんですね、先輩。ひょっとして、ぼくだってことはわかってましたか？」

			「ああ。予想はしていたよ」

			　おれは深い溜め息をついて、目の前の少年に答えた。

			「……工藤陸。お前が、チリア砦とりでを襲ったモンスター使いだってことはな」

			　そこにいたのは、あの内壁の上で十文字の魔法によって砕け散ったはずの『いじめられっこ』、工藤陸だった。もちろん、彼がここにいるということは、あのときに吹き飛ばされたのは、ドッペル・ゲンガーの変わり身だったのだろうが。
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			「あの場にいた大勢の転移者のなかで、どうしてぼくが本物のモンスター使いなのだとわかりましたか？　参考までに、教えていただけると嬉しいですね」

			「そう難しい話じゃない。あの場面でドッペル・ゲンガーと入れ替わることは誰にでもできたが、坂上をモンスター使いに仕立て上げることは、誰にでもできることではないからな」

			　穏やかな物腰の工藤に対して、おれの口調は苦かった。予想していたとはいえ、実際にこうして目の当たりにすれば、苦々しいものを覚えずにはいられなかったのだ。

			「坂上は『自分にはモンスターを呼ぶ力がある』なんて勘違いをしていた。その勘違いを成立させるためには、坂上がモンスターを呼ぼうとするたびに、代わりに能力を使ってやる必要がある。力を使うために『儀式』が必要だと思わせていたのも、能力を使うタイミングをわかりやすくするためだろう。どうしてもそいつは、坂上の近くにいる必要があったはずだ」

			「なるほど。山小屋に避難していたときからずっと坂上と一緒にいたぼく以外には無理というわけですね」

			　これにもうひとつ付け加えるなら、おれ自身の経験からの推測もあった。

			　ベルタはいかにも賢そうだが、それでも自我を得たばかりのモンスターであることに変わりはない。坂上を騙だまし続けるだけの柔じゆう軟なん性を求めるのは、少し難しいだろう。どうしても、そこには人間のずる賢さが必要とされたはずだった。

			「お前が坂上を身代わりに仕立て上げていたのは、身の安全を図るためだな」

			「ええ。先輩ならわかると思いますけど、ぼくたちモンスター・テイマー系の能力の弱点は、本人の脆ぜい弱じやくさにありますからね」

			　工藤は素直に答えた。

			「逆に、死んだことにして身を隠してしまえば、暗躍するのにこれほど都合のよい能力もありません。ぼくが離れることで坂上が力を使えないようになると、奴が身代わりであることがばれてしまう可能性もありましたが……」

			「それも当人が死んでしまえば問題ない、と。お前が坂上の身柄を奪い返したのは、そのためだったんだろう？　すぐに殺してしまわなかったのは失敗だったな。下手な欲をかくから、こうして見破られることになる」

			　工藤がベルタを使って坂上を奪還したのは、単純な話、口封じだ。なのに、工藤はすぐに坂上を殺さなかった。そのために、おれは坂上と会話をすることになり、砦とりでを襲わせたモンスター使いは別にいるという確信を得る結果となったのだ。

			　当然、工藤が坂上をすぐに殺さなかったのにはそれなりの理由があるのだが、そちらも対策は打ってあった。

			「お前が手駒のモンスターに転移者を喰わせようとしているのは知っている。坂上を餌とすることでおれたちを誘おびき寄せて、その間に生き残りの転移者を狙うつもりだったんだろうが……残念だったな。三好たちは同盟騎士団が保護して、すでに樹海に逃がしてある」

			　先程、追いついた坂上には『遅かったな』などと言われたものだが、それは、おれたちがそのあたりの準備を整えてから追跡に移ったためだった。

			　今更、砦とりでを探したところで無駄足だし、万が一、砦にはもういないことに気付いて彼らを追いかけたところで、向こうにはシランを残してある。

			　樹海深部最強の白いアラクネに準ずる彼女の戦闘能力なら、よっぽどのことがない限り対応は可能なはずだった。少なくとも、転移者の命を狙って動いているだろうアントンから襲しゆう撃げきがあったところで対抗は可能だ。

			　ここまでは大方事前に考えていた通り、状況は進んでいる。とはいえ、ひとつだけ……ここで工藤本人が出てくるとは、おれも予想していなかったのだが。

			　ここでは坂上の身柄を再び確保して、ベルタを倒すことができればよしと考えていた。

			　もちろん、こうして出てきた以上、ここで工藤を逃す手はない。アントンを転移者たちの始末に回している分、いまの工藤は陣営が薄いはずだった。あとは、『もうひとつの仕込み』がうまくいくかどうかだが……。

			「素晴らしいです、先輩」

			　ぱちぱちと乾いた音が鳴って、おれの思考を遮さえぎった。

			　工藤は拍手をした手を降ろすと、緩やかな曲線を描く口を開いた。

			「あの十文字を下しただけではなく、ぼくの正体まで突き止めるなんて」

			「……評価してもらっているところ悪いが、十文字を倒したのはおれだけの力じゃないし、坂上がモンスター・テイマーではないことに気付いたのは幹彦の言葉があったからだ」

			「謙けん遜そんすることはないでしょう。それらすべてを含めて、先輩の力ですよ」

			　工藤と言葉を交わしながら、おれの脳をちりちりと違和感が刺激していた。

			　なにか妙な感じだった。企みを破られたというのに、工藤は落ち着き払っている。むしろその表情は、嬉しげでさえあったのだ。

			「ことの顛てん末まつは、アントンから聞きました。素晴らしい勝利でした」

			「お前……」

			　どこか弾んだ口調で工藤が言う。その顔を、おれはまじまじと見つめた。

			　信じがたいことに、工藤は本気でその言葉を口にしているようだった。

			　こちらに向けた眼差しには、掛け値なしの賞賛が込められていた。

			「エルフの女の子に言っていたっていう『ここは願いが叶かなう世界なのだ』って言葉は、初代勇者のものですよね？　先輩はその言葉を証明してみせた。先輩たちの想いが、十文字の暴力を打ち砕いた。この世界は決して『強い者が好き勝手に振る舞う』だけのものじゃない。あなたも彼女も、本当に素晴らしいです。心の底からそう思います」

			　それは、心を取り戻したシランとの会話にどこか似ていて、吐き気がするほど違ってしまっているやりとりだった。

			　確かにおれは、諦あきらめに満ちた工藤の台詞せりふを否定してやることが、亡くなってしまった彼への手た向むけになると思った。

			　だが、この会話はなんだろうか。

			　おれの想いは間違いなく伝わっている。だからこその先程の台詞せりふであり、賞賛の言葉であるはずだった。それなのに、絶望的なまでにおれたちは隔へだたっていた。

			「……どうしてだ、工藤」

			　呻うめくような声が出た。

			「どうしてお前が、十文字の企てに加担するような真似をした？　お前は、理不尽な暴力に虐しいたげられる人間の気持ちを知っていたはずだろう。それなのに、どうして……」

			「虐げられる人間の気持ち……ですか。もちろん、知っていますよ」

			　落ち着いた仕草で工藤は頷うなずいた。追い詰められている人間のものとは思えない静かな目が、おれのことを映し出している。

			「だって、ぼくも先輩と同じで、あのコロニー崩ほう壊かいを経験していますからね」

			「……なに？」

			「ぼくもね、死にかけたんですよ。あの燃え落ちるコロニーで」

			　朗ほがらかに口にされた告白を聞いて、おれは戸惑った。

			　これまで聞いていたのと、話が違ったからだ。

			「……だが、お前は樹海にいくつかある山小屋のひとつで、坂上と一緒にシランに保護されたんだろう。コロニーに残っていた探索隊に守られて、山小屋に避難したんじゃなかったのか？」

			「他の山小屋にいたみんなは、どうやらそのようでしたね。だけど、ぼくは違いました。探索隊に連れられてコロニーを出たのではなくて、あとから坂上のいた山小屋に転がり込んだんですよ。このことを知っていたのは坂上くらいですが、彼は嫌われ者でしたからね。まあ、そうでなかったところで、そのあたりの経緯を誰かに話すことはできなかったでしょうけれど」

			　工藤はくすくすと笑った。

			「先輩も知っての通り、坂上は酷ひどい奴でしてね。ぼくはこの世界にやってくる前から、彼とは知り合いだったんですが……コロニー崩ほう壊かいのあの日、彼はぼくを生いけ贄にえにすることで危機を脱したんですよ」

			「……」

			「残されたぼくのほうは、ええ、それはもう大変な目に遭いました。それでも生き延びることができたのは……まあ、運としか言いようがありません。やっとのことコロニーを脱出したあとは、何日か森を彷徨さまよう羽目になりました。ひもじくて、痛くて、不安で、孤独で、心が壊れてしまいそうでした。ここで生きていられるのは、考えてみると奇跡のようですね」

			　笑いながら語られる話を聞いて、おれは絶句せずにはいられなかった。

			　――知り合いに裏切られて、殺されかけて、それでもただ運だけで生き延びた。

			　――誰も信じられなくなって、ひとりで孤独に森のなかを彷徨った。

			　――いつ凶悪なモンスターに遭そう遇ぐうして殺されてしまうかわからないと怯おびえ、たとえ殺されなかったところで、このままでは飢えて渇いて死んでしまうと恐怖した。

			　それはいったい、どこの誰の話だっただろうか？

			　言葉を失ったおれのことを見て、工藤がくすりと笑った。

			「ひょっとして、先輩も同じような経験をしているのではありませんか？」

			「なっ」

			　まるで心を読んだような工藤の言葉に、おれは瞠どう目もくした。

			　コロニーを落ち延びたときにおれが経験した出来事を知っているのは、リリィたち眷けん属ぞくだけだ。それを工藤が知っている道理がない。

			「どうしてお前が、それを知っている……？」

			　自然、険しくなった声色を聞いても、工藤の笑顔は変わらなかった。

			「わかりますよ。ぼくたちは似ていますからね」

			「ふざけるな」

			　確かにおれも以前に、工藤と自分は似ているのかもしれないと思ったことはある。だが、それはあくまで『自分も彼も暴力に蹂じゆう躙りんされた側の人間だ』という意味でしかなかった。たったそれだけのことで、ここまで酷こく似じした経験をしているなんて、まさか予想できるはずがない。そのためには、なにかしらの根拠が必要となるはずだった。

			「工藤。お前、なにを知っている？」

			「先輩の知らないことを」

			　確信のこもった口調で工藤は答えた。

			「特に、ぼくたちに与えられたこの力については、先輩より詳しいと思いますよ」

			　転移者に備わったチート能力についての知識。それが、おれに自分と同じ経験があると工藤が判断した根拠なのだろうか？

			　だとすると、ひょっとして、さっき工藤が『似ている』といったのは、『モンスターを率いる』という能力の特性のほうの話だったのだろうか？　……しかし、『おれたちが似通った固有能力を持っていること』と、『この異世界にやってきてからの経験が酷こく似じしていること』に、いったい、なんの関係があるというのだろうか。

			　こんなのは偶然だ。そう、ただの偶然の一致でしかないはずだ。

			　だから、なんの関係もない。

			　……本当に？

			　本当に、そうだろうか？

			　同じような能力に、似たような経験を持つふたり。こんな偶然がありえるものだろうか。

			　そこに必然があるとするのなら、工藤はその『なにか』を知っている。そういえば、十文字もチート能力について、なにやらおれの知らない事実を知っている様子だった。ということは、ひょっとして……。

			　ふと思いついたことがあって、おれは口を開いた。

			「工藤も遠征隊と連絡を取り合っていたのか？」

			「え？　どうして先輩が、それを知っているんですか？」

			　ここで工藤は初めて、常に浮かべていた笑みを浅いものにした。少し目を開いて、こちらを見詰めてくる。それとは逆に、おれの目は細まった。

			「お前が……というより坂上が、十文字とどうやって襲しゆう撃げきの計画を立てていたのか考えたら、自然とな。とはいえ、確証はなかったが」

			「ああ。鎌かまを掛けられたというわけですか」

			　自分の失敗を察して、工藤は口元に苦笑を浮かべた。

			　やはり工藤も十文字や坂上と同じく、遠征隊内にいる『協力者』と連絡を取り合っていたらしい。おれの知らないことをいろいろと知っている様子なのは、そちらから情報を得ていたからなのだろう。

			　不思議なのは、もしも『協力者』と工藤が繋がっていたのだとしたら、そいつは坂上が隠れ蓑みのに過ぎないということを、十文字たちに知らせていなかったということだが……そのあたりも含めて、工藤から聞き出すことはたくさんありそうだった。

			「知っていることを洗いざらい、すべて話してもらうぞ」

			　こうして彼を追い詰めている、いまこそがチャンスだった。

			　おれの言葉を聞いたガーベラが、きちきちと蜘く蛛も脚を鳴らした。リリィが魔力を高め、アサリナが軋きしんだ音を立て、対するベルタが再び唸うなり声をあげ始める。ベルタ以外の工藤のモンスターも、各々が戦闘に備えて身構えた。

			「お話する分には、別にかまいませんよ」

			　緊迫する空気のなか、工藤だけが細面に透き通った笑みを保っていた。

			「場合によっては、先輩には全部話すつもりで、ぼくはここに来ましたからね」

			「……なんだと？」

			　肩をすくめる工藤の言葉に、おれは眉を顰ひそめた。素直に話すと言ったことはともかくとして、その言い回しが引っ掛かったのだ。

			「その言い方だと、まるでお前は最初から……」

			「ええ」

			　工藤はにこやかな笑顔で、おれの抱いた疑念を肯定した。

			「最初からぼくは、先輩とここで話し合うつもりでいましたよ」

			　その言葉の意味をおれが理解する前に――にわかに森がざわめき始めた。

			「なんだ……？」

			　樹皮が弾け、茂みが砕かれ、地面が抉えぐり抜かれる。

			　刃と刃が噛み合い、盾で弾かれ、あるいはへし折られる。

			　それは戦いの喧けん騒そうだった。

			「ぐっ、ギ……っ」

			　苦鳴とともに森の薄闇から飛び出してきたのは、白い服を身に纏まとった灰色の髪の仮面の女と、　彼女を追って飛来する無数の影絵の剣だった。

			「ローズ!?」

			　盾で防ぎきれなかった影絵の剣を、肩口から生やした仮面の女……もといローズが、おれのもとまで後退してきた。

			「……申し訳ありません、ご主人様。しくじりました」

			　肩から引き抜いた影絵の剣を投げ捨てて、ローズは沈痛な声で謝罪した。

			　ここに彼女がいるのは、もちろん、偶然ではない。

			　実はここに来る前に、おれはローズと合流していた。坂上を発見するのが遅くなったのは、ローズと合流して加藤さんを同盟騎士団に任せていたからでもあったのだ。

			　合流したローズには、おれたちが会話で相手の注意を引いている間に、敵の退路を断つべく、ひそかに森のなかを回り込んでもらっていた。

			　しかし、そうしてあらかじめ仕込んでおいた作戦は、１体の強力なモンスターの邪魔立てによって失敗してしまった。

			　森の暗がりから現れた、見覚えのある巨大なモンスターの姿に、おれは目を見開いた。

			「アントン……!?」

			　身の丈３メートルにも達する影絵の上半身を、見違えようはずがない。大勢のドッペル・ゲンガーを引き連れて、ドッペル・クイーン、アントンは主のもとに馳はせ参じた。

			「どうして、こんなところにアントンが……？」

			　いまはほかの転移者たちを喰らうために、チリア砦とりでにいるはずのモンスターがここにいるということは……つまり、おれの予想は一部が外れていたということになる。

			「坂上が餌だったというところまでは、先輩の考えていらした通りで合っていますよ。けれど、それは先輩を誘おびき寄せている間に、他の転移者たちを狙うためではありません」

			　アントンと合流した工藤が口をきいた。

			「ここに先輩を呼んで、こうして言葉を交わすために、ぼくは坂上を生かしておいたんです」

			「おれと話を？」

			　思いもしない工藤の発言に、おれは耳を疑った。

			　なんだそれはと咄とつ嗟さに思うが、言われてみれば腑ふに落ちることもあった。

			　さっきから工藤は、おれに対して友好的な態度を崩そうとしていない。余裕ぶっているのかと思っていたが、これはそうではなくて、工藤にはおれと敵対するつもりが最初からなかったのだとすれば……。

			「……ひょっとして、お前がわざわざここで姿を現したのは、そのためか？」

			「わかっていただけたようで嬉しいです」

			「いや。わからない。お前がおれに、なんの話があるっていうんだ？」

			　戸惑いを隠せないまま問い掛けると、ますます工藤の笑みは深まった。

			　それは欠片かけらも隔かく意いの感じられない、まるで友人に向けるような笑顔だった。

			　

			「ねえ、先輩。ぼくと手を組みませんか？」

			　

			　工藤が口にしたのは、少なくとも、おれにとってはありえない提案だった。

			「手を組もう、だって……？」

			「ええ。十文字や坂上のことは、真島先輩も見たでしょう」

			　工藤は雄弁に言葉を紡つむいだ。

			「ああした手合いの恐ろしさは、他にいくらでもいることです。ゴキブリと同じですよ。そして、不安と恐怖は伝染します。隣人に殺されるかもしれないという危機感は、転移当初はパラノイアの妄想だったかもしれません。けれど、いまやその危険は現実のものとなってしまいました。昨日は妄想を笑えた者も、今日は周囲を疑わずにいられない。こうなれば、もうドミノ倒しはとまりません。先輩が手を組むべきは、いつ転ぶかもわからない彼らではありません」

			「だから、お前と手を組むべきだと？」

			　おれはゆっくりと息を吐いた。

			　聞かされた言葉の衝撃を逃がすために、それは必要な動作だった。

			「言いたいことはわかるが……その理屈でいうと、おれはお前を信じられないし、お前もおれを信じられないということになるだろう？」

			「先輩は例外ですよ」

			「例外か。便利な言葉だな。まさかその言葉を信じろと？」

			「もちろん、信じていただくための努力はしましょう」

			　工藤は頷うなずいた。

			　そして、衝撃冷めやらぬおれに、更なる爆弾を投下してくれたのだった。

			「たとえば、信頼の証として、ぼく自身の能力についてお話するというのはどうですか？」

			「……なに？」

			「知っての通り、ぼくの力は『モンスターを操ること』です。現時点での上限は７３５匹。遠隔操作はできませんが、あらかじめ命令をセットしておくことはできます。問題点としては、あまり強力なモンスターは操れないことですね。このあたりは、どうも先輩とは違うようですけれど」

			　工藤が口にしたのは、特に彼のような人間にとって生命線となるはずの情報だった。

			　それなのに、まるで信頼できる仲間でも相手にしているみたいに、工藤の口は軽かった。

			「ぼくの場合、強力なモンスターを手に入れるためには、一から自分で育てる必要があります。アントンやベルタは、そうして育てました。方法は……ええっと、『蠱こ毒どく』と言ってわかりますか？　手っ取り早く、操った彼ら同士で殺し合わせました。これなら、ちょっとでも強いものを選別できるし、彼らの強化にもなって一石二鳥です。そうだ。その過程で、面白い現象についても発見したんですよ。というのがですね、どうやらただ敵を殺すよりも、殺してその肉を喰ったほうが、彼らは強くなれるようなんですよ」

			　世間話のようにして、工藤は弱点も含めた自分の秘密を、あっさり暴露してしまった。

			　躊躇ためらうどころか、どこか自慢げでさえあるあたり、どうかしているとしか思えない。

			　まさか適当なことを言って、おれを混乱させるのが目的だろうか？

			　だが、その割には、話の筋は通っているように思える。

			　それに、いまの話を聞いていて、思い当たる節もあった。

			　おれはちらりと、鎌首をもたげたアサリナに目をやった。

			　鉄砲蔓の変異種である彼女は、おれの魔力を吸うことで活動している。だが、それは本来の鉄砲蔓が持つ習性が変質した形で表れているに過ぎない。

			　鉄砲蔓は種を弾丸のように飛ばして獲物を撃ち殺して、そこから芽を出す。アサリナがおれに対して行っているのと同様に。つまり、鉄砲蔓は『死体から魔力を補給している』のだ。これまで考えたことはなかったが、『敵を捕ほ食しよくすることで魔力が得られる』というのは、言われてみれば、さほど不思議なことではなかった。

			　おれが独自に知った事実と合致するということは、工藤の言葉が信頼に足るものだということを示し唆さしている。また、アントンに十文字たちの遺体を喰わせたのも、そうすることで配下の強化を目論んだのだとすれば腑ふに落ちた。

			　ひとつひとつ、パズルのピースが埋まっていく。

			　だからこそ、大きな空白が際立って感じられた。

			「どうしてお前は、そんなことをおれに……？」

			　工藤の瞳ひとみが、困惑し切ったおれの姿を見詰めている。無邪気なくらいに透き通った眼差しを向けて、工藤は答えた。

			「それは、先輩がぼくに似ているからですよ」

			「……またそれか」

			　おれは溜め息をついた。

			「おれたちの力や境きよう遇ぐうが似ているのが、いったい、なんだっていうんだ」

			　首を振るおれに対して、工藤はいかにも楽しげに笑った。

			　まるでおれとこうして言葉を交わしていることが、楽しくて仕方がないと言わんばかりの仕草だった。

			「いいえ。似ているのは、力や境きよう遇ぐうだけじゃありません。もっと根本的なところで、ぼくたちは似ているんです」

			「根本的なところで……？」

			「ええ。そうです。だからぼくは、あなたが欲しい」

			　工藤は相変わらず、好意的な笑みを浮かべている。

			　おれの目には、それが得体の知れないなにか別の生き物のもののように見えた。

			「ぼくの言っていることがわからないのも、無理ありません。ですから、もうひとつお話しましょう。ぼくたちの持つ、この力についての話です。これがいったい、なんなのか。きっと先輩も気になっていたんじゃありませんか？」

			　おれたち転移者に与えられたこの力は、いったいなんなのか。

			　確かにそれは、十文字との戦いを通じて、おれにも芽生えていた疑問だった。

			　今回の事件は徹てつ頭とう徹てつ尾び、この力の暴走が原因だったと言っても過言ではない。ところが、おれたちはこの力について『転移者に与えられる力』だという以上のことを知らない。

			　工藤のペースに乗せられているとわかっていても、おれは耳を傾けずにはいられなかった。

			「真島先輩は、自分の力がどうしてこうした形なのか考えたことがありますか？　言い換えるのなら、どうしてぼくたちは似たような能力を得るに至ったのか、ということですが」

			　工藤は周囲にいるモンスターを目で示し、続いておれの眷けん属ぞくたちに視線をやった。

			「……ぼくは、この力を『チート能力』と呼ぶのが嫌いです。『恩おん寵ちよう』という、この世界の言い方もどうかと思います。だって、それではこの力の本質を外している。降って湧いたように手に入れた、なんの想いもこもらない力？　そんなのは、大多数の有う象ぞう無む象ぞうの話に過ぎない」

			　言い切った工藤が、おれを見詰めた。

			「たとえば先輩はどうですか？　違うでしょう。その力にかけた想いがあるはずだ」

			「……どうして、お前にそんなことがわかるんだ」

			　確信をもって告げられた言葉を否定できなかったから、おれはもう問い返すしかなかった。

			「わかりますよ。なぜなら、それこそがぼくたちの力の本質なんですから」

			　工藤は自分の胸に手を当てた。

			「この力はね、先輩。ぼくたちの願いをもとにしているんですよ」

			「願いを……？」

			　呆然として問い返す。

			　あまりにも想定外のことを言われたから……ではない。その逆だった。

			「詳しい仕組みは知りませんが、魔力なんて代物が存在するこの世界は、想いが現実に影響を及ぼすようにできているんです。ある一定以上の強い想い、魂たましいの底からの願いを抱いたとき、ぼくたち転移者は固有の能力を発現する……先輩にも、覚えがあるのではありませんか？」

			「……」

			　おれはコロニーにいた頃、『モンスターを率いる』という自分の能力に気付かなかった。コロニーで暮らしている間はモンスターに出会うことがなかったから、リリィと出会ったあのときに、初めてその力を自覚したのだと思い込んでいた。

			　けれど、実は『それまで気付かなかった』のではなくて、あの日、あのときに『この能力を手に入れた』のだとしても、別段、矛む盾じゆんは生じない。

			　とはいえ、なにもかもすべてを呑み込めるわけでもない。

			「いや。でも、それが正しいとするのなら……ウォーリアはどうなんだ？　あいつらはみんな、同じような力を持っているだろう？」

			「あれは単なる『成り損ない』です。確たる願いも持たないのに、自分に根拠のない確信を抱いている人間が、ああなるんです」

			　おれの反論にも、工藤はすぐさま応じてみせた。

			「根拠のない確信もまた、無意識下の強い想いには違いありません。『こんな世界に来たんだから、自分はやっぱり特別だったんじゃないか』『そうであってほしい』『いや、そうだ』『そうに違いない』とね。それが彼らの超人的な力の根源であり、想いの伴わない虚うつろな力の所以ゆえんでもあるんです」

			　勇者として振舞っていた十文字や渡辺の姿を思い出す。……否定は、できそうになかった。

			　とすると、転移当初に学生たちの３割近くがウォーリアになったというのは、おれたちが高校生だから……なのだろうか？　高校生ともなれば、現実というのものを知る機会もある。そうした子供らしい確信を残した者ばかりではない。ひょっとすると、転移したのが中学校だったなら、もう少しこの割合は増加していたのかもしれない。

			「だが、過去の勇者たちはみんな力を持っていたんだろう？　ウォーリアにせよ、固有能力持ちにせよ、みんながみんな、そう簡単に自分の力を獲得するものとも思えないが」

			「それは違いますよ、先輩。ぼくたち転移者が勇者として扱われるのは、力があるからではありません。ぼくたちは、まず勇者として扱われるんです。……人間なんて多かれ少なかれ、自分のことを特別だと思っているし、思いたがるものですからね。この世界で特別過ぎるほど特別な存在として扱われてしまえば、その気になってしまうのが自然というものでしょう？」

			「……順番が、あべこべなのか？　『力があるから勇者になる』わけじゃなくて、『まず勇者として扱われることで、初めて力を得る』……？」

			「実際、よくできたシステムだと思いますよ」

			　皮肉っぽく笑った工藤は、謳うたうように言った。

			「『ここは願いが叶かなう世界なのだ』」

			「……あっ」

			　それは初代勇者の言葉と伝えられているものだった。

			　それが、まさかそのままの意味だと誰が知ろうか。

			「このシステムは、あらかじめ勇者当人に知られてしまうと意味がありません。彼らには、その気になってもらわなければなりませんからね。だから、この世界の人間にも、このことは知られていないんです。知っているとしたら、それこそ、話に聞く例の教会の人間くらいのものでしょうね。ひょっとしたら、初代勇者の言葉の解釈は、教会によって、あえて曖あい昧まいなものにされたのかもしれません」

			「……そういえば、十文字は自分の能力を『元の世界に戻るためのものだ』と言っていた。それも、そのあたりが理由か？」

			「でしょうね。彼は元の世界に戻りたがっていましたから。望みが能力として現れるなら、そうした固有能力を得られるはずだと希望を持っても不思議はない」

			「だったら、あいつは本当に、いつか帰ることができたのか？　おれたちの、あの世界に」

			「さあ？　どうでしょうね。ぼくは知りません。興味もありませんから」

			　打って変わって酷こく薄はくな声で言って、工藤は肩をすくめた。

			「ただ、それが可能であったにしろ、そうでなかったにせよ、彼がそのように吹き込まれたのは確かでしょうね。ぼくはそのあたり関与していないので、詳しいことは知りませんが」

			「吹き込まれた……お前たちに情報を流していた人間に、か？」

			「ええ。あれはぼくの存在を知っていて、十文字に黙っていた人間ですからね。仮に十文字が唆そそのかされたのだとしても驚きはしません」

			　工藤の話を聞きながら、おれは背筋に薄ら寒いものを感じた。

			　十文字を唆そそのかして暴走させ、砦とりでの人間を大勢死なせた一方で、工藤の存在を黙っておく……そうした行為には、純度の高い悪意を感じずにはいられなかった。

			　今回の事件は、十文字と工藤の手によってなされたものだが、ひょっとすると、その『何者か』が切っ掛けであるのかもしれない。

			「何者なんだ、そいつは……」

			　チート能力がおれたちの願いを反映していることに気付くためには、それなりのサンプル数が必要だ。言い換えると、探索隊のチート持ちのなかでも固有能力を持っている者のひととなりをよく知っていなければいけない。

			　だが、固有能力持ちは数が少ない。チート持ち３００名中、『韋い駄だ天てん』飯野優奈のような『ウォーリアクラスの身体能力プラス固有能力持ち』が10名程度。おれのように『身体能力に繋がらなかったタイプ』を含めても、せいぜい１割……30名程度しかいなかった。

			　そのほとんどが、遠征隊に随ずい伴はんした幹部クラスだ。彼らの多くと交流があるとなると、探索隊の上層部くらいしかありえない。

			　これはもう、悪夢としか言いようがなかった。１００名を超えるチート持ちを抱える第一次遠征隊は、間違いなくこの世界で最大の暴力を有する集団だろう。そのトップが、すでに悪意の毒に侵されているというのだから。

			「興味がおありですか？　先輩に協力していただけるなら、もちろん、ぼくたちを繋いでいた存在についても、ぼくが知る限りのことをお教えしますよ」

			「……そいつは、お前の協力者じゃないのか？」

			「ぼくが仲間になりたいと思うのは、先輩だけですよ」

			　そう言って工藤は、手を差し伸べてきた。

			「そろそろわかっていただけたんじゃないですか？　同じような境きよう遇ぐうで、似たような力を得たぼくたちは、人生の最も大きなターニング・ポイントを共有しています。そんなあなただからこそ、ぼくは手を取ってもらいたいと思うんです」

			「手を取って、それでお前はどうするつもりだ。遠征隊に喧けん嘩かを売ろうとでもいうのか？」

			　確かに、おれたちは良く似ているのかもしれない。

			　工藤が人間を信じられなくなるような地じ獄ごくを経験したせいで、モンスターを従える能力に目覚めたというのなら、おれたちはほとんど同類と言っていい。だが……。

			「お前はその力に、いったい、どんな願いを込めた？」

			　おれの問いに、工藤は一際深く口元をほころばせた。

			「先輩は思い出せますか？　絶望に沈んだぼくたちが、自分の願いを力に昇華させた、あのときのことを」

			「……当たり前だ」

			　あれほどの絶望と歓喜の経験を、忘れることなんてできようはずがない。

			「だったら、思い出してみてください。ぼくたちの始まりの記憶を」

			　笑顔の工藤が過去の再生を促うながした。――気付けば、そこは森のなかではなく、おれの物語の始まりである、あの洞どう窟くつに変わっていた。

			　おれはぼろぼろになって、ひとりでそこに立っている。

			　工藤が目の前にいることだけが、唯一、あのときと異なる点だった。きっと工藤の目には、彼自身の絶望の光景が映っているに違いない。

			　ほころんだ唇が、絶望を紡つむぎ出した。

			「腕が痛い。脚が痛い。体中が痛い。だけど、体より心のほうが、よっぽど痛くて堪たまらない」

			　痛い。苦しい。襲い掛かってくる絶望が、肉体より先に、じわじわと心を殺していく。

			「ここでぼくの人生は終わってしまう」

			　逃れられない死が、ひたひたと音を立てて近付いてくる。

			「こんなところで死にたくない」

			　嫌だ。嫌だ。死にたくない。

			「そのときに、ぼくは思ったんです」

			　そうだ。おれは思ったのだ。

			　あれこそが、いまここにいるおれの物語の始まりだ。だから、どれだけ経っても忘れはしない。願ったことは、ただひとつ。

			　

			　――誰か、おれを助けてくれ。

			　

			　身も心も傷付けられたけれど、誰も信じられなんてしないけれど、それでも、誰かに傍にいてほしかった。

			　心の底から願ったその声にリリィが応えてくれたから、いまのおれはここにある。

			　そして、きっとそれは工藤も同じはずで……。

			　

			「ぼくのことをこんな目に遭わせる世界なんて、滅びてしまえ。ぼくは、そう願ったんです」

			　

			　だからこそ、彼はチリア砦とりでの襲しゆう撃げき者となったのだ。

			「モンスターを従えることができるぼくは、言うなれば『魔王』です。だったら、あのとき、みんなに傷付けられて死にかけたのも仕方のないことだって納得できました。だから、ぼくが人間を殺すのも当然のことだし、世界だって滅ぼします。そもそも、あんな簡単に醜みにくく変わり果ててしまうような、弱い人間なんてモノ、生きている価値なんてないでしょう」

			　話をしているうちに、なんとなくわかっていたことだった。

			　工藤陸という少年は、どこかおかしい。冷静なようでいて、頭の螺ね子じがとんでいる。人間として必要とされるなにかが破は綻たんしているのだ。

			　どうしようもないことに、彼はそんな壊れた自分を肯定していた。

			　たとえば、おれは自分自身のことを、リリィたちを率いる『モンスターのご主人様』だと自負している。チリア砦とりででリリィと過ごした夜に強く自覚させられたことだが、その自負こそが、なにもかもが違うこの世界でおれが生きていくための支えであり、寄よる辺べとなっている。

			　大事な彼女たちのためなら、この命を擲なげうってもかまわないとさえ思うからこそ、おれはここで息をしていられるのだ。

			　それと、きっと同じことなのだ。

			　工藤陸は、もうどうしようもなく壊れてしまった自分自身の在り方に誇りを抱くことで、どうにか自分を保っている。

			　自分をそこまで追い詰めた世界そのものを憎悪して、それを破壊しつくすためなら命さえ要らないと思うからこそ、彼はここに立っていられるのだろう。

			　……工藤陸という人間のことがわかる。わかってしまう。

			　相手は狂人なのに、その理屈が理解できてしまう。それはつまり、おれ自身、なにかの歯車が狂っていれば、こうなっていたという証拠に他ならなかった。

			　確かに工藤の言う通り、おれたちは似ている。

			　いまのおれが始まったそのスタート地点、存在の根本部分とでもいうべきところを共有しているのだ。だから、互いのことを誰よりもよく理解できる。工藤がおれに執着を示すのも、わからない話ではなかった。

			「幸いなことに、ぼくと先輩の相性はとてもいい。モンスターに溢れたこの世界なら、ぼくたちはきっと、世界そのものさえ滅ぼせるに違いありません」

			　工藤自身が語った話によれば、彼の能力は『大量のモンスターを意のままに操れる反面、強力なモンスターを操ることができない』のだという。これは『レア・モンスター以下を従え、意のままに操る』能力とも言い換えられる。『モンスターに心を与える』という能力の性質上、『レア・モンスター以上を率いる』おれとは、確かに相性はいいだろう。互いの能力の穴をフォローできる。

			　時間はかかるかもしれないが、この樹海で力を蓄えれば、他の転移者たちが敵わないほどの力を手に入れることも可能かもしれない。

			「確かに、おれたちが手を組めば、世界を滅ぼせるかもしれないな」

			「ええ！　きっと！」

			「……だけど、こうは考えられなかったのか？」

			　勢い込む工藤に、おれは問いを投げた。

			「おれたちなら、世界を救うこともできると」

			　この世界はずっと、広がり続ける樹海と、そこに棲すみついたモンスターの脅きよう威いに晒さらされてきた。そのために、百年に一度現れる『勇者』の活躍に頼り切って生きるほかなかったのだ。

			　それも、すべてのモンスターを従えることができる『魔王』がいるなら、話は別だ。

			　そうした希望が彼の目を覚まさせてくれるのではないか。そんなふうに、おれは一瞬期待して……。

			「世界を救う？　どうしてぼくたちが、そんなことをしなければならないんですか？」

			　予想通りの返答に、落胆はしなかった。

			「ぼくは『魔王』です。人間は救うものじゃない。滅ぼすものだ」

			　モンスターに囲まれた工藤の言葉に迷いはなかった。

			　わかっていたことだった。わかり切っていたことではあった。これから先、おれがずっとリリィたちの主であり続けるように、工藤もまた、世界に牙きばを剥むくモンスターの王としてしか生きられないのだ。

			　それでも、このような怪物を生み出した坂上の愚おろかしさが、いまはただただ呪わしかった。

			「ぼくたち魔王がふたり揃えば、敵う者なんてきっといません。一緒に行きましょう、先輩」

			　改めて工藤は手を差し伸べてくる。

			　その変わらない透明な微笑ほほえみを見て、おれは首を横に振った。

			「おれは『魔王』なんかじゃない。だから、お前と一緒には行けない」

			「だったら、先輩はなんなんですか？」

			　おれの返答を聞いても、工藤の好意的な笑みは変わらなかった。

			「ひょっとして、この世界で勇者として生きるつもりですか？」

			「いいや。そのつもりもないよ」

			　自分の分くらい弁えているつもりだった。

			　おれは英雄にはなれない。だけど、だからといって、工藤のような怪物にもなれない。

			　だったらなんなのか。

			　そんなの決まっていた。

			「おれは『勇者』でも、『もうひとりの王』でもない。リリィたちを率いる『ご主人様』だ。それでいい。それだけでいい」

			「……そうですか」

			　工藤は溜め息をついた。口元には、薄らとした笑みがあった。彼もさっきのおれと同じで、おれがここで頷うなずくことを期待しながら、そうならないことを予想していたのだろう。

			「残念です」

			　そう言って工藤は、ひょいとベルタの背中にまたがった。

			「けど、諦あきらめませんから」

			　おれたちに背を向ける。逃げるつもりなのだ。

			「っ、ガーベラ！」

			　意図を察しておれが指示を出すと、ガーベラが突貫する。

			　その行く手を、無数の影絵の剣と、大勢のモンスターが遮さえぎった。

			　この場面だけで言うのなら、消しよう耗もうが大きな工藤の陣営より、おれたちのほうが戦力的には優勢だ。しかし、この場にはアントンとベルタが揃っている。数十の死兵を使われたうえ、逃げに徹されてしまえば、いくらなんでも捕まえることはできなかった。

			　ベルタの背に乗った工藤の姿は、森の奥に消えていく。

			「いずれ世界の残ざん酷こくさに我慢がならなくなったら、ぼくのところにお越しください！　いつでも歓迎しますから――……」

			　工藤は最後まで友好的な態度を崩すことはなかった。

			　こうして、もうひとりのモンスター使いは、おれたちの前から去っていったのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……逃げられた、か」

			　この場に計算違いのアントンが出てきた時点で、工藤を捕えることはできないとわかっていた。それでも、彼に逃げられてしまった事実には後悔が残った。

			　おれたちの目の前には、捨て駒にされたモンスターの死骸だけが残されていた。上半身を喰われた坂上の遺体の『残り』までなくなっているあたり、徹底しているというべきだろう。

			　あやめを傷つけられた借りを返しそびれたガーベラが、八本脚で地団太を踏んだ。ローズはモンスターの血に濡れた斧を下げて、仮面の奥でなにか考え込んでいる様子だった。

			　アサリナが手の甲に引っ込んで、おれに寄り添ったリリィは気遣わしげな声をあげた。

			「ご主人様……」

			「……戻ろうか。やっと全部終わったんだ。シランたちにも知らせてやらないとな」

			　小さく吐と息いきを零こぼしてから、こちらを見上げるリリィに笑顔を向ける。

			　もちろん、これが終わりなどではないのは、百も承知のことだった。

			「……」

			　仲間たちを促うながして歩き出したおれは、ふと工藤が消えた方角を振り返った。

			　むしろ、これが工藤との戦いの始まりなのだ。世界の残ざん酷こくさに屈したおれが彼の手を取り魔王となるのか、それとも彼をとめることができるのか。直接矛ほこを交えることがないとしても、これからずっとおれは工藤と戦い続けることになる、いつか決着がつくその日まで……。

			　おれの胸に去来した感情を感じ取ったのか、リリィが腕を抱き締める力を強くする。彼女のぬくもりを感じながら、おれは砦とりでに向かって歩き出した。

		

	
		
			番外編　わたしの勇者様　～シラン視点～

			　

			　チリア砦とりでで同盟騎士団の一員として働いている兄様が、わたしたちの村に帰ってきた。

			　３年ぶりの帰省だった。

			「元気にしていたかい、シラン」

			「はい！　兄様もお元気そうでなによりですっ」

			　同盟騎士の仕事は過酷だ。人間世界を樹海の脅きよう威いから守るために、あえて樹海に踏み入ってモンスターを討とう伐ばつする彼らは、常に己の命を危険に晒さらしている。だからわたしは、ひょっとして兄様が様変わりしてしまっているのではないかと、少し不安に思っていた。

			　だけど、そんなのは杞き憂ゆうだとすぐにわかった。兄様の顔には、記憶にあるより傷跡が増えていたけれど、そこには以前とまるで変わらない優しく穏やかな表情が浮かんでいたからだ。

			「あの小さかったシランが、ずいぶんと大きくなったものだ」

			「もう！　兄様ったら。前にお会いしたときから、何年経ったと思っているのですか？」

			　騎士として働くため兄様が村を出たとき、わたしはまだ７歳だった。当時のわたしはお兄ちゃんっ子で、ずっと兄様のあとをついて回っていた。生まれてすぐに父様を亡くしたわたしの父親代わりをしてくれていたこともあって、騎士としてチリア砦に赴おもむくまで自警団の一員として村を守っていた兄様は、わたしにとって強くて優しい自慢の兄だった。

			「あれ？　兄様、そちらの方は……」

			「ほう。これが例の妹か。お前によく似ている」

			　帰省した兄様は、女の人と一緒だった。最初わたしは、兄様が新しいお嫁さんを連れてきたのだと思った。ケイを生んだ義姉様は４年前に亡くなっている。兄様はまだ24歳と若いし、後妻をもらっても全然おかしなことはなかった。

			「なに、わたしがこいつの嫁？　はは。それはいいな」

			　実際のところは、それはわたしの早とちりで、銀色の髪を短く刈った彼女は、同盟騎士団に就任する前の、当時18歳の団長だった。

			　わたしの家系は、この小さな開拓村で村長を務めている。大抵の場合、開拓村の村長の家というのは、騎士を輩出し、命を賭けてモンスターから国を守る義務を負っている。兄様をはじめとした何人もの優れた騎士を輩出してきたわたしの家は、代々騎士団を率いる王家とは浅からぬ関わりがあった。

			　勘違いをひとしきり笑われて、わたしは真っ赤になった。自分の国のお姫様に、なんてことを言ってしまったのかと蒼あお褪ざめもした。幸いだったのは、団長が機嫌を損ねていなかったことだ。むしろ彼女は、まんざらでもなさそうに見えた。

			　兄様の帰省の日々は、穏やかに過ぎていった。わたしは村の仕事をする時間以外は、ずっと兄様と一緒にいた。その一方で、今年で５歳になるケイは人見知りをしていた。

			　ケイが以前に実の父親である兄様に会ったのは、２歳のときだった。年齢的に仕方のないことではあったが、ちょっとだけ兄様は寂しそうだった。

			　帰省している間に、兄様には何度か剣の鍛たん錬れんに付き合ってもらった。

			「ねえ、兄様。わたし、兄様みたいにみんなを守れるようになれますか」

			「ふふ。そうだね。シランは10年後には、立派な騎士になっていると思うよ。わたしなんか比べ物にならないくらいのね。きっと、たくさんの人を守れるようになる。頑張りなさい」

			　兄様は同盟騎士団でも屈指の実力者だ。こんなふうに言ってもらえるとは思っておらず、わたしはびっくりしてしまった。もちろん、嬉しかった。これまでサボらず真面目に鍛錬を続けてきてよかったと思えた。20歳になったときの自分のことなんて想像もつかないけれど、もっともっと頑張らなくちゃと思った。

			　短い帰省を終えて、兄様はチリア砦とりでに戻っていった。わたしは兄様の言葉を胸に、これまで以上に努力を続けた。兄様に追いつこうと頑張ることは、大変であっても苦痛ではなかった。

			　そして２年後、12歳になったわたしもまた、兄様と同じくチリア砦に向かうことになった。兄様のもとで従士になることが決まったのだ。切っ掛けは、精霊との契約に成功したことだった。これは精霊使いのなかでもかなり早いほうだった。

			　頑張った甲が斐いがあった。精霊に自分の想いが認められたのだと感じた。やっと兄様と肩を並べて戦うことができる。嬉しかった。幸せだった。

			　その１回目の戦いで――わたしの目の前で、兄様は亡くなった。

			　当時、どこかの有力な帝国貴族が来たとかで、にわかに砦とりでは忙しくなっていた。こうしたとき、その皺しわ寄せで同盟騎士団は特に忙しくなるのが常のことで……それでも、わたしのような従士まで駆り出されるのは、あまりないことだった。砦に来たお貴族様が、なにか言ったとか言わないとかという噂話は聞いたが、末端のわたしに真相はわからない。

			　団の責任者である団長は、丁度、公務で砦を離れていた。そうでなくても、同盟騎士団が仕事を押し付けられるのはよくあることだった。しかし今回はそれに想定外の不運が重なった。

			　駆除対象のモンスターが予想以上に繁殖しており、予定にない奇襲を受けて、騒ぎを聞きつけてやってきた計算外の敵を相手取ることになり、退路では不幸な遭そう遇ぐう戦になった。不運な30名の討とう伐ばつ部隊は、ほぼ壊滅状態に陥った。わたしを含めた生存者が数人いたのは、兄様をはじめとした熟練の騎士がその身を犠ぎ牲せいにしたからにほかならない。

			　命からがら死地から帰還して、砦で治療を受けたわたしは、自室に戻るとベッドの上で膝を抱えた。まだ従士でしかないわたしは個室を与えられていなかったが、同室の人間は作戦行動中に亡くなっていて、部屋にはわたしひとりしかいなかった。

			　涙は出なかった。兄様が死んで悲しいとか、自分が生き残れて嬉しいとか、そうしたことは感じなかった。死と隣り合わせの戦闘の余熱と、そこから解放された虚脱感だけがあった。

			　正面にある壁をぼんやりと見詰めた。なにも守ることができなかったと、不意に思った。

			　――シランは10年後には、立派な騎士になっていると思うよ。わたしなんか比べ物にならないくらいのね。

			　兄様を越えられるという、20歳になったわたしなら、どうにかできたのだろうか。

			　だけど、いまのわたしは12歳の子供でしかなかった。だから、大事なものを失った……。

			　――きっと、たくさんの人を守れるようになる。頑張りなさい。

			「はい。兄様」

			　思い出のなかの兄様に返事をする。そうだ。大事なものを守りたいのなら、もっともっと強くならなければならなかったのだ。20歳のわたしを待ってなんていられない……。

			「シラン。入ってもいいか」

			　公務で砦とりでを離れていた団長が帰ってきて、わたしの部屋を訪れたのは、兄様が霊れい廟びように葬られた次の日のことだった。

			「お前、これは……」

			　部屋に入ってきた団長が、窶やつれ切ったわたしの姿を見て目を見開いた。

			「だん、ちょう……？」

			　自分のものとも思えないような、掠かすれてしわがれた声が出た。声が出たことに、自分で驚いたくらいだった。精も根も尽き果てた体は、ぐったりと床に倒れたまま、ぴくりとも動かない。呼吸をすることさえ億おつ劫くうで、気を抜けば心臓が停まってしまいそうな気がした。

			　だけど……それだけのことをした甲か斐いはあったのだ。

			　滲にじんだわたしの視界には、色の異なる４体の精霊が浮かんでいた。

			　――精霊契約。それはエルフにのみ許された、特別な魔法である。

			　契約において、精霊は術者を試す。必要とされるのは、魂たましいの研けん鑽さんと、最高純度の祈り。失敗すれば死が待つとなれば、それは命懸けの荒行に他ならない。それを立て続けに三度。今度こそ守りたいと切せつに願った気持ちに嘘はなかったけれど、それでも、この結果は奇跡としか言いようがなかった。

			　団長が人を呼んだことで、わたしは一命を取りとめた。

			　数日後、目を覚ましたわたしの頬ほおを団長は叩いて、痛いくらいに強く抱き締めた。

			　団長の体は震えていた。なんだかわけがわからない気持ちが湧き上がって、わたしはそこで初めて、わんわん泣いた。悲しくて、やるせなくて、苦しかった。同じ気持ちを団長も感じているのがわかって、それもまた辛かった。

			　兄様の分までみんなを守るために戦おうと、わたしは改めて心に強く誓った。

			　団長のおかげもあって、無む謀ぼうな精霊契約に挑むようなことはそれ以降なかったけれど、わたしはますます鍛たん錬れんに精を出すようになり、１年と経たないうちに、正式な騎士として樹海に出られるようになった。

			　わたしは誰より積極的に樹海に出続けた。１年が経ち、２年が経った。

			　数多の死線を潜り抜け、実戦を経験したわたしは強くなった。剣でも魔法でも、わたしより上手い人間はいたけれど、そのふたつをわたしと同レベルで兼ね備えている者はいなかった。ましてや、精霊の加護を全開にしては敵う者はおらず、気付けばわたしは、北域最高の騎士として知られるようになっていた。

			　けれど、それでもわたしの目の前で、あるいは手の届かぬところで、人々は死んでいった。

			　強くなった手応えはあった。誰かを助けることは何度となくあった。それでも、減らせた被害は微々たるものでしかなかった。

			　立派な騎士では駄目なのだ。そう悟った。わたしのなかで、異世界から現れる勇者様に対する期待が大きくなっていったのは、この頃のことだった。自身に対する失望が、無力感が、そのまま勇者様への期待を肥大化させていった。それを自分ではどうすることもできないまま、時は経ち……わたしの期待は、ついに現実のものとなった。

			　まずチリア砦とりでにひとりの勇者様が辿り着いた。更に、東の地にあるエベヌス砦には、前代未聞の１００人という規模で勇者様が降こう臨りんされた。それだけでなく、もっとたくさんの勇者様が、樹海深部に取り残されているのだと知らされた。

			　勇者様方を救出するために、わたしは樹海深部に派遣されることになった。この世界で最悪の危険地帯に向かうことに、文句などあろうはずがなかった。どんな苦難も、嘆きも、このときのためにあったと思えば、なんてことはなかった。大変な作戦だったし、合流する手て筈はずだった部隊と連絡が取れなくなるトラブルなどに見舞われはしたものの、わたしは無事、勇者様方を保護することに成功した。

			　その帰路でのことだった。わたしは一組の男女と出逢った。

			「剣を降ろしてくれ！　おれたちはモンスターじゃない！」

			　わたしのかけた誰すい何かの声に応えて姿を現したのは、美しい少女を伴った少年だった。

			　少年は、真島孝弘と名乗った。

			　真面目そうな容よう貌ぼうの少年だった。取り立てて特徴のない容貌ではあったが、こちらに向けられた眼差しには強い芯のようなものが感じられた。

			　その眼差しが、奇妙なくらい気にかかった。ひょっとすると、その時点でわたしには予感めいたものがあったのかもしれない。これはあとで気付いたことだが、彼の見せたその眼差しは、幼かった頃に見た兄様の表情にそっくりだったのだ。

			　それからわたしは縁あって、孝弘殿と何度となく接触の機会を持つことになった。そのなかで、彼もまたわたしや兄様と同じく、大事な誰かを守るために、己のすべてを捧ささげて後悔しない人物なのだと知った。わたしは勘違いをしていた。彼に勝手な幻想を押し付けていた。自分の心の弱さが恥ずかしかった。

			　煌きらびやかな物語の英雄なんて、どこにもいなかった。

			　けれど……それでも、勇者様はいたのだ。

			　チリア砦とりでを突然襲ったモンスターの大群。

			　それを手引きし、砦の人間を皆殺しにしようとした十文字達也を足止めしようとして、わたしは命を落とした。

			　わたし自身も、わたしの想いも、そのまま朽ち果ててしまうはずだった。

			　けれど、あの不思議な世界で、孝弘殿は暗闇の底からわたしを引き揚げてくれた。

			　ただ無念のうちに散るだけだったわたしの願いを拾い上げてくれた。もう一度、わたしに希望を与えてくれたのだ。

			　煌きらびやかな物語の英雄とは違うし、彼自身は絶対に否定するのだろうけれど、少なくとも、わたしにとっては彼こそが、騎士としてともに肩を並べて戦うべき勇者に他ならない。

			　これが幸いでなくて、なんだろうか。

			　だから戦おう。彼と一緒に。守りたいと願う大事なもののために。

			「行きましょう、孝弘殿。我らの戦場へ」
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			日暮眠都（ひぐれ　みんと）

			大阪在住。小学校時代に遊んだ某大作ＲＰＧの六作目では、仲間になったスライムに全ソースを突っ込む。そして現在、ヒロインがスライムの小説を執筆中。（二〇一五年八月現在）

			　

			イラストレーション

			ナポ（なぽ）

			一九九四年二月生まれ、長野県出身。好きな食べ物は『ラーメン』。最近趣味として写真始めました。綺麗な写真が撮れるとすごく嬉しいです。（二〇一五年八月現在）

		

	
		
			モンスターのご主しゆ人じん様さま④

			発行日：２０１５年８月31日

			著　者：日ひ暮ぐれ眠みん都と

			発行人：赤坂了生

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）

			(C)Minto Higure 2014

			　

			本電子書籍は株式会社双葉社刊『モンスターのご主人様④』（２０１５年８月31日　第１刷発行）に基づいて制作されました。

			　

			本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。
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